

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１






　血の味が、色が、臭いが、ガーフィールの存在を丸ごと塗り潰していく。

　水に沈む感覚と、血の中に沈む感覚とはあまりに違う。全身が粘性の液体に呑のまれて自由が利かず、しかし、吐く息の泡さえ目には映らない。

　頭上、ガーフィールを嘲あざ笑わらう、白い月の姿さえ見えなくなっていた。

　──クルガンとの戦いの最さ中なか、ガーフィールを呑み込んだのは不可解な血の塊だ。

　一見、『色しき欲よく』の大罪司教と思われたそれは、命の有無さえ怪しい不定形の血けつ塊かいでしかなかった。蠢うごめく血溜だまりと聞けば意味不明の存在だが、今この都市には魔獣ですらない亜あ獣じゆうが、生者ですらない屍かばね人びとが蔓延はびこっている。

　それらの一種と考えれば、動き回る血の塊など驚くに値しない。

　問題は血塊に呑まれ、呼吸が危うくなり、自由を奪われたガーフィールの現状だ。

　味覚、視覚、嗅覚が血で染まり、聴覚も血の中では封じられたも同然。触覚は前後左右を見失い、五感が頼れない今、第六感に頼るしかない。

　第六感、それをシックスセンスと教えてくれたのは、確かスバルだったか。

「──っ」

　雑念、雑念、雑念。──ガーフィールは雑念が多い。何度も、幾度も自覚したそれが、重力という頸くび木きから外れた世界でも、いまだにガーフィールの心を縛いましめている。

　心が不自由ならば、意思は手足に伝わらない。もがく体は何も掴つかめず、少ない酸素を悪戯いたずらに消費して、ゆっくり、意識は赤い血の水みな底そこへ落ちようとしていた。

　勝利を、打開を、決断を、求める全てが手をすり抜けて、消えてなくなる。そのまま、そのまま、ガーフィールは哀れな敗死の彼方かなたへ──、




　──桃色の髪の想おもい人、橙だいだい色いろの毛色をした猫娘、黒髪の頼りない頼れる少年。




　浮かんでは消える、無数の雑念の中に、手放し難いモノを、見て。

「──が、ァァァァ」

　翠みどりの瞳ひとみに光が宿り、鋭い牙の並ぶ口が開く。ごぼごぼと血が喉へ、肺へ流れ込んでくるが構わない。吠ほえて、吠えて、吠えて、爪を牙を、振るう。

　ガーフィールは雑念が多い。だからこそ、死の間際にあっても往生際の悪い考えが、未練が、執着が、その命尽きる寸前までみっともなく湧き続ける。

　手が、足が、血の水面みなもを割れない。届かない。届かないのは、ガーフィールの体が小さいからだ。ならば、手が足が、長く大きく、爪が牙が、鋭く強く、在ればどうだ。

　そう在れば、どうなのだ。

「──ッッ!!」

　生を渇望する本能に従い、ガーフィールの全身が脈動、肉体が変質する。

　音を立てて骨格が変わり、四肢が見る見るうちに肥大化していく。全身を金色の獣毛が覆い、爪が、牙が、一回りも二回りも大きく強く鋭くなる。

　生まれ持った血の力が、ガーフィール・ティンゼルを大虎へ変え、赤い水面を割る。

　鋭い爪が水面へ届いた瞬間、血けつ塊かいは泡が割れるように弾はじけて飛び散った。

　──殺したと、そう確信する。血溜だまりにあった命、それを爪が抉えぐり取ったと。

　血ち飛沫しぶきがぶちまけられ、一度は大水が洗い流した街並みが真っ赤に染まる。荒く、血と獣臭い息を吐きながら、顕現した大虎は溺おぼれる苦しみから解き放たれ──、

「────」

　直後、風を切る豪腕が獣化したガーフィールを容赦なく吹き飛ばしていた。

　子どもの頭ほどもある拳げん骨こつが大虎の顔面を捉え、次いで同じ軌道を描く拳こぶしが脇腹を、土手っ腹を、下腹部を連続して殴打、数百キロの体が宙を舞う。

　打撃に骨が軋きしみ、内臓が絞られる痛みが脳をつんざく。が、血の中で溺死する感覚と比べれば、殴り合いの痛みは楽園のようなものだ。

　──いつしか、戦場は最初の通りから大きく移動している。

　血けつ塊かいに呑のみ込まれたあとの時間の経過が曖昧だ。だが、隣り合わせで行われていた『剣けん鬼き』と『剣けん聖せい』の剣けん戟げきが見えない。音も聞こえない。

　視界に、遠くあった制御塔がぐんぐん近付いてくるのが見える。宙を舞いながら身を回し、四肢を地面に突き刺して勢いを殺した。制御塔を目前とした広場に着地、正面、大口を開けて吠ほえ猛たければ、こちらを殴り飛ばした異形の姿がある。

　後ろ足に力を込め、やってくる巨きよ躯くを迎え撃つべく牙を溜ためる。瞬間、すぐ傍かたわらで発生した敵意へ、視線を向けずに爪を振るった。

「──ッッ」

　獣爪が引き裂くのは、野太い悲鳴を上げる異形の獣。四肢の一部を刀剣に代替し、無機と有機が融合した不自然な生命──『亜あ獣じゆう』だ。

　一様に歪いびつ、しかし一体たりとも同じ姿形をしたモノのない亜獣の群れが、石畳に四肢をつくガーフィールを取り囲む。直前に殺した血溜まり同様に、亜獣の群れも制御塔へ迫る解放者を迎撃するべく配置されていたのか。

　だとしたら、それはあまりに惨むごい采配、無意味な施策に他ならなかった。

「──ォォォンッ!!」

　咆ほう哮こうが爆発し、押し寄せる暴力の気配に爪を叩たたき付ける。

　直撃された亜獣の頭部が爆砕、血と脳のう漿しようをばらまく同胞の死を踏み越え、なおも止まらずに迫る獣の軍勢、それがことごとく、大虎の暴力に押し潰される。

　勝ち目のない戦いへ、躊ちゆう躇ちよなく死へと飛び込んでいく亜獣の群れ。それは死を感じる機能の麻ま痺ひを、生を渇望する本能の喪失を意味していた。

　在り方を捻ねじ曲まげられ、生物の尊厳を踏ふみ躙にじられた亜獣という存在。

　どういった経緯で生み出されたか、それはわからない。だが、大虎の、ガーフィールの本能は理解していた。──殺さなくてはならない。

　嫌悪でも、侮ぶ蔑べつでもない。強い使命感を以もつて、亜獣は殺さなくてはならなかった。

「────」

　そうして、尽きぬ闘争心のままに亜獣を屠ほふるガーフィールへと覇気が突き刺さる。振り向かずともわかる圧倒的な鬼気、それが破壊の技となって大虎へ降り注いだ。

　雨あめ霰あられの如ごとく、放たれる暴力がガーフィールの全身を捉えた。回避の動作へ入る暇ひまもないまま、足が滑り、体が下がり、背後の石壁へと激突する。血と折れた牙を吐き出す。そこへ、好機と見た亜獣が鋭い刀剣を突き立てんと迫り──、

　瞬間、『八やつ腕うで』の攻撃が、隙を狙った亜獣を石畳の赤い染みへと変えていた。

「────」

　無言のクルガンへと、亜獣たちの敵意が向けられた。途端、クルガンは山道で小枝を除よけるぐらい容易たやすく、牙を構える亜獣の群れを薙なぎ払はらった。

『八つ腕』に、ガーフィールを救おうという考えはあるまい。ただ、死した体にさえ残った戦士の流儀が、亜獣の無粋な横よこ槍やりを許さなかった。

　大虎と闘神、殺すべき敵が二体となっても、亜あ獣じゆうの行動は変わらない。それ故に、亜獣たちに待ち受ける鮮血の結末も変わらなかった。

「──ッッ!!」

　吠ほえるガーフィールの爪そう撃げきが、クルガンの三本の左腕に止められる。石畳を踏み砕き、反対の爪で無防備な亜獣の胴を握り潰した。

「────」

　黙し、ただ鬼気を纏まとったクルガンの拳撃が大虎の腹筋に突き刺さり、それ以外の七本の腕が飛びついてくる亜獣の頭部をことごとく爆砕する。

　血が散り、肉が爆はぜ、骨が砕かれ、魂が燃え上がる。

　踊るように破壊が荒れ狂い、ガーフィールとクルガンが広場に次々と死を量産する。

　何な故ぜ、戦うのか。何故、殺し合うのか。何故、命はここで終わるのか。

　爪に、牙に、血に、瞳ひとみに、喉に、全身に問いを詰め込み、目の前の相手にぶつける。それこそが闘争なのだと、煮え滾たぎる本能が喝采していた。

「──ッッ」

　巨大な掌てのひらに顎を掴つかまれ、そのまま後ろの建物に後頭部を叩たたき付けられる。衝撃に意識が白み、反射的に全身の筋肉を駆使、決死の覚悟で抵抗する。その手足が、あろうことかクルガンの他の腕に全て捕まえられた。

　凄すさまじい握力が、大虎の手足を容赦なく握り潰す。骨が砕け散り、筋繊維の断裂する生々しい音がして、激痛と流血の予感が喉の奥で絶叫を爆発させた。

　死が、間近にある。拘束を解かなければ、跡形もなく、命が潰ついえる。

「──じ」

　刹那、あえて闘志を萎なえさせ、全身の活力を四散させた。

　クルガンの掴んだ腕が、足が、不意の勢いで細く萎しぼむ。──否いな、萎んだのではなく、本来のたくましくしなやかな状態へ戻ったのだ。

　獣毛が抜け、体格が二回り以上も小さくなる。二度は通じない小細工、それをこの瞬間に用いて拘束を逃れ、ガーフィールは地に足をつけ、加護を全開にする。

『地霊の加護』の効果が、クルガンの足下の地面を隆起させ、巨きよ躯くを撥はね上げる。

「────」

　無論、闘神にそんな小技は効かない。瞬時の判断があり、直後に隆起した大地が砕かれる。一瞬、踵かかとの浮いた体はすぐさま地上へ帰還する。

　しかし、一瞬でも隙は隙、それをガーフィールは見逃さない。

「お、おおぉぉぉぉ──ッ!!」

　頭を下げ、相手の腰へ組み付く。引き剥はがす腕がすぐにくる。寸前、巨躯を抱え込み、後ろの建物──制御塔へ、渾こん身しんの力で放り投げた。

　クルガンが全身で壁に激突し、制御塔の中へ巨躯が飛び込んでいく。獣化したガーフィールが直前に頭を埋うずめたのも同じ建物だ。度重なる衝撃に塔が激しく揺さぶられ、長く水門都市を見守ってきた巨大な『ミーティア』が悲鳴を上げる。

　だが、気遣う余裕はない。クルガンを追いかけ、ガーフィールも塔内へ踏み込む。無灯の暗闇の中、ガーフィールの瞳ひとみの瞳孔が細くなり──、

「──ッ」

　正面、闇から抜け出した拳こぶしを頬ほおを掠かすめて躱かわした。

　続けて放たれる拳打に自らの拳を合わせ、弾はじかれる腕から血が噴いた。歯を噛かみ、痛みに耐える。大虎の状態で潰された手足は現在も不具合が継続中だ。

　壊れた右腕を迎撃に用いて、治療の力を左腕へ集中する。骨を接ぎ、肉を埋め、応急処置を済ませて次は両足、順番待ちする全身の負傷を一つずつ片付ける。

　もちろん、その間に負傷が増えれば順番待ちの列は減らない。殴り、殴られ、蹴り、蹴られ、戦場とするには狭すぎる塔内で炸さく薬やくのような打撃戦が連発する。

　破滅的な攻防を重ねるガーフィールとクルガン。塔内には広場と同じく、待ち受ける亜あ獣じゆうの姿があったが、嵐のような二人の戦いには割り込めない。

　床を蹴り、壁を蹴り、ガーフィールは塔内の全てを足場にして、縦横無尽の攻撃をクルガンへ叩たたき込む。一方、クルガンは力強く仁王立ちし、飛び込んでくる獣の爪そう牙がを強きよう靭じんな肉体で撥はね退のけて、着実に強烈な一撃を放り込んでくる。

　拳を蹴りで迎撃し、ガーフィールが反動で塔の上へ突き上げられる。天井であり、床でもある石材をぶち抜き、ついには塔の最上階へ辿たどり着いた。

「ここァ……」

　ガーフィールたちが、確保するために目指していた場所だ。

　思いがけず、作戦目標であった制御塔の攻略を成し遂げ、ガーフィールは瞠どう目もくする。何な故ぜなら塔内に、倒すべき『色しき欲よく』の大罪司教がいなかったからだ。

　──あるべき敵の不在に、ガーフィールは理解する。

　待ち受けていた屍かばね人びと、『剣けん聖せい』と『八やつ腕うで』。広場と塔内を埋め尽くしていた凶悪な亜獣の群れ──その全てが、見せ札だった。

　自分が塔内にいると見せかけ、反撃に打って出るガーフィールたちを嘲あざ笑わらう。人間性の腐った放送が思い出され、『色欲』の悪意が胸を悪くする。

　この場を放棄し、『色欲』のカペラはどこへ消えたのか。──逆転劇を期待する人々にとって、一番の嫌がらせをしに向かったに決まっている。

「クソったれが……ッ！」

　悪態をつき、ガーフィールは腰巻きに手を伸ばす。獣化の最さ中なかにも、激戦の合間にも解けなかった腰巻きの中に、都市庁舎への連絡用の対話鏡が入っている。

　すぐに『ミーティア』を起動し、都市庁舎に残る非戦闘員たちへ注意を促さなくてはならない。と、ガーフィールの指が鏡面に触れた瞬間だ。

「──ッ!?」

　床下から伸びる腕が、ガーフィールの足を掴つかんで階下へ引きずり込む。

　とっさに石床を踏んで耐えようとするが、亀裂の入った床の方が耐え切れない。砕け、落ちる。眼下、クルガンの光のない瞳ひとみと視線が交差した。

　瞬間、中空で体を振り回され、ガーフィールの頭が塔の壁を粉砕する。荒れ狂う頭ず蓋がいへの衝撃に血の涙を流し、ガーフィールは掴つかまれる足を豪快に跳ね上げた。勢いが逆転、今度はクルガンの方が壁に激突、轟ごう音おんを上げて塔が半壊する。

　そこから先は落下しながら、互いが互いへ攻撃を放り込む決死の乱打戦だ。

「────」

　強烈な威力、明白な手数の差、一発一発が致死に思える拳撃を、闘神は容赦なくガーフィールへと打ち込む、打ち込む、打ち込む──。

　二本の腕と、八本の腕と、どちらが有利か明快な差が二人の間に格差を生む。

　一手と八手、それがガーフィールを、死へと傾けていくのだ。

「う、っがァァァァ──ッ!!」

　一撃を盾で受け、一撃を屈かがんで躱かわし、一撃を蹴って体に掠かすめ、一撃を回し受けして衝撃を散らし、一撃を渾こん身しんの拳こぶしで相殺し、一撃に顎を砕かれながら致命傷を避さけ、一撃を力を込めた腹筋で耐え抜き、一撃に顔面を直撃されて意識が吹っ飛ぶ。

「──ぁ」

　八手、嵐のような攻撃が終わり、気付けばガーフィールは石畳に大の字に倒れている。

　血を吐いて、全身の痛みに視界が明滅する。寝転んだまま、息も絶え絶えのガーフィールは背中で『地霊の加護』から力をもらい、傷を修復する。

　そんなガーフィールを、クルガンは四対の腕を組んで見下ろしていた。

「────」

　死せる伝説、英雄となった異形、闘神と呼ばれた男。

　実力主義のヴォラキア帝国において、種族ごと劣等と蔑まれながら、己の身一つで多た腕わん族ぞくの運命を変えた戦士──ガーフィールの憧れた、本物の英雄。

　脈打つ心の臓の鼓動を聞きながら、ガーフィールはゆっくりと立ち上がる。

「はァ、はァ……ッ」

　荒い息を吐きながら、ガーフィールはクルガンの一貫した姿勢に奥歯を噛かむ。

　ここまで何度、クルガンはガーフィールにトドメを刺す機会を見送ったのか。そも、彼は一度として、背中に負った鬼おに包ぼう丁ちようを攻撃に用いていない。

　胸中、屈辱がガーフィールの戦士としての自負と矜きよう持じを粉々に砕く。

　こうまで情けをかけられるぐらいなら、いっそ殺された方がマシにさえ思える。

　思えるのに──、

「──終わっち、まえば、楽だってのに、よォ」

　盾を装着し直し、両腕を正面へと構え、ひび割れた牙を剥むいて、抗あらがいの形相を作る。

　ガーフィールは雑念が多い。──今も、無数の声が聞こえ続けている。

　温かく親しくて、聞き慣れて心地良くて、胸を熱く熱くして、喉がたまらなく苦しくなって、誇らしさに眦まなじりが緩んで、腹の奥底から力が湧いてくる、声。

　それらの声が、ガーフィールの名を呼ぶのが、聞こえている。

「──くは」

　征いかなくては、届かなくては、辿たどり着かなくては。

　そう胸に刻み、口の端を歪ゆがめて笑ったガーフィール、その目に強い光が宿る。

「────」

　それを見届け、クルガンが動いた。

　ゆっくり、闘神が人に非あらざる異形の腕を用いて、担った身幅の分厚い刀剣を引き抜く。それは伝説に名高い無骨な破壊の顕現、鬼おに包ぼう丁ちよう。

　仁王立ちに構えていた闘神が鬼包丁を構え、初めて、戦うための姿勢を取った。

「つまり、さっきまでァ文字通り、ガキ扱いだったってわッけだ。『冬越えとアベンガムの巣立ち』たァ、このことじゃァねェか」

「────」

「……ありがとォよ」

　無言の闘神に、ガーフィールは一言、礼を言った。

　それが何に対する礼だったのか、やり取りはない。説明もない。

　ただ、戦いが始まった。
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　──月下、風を切り裂く銀ぎん閃せんが火花を散らし、剣けん戟げきが夜を殺すように奏で合う。




「しぃぃぃぃっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いが夜を斬り、『剣けん鬼き』の双剣が烈火の如ごとく死を描く。

　無数の斬撃は一つとして遊びがなく、全てが剣士にとっての剣の到達点──一角の剣士であれば、その刃やいばに見み惚とれたことが死因となりかねないほど冴さえた剣技だ。

「────」

　その嵐のような猛攻を受ける長剣、その担い手の技量も人域にはない。

　身の丈と変わらぬ長剣を手足のように扱い、『剣けん聖せい』は迫る死をことごとく打ち払う。

　互いの刃が閃ひらめき、煌きらめきが宙を乱舞する。苛烈な鋼はがねの打ち合いはどこか儚はかなく物悲しく、命を狙った斬撃の一つ一つが睦むつみ合う恋人同士の愛あい撫ぶを思わせた。

　剣戟を交わすということは、命の奪い合いに他ならない。

　だが、握りしめた剣に全てを乗せ、同じようにする相手の全てと鍔つば迫ぜり合う瞬間、鋼越しに伝わるのは互いの熱と熱、それだけだ。

　不要なモノを全て削そぎ落として、ただただ互いの存在だけを求め合う。

　──故に、剣戟とは愛に似ている。

　少なくともこの瞬間、閃ひらめく剣けん閃せんに月光を映した剣士の戦いは、鋼はがね越しの求愛だった。

「────」

　互いに剣力の限りを尽くし、相手の精魂全てを根こそぎ欲する。物騒な求愛もあったものだが、元より『剣けん鬼き』と『剣けん聖せい』の愛はそうして熱く鍛え上げられた。

　──いっそこのまま、決着がつかなければと思う自分がいる。

　そうすればこの逢おう瀬せが、ありえなかった再会が、終わることもないのだからと。

「──ぬぅッ！」

　刹那、頭ず蓋がいを貫かんと放たれた刺突をのけ反って躱かわし、額に灼しやく熱ねつが生じる。

　一瞬の雑念を、かつて『剣神』に寵ちよう愛あいされた剣の申し子は見逃さない。瞬まばたき以下の乱れであろうと、超常の剣けん戟げきにあっては致命的となる。

　額から流れる血が瞼まぶたをなぞり、わずかな重みが視界を浅く塞ぐ。──瞬間、『剣聖』が放った真一文字の一撃が、世界に断末魔を上げさせながら老骨へ迫る。

　それは『死』だった。長剣が自分の胴へ入り、無抵抗に血と内臓をぶちまけ、回避できない無様な敗死を迎える自分を幻視する。

　生涯を費やしてきた剣の道の終幕だ。全てを取りこぼし、贖あがないすらもままならず。

　──そんな最期を、受け入れられるはずもない。

「おぉぉぉぉ──ッ!!」

　咆ほう哮こうを上げ、脳裏を過よぎった鮮血の結末を否定する。

　幻視した終幕を炎にくべ、緋ひ色いろの活力が血を沸かせた。極限の集中力が時間の経過を曖昧にし、世界から音が、色が、自分と相手以外の全てが失われる。

　迫る刃やいばが想像通りの軌道を描き、自分の胴体へ突き刺さる。

　寸前、踵かかとで石畳を抉えぐるほど踏み切り、胴体へ侵入する刃を乗り越えるように側転、斬撃の上を転がる挙動で回避した。

「────」

　渾こん身しんの一撃を避さけられ、さしもの『剣聖』も追撃が遅れる。

　その間、『剣鬼』は後ろへ飛びずさり、抉られた脇腹の傷を確かめる。浅くはない。そして、出血は止まらない。──これが、『死神の加護』の効果だ。

『死神の加護』の持ち主が与えた傷は、決して癒えない。塞がることはない。文字通り、傷は死神と化し、相手の命を奪うまで流血を強いる。

　それこそが、『剣聖』テレシア・ヴァン・アストレアを最強たらしめた所以ゆえんだ。

「……元より、長く戦えるなどと思ってはいない」

『剣鬼』──ヴィルヘルムは脱いだ上着を腰に巻いて、乱暴な止血で事を済ませる。その間、相対する『剣聖』は動かず、追撃を仕掛けてはこなかった。

　空っぽの人形めいた青い瞳ひとみ、その中に何らかの感情の兆きざしがないか。それを期待する自分に辟へき易えきし、ヴィルヘルムは自ら傷口を抉り、痛みで己を戒いましめた。

「迷って出たなどとは思わん。天の差配にも期待はない。逢瀬なら、いずれ天上でいくらでも果たせる。──夢など見ない。これは現実だ」

　無感情に、生前の剣技を振りかざすだけの屍かばね人びとを睨にらみつけ、言い放つ。

　長く艶つややかな紅の髪、白く透き通るすべらかな肌、蒼そう穹きゆうを閉じ込めたような美しい瞳ひとみ。目をつむれば、飽きることなく愛いとおしい瞬間が思い出せる。

　その全てが目の前にあって、その全てが目の前にあるはずがないものだ。

「テレシア、お前は美しい。──だから、お前はここにいてはならない」

　亡き妻の現うつし身みを前にして、再び構えるヴィルヘルムの剣気が研ぎ澄まされていく。

　血は煮え滾たぎり、この所業を行った悪あく辣らつな存在への怒りは尽きない。

　だが、この一瞬、この瞬間、この刹那、この一合だけは余計なものは何もいらない。

　かつて友は、戦友は、妻は、ヴィルヘルムに言った。

　剣を熱で曇らせるな。沸き立つ血に呑のまれるな、真まっ直すぐ鋼はがねの如ごとくあれ。

　──今はどうだ？　熱くなっているか？

「いいや、冷えているさ。──刃やいばのように」

　再び、合図もなく、互いの剣けん閃せんが互いの命を狙って迸ほとばしる。

　打ち合わされる鋼の響きは悲鳴にも、懇願にも、求愛にも似ていて。

　終わることを望みながら、終わらぬことを希こいねがうように。

　まるで尽きぬ睦むつ言ごとを交わすように、『剣けん鬼き』と『剣けん聖せい』の剣けん戟げきは響き合い続けた。
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　──ルグニカ王国の『最優の騎士』ユリウス・ユークリウス。

　彼はその言動と振る舞いから誤解されがちだが、いわゆる人間の性善説を信じている。

　どんな人間の行いにも理由があり、悪行の原因は環境によるものが大きい。故に、全ての人間は己の内に善なるものを秘めていると、そう考えていた。

　それは若く青く、甘いとさえ呼ばれる理想論だ。

　そんなユリウスの性分を、彼の家族や友人は危惧し、その上で愛してきた。

　ユリウスもまた、そうした周囲の期待と不安に対し、精一杯の在り方で応えてきた。

　ユリウスは善良な人間だった。

　人を愛し、人に愛される人物だった。

　そのユリウスをして、ペテルギウス・ロマネコンティという大罪司教や、自意識なく悪を為なす魔女教徒の存在は目に余る。理解したいという願いさえ拒む、人類の天敵。

　ユリウスにとって魔女教とは、彼の騎士としての在り方を揺るがす存在だった。




「──エル・クラウゼリア!!」

　六色の準精霊の力を借りて、騎士剣の先端から虹色の光が放たれる。

　戦いの早期決着を狙い、ユリウスは眼前の『暴ぼう食しよく』に手加減抜きの一撃を繰り出した。

　六属性を束ねた虹の光は、ユリウスが筆頭宮廷魔導師たるロズワールに着想を得て、独力で編み出した複合魔法の一種だ。それぞれの属性の力を最鋭化し、あらゆる防護を突破する光の一撃──剣に纏まとう『クラリスタ』と、光を放射する『クラウゼリア』。

　その二つの力こそが、ユリウスを王国有数の騎士へ押し上げた切り札である。

　一いち瞥べつではその危険性を測りかねる虹の極光、侮あなどれば受けた肉体がそのまま消滅する一撃で以もつて、ユリウスは胸の奥のしこりごと『暴ぼう食しよく』を──、

「なに!?」

「──兄様って、これで意外と嫌なことから目を背ける弱いところがありますよね」

　嘲るように言って、『暴食』──ロイ・アルファルドが後ろへ倒れ、顔面スレスレで極光を回避、ユリウスの判断を侮ぶ蔑べつする。虹の速度は矢に迫るほどで、易やす々やすと躱かわせる速度でもなかった。避さけるにはラインハルト並みの身体能力か、あるいは──、

「僕たちの憧れだったんですよ、兄様は。そんな兄様が必死に努力して編み出した魔技、俺たちが知らないわけないじゃないかッ！」

「ぐだっぐだうるさいんじゃ、ボケぇ！　とっとと死んで、あの世で笑っとけ！」

　切り札を『既知』のような動きで躱し、アルファルドが飛び起きる。瞬間、その矮わい躯くへ踏み込むリカードの大おお鉈なたが風を薙ないで迫った。

　その追撃を、アルファルドは長い袖から覗のぞく短剣を器用に操り、受け流す。絶妙な力加減に火花が散り、冒ぼう涜とく者しやの真横を大鉈が通過、石畳が盛大に砕かれる。

　破片が打ち上がる中、「わお！」とアルファルドが楽しげに短剣を閃ひらめかせ、

「ほぉら、犬肉に串刺しッ！　硬くて筋張ったお肉はグサグサ突き刺して柔らかくして食べやすくして消化に優しくしてクソに肥料に肥やしにしやすくして循環循環食物連鎖ッ！　あァ、素晴らッしいッ！　たまんないッ！　わかるでしょ、リカードさんッ！」

「ぬっ、がっ、ぐぉ!?」

　早口に戯たわ言ごとを並べるアルファルドが、矮躯を回転させリカードを切り刻む。

　体格の大小もあり、アルファルドとの戦いはリカードが圧倒的に不利だ。針金のような毛皮と分厚い筋肉が刃やいばを阻むが、それでも劣勢は否いなめない。

　何より、アルファルドの攻撃は執しつ拗ように的確で、理不尽に完璧だ。

　高速の刺突は毛皮の薄い箇所を、肉厚の足りない部分を狙い撃ちし、着実にリカードの戦力を削そぎ、弄もてあそばんとしている。──それが、ユリウスを驚嘆させた。

　その技量、生中な修練では決して身につかない、達人の領域にあるのだから。

「リカード下がれ！　イア！　アロ！」

　その劣勢に介入し、ユリウスは準精霊に新たな指示を飛ばす。二色の準精霊──『火』のイアと『風』のアロを剣に纏わせ、炎熱の斬撃がアルファルドを側面から襲う。

「はい、その連携、僕たちお見通しでしたッ！」

「な……ぐうっ!?」

　しかし、アルファルドはこれもまたあっさりと、背中に目があるかと思うほど正確に跳ね返し、動揺するユリウスの胴体へ後ろ蹴りをぶち込んだ。

　腹筋を踵かかとに打ち抜かれ、苦鳴を上げるユリウスが大きく下がる。同時、正面ではリカードが顎を蹴り上げられ、やはりアルファルドに距離を作られていた。

「いいねいいね、楽しくなってきたッ！　あの兄様と！　あのリカードさんと！　二人を相手に俺たちが大健闘ッ！　これが僕たちの知らない景色！　領域！　届かない、見られない、知れないって諦めてた世界……あァ、ズルいズルいズルいズルいなァッ！」

「何を、抜かしとんじゃ、気色悪いガキやな……！　言い方話し方、話の中身もなんもかんも全部がけったくそ悪い！」

　戯たわ言ごとを重ねるアルファルドに、浅からぬ血を流すリカードが罵声を吐き捨てる。呼吸を整え、膝に活を入れるユリウスも彼の意見に同感だ。

　アルファルドの数々の戯言、それが何な故ぜかユリウスの神経を逆さか撫なでする。

「都市庁舎での戦いでも同じだった。いや、あのとき以上に意味のわからない言動だが、こちらを翻弄したい思惑には耳を貸さなければいいだけのこと」

「とは言いつつ、気になっちゃうのが人情派のリカードさんと、実は人情派なのを隠してる兄様でしょ？　俺たちちゃァんとわかってるってッ！」

「──ならば、その目で確かめてみるがいい！」

　挑発的に手を叩たたくアルファルド、その矮わい躯くへ姿勢を低くしたユリウスが突っ込む。

「あ！　こら、ユリウス！　抜け駆けすんなや！」

「君は血が止まるまで大人しくしていたまえ！」

　騎士剣を正面に構え、同時に『水』のクアにリカードの治療を指示、二つの異なる行為を同時にこなし──否いな、こなしたのは三つだ。

　鋭く踏み込むユリウス、その速度が明らかに直前の一撃より速く──、

「はっはァ！　このぐらい……ぉ？」

　剣撃を受け止め、嗤わらったアルファルドの表情が違和感に強こわ張ばった。軋きしる短剣を騎士剣で押し込みながら、ユリウスはその長い足で相手の胴を蹴りつける。

　後ろ蹴りの意趣返しのように、直撃を受けたアルファルドが横へ吹っ飛ぶ。そして、地に四肢をつく冒ぼう涜とく者しやが瞠どう目もくし、ユリウスを見つめた。

「うわっきゃッ！　今のって、今のって何々、兄様!?」

「私には『陽』のイン、剣を合わせたそちらに『陰』のネス。相互に身体能力の向上と低下をもたらせば、結果はご覧の通りだ。これは初見だろう？」

「……うひひ、さっすがァ！　努力の天才、『最優の騎士』ッ！　僕たちも俺たちも知らない魅力がまだまだ満載でいらっしゃるのねんッ！」

「──っ!?」

　頬ほおを赤く染め、アルファルドが陶然とした眼まな差ざしをユリウスへ向ける。その視線にユリウスが身を硬くした直後、アルファルドが握った短剣を床に落とした。

　甲かん高だかい音が反響し、短剣が床に転がる。直後、小さい踵が石畳を砕いた。

「──月食」

　瞬またたく間に距離を詰めたアルファルドが、腰を捻ひねって放ったのは強烈な掌しよう底ていだ。とっさにユリウスは上げた左腕でそれを受けたが、衝撃は腕と胸を鋭く貫いた。

「ぐ──っ」

　踏み込みと腰の捻りが、掌しよう打だへと洗練された重みを加える。貫通力が内臓を掻かき回し、ユリウスの細身が冗談抜きにひしゃげ、後ろへ吹っ飛んだ。

「色男ばっかり、八十八人も殴り殺した僕たちの拳打……兄様の骨の髄ずいまでずしんと響いてくれたかしらん？」

　興奮した笑みと吐と息いきを漏らすアルファルド、その眼前を猛烈な勢いでユリウスが転がっていく。それを、回り込んだリカードが体ごとぶつかって受け止め──、

「ぬがっ!?　なんや、この重さぁ……！」

　後ろ足に力を込め、唸うなるリカードがかろうじてユリウスの勢いを止めた。そのまま血を吐くユリウスの背中を叩たたき、喉に詰まる血けつ塊かいを吐き切らせる。

「が、げほっ！」

「精霊！　ワイのことはええから、ユリウスを助けろ！　気張れ！」

　リカードの決死の呼びかけが通じて、青い光がユリウスの体を治療し始める。そのユリウスを背後に、リカードは大おお鉈なたを構え、再びアルファルドと向かい合った。

「おんどりゃぁ……っ」

「おーかえんなさい！　ご飯にする？　ご馳ち走そうにする？　それとも、ば・ん・さ・ん？」

　薄笑いを浮かべ、両手を空へ掲げたアルファルドの姿にリカードの体毛が逆立った。

　水路を背にして立つアルファルド、その背後で水流が渦うずを巻いて立ち上り、まるで水竜の首のようにリカードを見下ろしている。

「ちっちっち」

「剣技に武技に、今度は魔法かい。……おんどれ、なんやねん」

「俺たちはしがない無名の魔法使い。家族にも誇れぬ日陰者です。なんてねッ！」

　舌を鳴らしたアルファルドが嗤わらい、直後に水流がリカードへと牙を剥むく。

　たかが水の塊とはいえ、その勢いと質量は生き物の肉体ぐらいなら容易たやすく押し潰し、引き裂く威力がある。背後にはユリウス、回避の選択肢はない。

　やるしかないと、リカードは腹を括くくった。

「わ、は──ッ!!」

　大鉈を地面に突き刺して体を固定し、大口を開けたリカードが咆ほう哮こう波を放つ。

『鉄の[image: ]』副団長の三姉し弟てい、ミミたちが協力してぶっ放す咆哮波はリカード仕込みだ。元祖であるリカードは、姉弟で協力するミミたちと違って一人でこれを放てる。

　威力は遜色なく、むしろ元祖であるリカードの方が上──ただし、砲口を分散して負担を減らしたミミたちと比べて、一人で行うこれは肉体への負担が大きい。

　大鉈にしがみつく体を軋きしませ、リカードは破壊の鳴動で水の濁流を凌しのぎ切った。

「わーお、すごいッ」

　感嘆の響きが水みず飛沫しぶきに消えて、莫ばく大だいな水量が霧状に散りながら蒸発する。勢いをなくした水流は単なる雨となって広場へ注ぎ、水浸しの石畳にリカードが膝をついた。

　荒く息を吐いて、裂けた口の端から血が滴る。

「ひさ、びさにきっつい……げほっ、クソったれがぁ」

「すごいすごいッ！　凌しのがれたのって久しぶりじゃない!?　僕たちの記憶にとんとないぐらい久しぶりだ！　いいね、いいさ、いいよ、いいとも、いいかも、いいじゃない、いいだろう、いいじゃないか、いいだろうとも、いいだろうからこそッ！」

「──御託はそこまでだ」

　疲弊したリカードを見つめ、健在ではしゃぐアルファルドの言葉が遮さえぎられる。凛りんとした清涼な空気を纏まとい、リカードの隣にユリウスが復帰した。

　顔は蒼あおざめ、騎士の装いは己の血に汚れている。吐く息は微かすかに震え、万全の状態とは到底言い難い。言い難いが、それでも──、

「世話をかけたね、リカード」

「かけられたわ。あとでお嬢にワイがどんだけ気張ったか、ちゃんと報告せんとな。これは手当弾んでもらわなわりに合わんやろ」

「その点、私の方からもしっかりと口添えさせてもらおう」

　騎士剣を握り直し、ユリウスはリカードの肩を叩たたいてからアルファルドを望む。その視線に冒ぼう涜とく者しやは微笑ほほえみ、頬ほおを歪ゆがめ、瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせた。

　表情、言動、戦い方──ちぐはぐのツギハギだらけ、そんな不気味さがある。

　あるいはそれこそが、『暴ぼう食しよく』という大罪司教の抱える闇であるのか。

「剣も武術も、魔法すらもそれだけのものを修めていながら、どうして貴様は悪に染まった。それだけの力があれば、もっと別の使い道を模索できたはずだ」

「およ、人生相談？　他の道って、例えば兄様的にはどんな道が考えられるんです？」

　たびたび繰り返される、兄様という呼称にも嫌悪感を呼び起こされる。

　アルファルドが舐ねぶるような目で、媚こびるような口調で、粘つくような態度で、兄様と呼びかけてくるたび、ユリウスの中でその言葉の響きが汚される。

　それもおかしな感覚といえばおかしな感覚だ。

　──自分には、自分を『兄様』と呼ぶ家族などいないはずなのに。

「例えば騎士だ。例えば傭兵だ。例えばそれは、英雄だ。信念のない力は容易たやすく悪に染まり、強い能力は呆あつ気けなく暴力へ形を変える。だからこそ……」

「言うと思ったッ！　そう言うと思ったよ、兄様！　僕たちの知ってる兄様なら、俺たちの信じる兄様なら、そう言い出すと思ったさ。思ってたよッ！」

　唐突に会話を打ち切って、跳躍するアルファルドがユリウスへと迫る。

　とっさに騎士剣を振り上げ、飛び込んでくる蹴撃を打ち払う。靴裏に鉄板でも仕込んでいるのか、硬い感触に刃やいばを食い止められ、斬撃は通らない。

　くるくると、舞い踊るように蹴りを放つアルファルド、猛攻に防戦一方となるユリウスへと、冒ぼう涜とく者しやは大きく口を開け、

「覚えているかい、子どもの頃を！　病気がちな僕たちが調子を崩して、兄様に庭の木に生なったリンガをねだったときのことをッ！」

　アルファルドの意味のわからない妄言、だが、それは涙声だった。

　剣で相手の攻撃を切り払いながら、ユリウスはそのおぞましい態度に眉を顰ひそめた。何の目的で、何の狙いがあって、そんな作り話でこちらの意識を掻かき混ぜるのか。

　こう考えさせること自体、『暴ぼう食しよく』の狙いであるのか。

「まだ俺たちも兄様も小さかったし、兄様も最初は無理だって言ったんだよッ！　覚えてる？　覚えてないかなァ？　でも、僕たちは兄様が拒否したら拒否した分だけもっとリンガが欲しくなったッ！　なんでかわかる？　わからないかなァ？」

「何を……何を言っている!?　そんなこと、私は知らない……知らない！」

　縋すがるように嘆きながら、アルファルドの繰り出す攻撃を縦横無尽の騎士剣で受ける。

　腕が痺しびれ、痛みの残る内臓が震え、口内を血の味が埋め尽くす。だが、血の味がするのは吐血とは別の要因、今、唇を噛かんでいる。耐え難い衝動に、何な故ぜか。

　アルファルドの妄言から、どうしても意識を遠ざけることができないまま。

「そのあとのことがあったから、俺たちはッ！　僕たちはッ！　兄様はッ！」

「──っ！」

「ずっとずっと思ってたよッ！　ずっとずっと感じてたよッ！　違うってことを！　お荷物なんだってことをッ！　それがどうだ！　今はどうだ！　いい気分だ！　こんな気分だったのか！　あァ、気持ちよかったろうさ！　俺たちもやっとわかったよ！」

「私には何一つ、貴様のことはわからない!!」

　言いたい放題に押し付けられて、ユリウスの方が激発した。

　防戦一方から一転、攻勢へ打って出る。斬撃と刺突を織り交ぜた攻撃で押し返し、体勢の崩れるアルファルドへ斬り込み、突き刺し、蹴りつけ、薙なぎ払はらう。

　正体不明の怒気と、出所不明の敵意を込めた斬撃が走り、身躱かわしの遅れるアルファルドの長髪が犠牲になる。しかし、剣撃だけ警戒するのは注意不足だ。

「我が蕾つぼみたちよ！」

　ユリウスの呼びかけに応えて、精霊騎士と絆きずなを結んだ準精霊たちが瞬またたき出す。

　宙を踊る六体の準精霊が美しい煌きらめきでユリウスを包み、その存在を肯定されたことを力へと変え、騎士の剣へと敵を滅する極光を纏まとわせる。

　──六属性を束ねた虹の剣は、『怠たい惰だ』の大罪司教を屠ほふった必殺の一撃だ。

「これで最後だ──！」

　必勝を確信し、ユリウスが逃れようのない決着をアルファルドへと叩たたき込む。

　それは真まっ直すぐ、アルファルドの胸の中心を貫いて──、

「絶ぜつ掌しよう」

　胸の前で合わされる黒い掌てのひらが、騎士剣の刀身を挟み込み、粉々に砕いていた。

　鋼はがねの破片が散らばり、必殺の刺突が効力を失う。

　しかし、発動した虹の極光はなおも、相手を滅さんと突き進んで、

「逢魔術師」

　閃ひらめく魔力がアルファルドの背後で展開し、迫る虹の輝きを真っ向から塗り潰す。

　全く同じ虹の輝きが同色の魔法を撃墜し、一切合切が相殺、対消滅する。

　その上で最後に、攻撃手段を失ったユリウスの目が見開かれた。

「双剣の蛇」

　アルファルドの爪先が跳ね上げたのは、彼が捨てたはずの短剣だった。

　ユリウスの猛攻に下がったと見せかけ、まんまと短剣の位置へ誘導された。回転する刃やいばを両手で受け取り、アルファルドの体が稲妻の如ごとく翻る。

　斬撃の嵐が吹き荒れ、ユリウスは刀身を砕かれた騎士剣をとっさに掲げた。

　──それはまるで、ユリウスの研けん鑽さんしてきた日々の、騎士として培ってきたあらゆる努力の、積み重ねてきた全部が、半ばでへし折られたようにも見えて。

「──兄様はリンガを取ってくれた。だから僕たちは、兄様が憎かったのさ」




　きりきりと、肘で切断された腕が宙を舞い、音を立てて石畳の上に落ちていった。






第一章　『醜悪なる晩ばん餐さん会かい』
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　水門都市プリステラの、細い水路の入り組んだ区画を通称『水路街』と呼ぶ。

　その水路街の中央、大広場で始まった戦いは思わぬ決着を迎えつつあった。

「う、おおおお──ッ!?」

　オットーの頭を飛び越え、獰どう猛もうな水竜がバテンカイトスへ喰くらいついていく。

　蛇のように手足のない胴体をくねらせる水竜、その質量は小舟に匹敵し、小柄な体格のバテンカイトスは複数の竜影に揉もまれ、一瞬で姿が見えなくなった。

「水竜の狩猟は残酷ですよ」

　その、残虐な狩りの光景を前に、オットー・スーウェンが冷徹な瞳ひとみで呟つぶやく。

　──本来、水竜とは気性が荒く、決して簡単に手て懐なずけられる存在ではない。オットーがそんな獰猛な水竜を誑たぶらかせたのは、皮肉にも『憤ふん怒ど』の権能の影響が大きい。

　都市全域へ拡散する大罪司教の権能、『憤怒』の力は人々の感情を揺すぶり、混乱と疑心暗鬼を水門都市に蔓まん延えんさせた。その効果を逆手に取り、人々の士気高揚に利用したのがスバルの演説であり、『暴ぼう食しよく』へ水竜をけしかけたオットーの『言こと霊だまの加護』だ。

「『憤ふん怒ど』の権能は大したものですよ。都市一番の暴れん坊も例外じゃないんですから」

　獲物に牙を突き立て、回転して肉を引き千切るのが水竜の食事方法だ。あの矮わい躯くに複数の水竜が喰くらいつけば、肉片さえも残るまい。

「すげーな、オイ！　これ、お前がやらかしたのかよ！」

　その残虐な狩猟風景に、駆け寄ってくるフェルトが快かい哉さいを叫ぶ。血ち腥なまぐさい展開に彼女の従者は怯ひるんだ顔だが、フェルトはずいぶん肝が据わったものだった。

「怒れる水竜に矛先を与えただけですよ。自然の流儀ってヤツで……痛い痛い痛い！」

「へっ、言いやがる！　なよっちく見えんのにやるじゃねーか、見直したぜ！」

　笑いながら、フェルトが結構な勢いでオットーの背中を叩たたく。その威力に顔をしかめていると、白い外がい套とうの集団──キリタカの私兵、『白竜の鱗うろこ』もこちらへやってくる。

　彼らのまとめ役、ダイナスはオットーへと軽く手を上げ、

「助けられたな、面目ない。どうやって水竜を操ったか、詳しくは聞かないが……」

「そうしてくれると助かります。それで、キリタカさんですが」

「──若旦那は必ず捜し出す」

　強く、熱のこもったダイナスの発言、その熱量をオットーは危惧する。

　おそらく、彼の態度には『憤怒』の権能と、それに付随したスバルの演説の影響が大きい。早い話、使命感の強い人間には薬が効きすぎたのだ。

　それはダイナスに限らず、『白竜の鱗』全員の冷静な判断を狂わせ──、

「──熱くなりすぎてるなんて、そんな簡単に切り捨てんじゃねーよ」

　オットーの心中を読んだように、唇を尖とがらせたフェルトが割って入る。驚くオットーの前で、彼女は自分の美しい金髪を乱暴に掻かき毟むしり、

「兄ちゃんの放送はアタシも聞いてた。あれが腹の中の火ぃ付けてくれたのは間違いねーよ。けど、どいつもこいつもただ熱に浮かされてるってわけじゃねーんだ」

「冷静に考えて、理屈で対処して、勝算に従っているって言うんですか？」

「そこまで賢かしこく考えちゃいねーさ。でも、誰だって自分の大事なもんのために命懸けになる権利はあんだよ。そこ、勝手に見切りつけてくれんなよ」

　フェルトの言葉にダイナスたちが目を伏せる。それを横目に、オットーは「参ったな」と内心で呟つぶやく。フェルトの言葉は胸に刺さる。とかく、合理を優先するオットーには。

「ダイナスさんたちの行動はわかりました。それで、フェルト様は何な故ぜここに？　ハインケルさんの身柄はどうなりました？」

「あのクソ親父おやじならカンバリーに見張らせてある。アタシはガストンと二人で、宿に置いたもんを取りにいく途中だったんだ」

「宿に置いたもの、ですか？」

　この非常時に回収を優先する以上、よほど重要度の高いものと考えられる。オットーも『叡えい智ちの書』の残骸、その確保を優先したからここにいるのだ。

「おう、そうだ。アタシのとこの魔法使いがくれた秘密兵器でな。どうも、結構な力がある『ミーティア』って話なんだが……」

「──待ってください」

　返答の最さ中なか、オットーがフェルトの言葉を遮さえぎった。一瞬、怪け訝げんな顔をしたフェルトだが、次の瞬間、広場の奥から聞こえた不細工な咆ほう哮こうに彼女も気付く。

　だが、それより早く、オットーの耳にはその不細工な『悲鳴』が届いていた。

「──思ったより楽しめる相手みたいだけどさァ、その手段がただの水トカゲってのはいただけないよねェ。『美食家』の僕たちとしちゃ、前菜にも拘こだわりたいしさァ」

　その『悲鳴』を破り、この世の全てを嘲ちよう弄ろうするような声がする。

　広場の奥、もつれ合って獲物を貪っていた水竜の群れに異変があった。獰どう猛もうな狩猟の風景、それがいつしか捕食者と獲物の立場が入れ替わり──、

「──。フェルト様、その『ミーティア』は信用が置けますか？」

「ロム爺じいとエッゾの話じゃ、ラインハルトだって無事じゃ済まねーらしいぜ？」

「はは、指標としてわかりやすいですね。──わかりました」

　信頼の物差しとして便利なラインハルト、その一言にオットーは頷うなずいた。

「ここは、僕と『白竜の鱗うろこ』の皆さんで時間を稼ぎます。その間に、フェルト様はその『ミーティア』を回収してきてください」

「……で、あのヤローをぶっちめんのか。時間、稼げんのかよ？」

「全力は尽くしますよ。あとはフェルト様の足の速さ次第ってところでしょうか」

「お、その挑発乗ってやるぜ。──ガストン！」

　片目をつむったオットーに頬ほおを歪ゆがめ、フェルトが傍かたわらの大男──ガストンを呼ぶ。呼びかけに驚くガストン、彼の腹にフェルトは拳こぶしを当てると、

「ここに残って、白い連中と一緒にこの緑色の奴やつの指示に従え。アタシが戻ってくる前にくたばってやがったら承知しねーぞ」

「フェルト、お前、それ……」

「アタシは逃げねーよ。──それじゃ不満か？」

　身長差のある二人、フェルトの真まっ直すぐな瞳ひとみにガストンは黙り、それから頷く。

「わかった。せいぜい急げよ、ご主人様。そろそろ、俺が大事になってきた頃だろ？」

「ハッ、言ってろ！　ってわけだ。ガストンも預けっから、うまく使ってくれ」

「お言葉に甘えます。……緑色の奴って表現には傷付きましたが」

　迅速な決断、つまり決断力の高さは為政者の資質だ。その点、フェルトの資質を存分に見せつけられながら、オットーはその判断に感謝する。

「……やれやれ。俺たちはあんたの話に乗ると言った覚えはないんだがな」

　そう言いながら、勝手に戦術に組み込まれたダイナスがぼやく。しかし、『白竜の鱗』はすでに各々が武器を手に、臨戦態勢を整えようとしていた。

「──そろそろ、準備はいいかなァ？」

　こちらの行動方針が固まるのと、水竜の『悲鳴』が聞こえなくなるのは同時だった。

　捨て石にしてしまったと、その事実に奥歯を噛かむオットーの視界、絡み合っていた水竜の動きが止まり、『暴ぼう食しよく』の拘束が解ける。

　衝撃が爆はぜ、水竜の青い鱗うろこと血肉が広場にぶちまけられた。そのどす黒い虐殺の下を抜け、進み出るのは少年の姿をした悪意の塊──、

「いいね、そうこなくっちゃ。無謀と勇猛は違うし、自や棄けと不屈も全然別物！　それがわかってる顔になった。……やっと、俺たちの食卓に乗る資格を得たってわけだッ！」

「こちとら、残飯漁あさりも珍しくねー育ちだってんだよ、偏食ヤローが！」

　鮮血を浴び、恍こう惚こつとした顔でバテンカイトスが悪趣味な食事観を語る。

　その顔を目掛け、啖たん呵かを切るフェルトが真まっ直すぐ短剣を投とう擲てきした。風を切る刃やいばは狙い違たがわず、真っ直ぐバテンカイトスへ迫る。それと同時に──、

「──ガストン！」

「これで死んだら、俺は泣いて化けて出るからな!!」

　その投射攻撃に合わせ、ガストンが一直線に踏み込んだ。短剣と巨漢の二重攻撃、その連携に軽く目を見開いて、しかしバテンカイトスは冷静に対処する。

　すなわち、迫る短剣を宙で掴つかみ取り、それをガストンの胸へ突き刺したのだ。

「はっはァ！　邪魔するんじゃ……」

　逆手に握られた刃が閃ひらめき、ガストンの厚い胸板を鋭く抉えぐる。──直後、避さけ難い死の予感を裏切ったのは、短剣のへし折れる軽やかな壊音だった。

　その光景にバテンカイトスが瞠どう目もくし、オットーも全く同じ驚きを得る。

「うちの大男は硬いだろーが。アタシの鎧よろい役だからな！」

「流りゆう法ほうかッ！　こんな木で偶くの坊ぼうが、やるじゃんッ！」

「木偶の坊は余計だろう、が！」

　胸で短剣を受けたガストンが、勢いを乗せた張り手をバテンカイトスへ叩たたき込む。その掌てのひらにも嫌な予感を覚えたのか、『暴食』は大げさに後ろへ飛んだ。

「あと任した！　死ぬんじゃねーぞ、バカ野郎共！」

「お気を付けて！」

　その隙に、強く地面を蹴るフェルトが風のように走り出す。足に自信があるとは聞いていたが、その速度はオットーの想像よりはるかに速い。道中、亜あ獣じゆうに追われる可能性を避けるため、壁を駆け上がって建物の上を行く判断も的確だ。

　あの分なら、『ミーティア』を回収して戻るまでの予測時間を大幅に短縮できる。

「──へェ、なるほど。そういう作戦を立ててきたわけだ」

「まんまとしてやられたわりには余裕ですね？　今のところ、いいとこなしですよ？」

　滑るように移動した『白竜の鱗』が包囲網を完成させ、劣勢となった相手をオットーが挑発する。が、バテンカイトスは気にせず、その視線を順繰りにこちらへ向け、

「さっきの子が抜けたら、ルイが喜びそうなのは三人かなァ」

　血の香りがする吐と息いきをこぼし、バテンカイトスは折れた短剣を放り捨てた。そして、自分の粗末なボロ服の袖をまくり、手首に括くくり付けた短剣を剥むき出しにする。

　それが、バテンカイトスの真っ当な戦闘準備といったところか。

「……この一年、下手な武闘派より戦わされてるの、商人としてどうなんですかね」

　ぴりぴりと、肌を粟あわ立だたせる危機感を味わいながら、オットーは自身の縮こまりそうになる心胆を鼓舞し、強く息を吐く。

　その表情は、しかし言葉の内容ほど悲観的では決してなかった。
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　──水路街の戦いが、悪夢のように展開し始めた。




「はっはァ！　そんなんじゃダーメ！　ダメダメダメのダーぁメーぇじゃんッ！　どうなの、どうしたの、どうしたいの、どうしちゃうの、どうしちゃったの!?」

「ぐ……っ」

　甲かん高だかい哄こう笑しようと、俊敏に飛び回る矮わい躯くが戦場を支配する。

　短い手足を目一杯使い、バテンカイトスが常識に囚とらわれない戦技を披露、数の不利を手数で補い、戦場を自分有利に構築、こちらを翻弄し続けていた。

「相手はたった一人のガキだ！　囲んで仕留めろ！　逃がすんじゃない！」

「そうそう、たった一人のガキだよ、ガキ！　捕まえて八つ裂きにしてごらんよォ！」

　決死のダイナスの呼びかけに、ケラケラと哄笑の音が高くなる。

　囲い込めと指示したダイナスを嘲あざ笑わらい、バテンカイトスは自分から『白竜の鱗うろこ』の包囲網へ転がり込む。そこへ、白服たちが一糸乱れぬ連携で攻撃を繰り出し、

「──ほつれがあるよ、ダメだなァ」

『一糸乱れぬ』の間隙を縫い、石畳の上で回るバテンカイトスが攻撃を弾はじき返した。短い足が一人の胴を、刃やいばが一人の腕を切り裂き、包囲網が破られる。

「うおおおお！　こうなりゃ自や棄けだ、おらぁ！」

　その正面へ、両手を突き出した巨きよ躯くが突っ込んだ。短剣の一撃さえ弾いたガストンの突進だ。受ければ、バテンカイトスとて無事では済まない。

「はっはァ！　元気だね、オジサン。嫌いじゃァないよ！」

「俺はまだオジサンなんて呼ばれる歳としじゃね……うぼぁ!?」

　横っ面に突き刺さる爪先がガストンの発言を中断させる。が、突進の勢いは止まらない。短剣のときと同じ、原理不明の鋼はがねの防護が威力を無効化する。

　そのまま、ガストンはバテンカイトスの顔面に掴つかみかかろうと──、

「──『拳王』の掌てのひら」

「お、ごぇっ!?」

　何事か囁ささやくバテンカイトス、その掌てのひらが触れた瞬間、ガストンの体が深々と折れた。

　想定外の一撃に膝をつき、ガストンが胃液をぶちまけた。それを見下ろすバテンカイトスが、隙だらけのガストンの首へ短剣を振り下ろさんとする。

「──ドーナ！」

　その瞬間、指を鳴らして礫つぶてを叩たたき込んだのはオットーの詠唱だ。

　護身程度の地属性魔法が、飛礫つぶてとなって無防備なバテンカイトスの背中を狙った。が、『暴ぼう食しよく』は振り返りもせず、身を翻して飛礫を易やす々やすと回避する。

　地面が舗装され、水の多い市内ではオットーの魔法は大した効果を望めない。それでも、隙を作り、ガストンとダイナスたちが態勢を整える時間はもぎ取れた。

　とはいえ──、

「……予想以上に決定打に欠けますね」

　贔ひい屓き目めに見ても、拮きつ抗こうしているとは言い難い状況だ。

　現時点でこちらの不利は明白。ここは例外の遭遇戦であり、いずれかの制御塔を攻略した味方が駆け付けてくれて大逆転、なんて展開も期待できない。

「そもそも、そんな幸運が僕の人生に起きるはずもありませんしね」

　オットー・スーウェンの人生は、不運と理不尽との隣り合わせだ。

　自分の人生の幸運は、厄介な加護に理解ある家に生まれたことと、大罪司教に殺されかけた命をスバルたちに救われたことで使い切ったと思っている。

　だから、必要以上に不運を悲観しないし、現実に妥協することもしない。

「やっぱり、フェルト様が決め手を持ち帰るまで時間を稼ぐしかありませんか……」

「同意見だ。ちなみに、あの水竜をけしかける手段はもう使えないのか？」

　思案するオットーに、息を整えるダイナスが問いかける。彼の視線は広場の奥、無残な屍しかばねとなった水竜たちへ向いていた。

　その、自分がけしかけた水竜の末路に胸を痛め、オットーは首を横に振った。

「道中、保険で口説けた水竜は全滅させられました。他の水竜を口説きにいければ話は別ですが……僕をここから逃がしていただけますか？」

「今、あんたに抜けられたら総崩れになる。それに、相手が見逃しちゃくれまい？」

「……正直、それが一番勘弁してほしいんですが」

　げんなりと肩を落として、オットーはダイナスの言葉に苦々しい顔をした。

　激戦の最さ中なか、バテンカイトスの熱い視線がオットーへビシバシと突き刺さる。全く光栄ではないが、どうやらオットーは冒ぼう涜とく者しやの食卓へ乗る条件を満たしたらしい。

　他に、バテンカイトスの審美眼に適かなったのはガストンとダイナスの二人──、

「ゾッとしない話ですが……ああして僕たちを侮あなどってくれている間は突く隙もある」

　勝つための手段、儲もうかるための道筋はいくらあってもいい。そんな発想から戦術を練るオットーだが、その隣でダイナスが感心したように苦笑した。

「──？　なんです？」

「いや、さすがはエミリア様のところの内政官殿だ。どうやら、大罪司教の料理法についても第一人者と期待してよさそうだな」

「……あの、僕と皆さんとで内政官って役職の認識が違ってませんか？」

「自分が特殊な立ち位置だって自覚はしておくべきだと思うぞ」

　肩をすくめるダイナスに、オットーはもはや諦めの境地で空を仰ぐ。

　この一年で、内政官扱いされること自体は諦めたつもりだが、この扱いには物申したい。何が原因なのか。スバルが悪い。全部終わったら一発殴ると、そう決めた。

「ただし、全てはこの難局を乗り切ってから、ですね」

「同感だ。なら、引き続き頼んだぞ、指揮官殿！」

　声を残し、再びダイナスがバテンカイトスとの戦いに復帰する。その勇ましい背中を見据え、オットーは戦況に意識を集中──相変わらず、分は悪い。

　数の有利は手数の不利に圧倒され、『暴ぼう食しよく』のお遊びに味方はジリ貧だ。

「いい大人が寄ってたかってこんなガキ一匹捕まえらんないの!?　ダメだ、ダメだよ、ダメだろ、ダメじゃない、ダメでしかない！」

　眼前、嘲あざ笑わらうバテンカイトスが足捌さばきだけで男たちの攻撃を回避する。緩急自在の下半身と、奇抜に揺らめく上半身に翻弄され、攻撃は的を外され続けていた。

「なんなんですか、あの動きは……」

　オットーには、『暴食』の上半身と下半身とで全く別の技術体系の動きにすら見える。覆し難い悪夢の現実、白熱する思考の片隅、ガストンが大きく後ろへ弾はじかれた。

「クソ！　なんだってんだ、あの野郎……ただのガキじゃねえのか!?」

　荒い息をつくガストンは、おびただしい量の汗を掻かいている。その尋常でない疲労の蓄積は、おそらく正体不明の戦技を用いている反動だろう。

　その負担の大きいガストンへ、オットーは「何か気付きましたか？」と声をかけ、

「状況を変えたい。どんな小さなことでもいいんですが……」

「そんな余裕に見えるか!?　あのガキ、やたらと戦うのがうめえんだよ！　ラインハルトの野郎みたいに、生まれつきの天才ってのもいるんだろうが……」

「ラインハルトさんを比較対象にする時点で白旗上げたくなりますね……」

　フェルトの騎士にして、王国最強の『剣けん聖せい』ラインハルト・ヴァン・アストレア。

　短時間ながら一緒に行動したラインハルトだが、その強さは武人ではないオットーでも肌で感じられるほど圧倒的なものだった。その比較対象となり得るなら──、

「つまり、バテンカイトスは天てん賦ぷの才に恵まれた最悪の敵だと？」

「……いや、そうは思えねえ」

「──？　どういうことです？」

「俺は、ラインハルトのとこで庭師の爺じいさんに鍛えられた。だから何となくわかるが……あのガキの上う手まさは、爺さんの上手さに似てやがんだよ」

「庭師のお爺さんはちょっとわかりませんが……」

「あいつの動きは才能じゃなく、鍛えた奴やつの動きって話だ」

　汗を拭うガストンの呟つぶやきに、オットーはバテンカイトスの動きへ注目する。

　今も、バテンカイトスは『白竜の鱗うろこ』に囲まれながら、悠々と剣撃を受け、躱かわし、踊るように薙なぎ払はらって凌しのぎ切る。最後には挑発的な一礼まで付け加える余裕ぶりだ。

　しかし、最後の挑発を除いた流麗な動きには、確かにバテンカイトスの纏まとった暴力的な雰ふん囲い気きと一線を画したものがあった。──あまりに自然、故にちぐはぐな印象。

　格闘技と、剣術と、それ以外の無数の武術があの矮わい躯くで渾こん然ぜん一いつ体たいとなっていると。

「……そんなの、それこそラインハルトさん以外に可能なんですか？」

　見た目が十三、四歳の存在、ライ・バテンカイトスへの違和感が膨れ上がる。

　オットーも、護身術程度ではあるが戦技を修めた身だ。その習得に費やした努力は安くはなかったし、今でも辛つらかったことは覚えている。

　それを、バテンカイトスはあの若さでいくつも、完璧に習得していることになる。

　そのために必要なのは、血の滲にじむような鍛錬か、あるいは──、

「──『暴ぼう食しよく』の、大罪司教」

　ふと、改めてその肩書きを口にしたオットーを戦慄が襲った。

『暴食』は他者の『名前』と『記憶』を喰くらう存在、それをオットーはスバルの口から聞かされている。事実、その両方を喰らわれ、誰の記憶にも残らない状態となった少女、その存在をオットーも知っているのだ。

　だが、これまで喰われたモノがどうなるのかを深くは考えてこなかった。奪われた実感がなく、ただ事実にばかり目がいっていて、その先を想像してこなかった。

　その、想像してこなかった先に、『暴食』の強さの正体があるとしたら──、

「──ちっちっち」

　オットーの閃ひらめきと、バテンカイトスが舌を鳴らしたのは同時だった。

　再び、『暴食』の戦い方が変化する予兆、それを感じたダイナスたちが身構える。だが、バテンカイトスの挙動を、この距離で観察していたオットーだけが気付く。

　続く攻撃は白兵ではなく──、

「──ガストンさん！」

「──エル・ヒューマ」

　直感に従ってオットーが叫んだ直後、バテンカイトスの口から詠唱が紡がれる。

　瞬間、大気が音を立てて凍り付き、生み出される氷の礫つぶてが魔法攻撃を予期していなかった『白竜の鱗』へと容赦なく降り注いだ。

「おおおおっ!!」

　その氷塊の暴威へと、ガストンが両手を広げて果敢に飛び込む。背後に『白竜の鱗』を庇かばい、無数の氷撃を浴びながら大男が雄々しく吠ほえた。

　打撃と斬撃、いずれも受け止める無敵の防御力が氷の嵐に晒さらされ──、

「結構もったいぶったのに、思ったより効き目が薄かったねェ」

「ぐ……」

　そう言って、不満げに舌を出したバテンカイトスの正面でガストンが膝をつく。

　青白い顔をした彼の背後、庇かばわれたダイナスたちも無傷ではない。足と背中をそれぞれ打たれ、蹲うずくまる負傷者が続出──こちらの戦力は正しく半減した。

　その上、今の光景はオットーの最悪の想像の裏付けでもある。

「さっきの反応からして、僕たちの種は割れちゃったってことかなァ？」

「……さあ、どうでしょうかね。何のことか全く心当たりがありませんが」

「お兄さん、腹芸向いてないね。痛い目見る前に商人なんてやめたらどうかなァ」

　苦し紛れのオットーに毒を吐いて、次の瞬間、バテンカイトスが鋭く踏み込む。瞬く間に距離を詰め、『暴ぼう食しよく』はガストンの背後、負傷した白服の肩に触れていた。

　そして──、

「ヒックス・ハルトマン」

「この……っ！」

　囁ささやきかけるバテンカイトスに、ダイナスが小刀を叩たたき付ける。その一撃をのけ反って躱かわした『暴食』が、これ見よがしに白服に触れた掌てのひらを掲げると、

「ぺろり」

　と、自身の左の掌を長い舌で舐なめた。──途端、オットーの脳が違和感に呑のまれる。

　何が起きたのか。何かが起きたことは間違いない。だが、それが何かわからないのだ。ただ一つ、この違和感の発端がどこにあるのかはわかる。

「ダイナスさんの、足下に倒れているのは……誰ですか？」

　小刀を振るった姿勢で、ダイナスがふらふらと自分の足下に視線を落とした。その彼の瞳ひとみが無理解と、驚きよう愕がくの感情に満たされる。

　そこに、一人の人物が倒れ伏している。その白い外がい套とうはダイナスと揃そろいのもので、『白竜の鱗うろこ』の一員だろうと想像はつく。──だが、見覚えがない。

「悲しい、悲しいね、悲しいよ、悲しいさ、悲しいとも、悲しいからこそ、悲しすぎるからこそ！　俺たちはこの一方的な再会を、平らげずにはいられないのさァッ！」

「ダイナスさん！　その人は誰なんですか!?」

「わからない！　見たこともない顔だ！　見たことも、ない、はずだ……！」

　けたたましいバテンカイトスの笑声、それを聞きながらダイナスが怒りに震えた。

「お前、いったい何をした!?　何をしてくれた!?」

「お前なんて水臭いな、ダイナス。古い付き合いじゃァないか。故郷の浄化もあと一歩ってとこなのに、そんな言い方されたら傷付いちまうだろ？」

「──っ!?　お前、どこでそれを！」

　オットーには意味のわからない発言、それにダイナスが血相を変える。無神経に大切なモノを踏ふみ躙にじられた形相で、ダイナスの白刃が冒ぼう涜とく者しやを黙らせんと閃ひらめいた。

　だが、『暴食』はその決死の一撃を軽々と受け流し、ほくそ笑む。

「どこでそれをなんて水臭いなァ。僕たちとお前の仲だろォ？　俺たちはお前の頑張りを知ってるよ、ダイナス。ミリアンのこともメィリィのことも、守れなかったのはお前のせいじゃない。ただ、運が悪かっただけさァ」

「黙れ黙れ黙れぇ！　お前が俺の何を知っている！　この腐れ外道がぁ！」

　激げき昂こうし、ダイナスの刃やいばの鋭さが増した。しかし、バテンカイトスはその軌道を見知ったもののように──否いな、『見知っている』からこその気安さで回避する。

　もはや、ここに至ればオットーも認めるしかない。確信するしか、ない。

「これが、『名前』を食べる『暴ぼう食しよく』の権能──っ！」

　ガストンがバテンカイトスに抱いた不可解な印象は正しかった。

　長年の修練や経験から派生する技術、それをバテンカイトスは手軽に習得する。他ならぬ他者の『記憶』を喰くらい、文字通り芸の肥やしとすることでだ。

　そして、『暴食』の権能がもたらす被害と、その悪あく辣らつさはそれだけに留とどまらない。

「彼の『名前』はたった今、僕たちの前で食べられた。……なのに、覚えていない」

　──誰の記憶からも失われ、スバルの中にしか残っていない『レム』という少女。

　それと同じ現象が、今まさに目の前で起きたのだ。おそらく、倒れている『白竜の鱗うろこ』の一員と思おぼしき人物は、バテンカイトスに『名前』を食われた犠牲者だ。

　だから、オットーの頭から『いた』という記憶が消えた。いつ現れたのか、誰なのか見当もつかない。──あるいは、親しい友人であったかもしれないのにだ。

「────」

　怖おぞ気けが立った。改めて、初めて目の前にいる規格外の悪意の深奥を理解する。

『暴食』の大罪司教、ライ・バテンカイトスの胃袋に呑のまれれば、ここでオットーたちが全滅したとしても、戦いの形跡どころか、その人生の軌跡さえも残らない。

　抗あらがった事実はもちろん、確かにオットーたちが存在したという歴史さえも。

「いいね、いいよ、いいさ、いいとも、いいかも、いいじゃない、いいじゃないか、いいだろうからこそッ！　暴飲ッ！　暴食ッ！」

「ぐ、はっ！」

　耳障りな声で『暴食』が嗤わらい、短い双剣の一撃がダイナスを弾はじき飛ばした。後ずさり、倒れかけるダイナスを白服の仲間が支える。だが、ダイナスの表情から憎悪は消えない。源泉さえ定かではない怒りが、彼の胸を灼しやく熱ねつで焼いている。

　その激情をこそ、極上の味わいとばかりにバテンカイトスは舌なめずりした。

「強い感情ってのはいいよねェ、芳ほう醇じゆんだ。ジュクジュクっと甘い甘い香りがして、全身が痺しびれる感じがするっていうかさァ、わかるでしょォ？」

「残念ですが凡人なもので、人間相手においしそうみたいなことは思わないですかね」

「凡人、ね。まァ、お兄さんがそう思いたいってんなら俺たちも何も言わないけどさ」

「──？」

　意味深な言葉をこぼし、バテンカイトスが暗い情念のこもった目でオットーを睨にらむ。その視線に不可解な感情の色を感じて、オットーは怪け訝げんに眉を顰ひそめた。

「何を……いや、そうか」

　上機嫌に振る舞いつつ、オットーへの暗い拘こだわりを覗のぞかせるバテンカイトス。その冒ぼう涜とく者しやの心中を推し量り、オットーはさる推測を得た。それは──、

「皆さんにお願いが。今後、絶対に僕の名前を呼ばないでください」

「────」

　途端、険しくなるバテンカイトスの表情で、オットーは自分の推測に確信を得る。

　この美食家気取りのコソ泥には、相手の『名前』を喰くらうための手順があるのだ。それは端的に言えば、喰らう対象の『名前』を知ること。

「もしかすると、ここまで僕たちに反撃を許したことすら、あなたにとっては食事の準備を整えるための配膳みたいなものだったとか？」

「本当に、勘のいい相手は始末に負えない。その分、味が良ければ許すって言いたいとこだけどさァ。……お預けは程々にしないと、期待より不満が大きくなるじゃんか」

　オットーたちを弄もてあそぶ攻防、それさえ『暴ぼう食しよく』にとっては食事の下した拵ごしらえに過ぎない。オットーたちに話し合いの時間を与えたことさえ、名前を知るための機会作りだ。

「ですから、自分可愛かわいさと思われるの承知で言います。僕の名前を呼ぶのは……」

「……悪いな、兄ちゃん」

『名前』を守秘することは自己防衛を意味する。そんな罪悪感を正直に打ち明けるオットーに、まだ肩で息するガストンが膝を叩たたいて立ち上がると、

「そもそも、俺は兄ちゃんの名前とか知らねえわ」

「……すまんな、内政官殿。俺も役職ならともかく、名前の方は失念して」

「はいはいはい、そうですよねえ！　別に僕、そんな皆さんと親しくないですし、重要人物ってわけでもないですもんねえ！　やったぁ、チクショウ！」

　ガストンやダイナスたちの気まずい返答を受け、オットーはヤケクソ気味に万歳する。だが、その間抜けなやり取りに不満を露あらわにするのはバテンカイトスだ。

『暴食』は自分の顔の前で手を組むと、その細い首の骨を乱暴に鳴らして、

「ダイナスとガストン、悪くはないけど主菜ってほどじゃァないんだよ。フェルトちゃんが逃げて、お兄さんまで食いそびれるってのは……ちょっと無理だよなァ」

「今日は引き上げて、食事は次の機会って手もありますよ？　後日、日を改めて場所を設けて……次はラインハルトさんなんかもご一緒にいかがです？」

「それを楽しみに幕引き、なんて我慢は利かないさァ。これだけやってつまみ食いなんかで帰っちゃァ、ルイにもボロクソに叱られちゃうしねェ」

「また知らない名前で、嫌な予感がするなぁ……」

　この傍ぼう若じやく無ぶ人じんのバテンカイトスが叱責を恐れる相手、そんな気の滅め入いる不確定要素を頭の隅に追いやり、オットーはちらと周囲に視線を向ける。

　立ち上がったガストン、武器を構えたダイナスたちがその視線に頷うなずき返した。

「手で触って、食べる。触られたら終わりだと思ってください」

「……せっかく、流りゆう法ほうで防御固めてんのに意味がねえ」

「剣で首か心臓をやられたって結果は同じだ。先に仕留めれば関係ない」

「そ、そりゃそうだが……」

　ぼやくガストンが、鬼気迫るダイナスの様子に気け圧おされる。『憤ふん怒ど』の権能の影響は多少あるだろうが、バテンカイトスはよほどダイナスの急所を深く抉えぐったらしい。

　必ずしも、戦意の高さは戦いで有利に働くわけではない。それを指摘するか迷い、オットーは口を閉ざした。折しも、フェルトが言っていたではないか。

　誰でも、大切なモノのために命懸けになる権利はある。

「なら僕は、その状況でうまく泳ぐ方法を見つけるのみ。──商人らしく」

　一度は萎しぼみかけた感情を立て直し、オットーは深く息を吐くと、前を向いた。その表情の変化を見取り、バテンカイトスが恭しく一礼する。

「ご丁寧にお待ちいただいてどうも。行儀がよろしいんですね」

「配膳が済むのを待つのは『美食家』の常だよ。何でも手当たり次第に口にする、悪あく食じきのロイとは違うんだ。食の拘こだわり、それが人生を豊かにするからねェ」

　人生で一番無駄な蘊うん蓄ちくを聞かされ、オットーの視線の温度が一気に低くなる。それが妙に気に入ったのか、バテンカイトスは喉の奥で笑い声を上げると、

「つれないねェ。──じゃァ、イタダキマスッ！」

　食事を始める挨拶と同時、バテンカイトスの矮わい躯くが矢のような速度で動く。それは、これまでの下した拵ごしらえとは比較にならない本気の踏み込みだ。

　あくまで非戦闘員のオットーでは、到底割り込めない領域の攻防が始まる。

「ずあああぁぁ──ッ！」

　自らも前進し、『白竜の鱗うろこ』が波状攻撃で以もつて敵を迎え撃つ。

　翻るダイナスの二刀をバテンカイトスが受け、足を止めた『暴ぼう食しよく』へ白服たちの挟撃が襲う。それをバテンカイトスは足を広げて強引に回避、水面蹴りで男たちの足下を薙なぎ払はらわんとし、そこへ一拍遅れたガストンの張り手がぶち込まれた。

「へェッ！」

　蹴りを中断し、跳躍するバテンカイトス。その足下を張り手がぶち抜くと、衝撃波が冒ぼう涜とく者しやをさらに後ろへと弾はじき飛ばす。

「やるじゃんッ！　でもさァ、せっかく隙を作っても……」

　突く相手がいない、とバテンカイトスは戦術の誤りを指摘する。『白竜の鱗』が足止めされ、ガストンも強烈な一発のあとが続かないと、『暴食』の読みは的確だが──、

「──うりゃああああ！」

「はァ？」

　そこへ、雄お叫たけびを上げた三番手のオットーがバテンカイトスへ飛びついた。

　思わぬ攻撃に瞠どう目もくするバテンカイトス、その驚きに乗じてオットーはその細い体に組み付いた。直後、膝蹴りを喰くらい、掴つかんだ腕を一秒で解かれる。

　挙句、横っ面に肘鉄を入れられ、鼻血を噴いて石畳に大の字だ。

「げはっ！」

「何事も適材適所！　濃い味と薄味の料理を順番に食べるみたいに、誰にだって食卓に上がる順序ってもんがあるだろ、お兄さん！　それを無視しちゃァ……」

「台無しだ、とでも？　ご高説、すごくどうでもいいですよ……っ」

　くだらない物言いを遮さえぎり、苦痛を堪こらえた表情でオットーが笑みを浮かべる。その笑みに怪け訝げんな顔をしたバテンカイトス、その腰のあたりをオットーは指差した。

　ゆっくり下がる視線──オットーの組み付いた腰に、光る魔石がぶら下がっている。

「わお、すごいじゃん」

　感嘆の呟つぶやきがこぼれた直後、魔石がバテンカイトスの胴体で爆裂する。赤と黄色の光が膨れ上がり、爆炎が大罪司教の矮わい躯くを呑のみ込んだ。

「──っ!!」

　真正面で炸さく裂れつした魔石の爆風、その衝撃にオットーも後ろへ吹き飛ばされる。勢いよく転がる体、それを受け止めたのは背中で熱波に耐えるガストンだった。

　即席の魔石爆弾は、オットーが有事に備えて服に縫い付けていた手札の一枚だ。

　一年前、『聖域』でガーフィールと一戦交えて以来、この手の備えは欠かさないようにしている。役立つ機会がない方が嬉うれしいが、これが役立つ場面ばかりなのだ。

「今回も、不意打ちになったはずですが……」

　小ぶりだが、手持ちの中で一番純度の高い魔石の炸裂だ。命は無事でも、手足の一本ぐらいは吹き飛ぶ威力。できれば命まで吹き飛んでいてほしいが──、

「あァ、まったくひどいなァ。僕たちの一張羅が台無しじゃァないか」

　爆心地の真ん中、焦げた大気を纏まとった煙を払い、素足の冒ぼう涜とく者しやが踏み出してくる。

　あの爆発を直撃されて、健在などとは信じ難い。実際、黒煙の向こうから姿を見せたバテンカイトスに、爆発の影響は少なからずあった。

　ただし、それは纏まとっていたボロ服が吹き飛んだと、そんな程度の被害だったが。

「ボロ切れを使って、爆風を受け流しやがった……」

「それ、どんな難易度で──」

　爆発の瞬間を間近に見ていたダイナスの呟きに、オットーが驚嘆を舌に乗せようとした。だが、その言葉が直前で途切れ、先が続かなくなる。

　原因は黒煙の中から現れ、剥むき出しになった肌を晒さらしたバテンカイトスの姿だ。

「無理やり子どもの服を引っぺがして、その反応って傷付くなァ。大人って、こういうのが好きなんじゃァないの？」

「……あなたの身近な大人がどうかは知りませんが、普通はそれを嫌がりますよ」

「へェ、そうかい。じゃァ、また同情とかしちゃうわけ？　安っぽいね、お兄さん」

　そう不服そうに言ったバテンカイトス、その全身におびただしい量の傷跡がある。

　鞭むち打うちや焼きごてといった拷問の痕跡。刃物の傷跡、獣の噛かみ傷、青黒い痣あざが消えなくなるまで殴られた痕跡、ありとあらゆる暴力が刻んだ傷跡があった。

「その傷が、あなたを凶行に走らせたんなら……」

　同情はしない。だが、理解ぐらいはできる。

　バテンカイトスの所業を思えば、彼は憐れん憫びんになどまるで値しない邪悪だ。しかし、大罪司教とて生まれつき異常者であるわけではない。

　少なくとも、バテンカイトスの傷跡を見てしまえばそんな思いも──、




「──つまらない想像するんじゃないのよ。いらん後悔が募るだけかしら」




　不意に、これまで水路街で聞こえなかったはずの声が響く。

　思わず顔を上げたオットーの前に、建物の上から軽やかに舞い降りる影がある。ふわりとドレスの裾を翻し、くるりと巻いた髪を揺らした愛らしい容姿の少女だ。

　彼女はつんと澄ました顔で、呆ぼう然ぜんとしたオットーを見据えて嘆息した。

「性根と詰めが甘いのはスバルだけで十分なのよ。ベティーが手助けしてあげるのもスバルだけ……今回は、あくまで特例措置かしら」

「──。ええ、すみません。お手数おかけします。ですが、ありがとうございます」

　その少女の叱責に、オットーは脱力してへたり込みたいぐらいの安あん堵ど感かんを覚えた。

　たまたま仲間が駆け付けてくれる、そんな幸運は絶対起きないと思っていたのに。

「さ、こんなクソガキとっとと片付けて、スバルに抱っこしてもらいにいくのよ」

　退屈そうな顔つきで、少女──否いな、精霊。──それも、否だ。

　精霊の中の精霊──大精霊ベアトリスが、堂々と参戦の意思を表明したのだから。





　　　　３






「それにしても、なんて貧弱な顔ぶれかしら。哀れすぎて泣けてくるのよ。スバルもいないし、とんだ外れ籤くじを引いたかしら」

「それ言われると、本気で言い返す言葉が見つからないんですが……」

　水路街へ降り立ったベアトリスが、オットーたちを眺めて露骨にガッカリする。

　そんな彼女に誰一人反論できないのが、陣営の主力とは言えない非戦闘員と負傷者たちの現状だ。だが、ベアトリスの存在でオットーの内心には希望が芽吹いた。

「本当によくきてくださいましたね。マナ不足で起きられないって話でしたが……」

「それに関しては、面倒な奴やつに貸しを作ったのよ。でも、その話は後回しかしら」

「そう、ですね。ベア……」

　と、安堵から名前を呼びかけて、オットーはとっさに自分の口を塞いだ。

　危うく、バテンカイトスの獲物を労せず増やしてしまうところだ。それをすんでで堪こらえたオットー、だがその配慮は無駄に終わった。

　何な故ぜなら──、

「──どうして、ベアトリス様が外を出歩いていらっしゃるんですか？」

　不思議そうに首を傾かしげ、バテンカイトスが平然とベアトリスの名を呼んだからだ。

「あれだけ頑かたくなに禁書庫の外へ出ようとなさらなかったのに。お食事のときや、大精霊様とご一緒のとき以外は……あァ、例外もあったんだったかなァ？」

　それは、親しげというにはいささか距離のある発言。しかし、それでも一定の親しみと関係性を感じさせる発言だとオットーには思えた。

「──わかったのよ。そういうカラクリかしら」

「──っ」

　一言、ベアトリスがこぼした声を聞いて、オットーは息を呑のんだ。

　呟つぶやくベアトリスの横顔、それがこれほどの激情を宿した姿をオットーは初めて見た。彼女がここまで怒りを露あらわにするなど、オットーには想像もつかなかったことだ。

　そのオットーの驚きを余よ所そに、ベアトリスはバテンカイトスを睨にらみつけ、

「お前、自分の中にいったいどれだけの人間を溜ため込んでいやがるのよ」

「さァ？　でも、僕たちなんかロイと比べたらマシだと思うけどね。手当たり次第のロイは厳選する俺たちとは量が桁違いさァ。そこのところ、僕たちは食事って質が命だと思ってるから相あい容いれないんだよねェ」

　たびたび存在が仄ほのめかされる、もう一人の『暴ぼう食しよく』の大罪司教。それを悪あく食じきと呼び、自身を美食家と称する独特の美意識は誰にも理解不能な価値観だ。

　しかし、オットーの無理解という意味では、今のベアトリスの態度も同じだった。

　深く、強い怒りを湛たたえたベアトリスの瞳ひとみ、それは単純なバテンカイトスへの嫌悪感ではなく、もっと根の深い強烈な感情が原因のはずだ。

　その怒りの源泉がなんなのか、二人の会話を反はん芻すうして、気付く。

「……まさか」

　バテンカイトスはベアトリスの名前を知っていた。ここまでの戦闘の間、似たようなことはダイナス率いる『白竜の鱗うろこ』たちとの攻防の中でも起きていた。

　知るはずのない思い出を旧知の仲のように語り、こちらを嘲ちよう弄ろうする一幕が。

「────」

　それは、それは本当に、真の意味で邪悪な、おぞましい想像だった。だが、一度その想像に頭が気付けば、あらゆる情報の符合が連鎖的に発生する。

　だって、バテンカイトスは言った。言ったではないか。

　──都市に響いた、あの演説の主を捜しているのだと。

　それが弱くて脆もろくて、傍そばにいて支えてあげないと不安になる人なのだと。

　そんな感慨をナツキ・スバルに抱くには、それこそ彼と長く親しく付き合うしかない。スバルの脆い強さと弱い勇気を知るためには、そうした時間が必要なのだ。

　それを一足跳びに、何の苦労もせずに得る方法は一つしかない。

「──ロズワール・Ｌ・メイザース辺境伯が使用人筆頭」

　目の色を変えたオットーに、優々とした声色でバテンカイトスが言葉を紡いだ。凶悪な笑顔を作り、襤ぼ褸ろを纏まとい直した『暴ぼう食しよく』の大罪司教が優雅に一礼する。

　そして、惚ほれ惚ぼれするほど完璧な姿勢から頭を上げ、続けた。

「今はただ一人の愛いとしい人。──いずれ英雄となる我が最愛の人、ナツキ・スバルの介かい添ぞえ人、レム。……だったかなァ？」

「────」

「会わせておくれよ、愛しの英雄様に！　俺たちの英雄が、僕たちを裁きにきてくれたはずなんだよォ！　この、『暴食』の大罪司教、ライ・バテンカイトスをさァ！」

　自分の体を抱きしめて、長い舌をちらつかせながらバテンカイトスが嘲笑する。

　思わず、オットーの頭に血が上った。噛かみしめた奥歯が音を立てて軋きしみ、怒りのあまり視界が真っ赤になる。あの横っ面を、張り倒してやりたくてたまらない。

『暴食』の態度が、口調が、嘲笑が、全てが、一人の少女の想おもいを馬鹿にしている。

　その少女がどれほど、無事に戻ってくることを切願されていることか。それを何も知らずに、ただただ嘲ちよう弄ろうと侮ぶ蔑べつの足蹴にする行い、これを許してはならなかった。

　オットー・スーウェンの魂が、『暴食』を倒さなくてはならないと──、

「──さっきの一声は訂正してやるかしら」

「ベアトリスちゃん？」

「ここにいたのが、お前たちだけでよかった」

「────」

「こいつは……こいつだけは、スバルに会わせるわけにはいかないのよ。こいつと会えばスバルは傷付く。きっと、取り返しのつかないぐらい。だから」

「──ここで、僕たちだけで仕留めましょう」

　ベアトリスの最後の言葉を引き取って、オットーはそう断言した。

　傍かたわらのベアトリスは振り向かず、オットーの宣言に反論もしない。その態度と立ち姿だけで、同意見であることの信頼は十分だ。

「待ってくれ。やる気満々なのはわかったが、戦えるのか？」

　と、そこでようやく、状況を静観していたダイナスが割って入ってくる。彼はドレス姿のベアトリスを見下ろし、戦装束には程遠い姿に目を細め、

「『幼女使い』の契約精霊、だったな。契約者抜きでも頼りにしていいのか？」

「元々、戦うならスバルはベティーのおまけかしら。抱っこ係なのよ」

「抱っこ係って。言い得て妙だとは思いますが」

　ずいぶんと情けない評価だが、言葉の奥には親愛が隠れている。それは相手方にも伝わった様子で、鼻白んだあとでダイナスは頷うなずいた。

「わかった、合わせる。指示は変わらず、内政官殿が……」

「合わせるなら急いだ方がいいかしら。──もう仕掛けてしまっているのよ」

　淡々としたベアトリスの物言いに、「なに？」とダイナスが眉を上げる。その間、ベアトリスは軽く上げた手でバテンカイトスを示し、そちらを見た全員の喉が凍った。

　──バテンカイトスの周囲を、紫色に輝く無数の結晶が埋め尽くしている。

「あら、ベアトリス様ったら容赦のない」

「お前にくれてやる容赦と遠慮だけは、この世のどこにも在庫がないかしら」

　エル・ミーニャ。──陰魔法の中でも数少ない、攻撃用の魔法がその牙を剥むいた。

　バテンカイトスが嗤わらった直後、紫の輝きが乱舞し、射線上の矮わい躯く目掛けて殺到する。棒立ちの細い体を無数の紫矢が狙い撃ち、大広場を煌きらめく破壊が蹂じゆう躙りんした。

「この威力なら、いくら何でも……」

「いや……」

　紫矢の破片が舞い散る中、先制攻撃の威力に慄おののくオットーをダイナスが遮さえぎる。彼はその精せい悍かんな横顔に戦慄を浮かべ、

「くるぞ──っ！」

　瞬間、警戒するダイナスの叫びを破り、矮躯が矢の如ごとく突っ込んでくる。

　無数の紫矢を砕いて、こちらへ飛び込むバテンカイトスがその両腕を振り上げた。そして、打ち下ろされる双腕が嵐のような荒々しさを纏まとい、炸さく裂れつする。

　直撃されれば命が丸ごと消し飛ぶ威力、その予感にオットーの背筋を悪寒が駆け抜け、

「ムラク」

　囁ささやくような詠唱があり、オットーは自分の足が浮く錯覚を得る。直後、体は遅れてやってきた紫矢の余波に乗り、『暴ぼう食しよく』の一撃の外へと逃れていた。

　攻防同時の先制攻撃、ベアトリスの技量の高さにオットーが舌を巻く。

「はっはァ！　ベアトリス様ってばさっすがァ！　いいね、いいよ、いいさ、いいかも、いいとも、いいじゃん、いいだろう、いいだろうともさッ！」

「やかましい奴やつなのよ。いつまで調子に乗ってられるか見ものかしら」

　自分たちの重量を軽くし、攻撃を逃れたベアトリスがバテンカイトスに堂々と答える。

　その横顔にオットーは、普段スバルと戯れているときの彼女とは比べ物にならない頼もしさを感じた。

　ベアトリスの力も込みならば、バテンカイトスに目にものを見せてやれると。

「──あと、五発なのよ」

「へ？」

　ぼそりと、傍かたわらのオットーにだけ聞こえる声こわ音ねでベアトリスが言った。その想定外の響きに目を丸くして、オットーはベアトリスの横顔を覗のぞき込む。

　幼女の形をした大精霊は、近しい関係者にだけわかる緊迫感を眉尻で表現しつつ、

「大技が使えるのはあと五発だけかしら。それで、詰めまでいくのよ、オットー」





　　　　４






　エル・ミーニャを発動した瞬間、ベアトリスの懐ふところで魔ま晶しよう石せきが砕け散った。

　これで残る石は六つ──戦闘後に一つは確保しておきたい事情があるため、戦いの中で使えるのは五つまで。それが、ベアトリスのマナ事情だ。

　──ベアトリスは、『魔女』エキドナの作り出した人工精霊である。

　その力は並の精霊など比較にならないほど強力だが、代わりにいくつかの重大な欠点を抱えてもいる。中でも最大の欠点は、契約者からの提供以外にマナを補給する手段を持たないこと。つまり、他の精霊と違い、ベアトリスは大気中のマナを吸収したり、契約者以外の人間からマナの提供を受けられないのだ。

　その上でベアトリスは、この魔女教との全面抗争が始まる前ぜん哨しよう戦せん、刻限塔広場での『憤ふん怒ど』の大罪司教との戦いで、自分の持てるマナを使い果たしてしまった。

　スバルや大勢の負傷者を救うために仕方なかったとはいえ、契約精霊にあるまじき体たらくだったと、彼女は強く自分を責めている。

　そんな彼女が今、こうして立てているのはある種の裏技、禁じ手のおかげだ。

　それが──、




「──七つの魔晶石。一個砕けたから、使える残りはあと五発っきりなのよ」

「魔晶石って、まさかそれは……」

　懐事情を打ち明けられ、オットーが驚きに絶句する。

　勘のいい人物だ。ベアトリスの所有する魔晶石──絶大なマナを保有した魔石の出所がどこなのか、彼にはすぐ見当がついたのだろう。その想像は正しい。

　この魔晶石こそが、ベアトリスやスバルたちがこの水門都市を訪れた目的。──大精霊パックの復活に必要な、強力な力を持つ無色の魔晶石だった。

　その魔晶石から強引にマナを徴収し、奇跡さえ起こせそうな莫ばく大だいなマナを最悪の効率で浪費してベアトリスは立っている。それは通常、十の力で発動する魔法を千の力で発動するような無駄遣い。一度の魔法で、一つの魔晶石が砕ける悪循環だ。

「それで、あとたったの五手で詰めなきゃならないと。クソ、無む茶ちやぶりだなぁ！　やっぱり、ナツキさんの契約精霊ですよねえ！」

「それはベティーにとっての褒ほめ言葉かしら」

　頭を掻かいて、ヤケクソとばかりにぼやくオットーにベアトリスは唇を緩める。

　今も、都市のどこかでエミリアのために奮闘するスバル。彼との繋つながりを意識して、ずいぶんと毒されてしまった自分にベアトリスは吐と息いきをこぼす。

　本心を言えば、ベアトリスは一刻も早くスバルの下に駆け付けたかった。

　それが契約精霊である自分の役目だと、そう本心は訴えていた。しかし、ベアトリスにそれをさせなかったのも、スバルの契約精霊としての矜きよう持じだった。

　スバルは決して自分を過大評価しない。むしろ、過小評価しすぎるきらいがある。

　そんな彼がベアトリスを置いていったなら、それはベアトリス抜きでも戦う方策を見つけたから。ならば悔しいが、今回のスバルの戦いにベアトリスは不要なのだ。

　だからスバルとの再会は、戦いが終わって抱っこしてもらうときまでお預けとする。

　そのためにも、ベアトリスはスバルに胸を張れる戦果を出さなくてはならないのだ。

「にーちゃとの再会が遠のいたかしら。その分、お前には地獄を見てもらうのよ」

「地獄ぅ？　いいね、地獄！　見られるもんなら見てみたいよねェ！　僕たちに食われる奴やつらはみぃんな、最後にそれを味わってるんだろうからさァ！」

　ベアトリスの啖たん呵かに言い返し、ズルいとばかりにバテンカイトスが舌を出す。

　会話にならない態度、反省の色もない。元より、これが大罪司教──、

「ベティーは本当に、お前たちが大嫌いかしら」

　そう言って、ベアトリスが両手を突き出し、バテンカイトスへと掌てのひらを向ける。

「アル・ミーニャ！」

「──ッ！」

「嘘うそなのよ」

　超級の魔法を警戒し、動きの止まったバテンカイトスにベアトリスは舌を出した。

『暴ぼう食しよく』は、ベアトリスの魔法が回数制限付きなどと思ってもいない。魔ま晶しよう石せき一つと引き換えの大魔法が、ベアトリスの危険性をバテンカイトスに植え付けていた。

「うおおおおお!!」

　その狙いに乗じて、白服と大男が左右から奇襲をかける。

　二刀と張り手、重く鋭い挟撃がバテンカイトスを不意打ちする。が、『暴食』はこれを卓越した身のこなしで回避、短剣の反撃が二人の喉へと翻った。

「あぶ、ぐえっ！」

「すまん！」

　大男が腕を伸ばし、自分と相方の白服への攻撃を生身で受ける。硬い音と共に生身が短剣の威力を削そぐが、直後、大男が血を吐いてその場に蹲うずくまった。

「ガストンさん！」

　吐血した大男、ガストンの名を呼んでオットーが目を見開く。その隣でベアトリスは、ガストンの身に起きた異変を正確に把握していた。

　──体内にマナを循環させる戦闘技法、『流りゆう法ほう』の限界だ。

　流法は、魔法と異なる形でマナの使い方を追求した技術体系の一種だ。魔法と違い、使いこなすのに必要なのは才能ではなく、血の滲にじむような鍛錬のみ。

　見たところ、ガストンの資質は凡人の域を出ていない。だからわかる。──彼は、努力したのだ。血ち反へ吐どを吐いた時間の積み重ねが、彼をこの戦場に立たせていた。

「でも、それも限界かしら！」

「よおッく頑張ったよ、ガストン！　敢闘賞さァ！」

　ベアトリスの声と、嘲ちよう弄ろうするバテンカイトスの声が重なった。直後、蹲うずくまるガストンの顔面を硬い膝が打ち据え、鼻面を砕かれるガストンが後ろへ倒れる。

「一生懸命頑張ったけどダメでしたッ！　そんな奴やつに相応ふさわしい評価ってヤツだよッ！」

「──っの、野郎！」

　ガストンを侮ぶ蔑べつした言葉に激げき昂こうし、白服の男たちが一斉に剣撃を滑り込ませる。だが、バテンカイトスは足捌さばきで躱かわし、隙の生じたところへ手を伸ばして、

「ベネット・モッサ、アウグスト・バレン、カルシフス・フィンレル」

　名前が紡がれ、斬撃を掻かい潜くぐるバテンカイトスが白服たちの肩や足を触っていく。そうして、鋭い犬歯の覗のぞく口を開け、『暴ぼう食しよく』は楽しげに自分の掌てのひらを舐なめた。

　その途端、ベアトリスの視界で見知らぬ白服が三人、バテンカイトスの背後で崩れ落ちるのが見えた。──いったい、彼らは何者で、何が起きたのか。

「ベアトリスちゃん！　倒れた人たちは僕たちの仲間ですが、名前はわかりません！　今はそれだけでいい！」

　いち早く、状況を察したオットーの叫びがベアトリスを現実へ引き戻した。

『暴食』の権能の効果、他者の『名前』を奪い取る力の発動──それを認識しながら、ベアトリスは余計な思考の嵐を追い払い、掌を正面へ向けた。

「まァた牽けん制せい……」

「そう思うなら、派手に消し飛べばいいのよ！」

　見知らぬ三人に刃やいばを向けるバテンカイトス、その背中に本気の詠唱が迸ほとばしる。魔ま晶しよう石せきの力を吸い上げ、紫の輝きが『暴食』を中心に円を描いた。

「ちィッ！」

　光の輪の収束を見て、バテンカイトスが舌打ちして攻撃を取りやめる。そのまま、振り返る『暴食』の視線がベアトリスを射抜き、魔法の発動を食い止めんとして、

「──ッ」

　刹那、バテンカイトスは背後でした大げさな足音へ意識を向けてしまう。

　短剣を後ろへ振るい、無粋な乱入者を斬り捨てようとする。しかし、一撃は空を切った。何な故ぜなら、そこに足音の主の姿はなく、

「ガーフィールとか『腸はらわた狩り』とか、そういう人ばっかり引っかかりますよねえ！」

　風魔法の応用で『足音を飛ばした』オットーが、『名前』を食べ損なわれた一人と協力して倒れた三人の身柄を確保、舌を出して離脱する。

　その離脱する背中を、ベアトリスが追わせない。

「──ウル・ミーニャ」

　大気が軋きしむ音を立てて結晶化し、巨大な紫し紺こんの輝きが大広場の空を覆い尽くす。それを見上げ、バテンカイトスは「はァッ！」と楽しげに息を吐くと、

「大盤振る舞いッ！　さすが、ベアトリス様！　ロズワール様の真ま似ねですかァ？」

「言うに事欠いて何たる暴言かしら！」

　空を覆った紫し紺こんの円盤、それがバテンカイトスへ降り注ぐ。

　もはやそれは質量を伴った破滅の光だ。凄すさまじい威力が石畳をめくれ上がらせ、巻き起こる爆風が大広場を噴煙で包み込み、ベアトリスのドレスが大きくはためく。

「やりましたか!?」

　爆風に煽あおられながら、身を伏せていたオットーが快かい哉さいを叫んだ。

　その瞬間、ベアトリスは失敗を悟る。この手の叫びは失策の元と、スバルに強く言われていたことが功を奏した。

「ばはッ！」

　一拍遅れ、バテンカイトスが煌きらめく噴煙を突き破って飛び出す。正面、ベアトリスは危ういところで宙へ舞い、その姿を眼下に見ながら息を吸った。

　猛もう禽きんの狩猟を思わせる勢いで、バテンカイトスの指先がベアトリスへ迫る。それが届く寸前、互いに逃げ場のない空でベアトリスは詠唱する。

　四百年の生涯の中、このたったの一年で最も使用頻度が激増した陰魔法──、

「──シャマク!!」

「もがァ!?」

　懐ふところで三つ目の魔ま晶しよう石せきが砕け、黒い靄もやがバテンカイトスの全身を包み込んだ。

　無理解の闇に呑のまれ、バテンカイトスから数秒の空白をもぎ取る。長くは続かないシャマクの効果、その間にベアトリスはオットーと視線を交わし──彼が頷うなずく。

「あァ！　やってくれるなァ、ベアトリス様ッ！　まるであの人みたいな戦い方……らしくもなく、影響でも受けたんですかァ!?」

　きっかり二秒でシャマクを振り払い、バテンカイトスが呵か々か大たい笑しようして獰どう猛もうに吠ほえる。

　奴やつの中にある少女の記憶に、ベアトリスがスバルと並び立っていた記憶はないはずだ。

　だから、ベアトリスがこうして奮戦する姿にスバルの影響を見たとしても、それがどれだけ大きな意味を持つのか気付けない。

　以前のベアトリスとは違う。──今のベアトリスは、他人を当てにするのだ。

「これが、数の力なのよ！」

「────」

　ベアトリスの力強い他力本願、その発言にバテンカイトスは目を瞬まばたかせた。意味がわからないと、双そう眸ぼうが無理解を表明している。

　──その瞬間、疑問の答えが上から降ってくる。




「──待たせたな、バカ野郎共！」




　威勢のいい声が頭上からして、とっさのことにバテンカイトスの足が止まった。その眼前に降り立ったのは、屋根伝いに最短距離を走ってきた金髪の少女──、

「なァ……ッ」

「そら、ラインハルトも泣きべそかく一発、味わってみろやぁ!!」

　勝ち誇った顔のフェルトが、両腕に握った棒状のものを豪快に振り回す。白い布に包まれたそれは風を切り、棒立ちのバテンカイトスの横っ面を殴り飛ばした。

「────」

　乾いた音が響き、バテンカイトスが横へ弾はじかれる。強烈な一発が大罪司教を見事に打ち抜くのを見て、オットーたちの喉が大きく鳴った。

『剣けん聖せい』ラインハルトにさえ痛打を加えるとの口上、それが事実なら、今のフェルトの一発こそがバテンカイトスとの戦いを決着させるはずだ。

　しかし──、

「……これが『剣聖』を泣かす一撃？　冗談でしょ？」

「あんだと!?」

　殴られた頬ほおを撫なでて、バテンカイトスが凶悪な面貌をフェルトへ向けた。その前評判を裏切る結果を見せられ、フェルトが赤い瞳ひとみを大きく見開く。

　そのフェルトの顔面を、バテンカイトスの右手が正面から掴つかんだ。

「がぐ──っ」

「いけない！　まともに触られたら……」

『暴ぼう食しよく』の食事の手順、その手に触れられたのを見たオットーが顔色を変える。そんな致命的な光景の中、バテンカイトスが長い舌を見せつけるように垂らし、

「フェルトちゃァん。──イタダキマス」

　フェルトの顔を掴んだまま、バテンカイトスが美食の予感に頬を染める。そして、長い舌が愛いとおしむように、空いた左手にある見えない何かを舌で舐ねぶった。

　まるでそこに待ち望んだご馳ち走そうが、『フェルト』という少女の根幹があるかのように。

　堪えかねたように舌に乗せ、ざらついた感触で愛あい撫ぶし、隅々まで余さずこそぐように味わい、胃袋に落として容赦なく凌りよう辱じよく、咀そ嚼しやくする。

　それが完了したとき、『暴食』の食事が終わり、『名前』が冒ぼう涜とく者しやの腹へ収まる。

　その瞬間、フェルトという少女の痕跡は誰の記憶からも消えて──、

「──お、ぶぇ」

　醜悪な晩ばん餐さん会かいが滞りなく終わる直前、『暴食』の表情が劇的に変化した。

　至高の味わいに目を輝かせ、舌の上を踊る極上の人生を愉たのしむはずだった表情が一変、バテンカイトスは劇薬を口にしたように、全身を激しく震わしてえずいていた。

　演技、ではない。そんなことをする意味もない。

　ただの純然たる事実として、バテンカイトスは『フェルト』の食事に失敗した。

　その一瞬の間隙へ──、

「──構えるかしら！」

　ふわりと飛び上がり、フェルトの傍かたわらへ着地したベアトリスが叫ぶ。その小さな手が掴むのは、フェルトの持ち込んだ槍やりのように長い柄だ。

　ラインハルトにさえ効き目のある武器、その評判は間違いではない。ただ、使い方が間違っている。それを、ベアトリスは見知っていたから。

「──っ」

　顔を掴つかまれたまま、フェルトが歯を噛かんでその『ミーティア』を持ち直した。布に包まれた先端をバテンカイトスへ向け、腰溜だめに構える。

　直後、ベアトリスの懐ふところで二つの魔ま晶しよう石せきが砕け、莫ばく大だいなマナが『ミーティア』へと注がれる。

　その破滅的な威力の気配に、バテンカイトスが表情を歪ゆがめて後ろへ。劇薬の衝撃も覚めやらぬまま、ただ危険な一撃から逃れようと本能が訴える。

「なァ……ッ」

　その、後ろに下がった足が掴まれ、バテンカイトスが体勢を崩した。驚く『暴ぼう食しよく』が視線を落とせば、その細い右足をがっちり掴んだ腕がある。

　大量の鼻血を流して、そこまで這はいずってきたガストンだった。

　その従者の意地を目の当たりにして、顔面を解放されたフェルトが「はっ」と笑う。そして、八重歯の見える会心の笑みを浮かべたまま、

「──ぶっちれ！」




　──逃れられない『暴食』を、『ミーティア』の放つ白光が真正面から吹き飛ばした。
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　　　　５






　熱風が吹き荒れ、ベアトリスの髪が大きく膨らみ、真後ろへとなびく。丁寧に巻かれた髪を風に乱されながら、しかしベアトリスの注意はそちらへ向かなかった。

　ベアトリスの視線は一点、自分も掴つかんでいる純白の『ミーティア』へ向いている。

「────」

　放たれた一撃が白い包みを諸もろ共ともに吹き飛ばし、『ミーティア』の全体が露あらわになる。それは純白の、汚れ一つない槍やりのように長い杖つえだ。

　凝った意匠もなく、目を引くような機構が組み込まれてもいない。あくまで実用性一辺倒の造りは、まさに造物主の人間性を反映していると言えた。

　道具に道具以上の価値を求めない、エキドナという『魔女』の精神そのものを。

「お母様……」

　ふとこぼれた呟つぶやきは、亡き母との在りし日の記憶が蘇よみがえったことへの感傷だった。

「な、なんつー威力だ……何を持たせてんだよ、あのバカ共……」

　そのベアトリスの感傷を余よ所そに、同じく『ミーティア』を握ったフェルトが唖あ然ぜんとしながら、杖の放った破壊の光景を眺めている。

　ベアトリスとフェルト、二人の手で振るわれた『ミーティア』の一撃はバテンカイトスを直撃し、そのまま射線上にあった世界を薙なぎ払はらった。

　白光の余波で石畳は白煙を上げ、直撃を浴びた建物は光の形に抉えぐれている。当然、その威力をまともに受けたバテンカイトスはただでは済まなかった。

　──数メートル先、白煙を上げるバテンカイトスが大の字に転がっている。

　全身におびただしい火傷やけどを負い、白目を剥むいた『暴ぼう食しよく』は完全に沈黙していた。内臓まで焼くような灼しやく熱ねつの一撃、その生死は五分五分だろう。

　ただし、それもこの瞬間の話であって、放置しておけば死は免まぬがれまい。

「ベアトリスちゃん！　フェルト様！」

　二人の下へ、手を振るオットーが駆け寄ってくる。『ミーティア』の余波で帽子が吹っ飛び、全身薄汚れたひどい有様だが、その表情は晴れやかだった。

「ご無事ですか？　なんて言うか、すごかった……いえ、えげつなかったですね」

「なんで言い直した？　まぁ、アタシも同意見だけどよ。なんなんだよ、この杖……」

　オットーとフェルトの二人が、揃そろって恐々と『ミーティア』を眺める。凄すさまじい威力を発揮した魔ま杖じよう、しかしそれも当然のことだ。

「この杖はお母様……昔、偉大で聡そう明めいで美しい魔法使いが龍りゆうへの嫌がらせに作ったものなのよ。どこにいったかわからなくなってたはずが、因果なもんかしら」

「はー、詳しいんだな、チビッ子。昔、龍をイジメてやがった杖ねえ」

　感心した風に吐と息いきをつくフェルト、その横でオットーがぎょっとした顔になる。

　彼はベアトリスの言い直した『お母様』が、歴史から消えた『魔女』のことであると知っている一人だ。それはそれは驚いたことだろう。

「ちなみに、龍りゆうへの嫌がらせっていうのは本当なんですか？」

「半泣きにさせてた、とは聞いているのよ」

　とはいえ、ベアトリスにそれを聞かせた相手はロズワールだ。初代だった当時、彼はよくよく色んな方法でベアトリスをからかった。その一環の可能性はある。

『神しん龍りゆう』ボルカニカへの嫌がらせ、そのためのとんでも兵器であるなどと。

「ま、細けーことはいいだろ。とにかく、ムカつくヤローをぶっちめた。それも、使い方知ってたチビッ子のおかげでな。助かったぜ！」

　話題を途中で遮さえぎって、八重歯を見せて破顔したフェルトがベアトリスの背中を叩たたく。その威力に顔をしかめ、ベアトリスは膨れっ面になると、

「……さっきから、チビッ子チビッ子うるさいかしら。お前だって十分チビなのよ。チビにチビなんて言われる筋合いはないかしら」

「あぁ？　褒ほめてんのにカチンとくるガキだな、オイ。言っとくが、ここ一年でアタシは背も胸も成長してんだ。こっから先、お前との差は開く一方だぞ」

「生あい憎にく、ベティーの見た目はこの愛くるしいデザインで固定されて……」

「まあまあまあ、落ち着いてください、二人とも！」

　言い合いを始めた二人の間に割って入り、オットーが愛想笑いで場を取りなす。そのままベアトリスとフェルトを交互に眺め、オットーは「いいですか？」と続け、

「みんなで力を合わせて勝った。今はそれを喜びましょうよ。こっちの作戦がうまくはまって見事な勝利！　これこそ、戦いの醍だい醐ご味み……あれ？」

「──？　どうしたのよ」

「いえ、何な故ぜ、僕は戦って勝利したことにこんな喜びを……？　いつから、戦いの醍醐味なんて話をするように……」

「おー、人生に悩み始めやがった。付き合ってられねーや。オイ、起きろ、ガストン」

　苦悩を始めるオットーを無視し、フェルトが足下のガストンの肩を揺する。功労者をねぎらう姿勢だが、当のガストンは完全に気絶していた。だが、仕方ない。

　最後の瞬間、ガストンの意地がなければ確実に当てられていたかどうか。

「オットーの言う通り、一丸で掴つかんだ勝利かしら」

「え？　今、何か言いましたか？」

「お前は武闘派内政官が天職だって言ったのよ」

「それ、今本気で否定できなくなりそうなのが怖すぎるんですけどねえ!?」

　短い腕を組み、嘆息気味に答えたベアトリスにオットーが悲鳴を上げる。が、そんな姿勢の彼だからこそ、エミリア陣営には欠かせぬ人材なのだ。

　契約者のスバルに倣い、ベアトリスも決してそれを口にしたりはしないが。

「歓談中すまないが、奴やつを拘束する。構わないな？」

　と、ベアトリスたちを振り返り、白服の男がバテンカイトスの方を顎でしゃくった。よく見れば、覚えのある顔だ。ミューズ商会で出くわした、ダイナスだったか。

　白服で唯一、自分の足で立つ彼の言葉にオットーがバテンカイトスを見やる。

「拘束って、生きてるんですか？」

「生きててもらわなくちゃ困る。若旦那の居所を聞き出したり、魔女教連中との交渉材料に使えるかもだ。──本当は、息の根を止めてやりたいが」

　絞り出すようなダイナスの声に、隠し切れない殺意がある。

　それは仲間をやられたことは元より、最も強いのは本能的な嫌悪と敵てき愾がい心しん。大罪司教であること、それだけで十分に彼らは排除すべき対象となる。

　その事実自体は、ベアトリスにとって少しばかり胸の痛むことだが──、

「けど、大罪司教ってのも案外大したことねーな。アタシらみてーな寄せ集めにかっ飛ばされるなんてよ。なんでずっと逃げられてたんだか」

「それは単純に油断でしょうね。彼は僕たちの『名前』を食べることに執着していた。それも、生きた僕たちから味わうことを。そのために僕たちを殺せなかった」

「つまり、手抜きで余裕ぶっこいてて負けたんだろ？　余計にダセーじゃねーか」

　オットーの分析は正しく、ベアトリスも同意見だ。

　もし、バテンカイトスが持てる記憶を総動員し、ベアトリスたちを殺すことを最優先していたなら、こちらは為なす術すべもなく敗北していたはずだ。

　もちろん、戦いに『もし』はない。勝敗は決した。その事実は動かないと──、

「──ぁ？」

　そこまで考えたところで、不意の吐と息いきにベアトリスは視線を向ける。

　それは、瀕ひん死しの大罪司教を拘束しようとしていたダイナスが漏らした声だ。彼は掠かすれた息と共に全身から血を噴いて、その場に膝をついて崩れ落ちる。

「────」

　流れるように、ゆっくりと血溜だまりを作っていくダイナス。手足の腱けんを正確に抉えぐられた彼の姿に、ベアトリスの意識が悪夢のような空白に呑のまれた。

　いったい、何が起きたのか──、

「──危ないっ！」

　一瞬だった。

　肩を突き飛ばされ、ベアトリスは石畳に転がされる。痛みと驚き、しかしそんなものを無視して、ベアトリスは自分を突き飛ばしたオットーを見た。

　そのオットーは、ベアトリスを突き飛ばした姿勢で固まり、動かない。その視線は自分の足下を──否いな、自分の足を見ていた。

「────」

　オットーの両足、その前面がまるで果物の皮でも剥むくようにめくられていた。

　ズボンとその下の素肌が切り裂かれ、赤と桃色の筋肉が綺き麗れいに覗のぞける。白い神経と骨、灰色の血管が傷一つなく表出し、自分の内側を見るオットーの喉が詰まった。

　最小限の出血すらない、美しすぎる人体破壊。真に卓越した刃やいばの扱いとは、人間の肉体をここまで耽たん美びで背徳的な芸術品に仕上げるものなのか。

「──ホント、出来の悪い兄を持つと、妹ってのは苦労させられるんだからサ」

　そう言って、その人物はそっとオットーの傷口へと口付けした。ざらりとした舌が蠢うごめいて、肌の内側にあったオットーの足の繊細な部分の全てを舐ねぶる。

　刹那、視覚的にも触覚的にも、耐え難い感覚がオットーの脳を沸騰させる。

「あ、ぎゃああああ──っ!?」

　凄絶な衝撃に、オットーが文字通り血を吐くような絶叫を上げる。

　背中から倒れ、苦しみ悶もだえるオットーは失神さえ許されない。滂ぼう沱だと涙が溢あふれ、灼しやく熱ねつに似た痛みが脳を掻かき回し、オットー・スーウェンを破壊する。

　今すぐ、オットーに駆け寄り、傷の手当てをしなくてはならない。

　それがわかっていながら、ベアトリスはその場から動くことができなかった。

　それはオットーとダイナスを切り裂いて、今もなお、圧倒的な鬼気で本能に警鐘を鳴らさせ続ける存在、筋骨隆々とした大男が原因だ。

　──それは、一切の見覚えのない男だった。

　年齢は四十路よそじに迫ろうかといったところで、彫りの深い彫刻像のような顔立ちをしている。この場の誰より上背があり、恵まれた体格を鋼はがねの如ごとく鍛え上げていた。

　唐突に現れた、間違いなくこの場にいなかったはずの人物。そう判断できる。

「だ、誰だ、テメーは……」

「あれれ？　お前は誰だなんて、あなたの方が言っちゃうわけ？　それってむしろ、あたしたちの方が聞きたい質問だったりするのにサ」

　警戒に硬くなるフェルトの声に、男が外見にそぐわぬ軽い口調で答えた。その発言にフェルトが鼻白むと、男は「ははァ」と愉たのしげに嗤わらい、

「まさか、私たち相手に偽名を使うなんて賢かしこいんだからァ。それをまんまと逆手に取られて、お兄ちゃんったら情けなァい」

「偽名……？　何言ってやがる？」

「そっちの抉えぐったお兄さんとフェルトちゃん、二人の作戦勝ちだよね。うんうん、すごいすごい。感動しちゃった。──誰の記憶を見ても、答えがないんだもん」

　フェルトの質問に男は答えない。自分の世界に浸り、相手の世界を否定している。

　ちぐはぐだった。見た目の印象と言動、受け答えと存在感、全てがちぐはぐだった。

　低く掠かすれた男の声で、まるで年若い少女のような口調が語る。小刻みに体を揺すって、これ見よがしに拍手してみせる仕草、その全てが不相応だ。

　そうして、ちぐはぐな印象をばらまく男に、ベアトリスとフェルトは絶句し──、

「……あ、なたは、『暴ぼう食しよく』ですか？」

「──へェ？　まだ口が利けるんだ？　すごいね、お兄さん。頑張るね、お兄さん」

　眉を上げ、男が口の端を吊つり上げる。その喜悦の視線の先、息も絶え絶えに男を睨にらむのは足の傷を押さえたオットーだった。

「倒れていた、『暴ぼう食しよく』が、いません……。それに、あなたの着ている襤ぼ褸ろ……それ、あの大罪司教が着ていた、もので……」

　驚嘆すべき精神力で、うわ言のようにオットーが呟つぶやく。

　広場の奥、瀕ひん死しだったバテンカイトスの姿がどこにもない。『暴食』の矮わい躯くはいつの間にか消え、代わりに現れたのがこの男。──それの意味するところは明白だ。

「いい、いいね、いいわね、いいよね、いいじゃない、いいじゃないの、いいだろうからこそ……あたしたちも、私たちも、食卓を囲む価値をあなたに見る」

「──っ」

　顔を掌てのひらで押さえ、興奮を隠し切れない声で呟く男、その姿に変化が生じた。

　ゆらりと、まるで陽炎かげろうの如ごとく男の姿が不自然に歪ゆがんで見え、次の瞬間、そこに立っていたはずの大男がいなくなる。その代わりに──、

「あはっ」

　フェルトとそう年齢の変わらない少女が、素足でその場に立っていた。

　細く華きや奢しやな肢体、透き通る金色の髪は足下の石畳を埋めるほどに長い。可か憐れんで整った顔立ちには、ボロ服でさえも輝きを放つ生まれ持った美の片へん鱗りんがあった。

　愛らしい、天使のような少女。──その表情が、悪意に満ち満ちていなければ。




「──魔女教大罪司教『暴食』担当、ルイ・アルネブ」




「ルイ……？」

「あたしたちの名前だってばァ。今、聞いたでしょ？」

　息を呑のむベアトリスに、少女の形をした『暴食』が別の名前を名乗った。

　意味不明だった。『暴食』の大罪司教の名はライ・バテンカイトス。それが今、どうして別の姿で別の名前を──否いな、そうではないとベアトリスは理解する。

　変わったのは、姿形だけではない。『暴食』の、その中身も変わったのだと。

「……黙って聞いてりゃ、何の悪ふざけしてやがんだ、テメーは」

「あれ？　偽名のお姫様は、こういう趣向はお気に召さなかったかなァ？」

「それ含めて何の悪ふざけだって言ってんだよ！」

　八重歯を剥むいて、フェルトがルイと名乗った『暴食』へと怒声をぶつける。彼女は手にした『ミーティア』を相手に突き付け、

「何が偽名だ、ふざけんな。アタシはもう十五年、ロム爺じいにもらったフェルトって名前で生きてきてんだ。それが嘘うそだなんて冗談じゃねーぞ」

「あァ、そっか。当人に偽名の自覚がないんだ？　じゃァ、あなたの名前はフェルトじゃないんだよ。育ての親がくれる前の、ホントのお名前があるってこと」
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「アタシを路地裏に捨ててったクソ親が付けた名前か？　ならきっと、『厄介者』か『足手まとい』、それか『ゴミ』ってとこだぜ。それで満足か、オイ？」

「ちょっとちょっとやめなって」

　刺とげ々とげしいフェルトに、『暴ぼう食しよく』──ルイはそっと『ミーティア』の先端を指で押さえ、

「強がったって次は撃てないはずでしょ？　これ、見たことあるもん」

「ぐ……っ」

「そんなに身構えなくてもいいってばァ。私たち、今日はここで引っ込むからサ」

「引っ込む……？　本気で言っているのかしら？」

　肩をすくめたルイを睨にらみ、ベアトリスがその掌てのひらを相手へ向ける。そうして、自分に敵意を向ける二人を眺め、ルイは「ホントホント」と軽々に嗤わらい、

「お兄ちゃんはボロ負けだし、兄様だってあの女の言いなりだもん。あたしたちは美食だの悪あく食じきだのどうでもいいからサ。──ホント、わかってないよね」

「────」

「食事は『何を食べるか』じゃなくて、『誰と食べるか』なのにサ」

　それだけ言って、ルイはくるりとベアトリスとフェルトに背中を向けた。堂々と無防備を晒さらしたその姿勢が、無言で二人に選択を迫ってくる。

　すなわち、『戦う』か、『見逃す』か。そして、二人の選択は──、

「賢かしこいって悲しいね。──でも、よくできました」

　動かないベアトリスたちを嘲笑して、ルイ・アルネブの姿が広場の影の中へ溶ける。その背を追えない。負傷者だらけの状況では、ここまでだ。

「……してやられたって、ことなのよ」

「クソったれ！　あんなヤローに、なんて様だ……！」

　肩を落としたベアトリスの隣で、フェルトが敗北感に盛大に舌打ちする。正直、ベアトリスも彼女の意見に全く同意見だ。──敗北と、そう捉えて然しかるべき結果。

　途中、ルイを感心させたオットーは痛みで意識を朦もう朧ろうとさせ、フェルトの従者であるガストン、それにダイナスや白服の男たちも昏こん倒とうしている。

　全員、すぐにでも治療が必要だ。そして、それができるのはベアトリスしかいない。

　ベアトリスと、懐ふところにある魔ま晶しよう石せきしか、ない。

　いずれにせよ──、

「にーちゃに顔向けできないかしら。……スバルにも、抱っこはお預けなのよ」

　逃がした獲物──『暴ぼう食しよく』の大罪司教の中に、眠り続ける少女の魂が確かにある。

　そのことへの確信を得て、しかし、それをどうスバルに伝えるべきなのか。

「────」

「チクショウが！」

　押し黙るベアトリス、その隣で今一度、フェルトの悔しがる声が水路街に響く。

　高く高く、彼女の罵声が響き渡って、ここに『暴食』遭遇戦は決着した。






第二章　『領域の被害者』
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　隻腕に青せい龍りゆう刀とうを構え、啖たん呵かを切ってきた男に少女は首を傾かしげる。

　天使のように愛らしく、花弁の如ごとく脆もろく儚はかなく美しい印象の少女だ。白い肌は透き通るほどすべらかで、華きや奢しやな肢体の爪の先まで可か憐れんという言葉の顕現に思える。

　煌きらめく光と見み紛まがう金の髪と、宝石を思わせる紅の瞳ひとみはまさしく美貌の体現と言えよう。惜しげもなく晒さらされる白い素肌や、妖艶に男を誘う眼まな差ざしは蠱こ惑わく的てきで、罠わなとわかっていても雄の本能をくすぐる魔性そのものだった。

　ただし──、

「きゃはははは！　おもしれーこと言う雄肉じゃねーですか！　アタクシが死ぬ前じゃなくて自分が死ぬ前？　どんな脅し文句!?　笑えて笑えてたまらねーですよ！」

　甲かん高だかく笑う美しい少女──その顔の半分が潰れ、眼球がこぼれかけていなければ。

　文字通り、顔面半壊状態で笑い転げる少女。その顔の傷が蠢うごめいて、生々しい音を立てながら修復されていく。血が止まり、筋繊維が結び合わさり、顔が再構築。

　その異常な再生力──否いな、変化の過程こそが『色しき欲よく』の大罪司教の権能。

「見てて最高に気持ち悪ぃな、それ。オレ、スプラッター系にあんまし耐性ねぇんだよ。血とか見ると、かえって自分の血の気が引くタイプ。いるだろ？」

「初手から女に気持ち悪いとか、言葉を飾れねー男はモテやしねーですよ？　道化気取って油断誘って、その手のぶっといモノでアタクシに何してくれる気なんですかね！」

「女がぽんぽん下ネタ言うなよ、萎なえるだろ」

　相対する男の言葉を聞いて、少女──カペラが片眉を上げる。その顔はものの数秒で修復を終えて、内面の反映されない元の愛らしい顔かお貌かたちを取り戻していた。

　そして、その取り戻した可か憐れんな顔を盛大に歪ゆがめ、カペラが高笑いする。

「きゃははははっ！　何それ、そのナリで夢見る乙女みてーな発言！　テメー、頭の中にお花畑でも育ててやがんですか？　きゃーっ、踏ふみ躙にじって汚してーですね！」

「オイ、何度も言わせんな。オレは今日、機嫌が悪ぃんだ。正直、大してやる気もねぇ」

　挑発的なカペラの態度に、青せい龍りゆう刀とうを構えた鉄てつ兜かぶと──アルが投げやりに吐き捨てる。

　誘いに乗らず、不本意極まりないとばかりのアルの様子にカペラは目を細める。カペラを地上から転落させ、罠わなにかけてくれた女性陣とはずいぶん異なる姿勢だ。

「やる気はねーってのに、この場所は譲れねーってんですか？　そりゃまたずいぶん矛盾してやがるじゃねーですか。誰のせいだと思ってんです、この乱らん痴ち気き騒ぎ」

「自分で言うかよ、乱痴気騒ぎ。大体、誰のせいもクソもてめぇらのせいだろ」

「切っ掛けはそうかもしれねーですね。けど、ホントにそう？　ホントに全部、何もかもアタクシたちのせい？　この都市で起きた出来事全部、アタクシたちの仕業？」

　両手を前に突き出し、カペラが指で四角く世界を切り取る。その四角い視界に入れられたアルは、片目を閉じた紅の眼光に息を詰めた。

　それから長く、長く詰めた息を吐き出して、

「……何が言いてぇんだ？」

「いえいえ～？　ただ、どーにもクソ面倒なことやらかしてくれやがった野郎がいやがりましてね？　そいつが誰なのか、アタクシもずーっと考えてたわけですよ」

「────」

「そうそうそう！　例えば、何時間か前にちょっぴり水門を開けて、街の半分ぐれーを水浸しにした野郎の正体とか、気になって夜も眠れねーと思いません？」

　両手を広げて、カペラが毒花のような美しくおぞましい微笑を浮かべる。その侮ぶ蔑べつと嘲ちよう弄ろうに満ちた笑顔を見て、アルは「あー」と首の骨を鳴らし、

「何の話だか、さっぱりわからねぇな」

「へえ、とぼけやがるの？　別に話してくれてもいいじゃねーですか、お友達には内緒にしときますって。大体、あれがなけりゃ、あの時点で都市の趨すう勢せいは決まってたわけで、誰もテメーに感謝こそしても、非難する資格なんかありやがらねーんですから」

　ケラケラと笑い、カペラは「そ・れ・と・も」と言葉を継いで、

「暗躍してたのがバレると都合が悪いとか？　そうそう、これって全然関係ねー話なんですけど、アタクシの欲しがってる『魔女の遺骨』！　その在処ありかを知ってやがる連中が、どーも次々とアタクシと無関係に死にやがってたみてーなんですが」

「──。そいつはご愁傷様だ。こんな混乱した状況じゃ、不運なこともあるだろうよ」

「きゃはっ」

　無関心なアルの呟つぶやきに、カペラが口元を押さえて心底愉快げにする。そのカペラの嬲なぶるような眼まな差ざしに、アルは冷たい床をゾーリで叩たたきながら嘆息した。

「てめぇはアレだな。オレの知ってる大罪連中とはずいぶん違ぇんだな」

「ありゃ、他のクズ以下肉共とお知り合い？　怨おん念ねん慕ぼ情じようの変態メス肉？　器うつわ極小の童貞野郎？　人品卑しい欠食児童？　それとも筋違い勘違い自慰精霊ですか？　どれでも交友関係最悪ですが、親に言われませんでした？　お友達は選べって！」

「……生あい憎にく、オレの友達が親にそう言われるタイプだったんでな」

「きゃはっ、わかるー！　でも、そんなテメーでもアタクシの雄大な愛は優しく包み込みますよ？　その兜かぶと外して素顔を見せて、アタクシを抱いて愛してくれるなら！」

　どれだけすげなく突き放されても、求愛の姿勢を貫くカペラは究極の恋愛脳だ。ここまで極端で一方的な愛情略奪表現を、人類が『恋愛』と呼べないことを除けば。

　当然、彼女の人間性を排した求愛に、アルは青せい龍りゆう刀とうを突き付けることを返事とする。

「ごめんなさい。気持ちは嬉うれしいけど、お互いのことをまだよく知らないし、それに友達に噂うわさとかされたら恥ずかしいからお断りするわ」

「周りの目とか気にするなんて可愛かわいげあるじゃねーですか。──女に振り回されるのが好きなマゾ気質のオス肉の性癖なら、アタクシも悪くねーと思うんですが」

「あぁ？　何言って……」

「傍ぼう若じやく無ぶ人じん、きつい目つき、いっそ暴力ってぐれーに肉感的な体つき。背は程よく高めで露出は大胆、気分屋でよく喋しやべるけど頭はいい。頼ってくるけど、寄りかかっちゃこねーところがお気に入り……そんなとこ？」

　ぺらぺらと並べ立てながら、カペラの姿が視覚的にぐにゃぐにゃと変わる。

　手足が伸び、肩と背中と胸元の大胆に露出したドレスへ衣装が変化。顔立ちは大胆不敵な自信家、瞳ひとみには揺るぎない知性。長い金髪を下ろした、美しい女性が現れる。

　この都市の関係者の誰でもないが、その雰ふん囲い気きはどこかの誰かを想起させ──、

「おっと、金髪じゃねーっぽい？　ルグニカならこれが一番該当者が多いはずなんですけどねー。そしたら、赤……じゃねーですね、橙だいだい色いろだ」

　アルの反応の機微を見ながら、カペラの髪の色が次々と変わる。黒、茶色、緑に青と試したところで、赤系統に入った途端に吟味、橙色に変わった。

　ただそれだけで、その印象がアルの身近な女性にぐっと近付いて。

「ちっ、胸むな糞くそ悪ぃ真ま似ねしやがる。──どこで姫さんを見かけてやがった」

「見たことも意識したこともねーですけど？　ただ、テメーの反応で好きな顔と体を推測しただけ。尽くす女が、相手の好みに合わせるぐらい当然でしょーが」

「反応だぁ？　ふざけろよ。この通り、オレの顔は見えねぇはずで……」

「声、仕草、喋しやべる間隔、首の角度で目線、態度。会話で性格、性質、趣味嗜し好こう」

　空っとぼけたアルの言葉を、カペラの静かな声こわ音ねが遮さえぎった。思わず押し黙るアルへと、姿形の変わるカペラの紅の瞳ひとみが向けられる。

「一挙手一投足、見逃さねーで全力で尽くすのがアタクシ。こんなに尽くしてやってんですから、アタクシを見ろ。アタクシだけを見てろ。他に目もくれるな。アタクシの顔と、体と、声と、仕草と、全部全部、テメーの好みど真ん中のはずだろーが!!」

　声を高くするカペラ──その姿が、喋る合間にますますプリシラへ近付いていく。その主張は清すが々すがしいほど直球だが、真まっ直すぐすぎて相手を貫く刺とげ々とげしい求愛だ。

「……悪ぃが、その愛し方は人類にはまだ早すぎるわ」

「どうして構えやがるんです？　アタクシの、どこが、何が、気に入らねーんです？」

「勘違いすんな。オレはお前のことを好きでも嫌いでもねぇ。どうでもいい……ごめん、嘘うそ。やっぱりお前、気持ち悪いから嫌いだわ。息が目に沁しみる」

「──っ！　この浮気性の腐れクズ肉がぁ!!」

　地団太を踏んだカペラの右腕が、肩から巨大な狼おおかみの頭部へ変形する。

　獰どう猛もうに唸うなる獣の頭が、棒立ちのアル目掛けて高速で迫った。ずらりと並ぶ刃やいばのような牙が、アルの上半身を噛かみ砕くだく──寸前、アルは横っ飛びにその場を逃れる。

「それで逃げられたと思うなぁ!!」

「思わねぇよ！　横！　の次は後ろぉ！」

　転がるアルの頭上から、今度は巨大な大蛇が胴体を叩たたき付けてくる。死角からの攻撃、それをアルは後ろへ飛んで回避、直後、構えた青せい龍りゆう刀とうで狼の牙を食い止めた。

「お、おぉぉぉ、ドーナぁ！」

　獣の突進力に押し負け、弾はじかれる寸前でアルが魔法を詠唱する。土の壁が崩落した地下の床からせり上がり、狼と化した右腕を天井とで挟み潰した。

　狼の頭ず蓋がいが砕け、バケツでぶちまけたように血が噴出する。当然、狼と腕の繋つながったカペラは姿勢を崩し、そこへアルが猛然と飛びかかった。

「ど、っせええぇぇい!!」

　放たれた斬撃が、カペラ本体の首を真一文字に叩き斬る。

　プリシラと雰ふん囲い気きのよく似た顔が宙を舞い、一瞬遅れて傷口から血が噴く。カペラの血を浴びたクルシュの例を見れば、その血に触れる危険性は問うまでもない。

　その血を避さけるべく、首を失った死体から距離を取るべきだが──、

「騙だまされるか、ペテン女が！」

　危険な血溜だまりへ容赦なく踏み込み、アルの青龍刀が背中からカペラを串刺しにする。

　首を刎はねられ、倒れかける体の心臓を抉えぐり、致命傷に致命傷を重ねる非道な行い。しかし、アルの蛮行はそれだけに留とどまらない。

「汚きたねぇ花火になりやがれ！　──エル・ドーナ!!」

　背中を正面へ蹴り飛ばし、アルが威勢よく詠唱──青せい龍りゆう刀とうの先端を起点に、カペラの体内で魔法が発動、無抵抗のまま女の体が内側から爆はぜる。

　放ほう屁ひのような間抜けな音を立てて、カペラの体がバラバラに飛び散った。手足が吹き飛び、桃色の内臓と鮮やかな赤が地下空間に盛大にぶちまけられる。

　冷えた空気の中、血肉の残骸は湯気を立て、水門都市で最も残酷な決着がついた。

「はぁ、はあ、どうだ！　こんだけやってやりゃぁ……」

　肩で息をしながら、アルは無残な亡なき骸がらへと勝利宣言する。

　当たり前だが、ここまで壊されて無事な生物などいない。応じる相手のいないアルの勝利宣言は、虚空に空むなしく響いて──、

「──ひでーもんじゃねーですか。ここまでやんなくてもいいでしょーに」

「クソ」

　聞こえた声に舌打ちして、アルが再び青龍刀を構え直した。

　その剣が向くのは血肉の残骸ではなく、最初に斬り飛ばした首の方──地面に転がるプリシラ似の顔が、床に頬ほおをつけたままアルの反応を嫌らしく愉たのしんでいた。

「首飛ばして心臓ぶっ壊して肉片にしてもダメとか、反則だろ……」

「首飛ばして心臓ぶっ壊して肉片にしても大丈夫なのがアタクシですが、ここまで容赦がねーのも珍しいですよ。アタクシ、今、テメーの好みど真ん中の面のはずですよ？　ひょっとして、傷付けるのが愛情表現って性癖でやがりました？」

　徒労感を吐き出すアルの前で、カペラの頭が持ち上がる。

　首の断面が蠢うごめき、黒い肉が溢あふれ出した。それは首の土台となり、胴体を作り、手足を形成し、蠢く肉腫が色白の肌へ変化、元通りの体──カペラの姿が復元される。

「……こっちの残骸は？」

「いらねーんで溶けますが」

　再生したカペラが首を傾かしげると、散らばっていた元カペラの残骸が音を立てて溶ける。内臓や肉片が黒い泥のようになり、腐臭だけを残して形を失った。

　その消え方一つとっても嫌がらせめいていて、アルはげんなりとする。

「それにしても、躊ちゆう躇ちよなく首刎はねてきやがりましたねー。仲間がアタクシの血でやべー状態のはずですが、同じ目に遭うのが怖くねーんですか？」

「ハッタリかますんじゃねぇよ。何の条件があんのかまでは知らねぇが、ただ浴びただけでやべぇ毒ってんじゃねぇのは確認済みだ。必死によけまくって損したぜ」

「──？　よける素振りなんて見当たりゃしませんでしたが」

「てめぇの知らない間の話だよ。首も心臓もダメ、体爆発させても無効。次は飛ばした頭を叩たたき潰すしかねぇか。……スプラッター耐性はねぇって言ってんのに」

　重々しく、アルは疲れ切ったため息をつく。それはカペラの厄介さを実感したことと、それ以外にも疲労の要因があったように思える態度だ。

　一方、再生の完了したカペラに念入りに殺された影響はない。変異・変貌に加えて不死に匹敵する再生力──『色しき欲よく』の大罪司教、ここに健在だ。

「ああ、クソったれが……」

「やーん、そんなに辛つらそうなのにアタクシ相手に一歩も引かねーとか健けな気げじゃねーですか！　男っぷりがたまんなくて、アタクシの好感度が爆上がり！　きゃはははは！」

「────」

「──へぇ。本気で健気っつーか、一生懸命頑張っちゃったりしちゃうわけですか」

　無言で青せい龍りゆう刀とうを構え直したアルを見て、カペラの声から嘲ちよう弄ろうの気配が消える。細められる紅の瞳ひとみ、その視線を真っ向から浴びて、アルは強く息を吐くと、

「生あい憎にく、こっちはしっかりやれって姫さんに尻叩たたかれてんだよ。体がグネグネ変わる女もおっかねぇが、オレは姫さんのご機嫌損ねる方が怖こえぇ。だから引かねぇよ」

「……アタクシの前で、まだ他の女の話しやがるとか。これは本格的に、アタクシが丹念に丹念に精魂込めて、躾しつけてやらねーとならねーみてーじゃねーですか」

　そう言ったカペラの姿が、再び見る間に異形へと変化していく。音を立てて肉が爆はぜ、骨が軋きしんで肥大化していく様子を見やり、アルは首をひねった。

　漆黒の鉄てつ兜かぶとの奥、外から窺うかがい知れない瞳を細めて、ぼやくように呟つぶやく。

「ああ、まったく。──今日は、なんて星の悪ぃ日だよ」





　　　　２






　黒い汚お濁だくと立ち込める異臭が、地下の空気を刻一刻と殺していく。

　深く息を吸い、吐く。肺の中を満たした空気がひどく苦くて、整わない呼吸とやまない喘ぜん鳴めいが忌々しい。首筋を伝う汗を拭いたいが、文字通り、手が足りない。

　こういうとき、隻腕というのは本当に不便だとアルは実感する。

「──普通、相手が殺せねーとなると絶望するのがお約束なんですが、めげずに頑張るじゃねーですか。男の流れる汗って、たまんなくそそるもんがありやがりますね」

　呼吸を乱し、汗も拭けないでいるアルを相対するカペラが嘲あざ笑わらう。

　彼女は青龍刀で縦に割られた顔を両手で挟み、傷と傷を合わせて癒着させる。傷口は赤い蒸気を立て、高速で再生が完了、完全復活を遂げる。

　これで都合二十回は致命傷を与えたはずが、ことごとくこうして再生される。周囲にはカペラの死骸が溶けた黒い汚濁が散乱し、腐臭が蔓まん延えんしきっていた。

　その腐臭の中心、異形と死者の女王たるカペラは頬ほおを歪ゆがめ、アルに笑いかける。

「さてさて、それにしても、あと何回やったらアタクシを本気で殺せますかね？」

「確かに、オレが百回死んでもてめぇを殺せるか怪しいとこだ。実際、もう半分ぐらいいってんだが……けど、てめぇこそ考えが甘いんじゃねぇのか？」

　挑発的なカペラの物言いに、アルもまた声色に挑発を交えて答える。その発言に疑問符を浮かべるカペラへ、アルは剣先で頭上を示してやった。

「てめぇがこっちの裏を掻かくって考えはお見通しだったんだ。ってことは、おもてなしの準備は万端……その決め手が、本気でオレだと思うかよ？」

「────」

「言っとくが、時間をかければかけるほど、てめぇの命は危うくなるぜ？　無限再生だろうと知ったことか。──だから、逃げるなら今のうちだ」

　声を低くしたアルが、黒い鉄てつ兜かぶとの奥に秘めた瞳ひとみでカペラを射抜く。その視線を浴び、カペラは片目をつむった。そして、アルの宣告を吟味する。

「おいおい、悠長にしてる場合かよ？　時間がねぇって言ったろ。さもねぇと、世にも奇妙で恐ろしい必殺の一撃がてめぇの魂を粉々に……」

「じゃあ、やったらいいじゃねーですか」

「え」

　再度、必殺を通告するアルにカペラが肩をすくめた。その反応に声の裏返るアルへと、カペラは「だーかーらー」と言葉を続け、

「やったらいいじゃねーですか。せっかくのおもてなし、せっかくの準備……それって全部、テメーらがアタクシを想おもって、アタクシのためにしてくれたことでしょ？　それを足蹴にするとか、アタクシの主義主張が許しやがりませんし！」

「待て待て、本気か？　本気で死ぬぜ？　死ぬのって痛ぇし怖こえぇぞ？　初めてだったらなおさらだ。やめとけよ。初体験は本当に大事なときまで取っとけって」

「わざわざ下品な言葉に合わせてくれるなんて、アタクシを想ってくれてるのね！」

　歯切れの悪くなるアルの前で、見当違いの気付きを得たカペラの目が輝く。そのまま彼女は自分の細い体を抱いて、興奮に潤んだ瞳をアルへ向けると、

「──そうじゃなく、アタクシを騙だます嘘うそだってんなら絶対に許さねーんですけど」

　愛らしく微笑ほほえみ、次の瞬間に笑顔が溶ける。

　カペラの姿が不定形の黒い肉へと形を変え、その質量が爆発的に膨れ上がった。ぐんぐんと巨大化し、地下空間に咆ほう哮こうを轟とどろかせて顕現するのは、漆黒の鱗うろこを持つ影──、

「……あー、そっか。竜にも化けられるんだったか」

　呟つぶやくアルの眼前、カペラが変異したのは翼を広げる超越種、黒竜だ。

　日中は地上で、日没後は地下で、都市庁舎が二度にわたって黒竜の脅威に晒さらされる。まるで呪いのように不運な建物に、アルは自分の運まで吸われた気分を味わった。

「クソ……今回は被害者の方で、本気で運がねぇ」

「──ね？　テメーはいったい、どぉぉぉんなアタクシが好きぃ？」

　舌打ちするアルの前で、黒竜となったカペラが声帯だけ少女のまま問いかけてくる。

　生臭い黒竜の吐と息いきを全身に浴びて、アルはいよいよ潮時と首を横に振り──、

「オレもてめぇも、友達は選べって相手の親に言わせてたタイプだろ？　じゃあ、オレたち二人も仲良くなんかなれねぇよ」

　くるりと回した青せい龍りゆう刀とうを腰裏の鞘さやに戻し、空いた右手を中指を立てて突き付ける。

　その仕草の意味はわかるまい。だが、侮辱的な行為であることは伝わった。

「テメーはアタクシを……」

「オレは、誰も愛さねぇよ」

　金色の瞳ひとみに凶悪な感情が過よぎるのと、アルの渇いた呟つぶやきは同時だった。

　直後、アルの唇が詠唱を紡ぎ──警戒するカペラではなく、この地下の隅にあった用途不明の柱、それが地面の隆起で乱暴に崩される。

　──衝撃と莫ばく大だいな質量の崩落は、真上から地下空間を押し潰しに降り注いだ。

「──っ！　本当に罠わなが」

「てめぇのこと考えて、一生懸命準備したよ。普通に、愛じゃなくて敵意で」

　頭上を仰ぐカペラにそう言って、アルは横手にあった壁の亀裂へ身を躍らせる。そのまま壁の向こうで聞こえる水音、地下を流れる水路へ飛び込んだのだ。

　当然だが、壁の穴は巨大な黒竜となったカペラが通れるものではなく──、

「──やだ、アタクシのためだなんて。これ、絶対に愛じゃねーですか？」

　黒竜がわずかに頬ほおを赤らめ、恋する乙女の瞳で呟く。

　その、世にも珍しい光景は誰の目にも留とまらぬまま、土砂崩れのように降り注ぐ建物の崩壊に呑のみ込まれ、一瞬で見えなくなって、消えた。
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「──ぶはっ」

　水みな底そこを蹴って水面みなもを割り、空っぽの肺へと酸素を取り込む。

　幸い、泳ぐのは得意だ。腕が一本足りないのだから、泳ぎには難儀しそうだとよく言われるが、こちとら片腕生活も長い。一通りの場面の対処法は見つけてある。

　ゆっくり、浮力を利用して水際まで漂い、水路の縁を掴つかんで体を持ち上げた。全身はずぶ濡ぬれ状態だ。ひとまず、兜かぶとを外して水を抜きたいのが本音だが──、

「人前に、ひょいと見せられる顔してねぇんだな、これが」

「──別に遠慮せんでもええんちゃう？　うち、気にしたりせぇへんのに」

「自意識過剰でな。あとでオレの顔がみんなの話題になったらと思うと気が気じゃねぇ」

　軽口を叩たたいて頭を傾け、アルは兜の隙間から水を抜くのに留とどめる。そんな強情な態度を見やり、「そう？」と苦笑したのはアナスタシアだった。

　薄紫の髪を濃い緑に染色した彼女は、頭を振って兜の水切りをしているアルを横目に、その浅あさ葱ぎ色いろの瞳を遠く、崩れ落ちた都市庁舎の方へと向けた。

「まさかホントに崩すことになるなんて、アルさんが無事で一安心やったわぁ」

「こっそり三回は潰れてた感があるけどな。ま、そっちも無事でよかったぜ。そういや、猫耳のおねにいちゃんは？　逃げ遅れちゃいねぇよな？」

「……ご心配ありがと。平気だよ」

「ととと」

　片足立ちになり、耳から水を抜いていたアルが声に驚く。

　振り返ると、路地から顔を覗のぞかせたフェリスの姿があった。亜麻色の猫耳を伏せたフェリス、その髪と着衣は乱れ、顔には暴力を振るわれた痕跡が残っている。

　彼が、都市庁舎を狙うだろうカペラと最初に接触すると強硬に主張したことは記憶に鮮明だ。実際、狙いはうまくいって、カペラと話はできたはずだが。

「その面からすると、聞きたい話は聞けなかったか。大丈夫かよ？」

「平気って言ったでしょ。……そっちこそ、あいつとやり合って、体は？」

「美人にタダで癒いやしてもらえるってのは魅力的なんだが、運よく無傷でクリアしちまったんでな。この場合、運悪くか？」

「はいはい、冗談はそこまで。──アルさん、大罪司教はどうなったん？」

　品のない冗談を遮さえぎり、アナスタシアが腰巻きを絞っているアルに問い質す。

　アルも、最後の瞬間までカペラの動向を見届けたわけではない。だが、あの狭い地下でまんまと黒竜に化けたのだ。そこから変化し、逃げる余裕はなかったはず。

「なんで、下敷きになったのは間違いねぇよ。ただ……」

「そのまま死んでくれた、なんて期待するだけ無駄だよネ。……アナスタシア様の魔法で顔が吹っ飛んでも、ピンピンしてたくらいだし」

「魔法……？」

　カペラの異常な生命力、それについてはアルも同意見だ。首や心臓、挙句に体を粉々にしても復活するのだから、殺し方など考えるのも馬鹿馬鹿しい。

　だが、そのカペラの異常性より、その後の一言の方にアルは反応した。

「でも、フェリスさんの攻撃は効いてたみたいやったね。あの、花になってた腕を枯らしたんはフェリスさんやろ？　伏せ札やなんて、人が悪いわぁ」

「……人の悪さならアナスタシア様だって、戦えないってお話だったのに」

　視線を逸そらしたフェリスの呟つぶやきは、『色しき欲よく』を迎え撃つ前の話し合いに端を発している。

　カペラを待ち伏せするにあたり、当然だが各員の戦力確認は必須だった。そこで、各々何ができるのか自己申告し、その上で練った作戦の決め手が都市庁舎の倒壊だ。

　無論、全員が何らかの手札を隠していること前提の協力関係だったが──、

「──これ、何のつもりなん？」

　ふと、静かなアナスタシアの声がして、突然の光景にフェリスが息を呑のんだ。見開かれた黄色い瞳ひとみの中、アルが強い敵意を込めた青せい龍りゆう刀とうをアナスタシアへ向けている。

「ち、ちょっと何!?　何を……」

「黙ってろ、おねにいちゃん。あと、オレの後ろの方にこい。そいつから離れろ」

　動揺するフェリスに言って、アルが水の滴る顎をしゃくり、自分の背後を示す。

　だが、フェリスは動けない。その様子にアルは舌打ちする。

「冗談やったら笑えんのやけど、アルさん、どないしたん？」

「どうしたもこうしたもねぇよ。魔法って手札伏せてたのが利敵行為……なんてのは気にしねぇ。それ言い出すとオレもブーメランだからな」

「それやったら、なんでうちに武器向けてるん？」

「──アナスタシア・ホーシンができねぇはずのことをしてるからだ。いったい、てめぇは何を企たくらんでやがった？」

　アルの声が一段低くなり、余裕のあったアナスタシアの表情から感情が消える。両者、一触即発を免まぬがれない空気が漂い──、

「いい加減にして！　戦い終わってすぐなのに、なんなの、これは！」

　一人、状況に置き去りのフェリスがそこで爆発する。彼は真まっ直すぐ、二人の間に割って入ると、アルの青せい龍りゆう刀とうの先端を自分の平らな胸へ当てた。

「……おいおい、何のつもりだよ。こいつはジョークじゃねぇんだぞ」

「そっちこそ、これが冗談だと思ってるの？　今、味方同士で言い争ってる場合じゃないってわからない!?　まだ、みんな戦ってるの！」

「────」

「あの『色しき欲よく』だって、建物の下敷きくらいじゃ倒せてないかもしれないのに！　こんなところでケンカしてる暇ひまなんて……！」

「わ、わかった！　わかったから、危あぶねぇ真ま似ねすんな！」

　怒鳴りながら、フェリスが一歩前に出る。途端、青龍刀の先端が彼の薄い胸板を裂く感触があり、アルはとっさに得物を引くしかない。

「可愛かわいい面してなんて脅し方しやがる……」

「ホントやね。フェリスさんたら、思ったより男らしゅうてビックリしたわぁ」

　武器を下ろしたアルの言葉に、アナスタシアが場違いな感嘆と共に頷うなずく。それを見て、フェリスは形のいい眉を立てると、

「アナスタシア様も、当事者なんだからもっと真面目まじめに……」

「──なんだ。殺し合いに発展したりしねーんですか？」

　その声がした瞬間、弾はじかれたように三人は水路の方へ顔を向けていた。

　アルが這はい上がった水路、三人が立つのと反対の道から声がした。そちらへ目を凝らして、気付く。──薄汚れた路地に、無数に浮かび上がる赤い光点。

　それは、掌てのひらよりも小さな体をした鼠ねずみだ。物珍しくもない種類で、一匹一匹は何の脅威にもならない野鼠。それが数百匹、路地の暗がりで蠢うごめいていて。

　フェリスの喉が引きつり、微かすかな音が漏れる。

　彼の震える瞳ひとみの中、数百匹の鼠たちは身を寄せ合い、重なり合っていく。その群れの輪郭は次第にぐにゃぐにゃと崩れ、ついには溶け合い混ざり合い──、

「じゃじゃじゃじゃーん！　カペラちゃん、再登場～デス！」

　鼠の群れが肉の塊に再構築され、金髪に赤い瞳の愛らしく残虐な少女が顕現する。そして、少女──『色しき欲よく』の大罪司教、カペラ・エメラダ・ルグニカは首を傾かしげ、

「あれ？　反応がクソ悪いじゃねーですか。愛いとしのアタクシとの再会なんですから、涙と小便漏らしてむせび泣くのが筋じゃねーんですか？　きゃははははっ！」

　そう言って、嫌悪感を催す甲かん高だかい笑い声が月夜にうるさく響き渡る。

　水路を挟み、反対の通りで高笑いするカペラ。その全身に一切の傷はなく、まさしく健在な有様に「は」とアルは息を吐いた。

「……殺せたとは思ってなかったが、ノーダメージってのは応えんな」

「いやいやいやぁ？　結構頑張った方なんじゃねーですか？　さすがのアタクシも死を覚悟した……なーんて、そんなことはねーですが！　胸はキュンキュンしましたよ？」

　言いながら、カペラは自分の胸に手を当てて「だって」と言葉を継ぐと、

「あんなに熱烈にアタクシを想おもってくれてたんですから、当然でしょーが」

「ストーカー心理ってマジで手に負えねぇ……」

　盲目的で病的な恋愛脳発言に、アルは一度下ろした青せい龍りゆう刀とうを再び構える。

　こうしてアルたちの前に姿を現したのだ。当然、状況を仕切り直し、攻撃を仕掛けてくるはずだ。──正直、殺しにくるならまだいい。

　万一、都市庁舎の被害者のように姿形を変えられると、最悪だ。

「領域は解けてやがるし、あいつの権能はオレと相性最悪なんだが……」

　せめて、コインの出目が逆であったなら、まだ打つ手もあっただろうが──、

「とにかく、やり合うしかねぇ。オイ、今度は出し惜しみなしで頼むぜ。じゃねぇと、三人揃そろって死ぬか、でかい蝿はえになるしか道が……」

「あー、はいはい、早合点しねーでくださいます？　そんな状況の見えねー読めねー愚かなテメーらが愛おしいですけど、アタクシ、今日はこれで引き上げますから」

「……は？」

　身構えるアルに掌てのひらを差し出して、カペラが赤い舌を出しながら宣言する。その言葉の意味がわからず、声の裏返るアルへと「だーかーらー」とカペラは続け、

「もうやらねーんですって。おおよそ？　アタクシのやりてーことは済んだし？　可愛かわいい可愛いテメーらの面も覚えましたし？　何より……」

「『福音書』が、そう指示した？」

「指示なんて言われると、アタクシが本の言いなりみてーで気に食わねーんですけど」

　発言を遮さえぎり、そう言ったアナスタシアをカペラが不愉快そうに睨にらむ。

　それから、そっとカペラが左腕を持ち上げ、その白い二の腕が内側から盛り上がった。ゆっくり、彼女の腕から一冊の本、『福音書』が浮き出てくる。

「……便利な収納スペースだな」

「欲しい？　アタクシとテメーの可愛い赤ちゃんなら、体質が遺伝してもおかしくねーかもしんねーですね。あ、でもダメ。テメーの愛はアタクシのモノ。アタクシ以外の相手を愛そうなんて、アタクシ、焼きもちで死んじゃうかも」

　無意味な仮定を語らいながら、カペラは体内にあった『福音書』を手の上で弄もてあそぶ。そして、彼女は黒い装丁の本に頬ほおずりすると、

「あくまで本は判断材料、行動選択の自由はアタクシにある。だから、テメーらを愛いとしく思うアタクシの想おもいも本物。そこ、勘違いしねーでくれます？　純愛なんで」

「っ！　何が純愛……あんたの言うことなんか、何一つ信じられるもんか……！」

　挑発的な態度を取るカペラに、フェリスが顔を赤くして噛かみつく。そのまま、水路を飛び越えて掴つかみかかりかねない剣けん幕まく、そんな彼の肩をアナスタシアが掴む。

「気持ちはわかる。けど、落ち着いて。今、相手を刺激したら……」

「いっそ……いっそ、あいつを殺したら、そうすればクルシュ様のお体だって……」

「自分でもわかってるくせに、希望と幻想を履き違えるのって馬鹿のやることですよ？　アタクシと龍りゆうの血は別問題！　アタクシが死んでも、血は消えねーっての！」

「──ッ」

「それでも、アタクシを追いたいってんなら仕方ねーですね」

　強く歯を噛むフェリスを見やり、笑顔のカペラが自分の胸の前で手を叩たたく。乾いた音が夜に鳴り響いて、一拍遅れ、街並みに変化が生じた。

「……マジかよ」

　その変化の正体を察して、アルが首を巡らせながら忌々しげに呟つぶやく。フェリスとアナスタシアも同じものに気付いて、それぞれ頬を硬くした。

　──湿った音と、金属を壁に擦こすり付ける音を奏でて、凶悪な気配が周囲を取り囲む。

「──亜あ獣じゆう」

「へえ？　何それ、悪くねー名前じゃねーですか。半端で醜くて、生きてて死んでてってとこがいい。名付け親は諧かい謔ぎやくってもんがわかってるみてーですね」

　集まってくる危険な気配が、じりじりと三人とカペラの間に割って入る。姿を見せた亜獣は頭部の代わりに刀剣が、前足の代わりに斧おのが、下半身の代わりに盾が、それぞれ肉体の一部として組み込まれている不自然極まりない生命で。

「……なんで、あんたはこんなことができるの？」

　ぽつりと、直前の激情の冷えた声こわ音ねでフェリスが呟いた。その丸く黄色い瞳ひとみは亜獣を見つめ、堪え難い感情によって潤んでいる。

　その感情の正体は憐れん憫びん、同情、そして悲哀の念──亜獣という存在への悲しみだった。

「どうして、こんな残酷なことが……！」

「なんでこんなことが、ですか。そーですね……」

　フェリスの問いかけに、カペラが細い指でそっと自分の顎に触れる。それから、彼女は考え込み、思案して、ゆっくりと噛みしめるように頷うなずくと、

「──死体で遊ぶな、なんて教わってねーからですかね？」

「──っ」

「馬鹿！　挑発に乗るんじゃねぇよ！」

　邪悪な微笑ほほえみを浮かべたカペラに、飛び出しかけたフェリスをアルが制する。青せい龍りゆう刀とうを持った腕で細い体を止めて、アルはアナスタシアに振り返り、

「今は逃げる！　手ぇ引いて走れ！　オレがケツ持つ！」

「わかった！　こっちや！」

　指示を受け、アナスタシアがフェリスの腕を引いて走り出した。腕を引かれ、フェリスも逆らおうとはしない。ただ、悔しげに唇を噛かんで足を動かす。

　そうして、逃げる背中へ追い縋すがる亜あ獣じゆうを、アルが青龍刀で斬り落として、

「クソがぁ！」

「さあさ、さあさ、お逃げあそばせ！　どんどんやらなきゃ死体が増える！　死体が増えたら亜獣が増える！　テメーら、気張って殺しまくって？　きゃははははっ！」

　逃げる背中へ高笑いを投げ、カペラのおぞましい姿が闇の中へ溶けていく。それを視界の端に捉えながら、さりとて追いかけることもできず、アルは歯は噛がみする。

　敗北感だけが残り、その敗北感をも切迫感に塗り潰され、走り続ける。




「きゃははははははっ──」




　──走り、続けた。
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　──『八やつ腕うで』のクルガンの名は、ヴォラキア帝国に語り継がれる伝説だ。

　元々、実力主義を謳うたうヴォラキア帝国では、他国と比べて亜人族の確固とした地位が築かれている。それは亜人への差別意識の根深いルグニカ王国や、外来の存在を排斥するグステコ聖王国、歴史の浅いカララギ都市国家とは異なる国家の在り方だ。

　人間族と比較して、亜人族は種族的にマナへの適性が高い。そのため、日常的に魔法を使うものが多い亜人族であったが、多た腕わん族ぞくは例外的にその適性に恵まれなかった。

　多腕族の特性はその名の通り、三本以上の腕を持つことにある。一目で異形とわかるその外見と、亜人族の中でも極めて乏しい魔法適性──それらの事実から、多腕族は長く劣等種族と扱われ、不遇の時代を過ごしてきた。

　その多腕族の境遇を根本から変えたのが、他ならぬ『八つ腕』のクルガンである。

　クルガンはその出生時から、他の多腕族とは一線を画していた。多腕族の腕の本数には個体差があり、平均して四本から五本の腕を持つものが多い。そんな中、八本もの腕を生まれ持ったクルガンは異色の存在であり、一目置かれる立場であった。

　クルガンの特別性は、腕の本数だけの問題ではない。長く劣等種族として扱われてきた多た腕わん族ぞくは、穏やかで戦いを避さける気性のものが多数を占めていた。

　その中でクルガンだけは、尽きぬ闘争心を己の内に秘め、常に戦いを渇望していた。

　クルガンが秘めたる闘争心を爆発させる切っ掛けを得たのは、二十歳の頃だった。

　多腕族は故郷を持たず、各地を転々と巡る流浪の民だ。古い時代、故郷を争いによって失ったことが原因とされるが、それ自体はクルガンに何の関係もない。

　重要なのは、あるとき、多腕族と移住先の領主との間に諍いさかいが発生し、その部族の中に若き日のクルガンが存在していたことだ。

　醜い劣等種族の立ち退のきを求め、領主は自慢の兵士を部族へ差し向けた。それを、クルガンは己の八本の腕を振るって皆殺しにし、逆に領主の館まで攻め上がったのだ。

　蛮族の逆襲に領主は真っ青になったが、クルガンはそこで八本の腕を下ろした。

　そして、彼は自らと多腕族の力を証明したと嘯うそぶき、そのまま領主の私兵の座を勝ち取ったのだ。その後、数々の戦場で武勲を立て、『八やつ腕うで』の名は伝説となる。

　そうして彼は、鉄血の帝国主義の体現者として、帝国無双の英雄となったのだ。




　轟ごう音おんが唸うなり、鬼おに包ぼう丁ちようの一撃を盾で受けたガーフィールが吹っ飛んだ。

　迫撃の衝撃が全身を貫き、命が白熱する感覚にガーフィールは四肢を地面へ突き立てた。弾はじかれる勢いを強引に制動、前を向く。眼前、鬼包丁の切っ先が迫る。

　──判断は一瞬、行動は刹那、結果は直後だ。

「るるるるるァァァッ!!」

　石畳に刺した両腕を振り上げ、地面を引っぺがして叩たたき付ける。鬼包丁の先端が急造の壁をぶち壊し、秒の停滞もなくガーフィールの顔面を捉えた。

　激しい音が軋きしり、直撃を受けたガーフィールが押し下がる。踏みとどまる踵かかとが地面を豪快に抉えぐり、折れた牙が二本、石畳を跳ねた。

「なめッてんら、ねェぞオラァ!!」

　吠ほえるガーフィールの牙が、鬼包丁の刺突を文字通り食い止める。

　犬歯が折れ、裂けた口の端が大量出血。だが、ガーフィールは躊躇ためらわない。

　首の筋力と顎の力が爆発し、クルガンの膂りよ力りよくに全身で拮きつ抗こうする。噛かみついた鬼包丁の柄つかが別の腕に掴つかまれ、こちらの牙を剥はがそうとする。抜かせない。

　ガーフィールの上半身が膨れ上がり、再び半獣化が進み、伝説の刀剣を噛かみ砕くだく。

　鬼包丁の崩壊に、クルガンの巨体が大きく揺らいだ。──本当の、好機。

　判断は一瞬、行動は刹那、結果はいつだって直後だ。

「────」

　振り抜く獣爪がクルガンを捉え、巨きよ躯くの足裏を『地霊の加護』が弾く。大虎と化したガーフィールの質量が闘神にぶつかり、背後、揃そろって水路へもつれ合いながら落ちる。

　激しい水音を立て、水路を流血で赤く染めながら水中で二人、殴り合い続ける。

　水の抵抗、真っ暗な水中、互いの存在を直感頼りに引き寄せ、殴る、殴る、殴る。

　巨大な拳げん骨こつに内臓が潰され、激痛に呻うめく肺から酸素が絞られる。痛みはより強く、苦しみはより苦しく、悪化の一途を辿たどる水中戦闘がなおも続く。

「──ぅ」

　一呼吸、足りない。息苦しく、酸素の不足した脳が機能不全を起こす。

　生者には酸素がいる。屍かばね人びとにはそれがない。その有利と不利が反映され、明暗がはっきりと分かれる。水面みなもに顔を上げられない。水の流れが強い。押し流される。

　このまま、勝敗が──、

「────」

　音の伝達の悪い水の中、重々しい音が鼓膜を叩たたいた。

　遠ざかりかける意識を引き戻し、黒く濁った水中にガーフィールは見る。鬼おに包ぼう丁ちようが水路の壁面を、底面を削り、闘神の一撃が都市の生命線を致命的に断裂させるのを。

　その行動の真意を、確かめる時間も酸素もない。

　次の瞬間、凄すさまじい勢いに体を揉もまれ、ガーフィールは為なす術すべなく呑のまれる。体は勢いに乗り、流れ、流れ、不意に水中から解放された。

「ぶァッ！　げほっ、がほっ！」

　不自由な水の牢ろう獄ごくから抜け出て、ガーフィールは飲んだ水を盛大に吐き出した。目からも、鼻からも耳からも、およそ顔面の全ての穴から水を排出する。

　頭を振り、水を切る。何が起きたのか顔を上げ、周りを見渡そうとして、

　そして──、




「──ゴージャス・タイガー？」




　地下に水の流れ込む音に紛れて、弱々しい声が自分を呼ぶのを聞いた。





　　　　２






　その声が聞こえた瞬間、ガーフィールの意識は大きく揺すぶられた。

　咳せき込こみ、大量に呑み込んだ水を吐き出して、酸素不足でガタつく頭を働かせる。

　薄暗く、空気の冷たい地下空間だ。

　硬い石造りの床を、今は大量に流れ込む水が浸している。背後の壁の大穴から濁流が部屋に入り込み、澱よどんだ空気に反響しているのがわかった。

　視線を感じる。不安、警戒、恐怖、反骨心、様々な感情が入り混じる視線を。

　それらの情報から、ガーフィールはここが都市の避難所の一つだと理解した。落ちた水路がこの避難所に隣接していて、砕かれた壁からここへ流れ込んできたのだと。

　そこまで考えて、ガーフィールは朦もう朧ろうとしていた意識を殴りつける。

　周囲、激しく揉もみ合い、自分と命を削り合った巨きよ躯くの姿を探して──、

「──ぁ」

　瞬間、翠みどりの瞳ひとみを潤ませた、幼い金色の髪をした少年と視線が絡んだ。

　見覚えのある顔。胸が締め付けられ、心が軋きしむ記憶と隣り合わせの顔。一方的な再会を果たした、ガーフィールの母と繋つながる少年。

　自分がいたかった場所に収まり、母の無償の愛を受け取る、弟──、

「──ッ!?」

　再び、余計な感傷に心を囚とらわれた直後、すぐ真横で激しい水みず飛沫しぶきが上がった。

　浅い水面みなもを爆発させて、八本腕の異形が立ち上がる。そして棒立ちのガーフィールへ、巨躯は振りかぶった拳こぶしを容赦なく叩たたき付けてきた。

　刹那の反応の遅れが致命的だ。一瞬の油断が、一合の好機を相手へ譲る。

　その一合で、『八やつ腕うで』のクルガンは八の打撃をガーフィールへと叩き込んできた。

　一つ、二つは防げても、残る六つの打撃を防げない。

　横っ面を弾はじかれ、二発の打撃に足が浮いて、重ねた拳打がその体を打ち落とし、水面に落ちた頭部が真上から殴り潰される。水中に没した顔面が床に激突し、鼻と牙に甚大な被害を受け、噴き出す鼻血と吐血が水を真っ赤に染めた。

「ぶがっ……っらァァァァ!!」

　立ち上がり、吠ほえる。血の糸を引いたガーフィールが裂れつ帛ぱくの気合いで地下の空気を打ち壊し、正面の闘神へと拳を振り上げ、飛び込んだ。

　互いの拳が交錯する。首を傾け、顔の横を抜ける拳に牙を滑らせた。相手の手首から肘までを一気に引き裂いて、ガーフィールは続く右の獣爪で巨躯の胸板を切り裂く。

　鋭利な切り口が血を噴いて、闘神の肉体に浅からぬ傷が刻まれた。

　だが、『八つ腕』の攻撃はここから七度続く。その全てに対して、ガーフィールは全身を駆使して回避行動を取らなければならない。

　一合ぶつかるたび、こちらの一手に対して八手の攻撃が襲いくる。

　圧倒的不利、圧倒的物量差、圧倒的戦力差、それが心に火を付ける──、

「お、ォォォォ──ッ!!」

　迫る、迫る、迫る、迫る、迫る、迫る、迫る──。

　受け、捌さばき、避さけ、流し、潜り、弾き、相打つ──。

　拳と拳が激突し、生じる衝撃波が足下を浸した水を吹き飛ばす。肉と肉のぶつかり合いと思えぬ轟ごう音おんが鳴り響き、直後に両者の体が背後へ弾き飛ばされた。

　水飛沫を盛大に散らしながら、猛虎と闘神がもんどりうって転がる。

「────」

　だが、互いに視線は切らない。壁に背中を預けたクルガンも、水面を噛かみ砕くだいて戦闘態勢を解かないガーフィールも、戦いの中に全霊を傾けていた。

　水の中、足裏に『地霊の加護』の力を発動し、ガーフィールの踏んだ床が四角く切り取られ、浮上する。途端、地下に流れ込んだ水がその大穴へ吸い込まれていく。

　ぐんぐんと水位が下がる。しかし、今もなお、壁の穴からは大水が流れ込み──、

「────」

　その大穴が、鬼おに包ぼう丁ちようを抜いたクルガンの一撃によって塞がれる。砕かれた天井の瓦が礫れきが壁の穴を埋め立て、流入する水を乱暴にせき止めた。

　穴が塞がり、排水が行われ、足首まで浸していた水の障害が取り払われる。

「────」

　無言のまま足場を確保して、二人の戦士は最初の立ち位置へ戻り、向かい合った。

　銀色の盾を装着した拳こぶしと、引き抜かれる三本の鬼包丁が構えられる。

　互いに示し合わせたわけではない。だが、これは決闘だった。

　ヴォラキアの英雄、『八やつ腕うで』のクルガンと、一人の戦士であるガーフィールの決闘。

　──場違いな感傷だが、この状況がガーフィールには快かった。

　ラインハルトの前で後ろに下がり、再会した母との時間は記憶と共に封じられ、自分を庇かばった心優しい少女の仇かたきを他人に譲り、敵の思惑に乗せられて味方を危険に晒さらした。

　無力感と喪失感が、自分の掌てのひらから多くのモノを奪い去っていくのをただ見ていた。

　この二日間、ガーフィールは自分の心を裸にされ、幾度も弱さに苦汁を呑のんだ。

　──その摩耗して縮み上がる魂に、熱を入れてくれたのがクルガンだった。

　ヴォラキアの英雄、闘神、『八つ腕』。数多くの異名が彼を指し示す。

　その最強の敵が鬼包丁を構え、今、ガーフィールと対たい峙じしていた。

　それがガーフィールにとって、どれほど大きな意味を持つことか。

『八つ腕』のクルガンが鬼包丁を構えることが、戦士にとってどれほど光栄なことか。

　戦いの最さ中なか、もつれ合って水路へ落ちたガーフィールの意識は水中で朦もう朧ろうとしていた。

　秘術で蘇よみがえった死者であるクルガンに呼吸の必要はなく、ただ決着を待つだけなら、ガーフィールが溺死するのを見届けるだけでよかったはずだ。

　だが、闘神は水路の壁を砕き、避難所に道を繋つなげ、ガーフィールを生かした。

　何のため、それをしたのか。

「……最初は、また情けッかけられたかと思ったぜ」

　覚悟の揺れるガーフィールを、当初のクルガンは決して戦士と認めなかった。

　殴りかかる子どもを払いのけ、泣きじゃくる相手を足蹴にするのは戦士の行いではない。故に癇かん癪しやくに身を任せるガーフィールを、クルガンはただただ遠ざけた。

　だが、今は違う。──立ち上がり、盾を構えたガーフィールは、戦士だった。

　伝説に名高い鬼包丁が構えられ、その全身に闘気を漲みなぎらせる『八つ腕』の姿がある。この姿と対峙して、慈悲や憐れん憫びんを感じるだろうか。断じて、否いなだ。

　クルガンは求めている。求めてくれている。ガーフィールとの、戦士の決着を。

　──戦士と戦士の戦いは、互いの一撃によって決する以外にないのだと。

「よォ、てめェら……いつまでジッと見てッやがんだァ？」

　相対する戦士ではなく、この戦いを遠巻きにしている人々にガーフィールが問う。

　逃げ込んだ避難所で、ガーフィールたちの乱入を受けた避難民たちだ。

　仮にガーフィールが倒れれば、クルガンと戦えるものなどいるはずもない。この闘神が戦えないものを根切りにするなど考えにくいが、それは彼らにはわからないことだ。

　だから、彼らは自分の身を守ることを最優先にすべきで──、




「──ゴージャス・タイガー！」




「あァ……？」

　この場から退去しろと、そんな意思を込めたガーフィールの言葉に甲かん高だかい声が応じた。

　怪け訝げんに眉を寄せるガーフィールをそう呼べたのは、この場にいる中でたった一人──少年は目に涙を浮かべ、顔を赤くして、ギュッと自分の服の裾を握っていた。

　そして、自分を見るガーフィールの翠みどりの瞳ひとみを、同じ色の瞳で見つめ返し、重ねる。

「ゴージャス・タイガー！」

「おい、チビ……お前、何を……」

「ご、ゴージャス・タイガー！」

　困惑するガーフィールへと、少年が震える声でなおも叫んだ。

　それ以外に、感情を表現する方法を知らないとばかりに、その名前を高らかに呼ぶ。

　──ゴージャス・タイガー。

　それは、黄金の虎の名前だ。ガーフィール・ティンゼルの憧れる、最強の虎の名前だ。

　何な故ぜ、今、その名を叫ぶ。いったい、自分に何が言いたいのか。

　赤い顔をした少年の頬ほおを、熱い涙が伝っている。

　叫ぶ少年の声を、地下にいる全員が耳にしていた。だから、その声に込められた、言葉にできない激情は全員に伝わる。伝搬する。

「いいから、逃げろって言ってんだろォが……」

「ゴージャス・タイガー!!」

　ガーフィールの吐と息いきが、黄金の虎を呼ぶ声に塗り潰された。

　叫ぶ少年を背後から、同じ金色の髪の少女が抱きしめる。少年の姉だ。弟を守るように抱きしめて、震える翠の瞳がガーフィールを見つめていた。

　唇が震える。声にならない声が、黄金の虎を呼んでいた。

「勝ってくれ！」

　少年でも、少女でも、もちろんガーフィールでもない。

　地下にいた男の一人が、拳こぶしを握りしめて声を上げていた。

「いや、いいから逃げろって……」

「戦って、勝って！」

「負けないで！」

「み、見てるしかできない……けど！」

　唖あ然ぜんとした。

　ガーフィールの退避を促す声は、そのことごとくが別の声に上書きされる。

　気付けば、少年の一声を始まりとした熱気は地下にいた全ての人に伝搬し、ガーフィールとクルガンの決闘を囲んだ人々は誰一人逃げない。

　全員、熱に浮かされている。常識的に考えて、この場に残ることの何が正解なのか。

　何の意味もない意地や信念が、自分を犠牲にしかねない結論に彼らを導いていた。

「大将……やっぱり、演説が効きッすぎちまってんだよォ」

　思わず、渇いた声でガーフィールは呟つぶやいていた。

　ナツキ・スバルの、都市全域へ伝えた言葉が思い出され、肩の力が抜ける。

　スバルの弱さという強さが、都市の人々へと確かな熱を灯ともした、その結実が見える。

　燻くすぶる種火が胸の内で熱となり、機会を得れば燃え上がるのだと。

　彼らにとってのその機会が、今この瞬間であったように。

　ガーフィールにとってのその瞬間が、今この時であったように。

「──ゴージャス・タイガー!!」

　声援が、やまない。

　率先して黄金の虎を呼ぶ、知らない間に生まれていたガーフィールの弟。

　その弟を後ろから抱くのが、やはり知らない間に生まれていたガーフィールの妹だ。

　弟と、妹が、ガーフィールを見ている。

　記憶をなくした母を受け入れてくれた都市、その住人がガーフィールを見ている。

「決闘の場面……果たし合いにしちゃァ、騒がしすぎるッだろォが」

「────」

「本当に悪ィな。あんたにゃァ迷惑かけっ放しだ。特に一番うるせェの、あいつらァ俺様の弟と妹ッなんだよ。あとでちゃんと、言い聞かせておくからよ」

「────」

　無言の闘神の構えが戦意を帯び、言葉より雄弁な答えが突き付けられる。

　固めた拳こぶしを引き寄せ、装着した盾を強く打ち合わせ、ガーフィールは牙を剥むいて笑う。

「『超最強の盾』……いィや」

「────」

「──『ゴージャス・タイガー』、ガーフィール・ティンゼル」

　戦士同士の決闘、その開幕を告げる名乗り合い。

　ガーフィールの名乗りに対し、クルガンの声はない。ただ無言で、闘神は鬼おに包ぼう丁ちようを擦こすり合わせ、挑戦者への最大限の戦意を表明した。

　それだけで、十分だった。

「が、あああァァァァ──ッ!!」

　踏み切りで床が爆はぜ、ガーフィールとクルガンの距離が刹那で消失した。

　迫撃の瞬間、鬼おに包ぼう丁ちように薙ながれる空間が殺され、迫る刃やいばの致命の感覚が直感を突き刺す。

　──一合に対して八手、八手に対して一手。

　ガーフィールとクルガンの手数の違い、それははるか遠い頂を目指すに等しい。

　だがしかし、手を伸ばさねば届かない。故に挑む、全霊を賭して。

「────」

　胴体目掛けて薙なぎ払はらわれる一撃を、ガーフィールは振り上げた足で真上から叩たたき潰す。踵かかとが鬼包丁の腹を踏み、分厚い刀身が石床を直撃、轟ごう音おんが都市を突き抜ける。

　まず一手、だが安あん堵どの暇はない。

　踏み潰した鬼包丁が床に突き刺さったのと同時、左の肩口から弧を描く二本目が強襲する。右の耳が風を切る鬼包丁の音を捉えた直後、ガーフィールは両腕の盾で頭部を守る。寸分の狂いなく、掲げた腕を迫撃が命中、意識が爆ぜた。

　受けた衝撃に右腕が肘からへし折れ、肩と手首の骨も砕ける。奥歯を噛かみ、噛みしめた歯をひび割れさせ、耐える。これで二手。

　三手目と四手目は無手の打撃、これが同時に飛んでくる。

　砲弾のような弩ど級きゆうの威力が繰り出され、頭部への衝撃で思考が白むガーフィールを狙う。胴体と頸けい部ぶ、どちらも喰くらえば致命傷──。

　胴体を捉える拳撃が、ガーフィールの腹筋を皮一枚で焼き尽くす。灼しやく熱ねつに舐ねぶられる感覚を身を捻ひねって躱かわし、腹筋の表面を削られるに被害を留とどめる。三手。

　回避に神経を焦がし、顔面へ迫る一撃には右腕を合わせた。へし折れ、粉砕された右腕が弩級の威力をまともに喰らい、腕が原型を失うほど拉ひしやげる。

　指先から手首、肘まで押し潰され、手首で固定されていた盾が吹っ飛んだ。だが、威力は殺した。拳こぶしに強引に額をぶつけ、頭突きで拳撃を撃墜、四手目を潰した。

　残り、五、六、七、八。遠い。遠すぎる。笑みが出た。折れた牙が震えた。

「──ぉ、ォォォンッ!!」

　五手、六手目は同じく無手。鬼包丁は残り一本、決め手は最後に温存される。

　肩の裏と脇腹、そこから伸びる二本の左腕が殴りかかってきた。防御に回せる右腕は死んでいる。左腕は追いつかない。躊ちゆう躇ちよなく、右足で踏み込んだ。

　靴裏が飛沫しぶきを立て、大地に意思が伝わる。時に力を汲くみ上げ、時に意のままに動かし、そして今もまた『地霊の加護』の力を借りる──。

　足場が歪ゆがみ、クルガンの踵が浮いた。

　しかし、闘神はその歪みを一瞬の停滞もなく踏み潰す。微み塵じんの躊躇ためらい、揺らぎもなし。だが、集中に刹那の隙が生じ、そこへガーフィールは割って入る。

　足を上げ、身を捻り、二つの打撃のわずかな隙間に頭を入れた。そのまま、致命の暴風の合間を潜り、必殺と必殺の間をすり抜ける。

　足をついた瞬間、ガーフィールは自分の判断に戦慄した。

　何を以もつていけると判断したのかすらわからない。思考と決断の間が存在しない秒以下の中での行動。脳が焼ける。心が燃える。命が火を噴いていた。

　五手、六手の封殺。そして、七手目と八手目が──。

「────」

　ぞわりと、ガーフィールの全身の毛が逆立った。

　六手目まで躱かわされたクルガンが、ガーフィールを仕留めるために打って出る。

　──七手目、飛ばして最後の八手目がくる。

　一手放棄して、鬼おに包ぼう丁ちようが肩に担がれた。

　右腕が鬼包丁の柄つかを握り、右肩の腕が鬼包丁の刀身を万力の如ごとき力で掴つかむ。地上でガーフィールの迎撃に用いられた、超級の斬撃が準備される。

　命懸けで防いだ六手、それが霞かすむほどの一撃に肉片になる自分を鮮明に幻視した。

　回避不可能、迎撃無謀。──選択肢は一つ、防御一択。

　この瞬間の世界で、今も声が聞こえている。弟と妹と、大勢が声を上げている。

　──判断は一瞬、行動は刹那、結果は直後だ。

　鬼包丁が放たれた瞬間、ガーフィールは世界から完全に切り離された。

　音が消え、色がなくなり、視界から余計なものの一切が消し飛ぶ。極限の集中、ガーフィールの意識に残るのは、クルガンの存在のみだ。

　異常に緩慢な動きで、鬼包丁がガーフィールへと振り下ろされる。

　それを受け止めんとする自分の動作も緩慢だ。

　もどかしく停滞した世界で、ガーフィールにできることは奥歯を噛かみしめるだけ。

　──否いな、思い出に浸る時間はあった。

「────」

　スバルが見えた。ラムが見えた。ミミが見えて、フレデリカが見えて、リューズが浮かんで、エミリアがいて、オットーが出てきて、ロズワールの野郎が現れ、ベアトリスやペトラや『聖域』のみんなが、そして、母であるリーシアと弟と妹が見えた。

『聖域』の戦いで、ガーフィールは自分の弱さを自覚した。

　世界の広さを知って、ラインハルトを恐れたとき、ガーフィールは自分が『聖域』を出る前より弱くなったのではと錯覚した。

　かつてより多くを抱えた結果、かつてより自分は弱くなったのではないかと。

　──そんなはずがない。

　抱えたものの数だけ弱くなるなら、何のために生きるのだ。

　そうではなく。抱えたものを守れるだけ、強く在ろうと、そう望めば、いい。

「──あァ、スッキリした」

　すとんと、悩みの種が胸を落ちた。

　瞬間、鬼包丁の一撃が掲げた左腕の盾を直撃し、稲妻が全身をつんざいた。

「──ッッ!!」

　左腕の防御は、鬼おに包ぼう丁ちようの迫撃の前に一瞬で砕けた。

　右腕の破壊と同じように、手首、肘、肩まで一気にねじくれ、拉ひしやげて砕け散る。激痛が視界を真っ赤に、思考を真っ白に焼く。口が開いて、絶叫が上がった。

　断末魔と錯覚する絶叫、鬼包丁の勢いは止まらない。

　左腕を砕き、残りの勢いがガーフィールの首に迫る。そのままガーフィールを叩たたき潰して、全身を余さず肉片に変えるのに威力は十分だった。

　その瞬間、闘神は何を思うのか。命を散らす戦士に慈悲を、憐あわれみを感じたか。

　断じて、否いな。──息の根を止めるその瞬間まで、戦士が戦士を憐れむ道理などない。

　故に──、

「────」

　不意に、眼前で血の花が咲いた。ガーフィールの出血、ではない。

　クルガンの右腕、最後の鬼包丁を握った腕から、大量の鮮血が弾はじけ、散っていた。

　その腕には、一つ前の激突でガーフィールの与えた傷があった。手首から肘まで、骨が見えるほど引き裂かれた裂傷、その傷が今の一撃で完全に開く。

　クルガンの顔に驚きはない。痛みに呻うめく素振りも見せない。

　当然だ。彼は死体なのだ。痛覚は生者のために用意された、命の灯ともし火びを確かめるための生命線であり、死者にその機能は必要ない。

　だから、クルガンは不完全な右腕の影響を見逃した。

　真に万全を期すのであれば、最後の一撃は健在な左腕こそが放つべきだった。

　それが勝敗を分けた、などと断ずることはできないが──、

「──ぁ」

　八手目を凌しのぎ、ガーフィールは血ち塗まみれの顔で息を吐いた。

　両腕がひしゃげ、血を吐くような絶叫に喉も潰れた。正面、八本の腕を全て振り切った姿勢のクルガン。何がある。何ができる。腕は動かず、思考も爆はぜて。

　腕も、爪も使えない。ならば、残されているのは──、

「ぁ、ぁぁ、がぁぁァァァァ──ッ!!」

　咆ほう哮こうと共に大口を開け、棒立ちの闘神の首へと喰くらいついた。

　固く、分厚い肌を牙が貫通し、生命維持に必要な重要器官を根こそぎ噛かみ千切る。喰らいついたまま身を捻ひねり、牙で筋肉を巻き込み、獣の顎が首の半分を抉えぐり取った。

「が、ぁっ」

　無防備に床の上で弾んで、ガーフィールは喰い千切った肉を吐き出した。えずきながら振り返り、その首から大量の血を流すクルガンの後ろ姿を見る。

　両腕を潰され、牙が何本も欠けて、大量出血に半死半生となったガーフィール。

　その首に致命傷を受け、堂々と仁王立ちするクルガンの勇壮さよ。それは身震いするほどに気高く強い、英雄英傑の在り方だった。

「────」

　やがてゆっくりと、クルガンがガーフィールの方を振り返る。

　地べたに横倒しになり、自分を見上げる戦士に闘神は静かに八つの腕を組んだ。

　そして──、

「──見事」

　低く、重々しい声が一言だけ、戦士を称賛した。

「ぁ……」

　何か、応じる暇もない。

　目を見開いたガーフィールの前で、クルガンの体は一瞬で崩れ落ちた。

　巨きよ躯くは砂のように崩壊し、異形の英雄は灰の塊へと変ずる。それはあまりに呆あつ気けない終しゆう焉えん、死者を再び死者へ。──そんな、無慈悲な終幕そのものだった。

「……潔いなんて、話じゃァねェぞ」

　消えて、灰と化した闘神の去り方にガーフィールは憎々しげに口走る。

　みっともなく生にしがみついてほしいなんて思わない。命の奪い合い、その結果がひどく渇いた形で訪れるのは当然のことだ。

　だからこれは、ガーフィールの甘く、青く、弱々しい感傷でしかない。

「あァ、クソ……やべェ、死ぬ……」

　血を流しすぎたと、ガーフィールは床に寝そべり、長く息を吐く。

　加護の力で大地から力をもらい、掻かき集めたマナで傷を修復する。常人なら百度死ぬような攻防だった。意識を手放せば、命も手放すと直感が訴えている。
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　それなのに、意識はゆっくりゆっくりと、白い終しゆう焉えんの向こうへ──、

「ゴージャス・タイガー！」

　治療に全力を注ぐガーフィールを、その涙声が引き止めた。

　水たまりを踏んで駆け寄ってくるのは、弟と妹の二人だ。他の人々も駆け寄ってきているようだが、ガーフィールに見えるのは二人だけだった。

　二人とも泣きそうな顔をして──否いな、泣いている。

　仕方あるまい。素人目に見ても、今のガーフィールの状態は尋常ではない。玄人目で見ても生きているのが奇跡、という状態だ。

　生死の境、死線上を彷徨さまよった結果、それが今のガーフィールの姿で。

　だが、今この瞬間ばかりは、戦士としてではなく──、

「……泣い、てんじゃァ、ねェよ」

　事実を知らない弟と妹に、自覚したとは言えない兄としての顔で笑いかける。

　その言葉を聞いて、弟はしゃくり上げ、妹は烈火の如ごとく顔を赤くすると、

「ば、バカじゃないの!?　ウチが泣くわけないし！　いいから寝てなさいよ！　すぐ、すぐに……誰か、治療師さんを呼んでもらって……っ」

「その、前にやらねェと、なんねェことが……」

　意地っ張りと心配を同時にこなす妹、食い下がる彼女に首を横に振って、ガーフィールは血ち塗まみれの顔のまま、自分の腰巻きを探ろうとした。

　無理だ。腕がぐしゃぐしゃで、とてもではないが腰巻きさえ弄いじれない。

「ゴージャス・タイガー、これ……？」

　そうして、碌ろくに動けないガーフィールを見かねた弟が、代わりに水と血で濡ぬれた腰巻きから目当てのモノ──対話鏡を引っ張り出してくれる。

　都市庁舎からの出立前、苦戦の予想されるガーフィールたちに渡されたものだ。

『色しき欲よく』は、制御塔に待ち構えていなかった。──ならば、奴やつがどこへいったのか。

「伝え、ねェと……」

「う、ウチがやってあげるっ」

　息も絶え絶えのガーフィールの言葉を受け、弟の手から対話鏡を奪った姉が『ミーティア』を起動する。ぼんやり、淡い光が鏡面に宿り、対となる鏡に呼びかけが伝わる。

「な、なんて言ったらいいの？」

「こっち、寄せろ……。あとァ、俺様が……」

　妹が恐る恐る、光り輝く対話鏡をガーフィールの顔に近付ける。その鏡面を覗のぞき込み、ガーフィールは相手の応答を待った。

　祈るような心地で、仲間たちの無事を願いながら。

　白く瞬またたく対話鏡、その光の彼方かなたへ、届かせねばならぬ言葉を届かせるために──。
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　──半死半生のガーフィールの祈りが、夜を深める水門都市へ伸びていく。




「逃げろ逃げろ逃げろ逃げろぉ！」

　その夜の街並みを、決死の勢いで逃げ惑うのは三人の男女だ。

　制御塔を放棄し、身軽となった『色しき欲よく』の大罪司教の悪意に晒さらされ、倒壊した本拠地を背後に夜闇を駆ける、都市庁舎組の面々である。

「──っ」

　青せい龍りゆう刀とうを振るい、群がる亜あ獣じゆうを叩たたき斬り、どす黒い血を浴びながら走る。

　道を見極める余裕もなく、飛びかかってくる獣を切り払うので手一杯。亜獣を相手に殿しんがりを務める男の前を、二つの人影がたどたどしい足取りで駆ける。

　その足は遅く、追いつかれるのも時間の問題に見えた。

「────」

　群がってくる亜獣の後方、それをけしかけた『色欲』の姿はとうにない。

　引き上げると嘲あざ笑わらった言葉を信じるか否いなか、それを検討する余地も三人にはなかった。

　──ただ戦い、ただ殺し、生き足あ掻がくためにただ走る。

　万事が万事、生きるとはそういうことだ。浴びる血の熱さが、泣き叫ぶ傷口が、届かぬ祈りと叶かなわぬ願いが、夜の彼方かなたへ木霊していく。

　そうして、避さけ難い死に追いつかれまいと、懸命に走る三人の背に爪そう牙がが迫り──、




「──よい。その願い、慈悲深い妾わらわが聞き届けてやろう」




　瞬間、炎が夜闇を焼き殺し、亜獣の断末魔が響き渡った。

　足を止めて、何が起きたのかと逃げる三人が振り返る。その視界に飛び込むのは、悠然と宙より舞い降りた紅色の女──、

「──尽きぬ夢に溺おぼれる亡者の群れよ、讃たたえられることなき神々よ」

　桜色の唇が歌うように紡ぐのは、とある叙事詩の一節だ。

　美しい歌声は天上の女神もかくや。夕焼け色の髪を白い背中に広げ、彼女は立つ。

　その手に赤く眩まばゆい宝剣と、白く瞬またたく鏡を携え、薄く微笑ほほえみ、女は言った。

「不出来な称賛など一つもいらぬぞ。──ただ、妾の名をこそ呼ぶがいい」

　言うなり、宝剣が振り切られ、夜の街並みを灼しやく熱ねつの炎がひた走った。

　剣けん閃せんをなぞり、撫なで斬られる亜獣たちが不自然な存在ごと炎に呑のまれ、灰と化す。それは言葉に偽りなく慈悲であり、同時に哀悼でもあった。

　その身を不自然に、その命を不可解に、その魂を不条理に、利用される犠牲者への。

「全部、全部、殺して！　ちゃんと、死なせてあげて！」

「無論」

　亜麻色の猫耳をした騎士が、掻かき毟むしるように泣き叫ぶのに女が頷うなずく。

　黒い鉄てつ兜かぶとの男が地べたに座り込み、掠かすれた喘ぜん鳴めいを立てるキモノ姿の女が目を見張る。

　それらを前に、紅の女は宝剣を高々と掲げ、月を割るようにして亜あ獣じゆうへ向かう。

　命を弄もてあそばれ、死を遠ざけられ、血肉が腐る運命さえも捻ねじ曲まげられた哀れな存在を。

「かような生きた死に様、目も当てられぬ。──故に、妾わらわが手ずから屠ほふってやろう」

「──ッッ」

　死を恐れ、痛みを忌避する生命としての本能、それさえ失った亜獣が吠ほえる。命を惜しまぬ亜獣の群れへ、都市を焼くほどの炎が上がり、一切合切が火葬される。

「──祈りと願いを履き違え、絶望を希こいねがう哀れな人よ」

　紅の剣を踊るように振るい、再び詩の一節が女神の美声で歌われる。

　それは彼女の言葉ではなく、詩を書き記した詩人の言葉だ。だが、そこに込められた色いろ褪あせない想おもいは、時を超えて哀れなものたちへの慰めとなる。

「──喜劇の終わりだ。万雷の拍手を！」

　ただ、ただ、炎が全てを浄化する。

「──餞はなむけの、拍手を！」

　──影すら残さず灰かい燼じんに帰す。それは正しく、慈悲だった。






第四章　『剣けん鬼き恋歌──断章』
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　鋭い一撃、飛び散る火花、月下に踊るは白髪と赤髪の男と女。

　互いの円舞は運命さながらに、両者の刃やいばは奇跡的な剣けん戟げきを奏で合い続ける。

「────」

　正面、若き日の美しく可か憐れんなテレシアの剣撃を受け止め、勢いのままに押し返し、掌てのひらに跳ね返る鋼はがねの手応えにヴィルヘルムは奥歯を噛かみしめた。

　この戦いが始まり、どれだけ経たったのか。

　数秒、数分、数時間──都市を救うべく制御塔を目指し、同じく戦いを始めたガーフィールの姿は視界のどこにもない。

　彼もまた黒衣の存在、屍かばね人びととなった『八やつ腕うで』のクルガンと戦い、今も死闘を繰り広げているのは大気に感じる。遠く、目標の制御塔が崩壊するのも目の端に捉えた。

　この不出来な『剣けん鬼き』に代わり、あの若者が目的を成し遂げてくれたのだろうか。

　だとしたら僥ぎよう倖こう、だとしたら感謝に堪えない。

　彼のおかげで、ヴィルヘルム・ヴァン・アストレアは再び極限へ挑めるのだから。

「ぢ、ぁぁぁぁ──ッ!!」

　剣の逢おう瀬せ、ありえぬ再会、ヴィルヘルムが妻と過ごした愛いとおしい日々への冒ぼう涜とく。

　このひと時を終わらせるべく、楽園を斬って捨てる覚悟でヴィルヘルムが吠ほえる。その鬼の形相と向き合い、無双の剣を振るうテレシア。

　──その表情は動かない。

　よく笑い、よく怒り、よく拗すねる女だった。

　黙っていれば刃やいばのように美しい女だが、黙っているときなんてほとんどなかった。

　ただ、陽ひの下に咲く大輪の花のような女だった。

　──それが今、悲しい。ただただ、悲しい。

「剣を握る前に悩んでも、剣を握ってからは悩まない。お前はよほど、私よりわかっている女だった」

　テレシアに勝るには、彼女を超える剣力を得る他にない。

　それが当時のヴィルヘルムの結論であり、事実、『剣けん鬼き』は極限まで自分を削そぎ落とし、自らを一振りの剣と化すほどの荒行の果てにそれを成し遂げた。

　その経験を踏まえ、断言する。

　──剣の技量は見事、しかし剣力に多大な陰りあり。

「別れ際を覚えているか。大だい征せい伐ばつの折、お前は止める私を振りほどいて、この肩に癒えない傷を刻んだ。──あのときの言葉を、私は一言一句忘れていない」

　返事はない。求めてもいない。

　これはただ、あの日を振り返るヴィルヘルムだけの儀式だ。この肩の甘く疼うずく痛みと共に、刻まれた記憶を蘇よみがえらせるための儀式。

　大征伐へ臨むテレシアは、文字通り、ヴィルヘルムを突き放し、言ったのだ。




『──戻ってきたら、あの日、聞けなかった言葉を聞かせてちょうだいね』




「あの日の約束を、果たしにきたぞ──っ！」

　双剣が唸うなりを上げ、テレシアの長剣をことごとく、ことごとく打ち払う。わかるのだ。軌道が。次に彼女がどこを狙うのか、手に取るようにわかる。

　どこに刃が奔はしるのか、愛おしいほどにわかる。

「る、ぉぉぉぉ!!」

　癖が同じだ。技が同じだ。

　打ち破り、奪うと誓い、あの域に届くと焦がれに焦がれ、魂を焦がして。

　あの日々に夢見て、この胸を熱くした愛しい女と、同じ剣技なのだ。

「────」

　ヴィルヘルムの訴えにも、紅の美貌は微み塵じんも揺らぎはしない。無音と無言、無感情の剣撃が放たれる。それら全てが、『剣けん鬼き』の双剣に撃墜される。

　目をつむっていてもわかるほど愛した。

　だからこそ、瞬まばたきさえせずに愛そう。

「──ッ」

　上段、切り返し、刺突、返し刃やいば、袈け裟さ斬り二連──、

　頭を狙う一撃を受け、切り返す斬撃を流し、放たれる刺突を避さけ、返される切っ先に身を回し、袈裟斬りの刃を双剣で一つ、二つと絡め取り、反撃に転じる。

　一瞬、『剣鬼』を見るテレシアの瞳ひとみを感情が過よぎった。──否いな、錯覚だ。それはかつてと同じ状況に、女々しい己の記憶が引き出されたに過ぎない。

　そう、かつてと同じ状況の再現。ならば、その結末もまた──、

「テレシア──ッ!!」

　正面、互いの瞳に相手が映るのが見えるほどの距離で切り結び、この逢おう瀬せの始まりから今に至るまで、最大の勝機がヴィルヘルムへ舞い込む。

　渾こん身しんの一撃が放たれる。その一撃を以もつて、このありえなかった再会を終わらせんと。

　──終わらせ、ようと。

「──ッ」

　込み上げる激情が喉を塞ぎ、見開いた眼球の奥に浮かぶいくつもの表情。

　泣き顔、怒り顔、拗すねた顔、笑顔、浮かぶのはいずれも同じ女の、愛いとしい顔。

　その全てを振り切り、ヴィルヘルムは真まっ直すぐに女の首と胴を──、

「────」

　その瞬間だった。ヴィルヘルムの視界の端に人影が映り込んだ。

　極限の集中、本来なら余計な思考の介在は一切ありえない。剣士として命懸けで、生死を分かつ戦いの最さ中なかだ。それこそ、『剣鬼』の在るべき形だった。

　そうするべきだった。そうできるはずだった。

　──そこに現れた人影が、赤の他人であってくれたなら。




「──親父おやじ？」




　距離がある。

　疑問の響きのある囁ささやきは、ヴィルヘルムに届くような距離ではなかった。

　それなのに声は、まるで耳元で発されたかのようによく聞こえた。

　こちらを見ている、青い瞳をした赤髪の男。

　──ハインケル・アストレアが、この命懸けの瞬間を見ていた。

　父親であるヴィルヘルムが、母親であるテレシアと殺し合う瞬間を、ただ呆ぼう然ぜんと。

「────」

　その瞬間、渾身の一撃が鈍った。

　決定的な一太刀が放たれたはずだった。

　この悪夢を終わらせ、戦いに決着をつける必殺の一撃だった。

　鋼はがね同士の軋きしり合う音が響き、致命傷が約束されていた剣撃は心技体の合一が乱れた無様な一振りへ成り下がり、その目的を遂げられない。

　──何な故ぜ、気付いた。

　違う。何故、無視できなかった。

　ハインケルの存在に気付かなければ、あるいはその存在を無視できていれば、テレシアだけをただ愛し続けていれば、今のような無様は晒さらさなかったはずだ。

　生涯を懸け、『剣神』からテレシアを奪うと誓った。それが、この体たらくなのか。

「──っ」

　集中が切れ、再開する剣けん戟げきに先ほどまでの純粋さはない。不純物が混ざってしまった。純度を高め、一振りの剣と化したはずの『剣けん鬼き』はすでに失われた。

　残されたのは一人息子の前で、愛した妻と斬り合う老いた剣士が独りきり──、

　故に、この結果は必然だったのかもしれない。

「──っ!?」

　迫る長剣の威力を受け止め、衝撃に足が半歩下がる。それを押し返さんとした瞬間、眼前で細身が回転し、空白が生じた。上体が揺らぎ、隙が生じる。

　──刹那、ヴィルヘルムは長剣の切っ先が自分の右足を貫くのを見ていた。

「────」

　長剣は老剣士の足の付け根を貫通し、しかしその刃先を最低限しか血で汚していない。不必要な破壊をせず、筋肉と神経の隙間を通し、足の機能だけを奪う卓越した剣技。

　それを自身の右足で実践されて、ヴィルヘルムの背中を震えが走った。

　それは憧れと悔しさ、焦がれと愛いとおしさ、いずれを原因とした震えだったのか。

　全てはわからない。わかるのはただ、敗北したという現実のみ。

「ぐ、ぅ……っ」

　侵入したときと同じく、音もなく足から剣が抜かれる。遅れてやってくる痛みと出血を味わい、老いた剣士は呻うめきながら膝をついた。

『死神の加護』の力が働く限り、ヴィルヘルムの全身の傷は癒えない。腹の傷も、この足の傷も同じだ。死するまで、血は流れ続ける。

「……無念」

　鋭い痛みが脳を焼くが、苦痛の呻きより先に嘆きが漏れた。

　灼しやく熱ねつが全身を焼き尽くさんとする。だが、痛覚は無視できる。耐えられる。

　しかし、自分の無力と愚かしさからくる絶望は、克服できるものではない。

　──いったい、誰が逃げられる。自分という名の地獄から。

「────」

　剣の一本を取り落とし、ヴィルヘルムは傷口に手を当てる。

　流れる血は命そのもの。癒えることのない傷から流れる血が、いずれヴィルヘルムという男を枯らし、無残な屍しかばねへと変えるだろう。

　それは避さけられない結末だ。

　だが──、

「一人では、決して……」

　片手を傷に当てたまま、もう片方の腕で往生際悪く剣を握り直した。

　敗北、それは仕方ない。しかし、テレシアをこのまま残しては逝けない。

「テレシア、私は……」

　血溜だまりに膝をつくヴィルヘルムを、長剣を担うテレシアが見下ろしている。

　その瞳ひとみにはやはり、何の感慨も浮かんでいない。彼女は最後まで何一つ思い出さず、何一つ思うことのないまま、ヴィルヘルムの命を刈り取る美しい死神だ。

　妻を、止めなくてはならない。彼女を止めることもできず、大恩あるクルシュやスバルたちの下へ、テレシアを向かわせることなどあってはならなかった。

　この命を燃やし尽くして足りないのならば、死後の魂を滅ぼされたとて構わない。

　首を刎はね、トドメを刺しにくる瞬間、刺し違えてでもテレシアを止める。

　その覚悟が、ヴィルヘルムの瞳に最後の炎を灯ともし──、

「──テレシア？」

　しかし、覚悟の瞬間は訪れなかった。

　静寂の中、テレシアの空虚な瞳にヴィルヘルムは恐怖を覚えた。それは直前の、剣士として、夫として最後の務めを果たそうとした『剣けん鬼き』の本能を激しく揺さぶった。

　致命傷を負った獲物に、無理にトドメを刺す必要などない。

　剣士としての誇りなどなく、ただ冷徹な死神が下す判断がそこにあるように思えて。

「ま、て……待て、待ってくれ、テレシア!!」

　気付けば、恐怖にヴィルヘルムは叫んでいた。

　足など痛まない。傷の痛みなど忘れ、ヴィルヘルムはテレシアの体を掴つかもうとする。だが、彼女はその手を避けるように半歩下がった。届かない。そのまま彼女はヴィルヘルムに背を向け、赤い髪の結び目を揺らして遠ざかっていく。

　悠然と、後ろで叫ぶヴィルヘルムのことなど眼中にないとばかりに。

　──その彼女の足の向く先に、棒立ちになっているハインケルの姿があった。

「ひ」

　相対する敵を仕留め、次なる獲物を求める凶刃が新たな生いけ贄にえの登場を歓迎する。夫とわからぬ男を斬り、次は息子とわからぬ男を斬る。そのために──。

「やめろ、テレシア！　そんなことが……そんなことが許されると思うのか!?　私と戦え！　私を……俺を見ろ！　俺を、俺を見ろ、テレシアぁぁぁ!!」

　血を吐くような声を上げ、ヴィルヘルムはテレシアの名を叫んだ。

　死に物狂いで足に力を込め、さらなる出血を招きながら背中へ追い縋すがる。何度も、何度でも呼びかけたかった名前を、愛いとおしさの代わりに怒りを込めて呼び続ける。

　だが、女は振り返らない。

　死神の名を恣ほしいままにする剣技を携え、彼女の足はハインケルへ向かう。そうして、やってくる女の姿に息を呑のんで、ハインケルは自分の腰の剣を震える手で抜き放った。

　嫌々と首を横に振り、ハインケルが「嘘うそだろ……」とこぼす。

「テレシアって、嘘だろ？　そんなはずがねえ……！　そんな、お袋のはずが……っ」

「────」

「違う！　お袋じゃなくても……そうじゃない！　お、親父おやじが負けるわけが……それで、クソ！　なんだよ！　なんなんだよ！　何してんだよぉ!?」

　眼前に迫るのは、若き日の姿をしたテレシアだ。

　その姿と、ハインケルの中にある母の姿とは重なるまい。目の前の状況、悪夢のようなそれを否定しようと、ハインケルは意味を為なさない言葉を羅列する。

　膝が笑い、視線は定まらず、騎士剣を握る姿勢も弱々しい。かつての『剣けん聖せい』と向かい合って、あれでは一合たりとももつはずがない。

　このままではハインケルは、間違いなくテレシアに斬り殺される。

　そんなことだけは、あってはならない。

「テレシア！　こっちだ！　私はまだ生きている！　殺すなら私を先に殺せ!!　ハインケル！　お前には無理だ！　今すぐ逃げろ!!」

　剣を床に突き立て、それを支えにヴィルヘルムは立ち上がった。出血がひどく、頭が割れるように痛い。だが、流れる血の糸を引きながら前へ進んだ。

　遠い。遠すぎる。遅い。遅すぎる。

　また、ヴィルヘルムは間に合わない。これまで一度だって、間に合わなかったように。

「う、ぁ、ああ！」

　テレシアが長剣の切っ先を揺らめかせた瞬間、ハインケルの手から剣が奪われる。

　石畳の上を音を立てて転がる剣、その銘は『アストレア』。──皮肉にも、他ならぬヴィルヘルムの手から、ハインケルへと譲り渡した剣だった。

「や、やめて……やめてくれよ、か、母さん……っ」

　剣を失い、怯おびえるハインケルがその場に尻餅をついた。必死に後ずさり、這はいずるようにしてハインケルは眼前の悪夢から逃れようとする。

　だが、震える指が、竦すくむ心が、若き日の母の瞳ひとみがハインケルを縛り、逃がさない。

　──月を割るように、死神の剣が真まっ直すぐ天へと突き付けられる。

　命の瀬戸際で、ヴィルヘルムは為なす術すべもなく、妻に息子が斬られる瞬間を目の当たりにさせられようとしていた。

　声を上げる。届かない。手を伸ばす。届かない。

　届かない。

「テレシア──っ!!」

　剣に全てを懸けた『剣けん鬼き』が、ただ叫ぶだけの声に力などない。

　長剣はそのまま無情にも、ハインケルの命を絶つために振り下ろされ──、




「──そこまでだ」




　その声は唐突に、しかし明確に、手の施しようのなかった絶望の終幕を切り裂いた。

　凛りんとした声色には欠片かけらの躊ちゆう躇ちよもなく、一切の容赦が含まれていない。聞くものを圧倒的な存在感で支配し、その意志さえ捻ねじ曲まげる絶対的強者の在り方。

　ヴィルヘルムが、ハインケルが、そしてテレシアさえもその声に呑のまれた。

　直後、死神の正面に颯さつ爽そうと、一人の青年が天上から舞い降りていた。

「────」

　燃え上がるような赤い頭髪、澄み渡る蒼そう穹きゆうの隅々まで封じ込めた青い瞳ひとみ。血で染まる白い装いを纏まとった立ち姿は、勇壮以外の装飾する言葉を必要としていなかった。

　ゆっくり、青年が着地した姿勢から背筋を伸ばす。

　その手に眩まぶしく光り輝く最強の一振り──『龍剣』レイドを握った『剣けん聖せい』が。




　──『剣神』の嘲あざ笑わらう声が、『剣鬼』の耳元でうるさいほど聞こえた気がした。





　　　　２






　──『龍剣』レイドは謎の多い剣だ。

　代々『剣聖』を輩出してきたアストレア家に伝わる宝剣であることは確かだが、その龍剣がどこから賜たまわったものなのか、それは伝えられていない。

　来歴不明の上、『剣聖』以外には決して抜くことのできない曰いわく付きの聖剣。付け加えれば『剣聖』にさえ、必要なとき以外は抜くことができないとされる。

　歴代の『剣聖』の中には、その刀身を一度も見ることのなかったものさえいる。

『魔女』を斬り、龍りゆうを斬り、鬼神を斬ったとされる伝説の聖剣。その逸話は尽きることなく存在するが、一つだけ確かなことが言えるとすれば──、

　──『龍剣』が抜かれて、何も斬らずに鞘さやに戻ったことは一度もないということだ。




「──ラインハルト」

　竜爪の刻まれた鞘を左手に、そして右手に『龍剣』を握りしめて彼は在る。

　赤毛を風に揺らし、青の瞳で真まっ直すぐに状況を睥へい睨げいするのは、当代の『剣聖』ラインハルト・ヴァン・アストレアに他ならない。

　その凛り々りしく、雄々しい立ち姿にはヴィルヘルムですら圧倒される。

『剣聖』を継承し、近衛このえ騎士として王国の剣の役目に与あずかる血の繋つながった孫──ヴィルヘルムが戦場に立つその姿を目にするのは、実はこれが初めてのことだ。

　大だい征せい伐ばつでテレシアを失い、ヴィルヘルムは敵かたき討うちのためにアストレア家を出奔した。その際の息子や孫との確執は、十五年経たった今も埋められないままでいる。

　故にこの十五年、ヴィルヘルムは一度として家族の方を向いてこなかった。息子の堕落も、孫の成長と責任も、何一つ見ようとしてこなかった。

　──だからこそ、ラインハルトの姿に今、圧倒される。

　そこに立つ存在、それこそが『剣けん聖せい』だ。

『剣神』の寵ちよう愛あいを一身に受け、史上最高の剣を抜く誉れを与えられ、ありとあらゆる剣士が渇望する頂点に君臨する存在──その『剣聖』以外の何者でもない。

　──そのラインハルトの姿を見て、ヴィルヘルムは思い出す。

　痛みはとうに忘れていた。思い出したのはもっと、もっと遠く、別の感慨。

　これは、ヴィルヘルムが初めて『剣聖』を、テレシアの剣舞を目にしたときの感慨だ。

　あのときもヴィルヘルムは、永遠に届かぬ剣の頂点への距離を感じた。

　あの域には決して至れぬものと、己の剣才の卑小さを悔やみに悔やんだ。

　それでも腐らず、剣を振り、振り続け、やがてあの域の末端に指をかけた。埋まらぬ距離はないのだと、そう証明することができたはずだった。

　──なんと、狭く矮わい小しような視野だったことか。

　質が違う。高みが違う。重みが違う。モノが違う。何もかもが違う。

　アレは届く、届かぬといった次元の存在ではない。

　文字通り、住む世界が違う存在なのだ。

「────」

　正面、『剣聖』と距離を取ったテレシアが長剣を構える。直前までハインケルを斬り捨てんとしていた剣は、その切っ先を新たに現れた敵へと向けられていた。

　心のない、動く亡なき骸がらであるテレシア・ヴァン・アストレアは、すでに剣士の矜きよう持じも戦士の流儀も何もかもを喪失している。──故に、気付けない。

　自分がいったい、何と相対しようとしているのか。

「待て！　テレシア！　こっちを、俺を見ろ、テレシアぁぁぁ!!」

　足を引きずり、血の糸を引く前進を再開しながら『剣けん鬼き』が吠ほえる。

　その叫びが聞こえないかのように、テレシアはヴィルヘルムを一顧だにしない。先ほどまで、あれほど求め合った剣けん戟げきを幻の如ごとくなかったものとして扱われる。

　その屈辱を、悲しみを忘れる。今、そんな停滞は許されない。

　今、叫ばなければ。今、止めなければ──、

「な、なんなんだよ……なんで、俺が、俺が何したってんだよ……っ」

　ラインハルトのすぐ後ろで、頭を抱えるハインケルがこの世の理不尽を詰なじる。自分で手一杯のハインケルには、自分の息子の行いが何も見えていなかった。

　息子が自分を守るために、自分の母親と相対している事実を受け止められない。彼の心はその一つ前の出来事で、とっくに限界を超えてしまっている。

　その彼に、状況の打開など期待できるはずもない。最初からそうだった。

　ハインケルには何も期待できない。

　だからこそ、自分が声を上げるしかないのだ。

「ライン──」

「──死者は動かない。死者にその先はない。僕は、その不条理を許さない」

　訴えようとした言葉が、毅き然ぜんとした声こわ音ねによって封殺される。説得のための感情的な言葉の全てが、『剣けん聖せい』が背負う無数の重責の一つにも敵かなわない。

　声をなくしたヴィルヘルムの前で、ラインハルトが『龍剣』を正眼に構えた。

　奇くしくもその構えは、長剣を担うテレシアのものと映し鏡のように同じもので。

「────」

　──『龍剣』の曇りなき刀身が、やけに鮮やかに光り輝いて見える。

　それは剣の喝采だ。振るわれる機会を得たことに歓喜し、かつての自分の担い手を相手取れる幸福に、至高の聖剣は声なき祝福を帯びていた。

　空気が凍りつき、緊迫感が色と重みを持って世界を圧迫する。

　全身が重く、息苦しい感覚に支配されながら、ヴィルヘルムは口を開いた。

　言うべき言葉のわからぬままに、何か言わねばとただ焦燥感に焼かれて。

　──皮肉にも、それが二人の剣士にとっての合図となった。

「やめろ──ッ！」

　声は届かない。

　声すらも置き去りに、二人の剣士が激突する。

「────」

　唸うなりを上げ、踏み込むテレシアの長剣が完璧な斬撃となってラインハルトへ迫る。

　それはあるいは、ヴィルヘルムがこれまでに見たテレシアの剣撃の中で、最も剣の高みへ届いた一いつ閃せんだったかもしれない。

　相対する敵の強さこそが、剣士の眠れる剣力の全てを覚醒させる。

　テレシアの内に秘めた剣力の全て、それを引き出したのが自分でなかったことに、ヴィルヘルムは嫉妬の念を抱いたかもしれない。

　それも全てはこの瞬間、この一瞬、この刹那でさえなかったなら。

　爆発的に胸の奥から込み上げる感情、それがヴィルヘルムの口から溢あふれ出る。

　それは──、




「殺さないでくれ……」




　封じ込めていた感情が、抑え込んでいた激情が、願ってはならぬものと戒いましめていたはずの愛情が、ヴィルヘルムの堰せきを切るように溢れ出ていた。

　テレシアが、そこにいるのだ。

　ヴィルヘルムの心を焦がし、剣以外の世界に気付かせてくれた女が、生涯でたった一人だけ、全てと引き換えにしても惜しくないと思った女がそこにいるのだ。

　まだ一度だって、愛していると伝えたことのない最愛の女が、いるのだ──。

「それは俺の、テレシアなんだ──っ!!」

　決して、言ってはならない言葉だった。

　惑わせば命を失いかねない戦場で、自分の感情を優先するなど許されない。

　剣士の矜きよう持じも、戦士の流儀も、戦いに在るべき高潔さも、全てを汚す行いだった。

　それはただの、男の声だった。

　愛する女を奪われまいと、必死に縋すがるだけの男の声だった。

　そして、その決死の呼びかけは──、

「──お祖ば母あ様さまは、十五年前に僕が殺した」

　テレシアの斬撃が、ラインハルトへと肉薄する。その瞬間、『龍剣』はなおも振りかぶられてすらいない。真まっ直すぐ、長剣は光となって迸ほとばしり、

「ここにいるのは、ただの偽物だ」




　──『龍剣』レイドが鮮やかな軌跡を描いた。






第五章　『テレシア・ヴァン・アストレア』
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　実は一ひと目め惚ぼれだったんですなんて知ったら、あなたはどのぐらい驚いてくれましたか？
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「──兄さん。次の『剣けん聖せい』はあなたの娘だ。テレシアだよ」

　そう言って、先代の『剣聖』である叔父は、姪めいの欺ぎ瞞まんを容赦なく暴いた。

　それは、テレシアがまだ十二歳だった頃、彼女に『剣聖の加護』が宿った日のこと。

　──テレシアにとって、世界が終わった日の出来事だった。




　──アストレア家は、代々『剣聖』を輩出し続ける剣の名家だ。

　初代『剣聖』レイド・アストレアが成し遂げた数百年前の偉業、その功績を称たたえ、アストレア家は親竜王国ルグニカの剣として、長く、その栄誉に与あずかり続けてきた。

　それ故に、アストレア家の人間は男女を問わず、剣と無縁の生活は送れない。

　それはテレシアも例外ではなく、だから彼女は先祖であるレイド・アストレアが好きではなかった。むしろ、憎んでいたと言ってもいい。

　テレシアは、自分の生まれ持った『死神の加護』を恐れていた。

　自分が他人に負わせた傷は、決して癒えることなく血を流し続ける。そんな加護の力を自覚したとき、幼いテレシアは自分自身に恐怖した。

　そして、決してこの加護を知られぬように、自分の力に蓋ふたをすることを選んだのだ。

　──人を傷付けずに生きることは、意識すれば想像以上に難しいこととなる。

　能動的に傷付けようとしなくても、日常の端々に危険は存在する。不慮の事故や無意識の行いでも、テレシアの加護は機会を選ばない。

　加護を隠し通したい彼女にとって、家の義務とされた剣の修練など以もつての外だった。

　──剣を握ってはならない。何な故ぜなら、自分は死神なのだから。

　強い意思と恐怖が、テレシアを剣から遠ざけようとした。何かと理由をつけて修練を怠けるテレシアに、いつしか家族も剣を握らせることを諦める。

　そうしてやっと、テレシアは自分の宿業と無縁の安らぎを得た。少女らしく剣を捨て、花を愛めでる日々への埋没を許されたのだ。

　──『剣聖の加護』が宿ったのは、彼女が庭の手入れをしている最さ中なかのことだった。




「剣を持ちなさい、テレシア」

　加護の継承を隠し、部屋に閉じこもろうとしたテレシアを容赦なく外に連れ出し、叔父は必死に抵抗する彼女にそう言い放った。

　髪も服も乱れ、泣き喚わめく。だが、叔父は彼女を庭に立たせ、同じ言葉を繰り返した。

「剣を持ちなさい、テレシア」

　嫌々と、何度拒絶しても叔父はテレシアに木剣を握らせた。ついには諦め、力なく木剣を持つテレシア。その頭を掴つかみ、叔父は彼女に前を向かせる。

　テレシアの正面には、四つ上の一番上の兄が立たされていた。

　テレシアには兄弟が三人、兄が二人と弟が一人いた。長兄は優しく、人の好よさが顔立ちに表れた人物で、妹であるテレシアを可愛かわいがってくれて、大好きだった。

　──隙だらけだ。兄を見て、そう考えた自分にテレシアは愕がく然ぜんとした。

　動揺するテレシアを余よ所そに、叔父が兄に命令した。テレシアと木剣で打ち合えと。その木剣で妹を殴り倒し、自分の剣才を証明してみせろと。

　できるわけがない、と兄は叫んだ。

　この臆病者め、と叔父が兄を罵った。

　憧れ続けた『剣けん聖せい』の侮辱を受け、長兄がひどく傷付いた顔をした。庭に連れ出され、同じものを見せられている次兄と弟も、同じだけ傷付いた顔をしていた。

　やがて、長兄は傷付いた顔をしたまま、悲壮な覚悟を瞳ひとみに宿した。

　その兄の様子にテレシアは悟る。──兄は、テレシアを傷付けないように、握らされた木剣を叩たたき落とそうとしてくれている。構えと目線、剣気からそれがわかった。

　兄の技量なら難しくはない。兄なら、この茶番を終わらせてくれる。

「──そこまで」

　遠く、跳ね上がった木剣が庭に突き立つのを見て、テレシアは我に返った。

　神妙な叔父の声があり、勝敗が決したのだとわかる。だって、テレシアの木剣は正面へ突き出され、呆ぼう然ぜんとした兄の喉元に突き付けられていたのだから。

「次の『剣聖』はテレシアだ。やはり、間違いない」

　そう言った叔父の声と、自分を見つめる兄の瞳が、テレシアの心を砕いた。

　首を振り、嗚咽おえつして、木剣を放り捨て、頭を抱える。自らの赤い髪を掻かき毟むしり、獣のような声を上げ、テレシアは絶叫した。

　絶叫して、半狂乱になって、血を吐くほどに悔やんで、後悔して。

　テレシアは、『剣聖』になった。
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　兄弟たちが剣に捧ささげた時間を、テレシアの剣才は容赦なく踏ふみ躙にじった。

　捧げた時間の多寡など、圧倒的な剣才の前には何の意味もない。そうして、テレシアとの差を見せつけられ、それでも剣を捨てられない兄弟たちが憐あわれだった。

　何な故ぜ、兄たちはまだ剣を振るのか。どれだけやっても、テレシアには届かないのに。

　自分の好きなことをすればいいのに。もう、剣なんて捨てても構わないのに。

　テレシアにはもう許されないのだから、自分の好きな世界を生きたらいいのに。




『剣を持ちなさい、テレシア』

　あの日、テレシアが『剣聖』となり、兄を打ち倒した日から、幻聴が消えない。

　あれ以来、テレシアは一度も剣に触っていない。声に逆らうように、剣から遠ざかろうとし続けた。だが、剣は彼女を逃がしはしない。

　それは地獄だった。──自分という、逃げ場のない地獄だった。

　だが、そんな地獄の日々さえも、本当の地獄と比べればぬるま湯だったことを知る。




　──王国最大にして最悪の内戦、『亜人戦争』が始まった。




　些さ細さいな切っ掛けで始まった内戦は、しかし日毎に深刻さを増していた。

　元々、亜人蔑視の感情が根深く残っていた王国だ。その亜人たちの不満が内戦を火種に爆発し、荒ぶる火の手は親竜王国に一気に燃え広がった。

　この火消しに一年を費やし、何の成果も上がらなかったことを受け、ようやく王国はこれを未曽有の事態と認識、最高戦力──『剣けん聖せい』の投入を決断した。

　──初陣を目前に、テレシアは一人、天幕で膝を抱えて震えていた。

　彼女の初陣には、それこそ王国の大軍勢が付き従った。当代『剣聖』の初めての戦場に加わらんと、多くの兵士がこの戦いに志願したのだ。『剣聖』がいれば盤石だと、周囲は無神経な信頼をテレシアに浴びせ、彼女の心をひび割れさせていく。

　そしてその不安を、テレシアはやはり誰にも打ち明けることができなくて──、

「──テレシア、怖いのかい？」

　そんな彼女に気付いてくれたのは、初陣に同行した一番上の兄だった。

　あの日の出来事以来、テレシアは意識的に長兄との接触を避さけてきた。──否いな、長兄だけではない。次兄や弟、それこそ両親や叔父ともできるだけ顔を合わせなかった。

　優しく、大好きだった兄と言葉を交わすのは、ほとんどこれが二年ぶりのことだった。

　項垂うなだれ、何も言えないテレシア。兄はそんな彼女の隣に腰掛け、そのたくましい腕で妹を抱き寄せると、優しく、頭を撫なでてくれた。

　途端、テレシアの感情が決壊した。泣きじゃくり、己の胸中をぶちまけてしまった。

　弱音なんて、許されないと思っていた。誰より、自分が負かしてしまった兄にだけは聞かせてはいけないと思っていた。それなのに、我慢することができなかった。

　怖いと、戦いたくないと、ごめんなさいと、泣いて喚わめいて、取り縋すがって。

「お前は俺の大事な妹なんだ。そのお前が嫌だって、怖いって思うんなら……俺がお前を守ってやらなきゃいけない。俺は、お前の兄貴なんだから」

「────」

「お前に負けて悔しかった。でも、俺はやっぱり剣が好きだったんだよ。この家に生まれて、弟たちがいて、妹のお前がいて、感謝してる。──剣に、感謝してるんだ」

　笑顔で、そう言い切った兄の言葉を聞いて、テレシアは自分の愚かしさを呪った。

　テレシアに負けたあと、それでも剣を振り続ける兄たちを馬鹿だと思っていた。彼らには他の道がないのだと、だから縋り付いているのだと、そう見下してきた。

　見上げるべき、尊敬すべき、大好きだった兄を、剣才だけで馬鹿にした。

　誰が馬鹿だ。自分の方が、ずっと馬鹿だ。そして、『剣神』こそが一番馬鹿だ。

　どうして、こんなに自分を愛する人間に、その寵ちよう愛あいを傾けないのか。

　どうして、剣にそっぽを向き続けるテレシアなんかを祝福するのか。

「お前が戦う必要なんてどこにもないんだよ。──だってお前は、虫も殺せないような優しい子なんだから」

　兄の言葉が、嬉うれしかった。だから、甘えてしまった。委ねてしまった。

　その初陣で、兄はテレシアのいる本陣を守って死んだ。

　テレシアは一度も剣を振らなかった。振れなかった。

『剣を持ちなさい、テレシア』

　なおも、聞こえ続ける幻聴に逆らい、テレシアは剣を振らなかった。

　それからまた数年、テレシアは一度も、剣になど触れなかった。
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　──テレシアが戦えなかった初陣は大敗を喫した。

　当代『剣けん聖せい』の不名誉な初陣、その真実は闇に葬られた。『剣聖』の存在は王国の精神的な支柱でもある。事実が明らかになることを、王国は望まなかったのだ。

　故に、テレシアは敵前逃亡の咎とがを受けることもなく、己の殻に閉じこもり続けた。

　優しくて、どんな無む茶ちやな頼み事も困った顔で聞いてくれた長兄、テムズ。

　少し意地悪で、だけど仲直りするときはいつも先に謝ってくれた次兄、カルラン。

　怖がりで泣き虫で、小さい頃はずっとテレシアにべったりだった可愛かわいい弟、カジレス。

　みんな、戦えないテレシアの代わりに戦場へ向かって、命を落とした。

「──無理ばかりさせたね。悪かった、テレシア」

　先代『剣聖』として、その存在で全軍を鼓舞して回っていた叔父も、戦死した。

　叔父のことが憎かった。叔父が言い出さなければ、テレシアは『剣聖の加護』を隠し通すことができたかもしれない。それがなければ、この内戦で兄弟たちが決死の覚悟を決める理由もなくなり、誰も死ななくて済んだかもしれない。

　そう思えたらよかった。だが、そうでないことをテレシアは知っている。

　──叔父は叔父で、『剣聖』の称号の重さを誰より理解していたはずだ。

　叔父だって、テレシアと同じ経験をしたことがあった。だから、王国のためにテレシアに多くを求め、それが残酷なことだったと、最後の言葉を残したのだ。

　あの一言で、テレシアは叔父を恨むことができなくなってしまった。

　ならば、誰を恨めばいいのか。──それはもう、自分しかいないのだろう。

『剣聖』なんて称号を継いだくせに、泣き喚わめくだけしかできない愚かな自分を。




『剣を持ちなさい、テレシア』

　あの日、それを口にした叔父が死んだあとも、幻聴は聞こえ続けていた。

　その声から逃れるように、テレシアは屋敷の外を彷徨さまよい歩く。

　──『亜人戦争』が始まって五年、テレシアは十九歳となっていた。

　長く続く内戦に王都は活気を失い、街並みには陰いん鬱うつな空気が漂っている。そんなどんよりした雑踏を避さけ、テレシアの足は王都の端、未整理の区画へ向かっていた。

　内戦の影響で開発が中断し、作りかけの建物などが放置された区画だ。建物の役目を果たせない残骸に、『剣けん聖せい』の役目を果たせないテレシアは親近感を覚える。

　そんな自嘲の吐と息いきを朝の清涼な空気に混ぜて、テレシアは廃はい墟きよ群の開けた場所へ。広場とも呼べない空っぽの空間、その石段に腰を下ろし、崩れた塀の向こうを覗のぞく。

　そこには一面、黄色い花の咲き乱れる手つかずの花畑があった。

　誰も訪れない秘密の場所、それをいいことにテレシアは花の種をまいた。屋敷の、すっかりくたびれてしまった花壇を手入れする気力はなかった。

　ただ、気紛れにまいた花の種の結果を見届ける。そのために足を運んでいて。

「……水もあげてないのにこんなに育って。あなたたちは、すごいね」

　花は、強い。テレシアが自分の弱さを嘆く合間も、花々は空に向かって花弁を広げ、美しく咲き誇る。その強く気高い花の在り方に、泣きそうになる。

　──刺とげ々とげしい気配の接近に気付いたのは、そんなときだった。

「あら、ごめんなさい」

　テレシアの朝の聖域に、無粋に割り込んできたのは剣けん呑のんな気配の人物だった。

　危うく涙を見られるところだったと、テレシアは殊こと更さら、強がるように余裕を取り繕って言葉を紡いだ。そして、広場にやってきた相手の方へ振り返る。

　振り返って、呆ぼう然ぜんとさせられた。

「────」

　長く、頭の後ろで縛った焦げ茶色の髪。整っているのに刺々しい目つき。しなやかで鍛え上げられた肉体と、全身から溢あふれ出している猛たけ々だけしい剣気。

　そんな非友好的な態度に驚かされたのも事実だが、それ以上の衝撃があった。

　──テレシアには、その青年が一本の抜き身の剣に見えたのだ。

　熱を持ち、鍛え上げられた一振りの鋼はがねが、自分を睨にらみつけている。

　そんな錯覚に、テレシアの鼓動は微かすかに乱れた。何が起きたのかと、混乱が生まれる。だが、それを悟られるのは恥ずかしく思えて、誤ご魔ま化かすように口を開く。

「こんな朝早くにここにくる人がいるのね。こんなところで──」

「────」

　ずいぶんなご挨拶だった。

　友好的に話しかけるテレシアに、青年はあろうことか無言で剣気をぶつけてきたのだ。脅しにしては練り込まれた剣気には、テレシアへの純粋な敵てき愾がい心しんがあった。

　途端、面白くなくなる。そっちがその気でくるのなら、テレシアの方だって遠慮はしない。自信満々のその剣気、通じなかったと凹へこませてやる。

「……どうかしたの？　怖い顔して」

　テレシアの言葉に、青年は肩透かしを食らったような顔をした。

　それきり、彼はテレシアが剣気に気付けないぐらい、戦いと無縁の素人だと判断したようだ。──実際、それは間違っていない。

　テレシアには実戦の経験も、剣を振り続けてきた実績もない。

　戦えば誰よりも強いはずの、素人同然の小娘に過ぎないのだから。

「女が、こんな朝っぱらからこんなとこで何してやがんだよ」

　荒っぽい、無作法な言葉で青年は応じた。

　初めて聞いた青年の声は、不機嫌ではあったけど、聞き取りやすい声で。

　──また微かすかに、鼓動が乱れたのをテレシアは感じた。
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　その後も、テレシアと青年との出会いはたびたび繰り返された。

　約束を交わしたわけでも、そうしたいと思ったわけでもない。

　ただ、テレシアが石段に座って花畑を眺め、青年が広場で拵こしらえの立派な剣を振るって鍛錬に勤いそしむ。──それが、その場所での自然な光景となっていった。

「────」

　興味のないふりをしながら、青年の剣技を盗み見るテレシアは思わず感嘆する。

　お世辞にも、それは洗練された剣とは言えなかった。

『剣けん聖せいの加護』を持つテレシアから見れば、わかりやすい欠点はいくつもある。その、他人の剣の欠点の多さに嫌気が差すのもテレシアの悪癖なのだが、青年の剣には欠点がありながらも、それを補って余りある情熱があった。

「バカみたい……」

　──青年の剣には、不純物が一切ない。

　剣に全てを捧ささげる。それは言葉にすれば簡単なことで、兄弟たちだって全てを捧げていたとテレシアは思っていた。だが、とんでもない話だ。

　本当に、剣しかない。そんな青年の情熱がここにある。

　彼には剣しかない。剣しか、愛していない。剣しか愛せない、一振りの鋼はがねだ。

「……バカ、みたい」

　横目に青年の剣舞を見守りながら、テレシアは自分の頬ほおが熱くなるのを感じた。

　テレシアは『剣聖』だ。『剣神』の寵ちよう愛あいを一身に浴び、剣の頂に立たされた存在──望んだことはない。だが、彼が一心不乱に目指す場所に、自分の存在がある。

　それは錯覚に違いないけれど、彼に求められている気がした。

「──本当に、バカみたい」

『剣けん聖せい』であるテレシアには、剣のことを見れば全てがわかる。

　どんな名剣、宝剣、魔剣の類たぐいだろうと、『龍剣』だってその本質が見える。自在に扱うことができる。テレシアの手の中で、裸にならない鋼はがねはない。

　彼だけだ。テレシアの自由にならない、一振りの鋼は彼だけだった。

　だからきっと、自分はこんなにも彼が気になっているに違いないのだ。




「ヴィルヘルム・トリアスだ」

　青年──ヴィルヘルムと名前を交換したのは、出会ってから三ヶ月後のことだった。

　それまで何度顔を合わせても、ヴィルヘルムは頑かたくなに名前を聞いてこなかった。やっと名前を交換できたのも、業を煮やしたテレシアが意を決した結果だった。

「今まで花女って頭で呼んでた」

　なんて失礼な奴やつなのだろうか、この男は。

　思いやりは欠片かけらもないし、自分のことばっかりで構ってくれないし、ちょっと話して満足したら勝手に帰るし、テレシアの心は振り回されっ放しだ。

「花は、好き？」

「いや、嫌いだな」

　とっておきの、テレシアの花畑を見せたときですらこの返答だ。

　相手を喜ばせたり、機嫌を取るための発言なんか一切できないに違いない。

　そのことに憤いきどおりながらも、『でも、だからこそこんな剣みたいな人なんだし……』と思ってしまうあたり、自分はどうしようもない。

　思い通りにならない剣の存在に、『剣聖』である自分が振り回されている。その事実に救われているのだと、この頃のテレシアは自覚していなかった。




「花、好きになった？」

「いや、嫌いだな」

「どうして、剣を振るの？」

「俺にはこれしかないからだ」




　いつしか、そのやり取りだけは欠かさず繰り返されるお約束になっていた。

　どんな答えを期待して、その問いかけを繰り返すのか。

　同じ答えが返ってくることを望んでいるのか、違う答えが返ってくることを期待しているのか。どちらでもいいから、ただ彼と言葉を交わしたいだけなのか。

　変われないテレシアは、ヴィルヘルムにどんな答えを求めているのか。

　──答えは突然に、何の予兆もなくもたらされた。




　その日は、テレシアの方が先に広場に到着した日だった。

　花畑を眺めて風を浴び、テレシアは彼の到着を待ち焦がれる。すでに、花畑とヴィルヘルムと、どちらが目的で足を運んでいるのか、テレシアにも自覚があった。

「──ヴィルヘルム」

　自分の淡い想おもいを抱いたまま、テレシアは彼の気配に振り返る。

　広場の入口に彼の姿が見えて、胸の奥、温かな想いのままにテレシアは微笑ほほえんだ。

「────」

　突然、ヴィルヘルムの感情が決壊したのはそのときだった。

　目を見開き、唇をわななかせ、震える掌てのひらで顔を覆ったヴィルヘルム。そんな彼の劇的な反応に驚いて、駆け寄ろうとしたテレシアの足が止まった。

　テレシアはこれまで、他者を傷付けまいと人との関わりを断ってきた。だから、誰かの心を傷付けてしまったとき、その対処法がわからない。

　傷付け、命を奪うことに特化したテレシアという『剣けん聖せい』は、人を救えない。

「ヴィルヘルム……」

　その恐怖さえ押しのけて、気付けばテレシアはヴィルヘルムの目の前に立っていた。

　傷付けることは、怖い。だが、このまま彼を失うことの方が、ずっと怖い。

　テレシアの指が、震えるヴィルヘルムの手に触れた。途端、信じられないほどの熱を感じて、テレシアは気付いた。

　剣は、鋼はがねは、凄すさまじい熱を浴びながら打たれ、より強い鋼へと変わっていく。

　ヴィルヘルムは一振りの剣だった。だが、それは未完成の剣であった。

　そして今、ヴィルヘルムは熱を持ち、鋼として打たれることで変わりつつあったのだ。

　──剣が相手ならば、『剣聖』である自分にはわかるはずだ。

　この人のことならば、この剣のことならば、理解したいと、そう思えるはずだ。

「花は、好きになった？」

　自然と、いつもの問いかけが出た。

　もし、外から二人を見るものがいれば、なんと場違いな問いかけだと思われたかもしれない。けれど、二人の間だけは、それでよかった。

「……嫌いじゃ、ない」

　そして、いつもの問いかけに、いつもと違う答えがあった。

　──いつか、ヴィルヘルムの答えが変わってしまう日を、テレシアは恐れていた。

　変われないテレシアを取り残し、誰もが先へ進んでゆくように。

　彼が変わったとき、自分はまた、取り残される恐怖を味わうのではないかと。

　そんなことはなかった。ただ、変わる彼が愛いとおしかった。

　変わり、強くなろうとする鋼が、ただ一振りの剣が、愛おしい。

「どうして、剣を振るの？」

　だからきっと、この問いかけにも別の答えがある。

　そしてその答えはひょっとしたら、テレシアに救いをもたらす答えで──、

「俺にはこれしか……守る方法を思いつかなかったからだ」

　剣しかないのだと、ヴィルヘルムは答えた。

　そう、剣しかないのだ、この人は。

　そんな人だから、いいのだ。──この人が。




　それ以来、二人の間でお約束のやり取りが交わされることはなくなった。

　代わりに交わす言葉が増え、話題が変わり、笑顔の数が増えた。

　ヴィルヘルムの下手くそな話術に唇を綻ばせ、彼への愛いとおしさが募るのを感じる。

「叙勲の話が出て、騎士になった」

　その日の話の切り出し方と、妙に熱の入った彼の態度は忘れられない。

　人付き合いが苦手で、他者と距離を取り続けてきたテレシアだったが、勇気を振り絞った青年の言葉、その真意がわからないほど馬鹿ではない。

　ただの平民が、戦場での働きで騎士として認められるなんて異例のことだ。その彼が騎士叙勲の栄誉に与あずかり、何を望んで自分にそれを告白したのか。

「そう、おめでとう。一歩、夢に近付いたじゃない」

　わかっていたから、テレシアはわざと素っ気なく答えた。

　気を抜けば赤面してしまう。それを堪こらえるために、テレシアは『剣けん聖せい』の能力を全力で駆使し、赤面を堪えた。何気なさを装い、ヴィルヘルムに笑いかける。

「夢？」

「守るために剣を握ったんでしょう？　騎士は、誰かを守る人のことですもの」

　テレシアのその返事に、ヴィルヘルムはすぐにかしこまった顔で頷うなずいた。普段はひねくれているくせに、時々、子どもみたいに素直なところもあって。

　──彼の守りたいものの中に、自分の存在があってくれたらいい。

　ほとんど確信しているくせに、そうやって保険をかける自分が嫌いだった。

　きっと、想おもいは通じ合っていると思っているくせに、行動しない自分が本当に本当に馬鹿で、嫌で、救えなくて、だからまたテレシアは間違えた。

　思えば自分は一度だって、正しいことができた例ためしなんてなかったのに。
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　故郷を焼かれたヴィルヘルムが、単身で戦場へと身を投じた。

　その報告を聞いた瞬間、テレシアは血の気を失い、その場に思わず膝をついていた。傍そばにいた家人が慌てたが、何も答えられない。

　それだけ絶望的な状況だと、テレシアにだってすぐにわかった。

『剣を持ちなさい、テレシア』

　沈黙し、床を睨にらみつけるテレシアの脳裏に、懐かしい幻聴が聞こえてくる。

　ずいぶんと、そうずいぶんと長く聞こえていなかった幻聴だ。ヴィルヘルムと出会い、彼を想おもうようになり、いつしか幻聴はテレシアから遠ざかっていた。

　今まで一度だって、その声を好意的なものだと思ったことはない。だが、この瞬間だけは、正しかった。剣を持てと、テレシアに訴えかける声が正解だった。

「──剣を持ちなさい、テレシア」

　幻聴と、同じ言葉を自ら口にして、テレシアは立ち上がった。

　兄たちに全てを委ね、叔父にも責任を押し付けて、死なせてしまった。

　テレシアが戦わなかったことで、大勢の人たちが犠牲になり、死なせてしまった。

　だけど、彼だけは──ヴィルヘルムだけは、渡さない。

　あの剣は、あの鋼はがねは、あの人だけは、私だけのモノなのだから。

「剣を持ちなさい、テレシア。──今度こそ」




　──ヴィルヘルムの故郷の戦線は、もはや完全に崩壊していた。

　絶叫と怒号が飛び交い、血と燃える炎の臭いが満ち満ちた地獄の戦場──その酸さん鼻びを極めた光景に、テレシアの脳裏を初陣の苦い記憶が蘇よみがえる。

　幾度も、記憶はテレシアを苦しめた。戦場に立って、大勢の期待を背負い、華々しく『剣けん聖せい』の役目を果たす自分を夢想したこともある。

　だが、現実は記憶の残酷さを、夢想した綺き麗れい事ごとを容易たやすく駆逐し、踏ふみ躙にじった。

「────」

　嘔おう吐と感を堪こらえ、テレシアは戦場にヴィルヘルムの姿を捜した。彼の剣気を求め、戦場を血眼になって駆け巡り、やがて、片へん鱗りんを見つける。

　気付いた瞬間、地を蹴っていた。

　戦士の入り乱れる戦場を、テレシアの足は微み塵じんの停滞もなく走破する。屍し山ざん血河を踏み越えて、怒号と断末魔が交錯する戦場を突っ切り、駆ける。

　そして、噎むせ返るような血臭の支配する戦場で、テレシアは彼の姿を見つけた。

　今まさに、倒れるヴィルヘルムへと亜人が大剣を振り下ろさんとしていた。血ち塗まみれの顔を上げ、ヴィルヘルムが相手を見る。唇が動いて、掠かすれた声が漏れた。




「死にたく、ない……」




　──大丈夫。大丈夫、だから。

　もう、何も聞こえない。

　手にした長剣を振り切った。軽い。

　音もなく、それどころか衝撃すらなく、亜人の首が易やす々やすと刎はねられた。

　大剣を振りかぶったまま、首をなくした巨体がゆっくり倒れる。直後、テレシアの細身に四方から敵意と殺意が雨のように降り注いだ。

　その、雨の軌道が全て見える。読める。肌に感じる。掻かい潜くぐる。

　身を躱かわしながら、テレシアは目に見える奇妙な白い線を剣先でなぞった。

　不思議なことに、いつの間にか空中にいくつも白い線が浮かんでいるのが見える。もっと不思議なのは、その線を剣でなぞればいいのだと、本能が理解していたこと。

　剣風吹き荒すさび、白い線をなぞられた亜人たちが両断され、大量の血ち飛沫しぶきが上がった。

　四肢を断ち、首を刎はね、腹部を貫き、命を刈り取る。

『剣けん聖せいの加護』が、『死神の加護』が、ついに機会を得て爆発する。

「テレシア様……っ」

　戦いの中、自分を呼ぶ声がした。それは、ずっとテレシアの傍そばにいた従者だ。

『剣聖』の務めを放棄し、初陣で敵前逃亡なんて無様を晒さらして、自分自身でさえ何一つ期待しなくなったテレシアを、その従者は一度として見捨てようとしなかった。

　たびたび、従者は──彼女は言っていた。

　いずれ、機会さえくれば、テレシアは誰より強く、『剣聖』として振る舞えるのだと。そんなときがくるのを、傍で支え続けると。

　彼女の言った通りだった。自分は誰よりも強くて、誰よりも殺すのが上手で。

　──もっと早く、こんなこと気付いていればよかったのに。

「────」

　満まん身しん創そう痍いのヴィルヘルムが、彼を助けにきた仲間の手で救い出される。ヴィルヘルムは必死に残ろうと抵抗するが、それも叶かなわない。

　彼の気配が遠ざかることに安あん堵どし、テレシアは剣を振るった。命を奪った。

　笑い声が聞こえる。それは、ずっと聞こえていた幻聴と、同じ声。──テレシアはようやく、その正体が『剣神』であるのだと理解した。

　その『剣神』の笑い声を、テレシアは怒号と断末魔で塗り潰し、消し去ろうとする。

　ただ彼の、生きたいと望む声だけを、それだけを聞かせて。

　ヴィルヘルム以外の全ての声を、この耳から遠ざけて、奪い去って──。
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　──再会を、約束はしなかった。

　それでも、あの広場に行けば会えると、その確信だけがあった。

「屈辱だ」

　そう呟つぶやく彼の眼前に、テレシアが静かに佇たたずんでいた。

　ヴィルヘルムの振るった渾こん身しんの剣を、指の二本で挟み止めたテレシアが立っていた。

「俺を、笑っていたのか」

「────」

「答えろよ、テレシア……いや、『剣聖』テレシア・ヴァン・アストレア!!」

　そんなつもりは、ない。

　ただ、その弁明にも何の意味もなかった。

「もう、ここにはこないわ」

　飛びかかってくるヴィルヘルムを躱かわし、なおも諦めない彼を何度も殴り倒して、奪った剣の柄つかを叩たたき込んだところで、膝をつく彼にテレシアは言った。

　憎悪と、憐れん憫びんと、ひたすら負の想念を込めた彼の視線に、これ以上は耐えられない。

「そんな、顔して……剣なんて、握ってるんじゃねえ」

　剣の美しさと、鋼はがねの尊さを誰より信奉し、己を捧ささげてきたのがヴィルヘルムだ。そんな彼の全てを足蹴にし、踏ふみ躙にじる自分の力にようやく折り合いがつく。

　答えは他ならぬ、ヴィルヘルム・トリアスがくれたのだ。

「私は、『剣けん聖せい』だから。その理由がわからないでいたけど、やっとわかったから」

「理由、だと……っ」

「誰かを守るために剣を振る。それ、私もいいと思うわ」

　この殺さつ戮りくの力で、忌まわしい呪いで、人を守ろう。──ヴィルヘルムを、守ろう。

　彼を守り、家族を守り、大勢を守り、王国も全部守ってしまって、立派な『剣聖』になるのだ。誰より強く、立派な『剣聖』になるのだ。

　私が、一番強いのだから。『剣聖』は、最強なのだから。

「待って、いろ、テレシア……」

　背中に届く声に、足を止めそうになる。それを必死に堪こらえた。

　その必死に堪えるテレシアの耳に、心に、それでもヴィルヘルムは声を届かせてくる。

「俺が、お前から剣を奪ってやる。与えられた加護も役割も、知ったことか。剣を振るうってことを……刃やいばの、鋼の美しさを、舐なめるなよ、『剣聖』……ッ！」

　奪ってやると、そう言われた。

『剣神』の笑い声が、消えない幻聴が、テレシアの頭ず蓋がいに響き渡る。

『剣聖』に勝つなどと、そんな無謀を語った非才な剣士を嘲あざ笑わらうように。




　──そんな儚はかない希望に心を揺らされた愛いとし子を、嘲笑うように。
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　──圧倒的な剣気を背中に浴びせられ、テレシアは本能的に振り返っていた。

　どよめきが上がり、式典に沸いていた人々の熱狂が切り裂かれる。それは誰の制止の声にも従わず、ふらりと式典会場へ現れた男──否いな、剣士だった。

　──『亜人戦争』の終結を祝し、その内戦の決着に最も貢献した存在、『剣聖』テレシア・ヴァン・アストレアをお披ひ露ろ目めする記念式典の最さ中なかだ。

　式典のために正装し、儀礼用の剣を手にしたテレシアは自分の正気を疑った。

　こんなことはありえないと。決して覚めぬ悪夢の中、これも『剣神』の歪ゆがんだ愛が見せた幻だと、テレシアは自分の見たものが信じられなかった。

　そのテレシアの前で、剣士は──『剣けん鬼き』が、錆び付いたナマクラを構えていた。

「────」

　無言で構える『剣鬼』の前で、テレシアもまた儀礼用の剣を構えた。

　不ふ逞ていの輩やからを取り囲もうとする衛士たちを、壇上にいた国王が制止する。その判断に感謝した。これで、決して邪魔は入らない。

　夢でもいい。──この『剣鬼』との逢おう瀬せを、誰にも邪魔されないで済むのだ。

　──合図はなかった。

　示し合わせたように、二人の剣が同時に走り、甲かん高だかい音を奏でる剣けん戟げきが始まった。

　テレシアの視界を、『剣神』が愛いとし子に見せる勝利への道筋が走る。剣でなぞれば相手を殺す、殺さつ戮りく技巧の到達点──それを、『剣鬼』はただの研けん鑽さんだけで突破する。

　狂おしい熱情が剣に宿り、中空の白線が錆びた剣にことごとく斬り殺された。

　胸が高鳴る。剣戟を重ね、白線が断ち切られ、視線が絡み合うたびに、恋をする。

　目の前にいる、剣の鬼に恋をする。

　何度も、何度も、何度でも、『剣けん聖せい』はこの『剣鬼』に恋をする。

　──この人が、愛おしくてたまらないのだ。

　一合ごとに想おもいが募る。今すぐ剣を手放して、その胸に飛び込んでしまいたい。

　それはできない。それはさせない。『剣神』ではなく、眼前の『剣鬼』が拒絶する。

　自分の力で奪うのだと、他の誰の手も、お前の手すらも借りはしないと。

　自分だけの力で、自らの執念で、剣に捧ささげ尽くした全てで、『剣神』から女を奪う。

　何回、何百回、何千回、何万回、何億回、自分を想って剣を振っていてくれたのか。

　剣戟が交差し、鍔つば迫ぜり合い、切っ先が閃ひらめき、幾度も打ち合い、やがて──、

「俺の」

「────」

「俺の、勝ちだ」

　儀礼用の剣は、テレシアの手を離れていた。

　衝撃に痺しびれる掌てのひらがあり、背後に聖剣が音を立てて落ちる。そしてテレシアの白い喉元には、半ばで折れたナマクラの赤茶けた刀身が突き付けられていた。

　美しく飾り立てられた『剣聖』が、泥臭く鍛え上げられた『剣鬼』に、負けた。

　それは聖剣がナマクラに敗北し、『剣聖』という幻想が打ち破られた瞬間だ。

「俺より弱いお前に、剣を持つ理由はもうない」

　かけられる、ぶっきらぼうな声。それを聞くのも、ずいぶんと久しぶりで。

　それで最初にかける言葉がそんなだなんて、本当に彼らしい。

「私が、剣を持たないなら……誰が」

「お前が剣を振る理由は俺が継ぐ。お前は、俺が剣を振る理由になればいい」

　彼が剣を振る理由は、何かを守るため。

　彼が上着のフードを脱いだ。見たかった顔が、汚れた仏頂面でテレシアを睨にらんでいる。

　奪うとか、守ってやるとか、格かつ好こいいことを言いにきたくせに、本当に女心がわかっていない。剣だから、仕方ないけど。

「ひどい人。人の覚悟も決意も全部、台無しにして」

「その台無しにしたもの全部、俺が継ぐさ。お前は剣を握っていたことなんて忘れて呑のん気きに……そうだな。花でも育てながら、俺の後ろで安穏と暮らしていればいい」

「あなたの剣に、守られながら？」

「そうだ」

「守ってくれるの？」

「そうだ」

　大切なものの中に自分を数えて、そして、この愛いとおしさに応えてくれるなら。

　テレシアは『剣けん鬼き』──否いな、ヴィルヘルムの言葉に微笑ほほえんだ。

　それから、首に突き付けられる剣に触れて、一歩、前に出る。

　触れた刀身越しに、ヴィルヘルムの研けん鑽さんの日々を感じた。耐え難い感情が込み上げ、テレシアの眦まなじりから涙がこぼれた。

　ゆっくりと、溢あふれ出した涙が頬ほおを伝い、微笑むテレシアの青い瞳ひとみを煌きらめかせる。

「花は、好き？」

「嫌いじゃなくなった」

「どうして、剣を振るの？」

「お前を守るために」

　限界だった。

　剣を手放した瞬間から、『剣神』の声などもう聞こえない。

　ヴィルヘルムしか見えない。

　ヴィルヘルムしか感じない。

　ヴィルヘルムしか、いない。

　彼の胸に寄り添い、目を閉じるテレシアにヴィルヘルムの唇が重なった。柔らかく、熱い感触に愛おしさが膨れ上がり、テレシアの世界が一変する。

　頬を染めて、目の前の愛おしい男を見た。

　ヴィルヘルムは何も言わず、静かに言葉を待っている。

　それを見て、テレシアは笑った。仕方なく、前と同じように、自分から問いかける。

「私のことを、愛してる？」

「──わかれ」

　ぶっきらぼうな返事で、顔を背けられた。

　その答えに目を丸くして、すぐにテレシアは頬を膨らませた。今度こそ、こんなところで逃げられてたまるものかと、前のめりになる。

「こーら。言葉にしてほしいことだってあるのよ」

「あー」

　頭を掻かいて、ヴィルヘルムは誤ご魔ま化かすみたいに首を巡らせる。しかし、やがてテレシアの視線に屈したように吐と息いきし、彼女の細い腰を抱き寄せた。

　そして、驚くテレシアの耳にそっと顔を寄せて、

「いつか、気が向いたときにな」

　──そのときがくるのに、長い時間が必要になる気がする。

　そんな不満を覚えながらも、でも、いつか訪れるその日を待ち遠しく感じて。

　テレシアは惚ほれた弱みだからと、愛いとしい人のわがままを許したのだった。
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「愛してるわ、ヴィルヘルム。あなたは？」

「────」

　結局、その後もヴィルヘルムは一度だってその答えを口にしなかった。

　それでも、言葉の代わりに行動で、自分の想おもいを表明してくれてはいたけれど。

　それで誤魔化されるのは優しい女か、相手の男に首ったけの女だけ。──テレシアは両方だったから、仕方なく誤魔化され続けてあげた。




　夫婦としての時間は、穏やかに、優しく過ぎていった。

　約束した通り、ヴィルヘルムはあれ以来、一度もテレシアに剣を握らせなかった。テレシアも剣に未練などない。『剣神』の声も、とっくに聞こえなくなっていた。

　それでも時折、不安な気持ちになることはある。

『剣けん聖せいの加護』はなくなることはない。ずっと、テレシアの中には在り続けているから。

「テレシア」

「──ん」

　そんな不安を感じたとき、見計らったようにヴィルヘルムに抱きしめられる。そして彼は、内心を隠そうとするテレシアの衣を剥はぎ取って、強引に中に割り入ってくる。

　そんなところに、救われる。

「私のこと、愛してる？」

「────」

　その質問にだけは、頑かたくなに答えてくれなかったけれど。
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　人生には、色々ある。浮き沈みだって、当然ある。

　本当に、色々あった。

　テレシアとヴィルヘルム、二人の間に生まれた一人息子のハインケル。

　ハインケルが妻に迎えたルアンナと、テレシアたちの初孫となるラインハルト。

　──誰が悪い、ということもないはずだ。

　真まっ直すぐ、誰より剣に真しん摯しであろうと努力し、ついに報われなかったハインケルも。

『眠り姫』という病に侵され、最愛の夫と我が子を望まぬ孤独へ追いやったルアンナも。

　人一人が背負うにはあまりに惨むごい宿命を、無数に背負うこととなったラインハルトも。

　誰も悪くない。誰も、悪くなんかなかった。

　ハインケルは歪ゆがみ、ルアンナは夢に囚とらわれ、ラインハルトは愛を取り戻そうとした。

　そのことに気付けたのに、何もできなかったテレシアこそが、罪人だったのだ。




「私は反対だ！　お前は何を考えている！」

　鋭く、研ぎ澄まされた剣気を間近で浴びて、テレシアは夫の剣けん幕まくに身を硬くした。

　わかっていた反応だ。必ず、反対されると思っていた。

　──名ばかりの『剣けん聖せい』に、王国から数十年ぶりの声がかかった。それは世界を脅かす三大魔獣の一角、白はく鯨げい討伐を目的とした『大だい征せい伐ばつ』への参加要請だったのだから。

　髪に白いものが混じり、しかし年齢と共に精せい悍かんさの増した夫の顔を見据える。その青い瞳ひとみに宿った激情と、テレシアへの強い想おもいは何も変わっていない。

　テレシアが愛し、テレシアを愛した男の顔。その夫に、テレシアは首を横に振る。

「もう決めたことよ」

「勝手なことを！　いったい、誰の入れ知恵でこんなこと……」

　頑かたくななテレシアの態度に、ヴィルヘルムはそれが誰の発案であるのかに気付いた。

　直後、憤ふん怒どが『剣けん鬼き』の顔を赤く染め、抑え切れない剣気が大気を弾はじく。

「あの馬鹿野郎、恥を知れ……！」

「それを、私やあなたに言う資格はないわ」

　息子のことで悔やんでいるのはヴィルヘルムも同じだ。

　だから、そのことで息子を責めることをしてほしくなかった。そのテレシアの想いを汲くんで、ヴィルヘルムは歯は噛がみする。少しは、大人になった証拠だ。

　そして、大人になった彼は、全てを投げ出すには多くを抱えすぎてしまっていた。

　件くだんの白鯨討伐に、ヴィルヘルムは同行できない。

　このとき、王城は未曽有の事態に混乱状態にあった。──王弟フォルドの息女が何者かに誘拐され、近衛このえ騎士団は全力を挙げ、その行方ゆくえを捜索しなくてはならなかった。

　当然、近衛騎士団の団長であったヴィルヘルムも、その任を全うしなくてはならない。

　故に、『剣鬼』の同行しない大征伐へ、今も『剣聖の加護』を継承したままでいる、お飾りの『剣聖』であるテレシアが参加を要請されたのだ。

　──剣を握らせまいと、ヴィルヘルムが約束してくれたことをテレシアは覚えている。

　事実、その約束はずっと守られてきた。安穏と、守られる花女としての日々を甘受してきた。その甘えと、別れるときが訪れたのだ。

「ヴィルヘルム。──私のこと、愛してる？」

「な」

　なおも説得にかかる夫が、微笑ほほえんだ妻の久しぶりの問いに硬直した。

　その動揺に乗じて、テレシアは微笑んだまま、夫の肩へ手を滑らせ、傷を付けた。夫と結ばれて以来、自分の意思で制御できるようになった『死神の加護』で、傷を付ける。

　浅く裂かれた肩の傷を見て、ヴィルヘルムは目を見開いた。

　深手ではないが、血は流れ続ける。テレシアが傍そばにいる限り、離れない限り。

「テレシア？」

　そっと、夫のたくましい胸板に身を寄せた。

　抱き留とめる腕の温かさを感じながら、テレシアはヴィルヘルムの肩の傷に口付ける。

　唇を朱色に染め、初めて味わう夫の血の味がした。

「これで、あなたは私を追ってこれない。それをしたら、傷が塞がらないんだから」

「それでこんな馬鹿な真ま似ねを？　言っておくが、私は血が止まらなくてもお前を追うぞ」

「それをされたら意味がなくなるじゃない」

　小さく笑って、テレシアは体を離した。

　そして、たじろぐヴィルヘルムの肩の傷を指差して、

「その傷、そのままにしておきます。あなたが私を追ってこないように。お互いの仕事が終わったら、ちゃんと塞いであげる」

「────」

「大丈夫。私を誰だと思っているの？　この世界で、あなたの次に強い最強の剣士よ」

「五十近くにもなって若者に張り合っても……」

「余計なことは言わないの」

　ぴしゃりと、失礼なことを言うとする口を塞ぐ。まったく、二十年以上連れ添ってこれだ。

　鋼はがねは、剣は、今も変わらない。

　だから──、

「愛しているわ、ヴィルヘルム」

「────」

「ええ、それでいいの。その答えは、次に」

「次？」

　眉を寄せるヴィルヘルムに、テレシアは頷うなずいた。

　そうして、再会を夫の肩の傷に誓いながら──、




「──戻ってきたら、あの日、聞けなかった言葉を聞かせてくださいね」
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　記憶が、吹き飛ぶ。

　砂嵐の中にいるように視界が乱れ、周囲の音も疎まばらで聞き取りづらくなっていた。

「──っ！」

　誰かの怒号が、悲鳴が、絶叫が聞こえる。

　討伐隊は、白はく鯨げいを倒すために出陣した軍勢は、壊滅状態に陥っていた。

　周囲を濃い霧が取り巻いていて、どちらへ逃げればいいのか皆目見当もつかない。ただ漠然と、強大な圧迫感から逃れるように、皆が声を張り上げているようだった。

「────」

　何が起きたのか、とっさに思い出せない。

　過酷を極める激戦だったが、戦況は討伐隊が優勢だったはずだ。白鯨を相手に一歩も引かず、一線を退いていた自分でも役立つのだと、そう考えた記憶はあって。

　そこまで考えて、違和感に気付いた。それは微かすかな、しかし、絶大な違和感。

　手足に、目に、問題はない。だが、まるで翼をなくしたような喪失感が──。

「加護が……」

『剣けん聖せいの加護』の感覚を、感じなくなっていた。

　どれだけ剣を遠ざけても、決して消えることのなかった感覚が、消えていた。

「──ラインハルト！」

　瞬間、自分の中にあった加護が、誰に継承されたのか手に取るようにわかった。

　叔父が、テレシアに加護を継承したことを察したのと同じように。あるいは単純に、テレシアがラインハルトの底知れない天てん賦ぷに気付いていたからかもしれない。

　いずれであっても、テレシアは自分の次代の『剣聖』がラインハルトだと確信した。

　その感覚はもしかしたら、『剣聖』へ憧れ続けたハインケルへの裏切りだったのかもしれないが──それを咎とがめるものも、その時間も、残されてはいなかった。

「──あら、こんなところに女性が一人。ずいぶんと勇ましいのですね」

「──っ」

　たおやかな、そして場違いな声がして、テレシアは戦慄に振り返っていた。

　濃霧の中から、白金の髪をした少女が現れる。少女は柔らかに微笑ほほえみ、見知らぬ相手への無償の友愛を思わせる慈悲深い眼まな差ざしをしていた。

　それは恐怖を抱かせるほど、ちぐはぐで歪いびつで膨大すぎる愛情。

「嫌われてしまいましたね」

　抜けなくなった『龍剣』を放り捨て、テレシアは足下の長剣を拾い、斬りかかった。

　平時であればしない判断、しかし、ここは白鯨の霧が支配する死の世界──そこへ悠然と歩み出た少女など、奇怪を通り越して危険でしかない。

『剣聖の加護』が失われても、テレシアの体にはかつての剣技を再現する実力があった。十分以上の剣力を込め、放たれる剣撃が少女の体を両断し──、

「──あなたを、理解したいのです」

　次の瞬間、蠱こ惑わく的てきな声に鼓膜をくすぐられ、意識が闇へ落ちる。

　空から落ちるように、水の中へ沈み込むように、意識が下へ下へ、向かう。

　何が起きたのか、わからない。何が起きるのかも、わからない。

　ただ、孫の未来を、息子の心を、二人を繋つなぐ花嫁を、想おもう気持ちが駆け抜ける。

　そして最後に──、

「──ヴィルヘルム」

　愛いとしい男の名を呼んで、意識は完全に消えてなくなった。

　そして──。
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「情けない、顔……」

　ゆっくりと開いた瞼まぶたの向こうに、ぐしゃぐしゃの顔が見えた。

　髪はしっかり白くなって、顔にも年季の入った皺しわが増えて、これはこれで格かつ好こいいと思ってしまうのは仕方ない。だって、見間違えるはずもなかった。

　夫の顔だ。あの別れから、ずいぶんと時間は経たってしまったようだけれど。

「────」

　長く、息を吐いた。

　近くには他にも、ハインケルと、ラインハルトだろうか。二人の気配を感じる。

　アストレアの男が三人揃そろって、わざわざ迎えに、見送りにきてくれたのかもしれない。

　みんな、優しい子たちだったから。

「テレシア、私は……」

　皺くちゃの顔で、ヴィルヘルムが息を詰まらせる。

　息子と孫の前でみっともない。威厳と凛り々りしさはどこに置き忘れたのだろう。まぁ、思い返せば意外と、こんな弱くて脆もろいところも可愛かわいい人だったけれど。

「ね、ヴィルヘルム……」

　自分の声は掠かすれていて、なのに妙に若々しい。もう、お婆ばあちゃんのはずなのに。

　まるで、初めて恋をした頃みたいな声で、恥ずかしい。

「────」

　初めて恋をした頃、そんな感覚にこそばゆくなる。

　残された時間もあまりないのに、ただ見つめ合うだけで時間を浪費してしまった。

　でも、それでもいい。テレシアから伝えるべき言葉は、十分に伝えた。それは、ヴィルヘルムもわかってくれているはずだ。

　だから、時間と、機会と、言葉が必要なのは、彼の方。

　テレシアは静かに、その言葉を待てばいい。待たせはするけど、必ず期待には応える。そういう男だから、ヴィルヘルム・トリアスは。

　そんな夫だから、ヴィルヘルム・ヴァン・アストレアは。

「お前に、言わなくてはならないことが……ある」

「────」

「わ、私は口下手で、自分の考えもうまく伝えられず、お前にも苦労を……だから、二十年以上も、お前に一度も……」

「────」

「二十年、不安にさせたかもしれん。だが、私は……」

「──馬鹿な人」

　上手に話せない不器用な姿に、黙っているつもりが堪こらえられなくなってしまった。笑ってしまう。本当にこの男、何を言っているんだろう。

「本当に、気付いてなかったの？」

　今にも泣き出しそうな顔で、懸命に心を砕こうとする頬ほおに手を伸ばす。

　ひどく体が重い。もう力なんてほとんど残っていない体だけれど、残された力の全てを指先に注ぎ込んで、その頬を伝う涙を拭った。

　言葉に詰まるその頬に、指を届かせることができた。

　残された力の全部をその指先に込めて、愛する男の頬を伝う涙を拭うことができた。

「あなたはずっと、言ってくれていたわ」

　隠していたつもりだったのだろうか。

　言葉にしていないだけで、隠し通せているつもりだったのだろうか。

「あなたの目が、あなたの声が、あなたの態度が、あなたの行いが、ずっと」

　テレシアに、ヴィルヘルムの向ける全てが。

　この人の心を、何よりもはっきり伝えてくれていて。

「私は、お前を──」

「あなたは、私を──」

　だから、十分だったの。




「──愛してる」




　最初から最後まで、きっと恵まれた人生だったわ。

　仲のいい兄弟がいて、愛してくれる両親がいて、親身になってくれる友人がいて。

　たくさんの人たちに助けられて、ヴィルヘルムと出会って。

　きっと色々、まだまだ問題はあるけれど。

　それはきっと、あなたたちなら大丈夫って信じているから。

　あなたたちのことを、最初から最後まで、ずっとずっと、愛しているから。

[image: ]




　──最後に一つだけ、聞けなくて心残りなことがあったの。




　実は一ひと目め惚ぼれだったんですなんて知ったら、あなたはどのぐらい驚いてくれましたか？
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　互いに、愛の言葉を交わしたのが最後だった。

　満足げに微笑ほほえみ、愛いとおしげに頬ほおを染めて、その瞳ひとみを涙で潤ませたテレシア・ヴァン・アストレアの姿が、瞬またたく間に形をなくして崩れ去る。

　ヴィルヘルムの腕の中、テレシアは灰の塊となり、今度こそ本当に失われたのだ。

「────」

　自分の胸で命を燃やし尽くし、ついには灰と化したテレシア。ヴィルヘルムはそんな彼女の残ざん滓しに目を落とし、ただただ黙って俯うつむき続けている。

「……これで、満足か？」

　そして、黙して動かないヴィルヘルムに代わり、男が──ハインケルが声を上げた。

　彼は自分と同じく、その状況を眺めていたラインハルトを憎悪のこもった眼まな差ざしで睨にらみつける。その視線に振り返り、ラインハルトは短く息をついて、

「満足、とは？」

「とぼけるなよ！　見たままだろうが！　満足か？　満足だろうな、お前は！　これで名実共に、『剣けん聖せい』の座はお前のものだよ、おめでとう！　先代を死なせて加護を奪ったって風聞も、疑いようのない事実ってわけだ。なぁ、満足だろ？　おい！」

「何を仰おつしやられているのか、意味がよくわかりません」

「すかした顔してるんじゃねえよ、クソガキが!!」

　荒々しく怒声をぶつけ、ハインケルがラインハルトに掴つかみかかろうとする。しかし、ラインハルトはその指先を避さけると、踏鞴たたらを踏む実の父を掌てのひらで制した。

　まるで相手にされていない。その事実を前に、ハインケルが奥歯を強く噛かみしめる。

「図に乗るんじゃないぞ、ラインハルト……ッ」

　ラインハルトに指を突き付け、ハインケルが唾を飛ばして息子を弾劾する。

「お前が何を言ったところで、俺が見たものは変わらねえ。お前がお袋を……テレシア・ヴァン・アストレアをぶった斬ったのは事実だ。公表するぞ。世間に言い触らして、誰もお前を『剣聖』だなんて認めないようにしてやる！」

「────」

「何のかんの言って、お前は『剣聖』って名誉が手放せねえだろうが。これまでは有う耶や無む耶やにできてたかもしれないが、もうそうはいかねえ。肉親を斬り殺しておいて『剣聖』？　王国の剣？　ハッ、笑わせるな！　この人殺しがぁ！」

「──副団長、何度仰られても意味がわかりません。僕が先代を斬っただなんてことは、副団長の勘違いです」

「は、ぁ……？」

　息を荒くして詰め寄るハインケルに、ラインハルトは静かにそう応じる。その内容にハインケルは目を丸くするが、ラインハルトには言い逃れようという気配はない。

　言い訳ですらない。ラインハルトは、事実を述べている。

「今の敵は秘術によって動かされていただけの屍しかばねです。先代『剣聖』……お祖ば母あ様さまであったはずがありません。何か勘違いされておられるのでは？」

「────」

　ラインハルトの言葉に、ハインケルは唖あ然ぜんとして絶句する。

　それから彼は自分の赤毛に手を差し込み、乱暴に掻かき毟むしる。微かすかに引きつった笑い声が喉からこぼれ、ハインケルは狂的な笑みを浮かべながら、

「じゃあ、最後のアレはなんだ？　親父おやじと話してたアレは!?　俺やお前を恨めしそうに睨にらんで……アレがお袋で……母上でないなら！」

「──もうやめろ、ハインケル」

　歯を剥むいて、憎悪以上の感情に身を焦がすハインケル。そのハインケルの激発を止めたのは、ここまで沈黙を守り続けたヴィルヘルムだった。

　老剣士はしゃがんだ体勢のまま、腹に巻いていた上着を解くと、その袖を破いて自らの右足──長剣に貫かれ、大量に出血した傷を手当てする。

『死神の加護』の力で塞がらないはずの傷は、テレシアの存在が失われた瞬間から効力を失っている。それは右足だけではなく、ヴィルヘルムの左肩にあった古傷さえも。

　生者のテレシアは左肩に、死者のテレシアは右足に。

『死神の加護』で妻が刻んだ傷は、その両者が失われたことで効力をなくしたのだ。

「やめろって……親父おやじ！　あんたはそれでいいのかよ!?　こいつは……！」

「やめろ、ハインケル。……やめろ」

　食い下がるハインケルを、重ねてヴィルヘルムは制止する。

　袖をなくした上着を広げ、ヴィルヘルムは灰となったテレシアの亡なき骸がらを包み込む。このまま、風に彼女を委ねるのはあまりに寂しい。

　せめてこの遺灰だけでも、彼女の愛する家族と同じ墓へ入れてやらなくてはならない。

「──っ」

　そんな父の姿を見て、ハインケルは悔しげに続く言葉を引っ込めた。そして、遺灰を回収したヴィルヘルムはふらつく足で立ち上がる。

　止血したとはいえ、傷は深い。出血も多い。とっさに、その体をラインハルトが支えようと手を伸ばした。だが──、

「──触るな!!」

　その、触れかけた指先をヴィルヘルムの怒号が突き放した。

　ラインハルトは伸ばしかけた腕を止め、ヴィルヘルムはそんな彼の方を見ようとしない。ただ、互いに視線を交わさぬまま、『剣けん鬼き』は静かな息を吐いた。

「ラインハルト……」

「──はい」

　震えるヴィルヘルムの声と違い、ラインハルトの声は堂々としたものだ。

　その声こわ音ねに一度目をつむり、ヴィルヘルムは言葉を紡いだ。

　──それは、問いかけだ。

「祖母を……テレシアを斬ったことを、後悔しているか？」

「────」

　返答には、微かすかな間があった。

　あるいは、それは先ほどのハインケルとの問答と同じように、無意味な問答であると切り捨てられかねないものだったかもしれない。

　しかし、ラインハルトは一拍置いて、答えた。

「いいえ。──僕は正しいことをした。そのことを、悔やんだりはしない」

「……そう、だな。その通りだ」

「────」

「お前は正しい。私が間違っている。──だから、お前と話すことはもう、何もない」

　静かに告げて、ヴィルヘルムはラインハルトに背を向けた。そして、祖父と孫は互いに顔を見合わせないまま、決定的な問答を終える。

「都市の中、あなたの力が必要な場面は他にもありましょう。途中、はぐれたガーフィール殿のことも気掛かりだ。どうか、『剣けん聖せい』ラインハルト殿」

「────」

　ひどく他人行儀な物言いを受け、ラインハルトは息を詰めた。それから彼は顎を引き、最後にハインケルの方をちらと見る。

　憎悪を燻くすぶらせるハインケル、彼はラインハルトの視線に微かすかに身を硬くした。そんな些さ細さいな怯おびえに触れず、ラインハルトは目を伏せると、

「外は危険です、副団長。可能であれば避難所へ。──ヴィルヘルム様と一緒に」

「お、お前に言われるまでもあるか！　早く消えろ！」

　最後まで、欠片かけらの温かみもない言葉をぶつけられ、ラインハルトは顔を背けた。そのままラインハルトは膝を曲げ、次の瞬間には夜空の月へ向かって跳躍する。

　瞬またたく間に姿の見えなくなる『剣聖』、その人外の運動力を見届け、ハインケルは唾を吐いた。そして、足を引きずって歩くヴィルヘルムの背中へ駆け寄る。

「親父おやじ殿、一人でなんて……」

「そっとしておいてくれ。今は誰にも、顔を見られたくない」

「親父……」

「私の心配は不要だ。お前は、自分の安全だけ考えていればいい。……それでいい」

　気遣ったつもりか、乾いた言葉を残してヴィルヘルムがハインケルを置き去りにする。妻の遺灰を包んだ上着を抱いたまま、足を引きずる背中が遠ざかる。

「────」

　その背中を呼び止めることも、隣に並んで歩くこともできず、取り残される。

　取り残されて、やがてヴィルヘルムも見えなくなって、ハインケルは──。

「なん、だよ……なんだよ、なんだよ、なんだ、なんだ、クソ、なんなんだよ！」

　誰もいなくなった場所で、石畳を睨にらんでハインケルは激情を吐き出す。頭を掻かき毟むしり、言葉にならない怒りを叫び、足下に落ちていた自分の剣を蹴り飛ばした。

　美しい騎士剣が、『アストレア』が地面を弾んで、滑るように転がっていく。

「クソクソクソクソ、どいつもこいつも……！　どいつもこいつも死んじまえ……！　死んじまえぇぇぇぇ──ッ!!」

　たった独りきりの広場に、血を吐くようなハインケルの絶叫だけが木霊する。

　いつまでも、いつまでも、恨みと嘆きをない交ぜにした絶叫が、高く遠く──。

　祖父と、父と、孫と、アストレア家の揃そろった戦場は、こうして終わる。

　祖母であり、母であり、妻であった女性。

　テレシア・ヴァン・アストレアの最期は、三者の心にそれぞれの傷を残して。




　──ここに、水門都市プリステラ攻防戦の全ての戦場が決着した。
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第六章　『プリステラ攻防戦リザルト』
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　──その放送が都市の全域に響き渡ったのは、『強ごう欲よく』の大罪司教を倒したスバルとエミリアが、レグルスの元花嫁たちを連れて都市庁舎へ戻る道中のことだった。




『四方の制御塔を奪還し、都市を脅かしていた卑劣な魔女教は全て撃退されました！　これにより、都市の安全は確保。──水門都市、プリステラの勝利です！』




　喜色に富んだその訴えは、都市中に声を届ける『ミーティア』による放送だ。

　いくらか音割れしていたものの、放送した人物の声が裏返っていた以上の問題はない。その歓迎すべき内容には、『言わされている』感は一切感じられなかった。

「スバル！　今のって……！」

「だね。何とか、うまくいってくれたってことか……」

　隣で喜ぶエミリアに頷うなずき返して、スバルは一段落した安あん堵どに肩の力を抜いた。

　少なくとも、これで大水門が開放されて都市が水没する全滅ＥＮＤは回避された。わずかな懸念があるとすれば、放送の声に聞き覚えがあったこと。──記憶違いでなければ、声の主は安否が不明だったキリタカ・ミューズのものだったはずだ。

　毎朝、『ミーティア』での放送を行っていた彼の声の呼びかけは、避難所で救いを待つ都市の住民たちにとって耳馴な染じみ深い。故に、違和感なく心へ届いただろう。

　それさえも、悪あく辣らつな『色しき欲よく』あたりの策謀と考えられなくもないが。

「それ言い出すとキリがねぇからな。とにかく、都市庁舎に急いで戻ろう。ちゃんとこの目で確かめないと安心できねぇ」

　そう言って、スバルはエミリアと花嫁たちに帰路を急がせる。

　辛つらい思いをした彼女たちに無理をさせるのは胸が痛むが、今は足を止められない。早々にこの不安を払拭し、本当の意味で安あん堵どを勝ち取りたかった。

　無論、そう簡単にこの心の焦燥が取り払われることなど──、




「────」

　そのスバルの不安は、都市庁舎へ帰り着いた瞬間、木端微み塵じんになっていた。

　都市庁舎が近付くにつれ、当初の不安は膨れ上がる一方だった。それは、遠目に見えてくるはずの都市庁舎が影も形もなく、何かあったと容易に想像させたから。

　実際、都市庁舎は崩れ、瓦が礫れきの山となっていた。

　建物の中にいたはずの負傷者や非戦闘員、彼らがその瓦礫の下敷きになったのではないかと、募る焦燥感がスバルの心を焼き尽くさんとした。

　だが、そうしたスバルの不安と焦燥は、長く続きはしなかった。

「────」

　スバルたち以外にも、あの放送を聞いた住民の多くがこの場へやってきていた。

　彼らもまたスバルと同じで、危急の事態を逃れた確信を欲していたはずだ。そしてやはり同じように、崩れ去った都市庁舎を見て激しく動揺したことだろう。

　あるいはまた、動揺は混乱となり、再びパニックが拡大していたかもしれない。

　──それを、たった一音のリュリーレの旋律と、続く歌声が一気に吹き飛ばした。

「────」

　瓦礫の山をステージに、一人の『歌姫』が歌っている。

　柔らかな歌声、美しく奏でられる楽曲。真剣な横顔には彼女らしくない真しん摯しな情感が満ち満ちていて、そこに立つのが本物の『歌姫』であると魂を揺さぶってくる。

　自然と、強こわ張ばっていた心がほぐれ、長く深い、陶然とした息が漏れた。

　そうして、緊迫の解けるスバルの手に、傍かたわらのエミリアがそっと手を重ねる。見れば彼女の周囲、長く感情を凍らせていた花嫁たちが涙を流していた。

　雪解けの瞬間に流れた涙が、『歌姫』の歌声によって再びとめどなく溢あふれる。

　感情の決壊は花嫁たちだけではなく、この場にいる聴衆全員に伝搬した。涙と嗚咽おえつが広がり、歌がもたらす感動が人々を為なす術すべなく溺おぼれさせる。

　それは優しく柔らかい、歌声による心の侵略行為だった。

　歌の終わりが近付いて、リュリーレの旋律が甘くほつれていくのがわかる。スバルの、聴衆の心を占める、終わりを拒みたい掻かき毟むしるような衝動──。

　だが、全てのモノには終わりがある。故に、人は儚はかなく揺蕩たゆたうモノを愛せるのだから。

　だから──、

「────」

　歌が終わり、人々の視線と鼓膜を一身に集めた『歌姫』が瓦が礫れきの上で一礼する。

　瞬間、金縛りが解けたように時の流れの中へ戻り、人々が手を打った。拍手が、万雷の拍手が生まれ、歌の女神に祝福されし『歌姫』へと称賛が降り注ぐ。

　その称賛の雨の中、ゆっくりと顔を上げ、『歌姫』は──、

「ご清聴、あじゅじゅっしたぁ！」




　訂正。──リリアナ・マスカレードは、盛大に舌を噛かんだ。
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「──スバル！　やっと戻ってきたかしら！」

「……ベアトリス？」

　瓦礫の上のライブがなおも続く中、聞き慣れた少女の声にスバルは振り返った。

　都市庁舎の跡地に集まる大勢の人々、その人垣を迂う回かいするようにしてやってくるのは、ふわりとしたドレスの裾を持ち上げて歩くベアトリスだった。

　彼女はスバルたちの下へ辿たどり着くと、その丸い瞳ひとみで二人を見やり、

「ん、二人とも大きなケガはないみたいなのよ。帰りが遅くて心配したかしら。もしベティーのいない間に大ケガでもしてたら、おちおちトイレもいかせられなくなるのよ」

「そこまで手がかかるって幼稚園児かよ……つか、ベア子、お前こそどうした？　マナの使い込みが祟たたって、戦線離脱してたはずだったじゃねぇか」

「その、ベティーに非があるように聞こえる言い方やめるかしら！　大体、スバルの足があるのはベティーの献身のおかげなのよ！　感謝と抱っこが足りないかしら！」

「わかってるわかってるって」

　ぷりぷりと怒り心頭のベアトリスを抱き上げ、スバルは親愛の頬ほおずりをする。そうしていると、膨れっ面のベアトリスも徐々に態度が軟化してくる。

「また俺の留守中に頑張ってくれてたのか。いつも悪ぃな、迷惑ばっかりかけて」

「スバルがベティーに迷惑をかけるのは当たり前だから、気にする必要ないのよ。……嘘うそかしら。やっぱりちょっとは気にするのよ。気にして、感謝かしら」

　スバルの謝罪を受け入れ、ベアトリスは寛容を示しつつも注意を忘れない。それから、ベアトリスはエミリアの方にも向き直り、

「エミリアも、無事で安心したのよ。お前に何かあったら、にーちゃが悲しむかしら」

「うん、そうよね。ベアトリスも、心配してくれてありがとう。スバルとラインハルトがきてくれたおかげでへっちゃらよ」

　力こぶを作り、健在をアピールするエミリアにベアトリスが「ふんっ」と顔を背ける。ほんのり頬ほおが赤くて、照れを隠し切れていない。可愛かわいい。

「で、可愛いベア子に質問だ。リリアナがああしてるってことは、こっちの大勝利で間違いないんだろうが……他のみんなは？　ちゃんとビル崩す前に避難させたか？」

「え？　これってベアトリスが壊しちゃったの？　お小遣いで弁償できるかしら……」

「神妙な面して何を言い出すのよ！　ベティーがやったわけじゃないかしら！　この建物はベティーが出てったあと、勝手に残骸になったのよ！」

「冗談だよ、冗談」

　濡ぬれ衣ぎぬを着せられたベアトリスの弁明にスバルが笑い、エミリアが「え？　どっちなの？」と混乱中。だが、こうしてベアトリスが益体のない話に付き合ってくれているのだ。

「つまり、ベア子が落ち着けてるぐらいにはみんな大丈夫だったってことで……」

「──そそ。ちゃーんとうちらも脱出してるから、心配せんでええよ」

「とと、その声は……あれ？」

　スバルの結論を肯定する声があって、三人の視線がそちらへ向いた。

　すると、やはり瓦が礫れきの山と人垣を迂う回かいしてくる、小柄な人物──一瞬、相手の容姿に違和感を覚えたのは、その髪の色が見知ったそれと違ったためだった。

「アナスタシアさん、だよな？」

「なんやの、その確認……って、せやったね。今のうち、髪の色が違ってるんやったわ」

　そう言って、着物姿のアナスタシアが自分の髪を手櫛で梳すく。その髪は薄紫の地毛から濃い緑に染色されていて、大きく印象の異なる様子にエミリアが目を丸くした。

「アナスタシアさん、その髪、どうしちゃったの？」

「ん～、似合ってへん？　うち、結構お気に入りなんやけど……」

「あ、ううん、似合ってる！　でも、急だったからびっくり仰天しちゃって……」

　慌てて首を横に振り、エミリアがアナスタシアの問いかけに真面目まじめに答える。それを聞いたアナスタシアは「おおきに」と微笑ほほえむと、

「話せば長ぁくなるけど、これも作戦の内やね。積もる話は後回し……とにかく、エミリアさんが無事でよかったわ。ナツキくんも、ちゃぁんと男の子やねえ」

「その評価も気になるけど……アナスタシアさん、他のみんなは無事か？」

「────」

「制御塔を取り返して、街が救われたってのはリリアナライブからもわかった。あとは、そのために戦ってくれたみんなの状況だ。それは、どうだ？」

　真剣な問いかけ、その真意を胸に秘めたまま、スバルはアナスタシアと向き合った。

　──基本的に、スバルは自分の『死に戻り』を組み込む戦略を良しとしていない。

　それは死への抵抗感はもちろんのこと、『聖域』で見せられたスバルの死後の世界の影響が大きい。あの世界の真しん贋がんはわからない。ただの性悪魔女が見せた嫌がらせの可能性だってある。──だが、『死に戻り』に頼りきりになる選択肢は、あのとき消えたのだ。

　それでもスバルが自発的に『死に戻り』を選ぶとすれば、それは失ったまま進むことを許容できない結果が待ち受けていたとき。

　そして今回、スバルはその可能性を考慮し、覚悟している。

　大罪司教に挑み、都市奪還のために力を合わせた王選候補者やその騎士、関係者たち。

　失いたくない人たちを失わないために、痛みと苦しみを伴う時間を、繰り返す覚悟を。

「スバル……」

　隣に立つエミリアが、腕の中のベアトリスが、スバルの覚悟に瞳ひとみを憂えさせる。

　その、どこか危うい決意を覗のぞかせるスバルを見つめ、アナスタシアは唇を緩めると、

「──。安心してええよ。ナツキくんとエミリアさんが、戻ってきた最後やから」

「俺らが最後……って、みんなは？」

「安心し」

　確証を欲して焦るスバルへと、アナスタシアは微笑を深め、片目をつむって答えた。

「全員、ちゃぁんと戻っとるよ。──欠員なし、うちらの勝ちや」
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「大将ッ！　無事に戻ったかよォ！」

　都市庁舎跡地の最寄りの避難所、そこは人がごった返す野戦病院の様相を呈していた。

　仲間の姿を求め、ベアトリスの案内でそこへ合流したスバルたち、その姿に気付いて威勢のいい声を上げたのは金髪の人物──ガーフィールだった。

「おお、ガーフィール……って、お前、大丈夫!?」

　笑顔で手を振るガーフィールを見て、スバルは思わず目を剥むいた。

　上半身裸のガーフィールだが、その全身は青黒い打撲傷で一杯だ。だが、当の本人は晴れ晴れした表情で、激戦を乗り越えたことの自信が漲みなぎっていた。

　その表情を見て取り、スバルはすぐに驚きを笑みへと切り替えて、

「人のこと無事とか言ってる場合かよ。お前、ひでぇ面してんぞ」

「面のこと大将にゃァ言われッたくねェよ。……けど、さすが大将だぜ。男見せたッみてェじゃァねェか。エミリア様、よく助け出してきたぜ」

「当然」

　スバルが不敵に笑って拳こぶしを突き出すと、ガーフィールも自分の拳を突き合わせた。男同士、互いの健闘を称たたえ合うにはこれで十分だ。

　そんな二人のやり取りに、エミリアとベアトリスは顔を見合わせる。

「なんだか、スバルとガーフィールってすごーく男の子って感じね」

「やれやれ、ベティーにはわからん世界なのよ。暑苦しくって敵かなわないかしら」

　微笑ほほえむエミリアと対照的に、ベアトリスは男の世界への理解が低い。そんな彼女の態度に牙を鳴らし、ガーフィールが「おいおい」と視線を鋭くした。

「ハッ、女連中にゃァわかんねェ世界かもしんねェなァ。大体、俺様ァ……」

「──おーっ！　ガーフ、いたー！　どんどこどーん!!」

「ぐおァ!?」

　話の途中、横からの衝撃で吹っ飛ぶガーフィール。倒れたその胸の上に跨またがるのは、パタパタと尻尾を振る子猫人の少女だ。

　耳をピンと立てたその少女は、愛らしい顔を笑顔で一杯にしながら、

「ふーははー！　ガーフ、ユダンタイテキ！　ホントーの敵は自分の心の中にいる！　あと、心の中には大事な人もいる！　つまり、マンパイ！」

「て、てめェは人の上ではしゃぎやがって……ッ」

「ふふーん、ミミ、お嬢にいわれてんのー！　男はなんか尻にしくのがいい、みたいな？　なんか、それがカケヒキとかっていってた！　で、しいてみたー！」

　そう言って、ガーフィールを尻に敷いて笑っているのはミミだ。

　深手を負っていたはずのミミ、その健在な様子にスバルはホッと胸を撫なで下ろす。

「ミミ、お前も元気になったのか！」

「おー、おにーさん、おかりー！　おかりー！　ミミが寝てる間、なんかすごー大変だった感じ？　おつかれさまー！　ミミ、すごーよく寝てた！　で、元気！」

「あれだけ色々あって変わんねぇな、お前。……でも、ガーフィールも一安心だろ」

　ミミが瀕ひん死しに陥ったのは、ガーフィールを庇かばったからだと聞いている。

　瀕死の彼女を担ぎ込み、癒えない傷と知ってひどく衝撃を受けていたガーフィールだ。こうして快方に向かったミミに、さぞや安心したことだろう。

「ハッ、変わりッなさすぎて困ってるってんだよォ。大体、さっきッから言ってんだろォが。そォやって、治りたてで騒いでっとよォ……」

　胸の上、笑顔のミミを睨にらんでガーフィールが説教をする。が、その説教の途中で、ミミが「あ！」と大きな瞳ひとみをパチクリさせて、

「ガーフ、やばい！　また傷やぶけたー！　血がドバドバーっ！」

「バカ野郎！　だから言ったじゃァねェか！　クソ！　手当てすっからこい！」

「うきゃーっ！　いたひー！　いたひー！」

　傷口が開いて笑い出すミミを担いで、ガーフィールが慌てて避難所の奥へ走る。まるで嵐のような騒がしさで、思わずスバルは呆あつ気けに取られた。

「ふふっ……あの調子なら、ガーフィールが悩んでる暇ひまもなくなっちゃいそう」

　と、微笑むエミリアが遠ざかる二人の背中にそんなコメントをする。それを聞いて、スバルも「そだね」と相好を崩し、

「なんだかんだで、いい組み合わせだよな、あの二人って」

「ミミって可愛かわいいし、ガーフィールのことすごーく好きみたいだし……ガーフィールはラムのことが好きみたいだから、簡単なお話じゃないと思うけど」

「うん、わかるわかる……って、エミリアたんが男女の色恋にコメントを!?」

　わりとわかりやすい事例とはいえ、思いがけない発言にスバルが仰天する。

　スバルからの告白を、男女の恋愛がイマイチわからないからと返事を保留にしているエミリアが、まさか他人の色恋に言及するとは。

「まったく、やれやれなのよ。お子様が揃そろって背伸びして可愛いもんかしら」

「一番見た目が幼いベアトリスちゃんに言われると、形無しですよねえ」

　そんな様子を傍観し、余裕の態度で肩をすくめるベアトリス。何とも外見不相応なコメントだが、それに対して応答したのは──、

「なんだ、いたのかよ、オットー」

「最初からいましたけど!?　ってより、みんなが揃って僕のところに集まってきたんでしょうに、白々しい！」

　そう、スバルの言葉に過剰にリアクションしたのはオットーだ。

　彼の言葉通り、スバルとガーフィールが拳こぶしを突き合わせた時点から、ずっと彼はこの場に同席していた。何な故ぜならスバルたちは、出来合いのベッドに寝そべり、ぐったりと養生している彼の下へ集まっていたのだから。
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「ベア子に聞いたぞ、武闘派内政官。お前、また血ぃ見たさに獲物を探して都市をうろついてたって話じゃねぇか。好きだねえ」

「またぞろおかしな噂うわさが立つんで、根も葉もないデマやめてもらえませんかねえ!?」

　いつもの調子でオットーが叫ぶ。が、その顔色は決して良くない。寝台の上の彼の両足には痛々しく包帯が巻かれ、重傷者であることも疑いはなかった。

「オットーくん、傷の具合は大丈夫なの？」

「しばらく歩くのに難儀しそうですが、ちゃんと治るそうですよ。……状況的にはエミリア様の方が大変だったのに、僕が重傷ってのも情けない話ですが」

「そんなことないわ。一生懸命戦ってくれた結果なんでしょ？　オットーくんは戦うのが仕事じゃないんだから、ひどいことにならなくてホントによかった」

「内政官って仕事にまともな常識があるの、今のところエミリア様だけですよ……」

　よほど素直な心配に飢えていたらしく、ほろりとしたオットーの答えにエミリアは困惑気味だ。まぁ、直前の見舞い客だったガーフィールの態度はスバルとそう変わらないだろうから、オットーの心情は推して知るべしである。

　とはいえ、オットーが足を怪け我がした経緯について、スバルも心中穏やかではない。

「──本を取りにいく途中で、『暴ぼう食しよく』の野郎と出くわしたって？」

　ベアトリスから聞いた話を、スバルは硬い声でオットーに問いかける。

『叡えい智ちの書』の扱いに関して、とことんスバルたちを遠ざけようとするオットーだ。彼の心配はわかる。わかるが、同じ憂慮はスバルにだってあるのだ。

「一言相談しろよ、そのぐらい。友達なんだろ」

「エミリア様が連れ去られて、おまけに都市の命運まで英雄みたいに背負わされた。そんなところにもう一つ厄介な荷物を預けろと？　御免です。僕は自分の友達に、そんな馬鹿みたいな押し付けばっかりするつもりはありません」

「けっ」

　軽口を装ったつもりが、思わぬ返答があってスバルは憮ぶ然ぜんとして目を背けた。

「二人して回りくどいのよ……これも、男同士のわけわからん世界の話かしら」

「でも、それがスバルとオットーくんらしいと思うの」

　肩をすくめるベアトリスと、口に手を当ててくすくすと笑うエミリア。

　その二人の様子に、スバルはオットーに目配せ──オットーも、小さく頷うなずく。

『叡智の書』の話題は、あまりエミリアには聞かせたくない。その点、オットーも同意見らしく、ここで話題を広げるのを避さけることに無言で同意した。

『福音書』の上位互換であり、『魔女』の遺のこした曰いわく付きの一冊だ。極力、それらとエミリアを関わらせないのは、スバルの中の静かな決意の一つだった。

「ともあれ、お前が無事で何よりだった。本当に生き汚い野郎だぜ」

「この足で無事扱いってことに物申したいところですが……」

　話題変えと心配が半々のスバル、その返答の途中でオットーが意味深に沈黙する。

　それは足のケガや『叡えい智ちの書』とも異なる、別の気掛かりがあるような態度で。

「なんだ？　まだ何か言い足りないことがあるのか？」

「ええ、相当に難しい問題が。──ナツキさん、隣の避難所にご注意を」

「隣の避難所……？」

　首を傾かしげるスバルの隣で、エミリアとベアトリスも同じく首を傾げる。そのスバルたちを見上げ、オットーは小さく顎を引いた。

　そして──、

「大罪司教の一人が、そこで捕縛されています」
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「──よう。誰がきたのかと思ったら兄弟じゃねぇか」

　そう言って、問題の避難所を訪れたスバルたちを出迎えたのは、通路に背中を預けていた鉄てつ兜かぶとの男──プリシラの従者、アルだった。

　彼は連れ立って歩いてくるスバルたちの中、エミリアの方に視線を向け、

「へぇ、嬢ちゃんも無事だったみてぇじゃんか。本気で、兄弟もよくやるぜ」

「ええ、心配してくれてありがとう。アルも、私の伝言をスバルたちに伝えてくれてすごーく助かったわ。ホント、アルっていい人ね」

　レグルスに連れ去られたあと、エミリアの入手した貴重な情報のメッセンジャーになったのがアルだ。そのことへの感謝に、アルは自分の首を指で乱暴に掻かいた。

「……むず痒がゆいし、買かい被かぶりだぜ、そりゃよ。兄弟からも言ってやってくれや」

「ああ、そうだな。エミリアたん、それは買い被りだよ」

「本気で言いやがんのかよ!?　頑張ったのにそりゃねぇぜ、兄弟!?」

　抗議の声を上げるアルに、スバルは「冗談冗談」と軽く応じる。

　とはいえ、今回の騒動でのアルの言行には色々と思うところが多い。不明瞭な行動の数々と、スバルへの助言──不信感は募る一方だ。

「それで、アルはここで何をしてるの？」

「見張りっつーか、畑の案山子かかし役みてぇなもんだ。誰かしら見てねぇとやべぇって姫さんに言われてよ。それで当人はお色直しだってんだから困ったもんだぜ」

「……でも、アルはそれを嫌がってるように見えないけど」

「ぬぐ」

　エミリアの悪気のない発言に、アルが痛いところを突かれて呻うめいた。

　実際、周囲を振り回してばかりのプリシラに付き従う以上、アルにはアルなりの忠節があるのだろう。それは余人に推し量れるものではない。

「クソ、調子が狂うぜ。……で、ここにきた目的は奥にいる奴やつでいいのかよ？」

「他に目的があると思うのかしら？　わざわざお前と世間話するためだけにくるほど、ベティーたちは時間を持て余しちゃいないのよ」

「辛辣な言い方だな、オイ。そんなイラつくなよ、ベア子……と」

「──ベティーがその呼び方を許すのはスバルだけかしら」

　軽々しいアルの態度に、ベアトリスが瞳ひとみに怒気を孕はらませて言い放つ。

「次に同じ呼び方をしたら、世にも恐ろしい報復がお前を待っているのよ」

「へいへい、わかったよ。ったく、つれないったらねぇ」

　兜かぶとの金具を指でいじり、アルがベアトリスの態度にそうぼやく。ただ、確かにベアトリスらしくない、愛のない噛かみつき方だった。

　だが、そのことに言及する前に、アルはスバルたちのために通路の道を開けて、

「大罪司教は奥だ。悪さはできねぇように縛ってあっから、とりあえず殺し合いにはならねぇだろうよ。──その上で、一個だけ忠告しとく」

「忠告？」

「奴やつらと関わってもいいことねぇよ。話なんかしねぇで、放置して帰んな」

「……そんなわけに、いくかよ」

　声の調子を落として、真剣な響きの込められたアルからの忠告。それを受け、しかしスバルは首を横に振り、改めて通路の奥へと目を向けた。

　ピリピリと肌の粟あわ立だつ気配──最奥の鉄扉の中に、大罪司教が囚とらわれている。

「こんだけやってくれた連中なんだ。それに、こっちが嫌がっても魔女教との縁は切れない。だから、たまにはこっちからも攻め込んでやる」

「……そうかい。そこまで覚悟があんなら、オレはもう何も言わねぇよ」

　スバルの決意の程を知り、アルが諦めた様子でその場にどっかりと腰を下ろした。そうして、彼は首だけで奥の扉を示しながら、

「一応の確認だが、嬢ちゃんたちもいくんだよな？」

「ん、もちろん。スバルだけ危ない目になんて遭わせられないもの」

「そうかよ。……なら、兄弟一人だけよりよっぽど安心だぜ。なぁ？」

「うるせぇな！　なんかあったらお前も遠慮なく助けにこいよ！」

　最後だけ軽口を叩たたき合い、スバルたちはアルに見送られて通路の奥へ。閉め切られた鉄扉へ近付くほどに、不可解な圧迫感がこちらの全身に絡みついてくる。

　それはまるで、スバルの本能が、魂が扉の向こうの存在を拒んでいるかのようで。

「……スバル」

　足を止め、扉を睨にらみつけるスバルを心配そうにエミリアが呼んだ。

　無言のベアトリスも、スバルの空いた手をそっと握ってくれている。

「悪い、大丈夫だ。──いくぞ」

　二人の存在に勇気をもらい、スバルは錯覚を振り払うと、ドアノブを強く握りしめる。

　そして、鉄扉が軋きしむ音を立てて開き──、




「──あは。きてくれたんですね、あなた。わざわざごめんね？　ありがと」




　そう言って、光源の乏しい部屋の中、椅子に鎖で拘束された怪人──『憤ふん怒ど』の大罪司教、シリウス・ロマネコンティがスバルの来訪を笑顔で歓迎した。

「────」

　その血ち腥なまぐさい笑みに、スバルは胸の内を掻かき毟むしられる感覚を味わう。

　地下に建設された避難所の最奥、人払いの済まされた黴かび臭くさい一室だ。その部屋の中央、シリウスは自分の持っていた金色の鎖で全身を縛られ、囚とらわれの身となっていた。

　プリシラとリリアナ、制御塔へ向かった二人の戦果──それが、この怪人の身柄だ。

「きてくれて嬉うれしいです。誰もいらっしゃらないと思ったら、このためだったんですね。ありがと、ごめんね？　……ただ、邪魔者もいるみたいですけど」

　スバルの姿に声を弾ませ、一方でエミリアたちへどす黒い敵意を向けるシリウス。

　それは想おもい人を奪われまいとする女の情念そのもので、どうやらシリウスの中では、スバルがペテルギウスの依より代しろであるという勘違いが続行中らしい。

「この状況で、まだ二人に噛かみつけるなんてずいぶん余裕だな。言っとくが、捕まったからには簡単に解放なんてされねぇぞ」

「でも、安易に始末もできない、でしょう？　ありがと。あなたが私を心配してくれているのはわかります。でもごめんね？　その心配は無意味なんです」

　強気に出るスバルの脅し文句を、シリウスは思いやりだと独自に解釈する。

　そして、「わかるでしょう？」と怪人はひび割れた声で嗤わらった。

「誰の心にも他者を想い、他者を求める『愛』がある。そうである限り、誰にも私を否定することなんてできない。それは、あの傲慢な娘であっても同じことです」

　言外に、相対したプリシラのことを語り、シリウスは愛いとおしむ瞳ひとみでスバルを見つめる。その態度にスバルは言葉が見つからない。そこへ──、

「──スバル、無駄かしら。この手の輩やからに反省とか共感とか、そんな人間らしい感情を求めるだけ無駄なのよ。こいつらは、そういう生き物なのかしら」

「……女の形をした精霊が、私の愛しいペテルギウスに近寄るな」

　そっと、スバルに寄り添うベアトリスにシリウスが怒気を漲みなぎらせた。

　その怪人の刺とげ々とげしい視線に、ベアトリスはぐいとスバルの腕を抱き寄せる。

「お生あい憎にくなのよ。ベティーはスバルのモノだし、求められてここにいるかしら。お前の方こそ、間違った名前でスバルを呼ぶんじゃないのよ、勘違い女」

「調子に乗るな、メスガキが。一方的で汚らわしい偏愛でその人にくっついてるんじゃぁない。尻から火を入れて、腹の中身を焼き尽くしてオド・ラグナにくべてやろうか」

「二人とも、勝手に盛り上がってケンカしないの。私も怒るわよ」

　ベアトリスとシリウス、二人の険悪な雰ふん囲い気きにエミリアが割って入った。

　一触即発の空気、それはシリウスの権能の影響なのか。感情を掻き乱し、容易たやすく自分を見失わせる魔性の力、その危険性は長く接するほど増大していく。

「スバル、やっぱり危ないと思うの。この人と話すのは……」

「──それでも、頼む。降って湧いた、魔女教から話が聞けるチャンスなんだ」

　こんな状況でもなければ、魔女教と腰を据えて話す機会など得られない。それも、相手は大罪司教。──他の大罪司教の権能を、聞き出せるかもしれないのだ。

「……危ないと思ったら、すぐ割って入るからね」

　スバルの嘆願を聞き入れ、エミリアがベアトリスと一緒に一歩、後ろへ下がる。

　これで状況を預けられ、スバルは雁がん字じ搦がらめの怪人に改めて向き直った。

「お望み通り、俺が話し相手だ。先に言っとくが、外のお仲間連中は全員やられるか撤退した。助けはこないぞ」

「助けなんて期待していませんよ。そんなわかりきった話をして照れ隠しだなんて、ホントに可愛かわいい人ですね、あなたは」

　対話を試みるスバルに、囚とらわれのシリウスはご満悦だ。

　怪人は完全にエミリアたちの存在を意識の外へ置くと決めたらしい。それならそれで、二人に危害は及ばないと割り切り、スバルは対話へ臨む。

「助けがこないのはわかりきってる、ってのはどういう意味だ？　こっちの勝因はお前らに仲間意識がなかったことだが、それにも限度があるだろ」

　大罪司教同士に連携の意思がないこと、それがスバルたちの反抗作戦の根拠であり、実質的な勝因だ。ただ、それでは腑に落ちないこともある。

「今回、お前らはプリステラを同時に攻撃した。そこだけ、お前らのスタンスと矛盾してるんだ。『叡えい智ちの書』だの、人工精霊だのを要求してきたことだって……」

「それを欲したのは私ではありませんもの。他の連中の考えなんて汚らわしくて知りたくもありませんが、私たちが都市へ集ったのは『福音書』の指示ですよ」

「……また『福音書』か」

　魔女教徒が道を踏み外し、悪に染まる原因とされる『福音書』。

　所有者の辿たどるべき未来を示す予言書という話だが、それが万能の一冊でないことはペテルギウスの末路を思えば明らかだ。

　未来を知っていること、それが全てではないことをスバルは誰より知っている。

　だから、不思議でならない。

「お前ら魔女教は、なんだってそんな本の言いなりになってるんだ？　あの本が『魔女』の……お前らの大好きな『嫉妬の魔女』の復活に役立つからか？」

「──勘違いしないでください」

「勘違い？」

「私が愛しているのはあなただけ。あなた一人だけです。『魔女』なんて、私にとってはどうでもいい。全部、あなたに辿り着くために必要なだけのモノ」

　スバルの質問への回答、そこから不意に喜悦の感情が掻かき消える。

　代わりに湧いた感情は、どろどろと煮詰めた暗い暗い負の想念、執着、妄執──、

「他の連中も似たようなモノ。誰も彼も、おぞましい欲望を抱いて自分の権能に縋すがり付くだけ。『愛』だけが目的の私とあなたとは違う。──何もかもが、違う」

　──魔女教の目的は、『嫉妬の魔女』の復活である。

　ペテルギウス・ロマネコンティの言動と、伝え聞く魔女教の教義や蛮行から、スバルは疑わずにそうであると信じてきた。その、根本の理由が揺らぐ。

「他の、大罪司教の目的はどうだ？　魔女教は最終的に、何が狙いなんだ？」

「さあ？　ごめんね。あなた以外のことには興味がなくて、わかりません」

「魔女教が普段から使ってる根城は？　誰か、まとめ役とか指導者がいるはずだ！」

「いいえ、特にそうした決まり事は。あなたもご存ぞん知じの通りですよ」

　包帯の内側に凶笑を隠して、シリウスはスバルの質問をのらりくらりと躱かわす。──否いな、躱かわしているつもりはない。おそらく、本当にシリウスは何も知らないのだ。

　何一つ知らずに、自分の執着する目的のために他者を、世界を踏ふみ躙にじれる。

　そうした資質があるから、奴やつらは大罪司教と呼ばれる。

「────」

　わからないと、心底の無理解がスバルの胸中を支配した。

　その瞬間、小さく椅子が傾く音がして、スバルの鼻面にシリウスの顔が急接近した。

「ぁ──」
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「──あなた、呑のまれていますね？」

　眼前、血走った紫し紺こんの瞳ひとみに見つめられ、スバルの喉が凍りつく。

　足首まで鎖に拘束されたシリウス、彼女は傾けた椅子を爪先だけでバランスを取り、スバルの胸に寄りかかる形で姿勢を維持していた。

「依より代しろのつもりの肉体に精神を食はまれて、自由を奪われるなんて……あなたは本当に、私がいなくてはダメな人なんですから」

　熱っぽくこぼし、シリウスの舌がスバルの首を甘くなぞる。

　ざらつく感触を肌に味わい、スバルの全身が総毛立つ。込み上げる不快感に、目の奥が激情で真っ赤に染まった。そのまま、思考は熱に呑まれ──、

「──アイスブランド・アーツ！」

「か、ふぐっ！」

　斜めに叩たたき付けられる氷ひよう槌ついの一撃が、スバルに縋すがり付くシリウスの横っ腹を直撃し、そのまま椅子ごと横手の壁に怪人が激突する。

「おかしな真ま似ねはしないで！　私、おっちょこちょいだからうまく手加減できないの！」

　容赦のない一発を叩き込み、床に倒れるシリウスへエミリアが警告する。

　その間、ふらつくスバルの体を支え、ベアトリスも怪人に警戒の目を向けていた。

　油断も隙もないとはこのことだ。完全に手足を封じ、ここまで拘束状態に追い込んでも大罪司教は留とめ置けない。わかっていたことだった。

　その権能の凶悪さに見落としがちだが、シリウスの戦闘力は大罪司教でも群を抜く。

　一見、魔女教最強は『無敵』のレグルスであるように思えるが、実態は権能任せの『強ごう欲よく』など真の意味での脅威度は低い。権能によらない強さこそが大罪司教の本質なら、他の大罪司教の方がよほどレグルスより手て強ごわいだろう。

「これ以上、話すだけ無駄かしら、スバル。この女は危険なだけなのよ」

　寄り添うベアトリスの忠告を、今度こそスバルも撥はね退のけられない。

　リターンより、リスクが大きく上回る。ましてやこの怪人の権能は、相手の心に毒を植え付けるのに特化しすぎている。

　あまりに惜しいが、これ以上の接触はリスクが勝ちすぎる。

「────」

「……待て」

　そう考え、ベアトリスの意見に従おうとしたスバルが息を詰めた。

　冷たい床に顔を押し付け、シリウスは荒く鼻息をついている。──否いな、鼻息ではない。

　それは、鼻歌だ。地べたに横たわり、シリウスが鼻歌を口ずさんでいた。

「その歌をやめろ。何のつもりだ」

「────」

「やめろって言ってんだろ！　その歌、キンキン頭に響くんだよ！」

「──。ああ、ごめんね？　でも、歌はいいですよね。そう教わったばかりなんです。歌は本当に素晴らしいって。だからつい、歌ってみたくて」

「リリアナか……！」

　歌が素晴らしいと、その意見に異存はない。

　だが、どんな歌でも手放しに褒ほめられるなんてわけでもない。そもそも、シリウスとリリアナとでは歌への思い入れが根本から違っている。

　今も避難所の外、大勢の人々の心に寄り添い、優しく救済している『歌姫』。

　その尊く美しいものと、歪いびつでおどろおどろしいモノとは、同じにはなれないのだ。

「お前の歌とあいつの歌を一緒にするなよ。お前のは違う、別物だ」

「──それはあなたにも言えること。あなたは、違います。違っている。私の愛するあの人とは、決定的に違う。同じなのに、違う」

「なに？」

「ペテルギウスはあなたの中にいる。魂と魂が溶け合い、肉体と肉体が混ざり合い、そうして愛いとしいあの人が表出するのに時間がかかる。私のすべきことはそれを手伝うこと。あの人の目覚めを、一番傍そばで見届けること」

　床に倒れたまま、首を曲げてシリウスがスバルを見上げる。

　その狂的な瞳ひとみに浮かぶのは、渦うず巻き続ける激情の嵐だ。怒りが、喜びが、悲しみが、そして隠しようのない慕情が、シリウスの瞳を渦巻いている。

「あなたの中から、あの人を引きずり出す。──ありがと、ごめんね？　その日まできっと、体と心を大事にしていてくださいね」

　言葉には、本気でスバルを慮おもんぱかる慈愛があった。

　スバルとペテルギウスは違うものだと、シリウスはそう理解した。理解してなお、怪人は自分に都合のいい妄想で現実を上書きする。

　いつか、スバルの内側に眠るペテルギウスを迎えにいくと、妄言を重ね続ける。

「一つだけ忠告を。──『暴ぼう食しよく』に気を付けて。『美食家』も『悪あく食じき』も『飽食』さえも、あなたを奪おうとするでしょう」

「……『暴食』、だと？」

「もし、奴やつらに食はまれることがあったら、誰もあなたを覚えていられなくなる。そんなのは嫌です。機会があればぜひ、『暴食』は殺しておいてください。邪魔ですから」

　地べたに横たわったまま、シリウスは邪悪な慕情を孕はらんだ微笑でスバルを見送る。

　最後の最後まで、欠片かけらもわかり合えないし、相あい容いれない。

　それが大罪司教なのだと、十二分以上にスバルの心に刻み込んで。

「────」

　それきり、扉が閉まるまで、シリウスは歪いびつな鼻歌を歌い続けた。

　音律が狂い、音楽という概念を踏ふみ躙にじって弄もてあそぶような、聴覚を掻かき毟むしる悪あく辣らつな旋律。

　──全く新しく呪わしい不協和音、『怨おん樂がく』を怪人は歌い続けていた。
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「どうだったよ。やっぱ、嫌な気分になっただけだっただろ？」

　シリウスとの対話を終えたスバルたちに、アルはそう言って肩をすくめた。

　実際、アルの忠告は正しかった。シリウスと話すことで、スバルは著しい気力の消耗を味わっている。ただ、収穫が何もなかったわけではなかった。

「勝手に手ぶら扱いすんなよ。一応、聞けた話もなかったわけじゃない」

「へえ？　大罪司教から話が聞けたって？　本当かよ」

　肩をすくめて返したスバルに、アルが驚いた風にエミリアとベアトリスを見る。その視線に二人は顔を見合わせ、エミリアの方が頷うなずく。

「ええ、本当よ。その、ちょっと危なかったから乱暴なこともしちゃったけど……」

「あー、それで派手な音が聞こえたのか。……まさか、殺しちゃいねぇよな？　オレは別に構わねぇけど、姫さんの機嫌は保証できねぇぜ？」

「プリシラのご機嫌取りじゃねぇけど、殺したりしてねぇよ。捕虜虐待って話だと、あとで言い訳がいる感じになるけどさ」

　気まずい顔のエミリアを、スバルが微妙な形でフォローする。

　こちらの世界の捕虜の扱いはわからないが、椅子に縛った状態のシリウスをぶん殴ったことは事実。床に寝かせて放置してきたのも、褒ほめられた扱いではないだろう。

「とはいえ、嫌な気分ってだけで済んだんなら御の字だ。ひょっとすると、兄弟とあの連中は波長が合うのかもな」

「ゾッとすること言うなよ……。俺と息ピッタリなのはベア子だけで十分だ。なぁ？」

　アルの恐ろしい想定に首を振り、スバルは傍かたわらのベアトリスの頭を撫なでる。当然、威勢のいい返事を期待したものだったが、

「ベア子？」

「──。スバル、ここはもう十分かしら。どうせなら、他のところへ向かうのよ」

　固い表情で袖を引くベアトリスに、スバルは訝いぶかしみながら「ああ」と顎を引く。

「そしたら、俺たちはあっちでみんなと合流する。アルはどうするんだ？」

「オレぁ遠慮しとく。どのみち、大罪司教の監視は必要だろ？　オレがいても大して役立つ話はできねぇし、こっちで姫さんの忠実な下僕スタイルを貫くさ」

　応じるアルはその場に腰を下ろし、どっかりと胡坐あぐらを掻かいた。

　そんなアルを見つめて、エミリアは胸の前で拳こぶしを握るガッツポーズ。

「ん、それじゃ、アルも気を付けてね。すごーく大事なお役目、ご苦労様」

「へいへい、せいぜい頑張らせてもらうわ。──無事でよかったな、嬢ちゃん」

　最後にそんなアルの見送りを受けて、スバルたちはシリウスの監禁場をあとにする。

　そうして通路を抜け、アルの姿が見えなくなったところで──、

「で、どうしたんだ、ベア子。ずいぶんアルを嫌ってたみたいだけど」

「──。別にそんなことないかしら。スバルの勘違いなのよ」

「いや、それで誤ご魔ま化かせるわけねぇだろ。エミリアたんじゃねぇんだぞ」

「え？　どういうこと？」

　手を繋つないだまま、ベアトリスがスバルの質問に白々しく顔を背けた。その真意を追及するスバルに引き合いに出され、エミリアが首を傾かしげる。

「アルと何かあったの？　……今、ベアトリスが起きてることと関係ある？」

「……こういうときばっかり、勘のいい娘は厄介かしら」

「ってことは、本当にそうなのか！　アルが何かして、それでベア子が動けてる？」

　渋い顔をしたベアトリスが、スバルとエミリアの質問に仕方なく頷うなずく。それから、彼女は自分の懐ふところをごそごそと探ると、そっと何かを差し出して見せた。

「これって……」

「ベティーたちの目的だった魔ま晶しよう石せきなのよ。──あの男が、持ってきたかしら」

　そう付け加えるベアトリス、彼女の小さな掌てのひらの上にあるのは、淡い輝きを宿した特別な魔石──スバルたちが、プリステラへやってきた目的の魔晶石だ。

　本来、ミューズ商会のキリタカの所有物のはずで、ミューズ商会の建物が倒壊してしまった今、回収は困難だろうと思われていたものだった。

「けど、それをアルが掘り返してきたってことか？　どうやって？」

「──わからないのよ。そして、それは聞くなと当人に言われているかしら」

「当人って、アルに言われたの？　お願いだから聞かないでって」

「そんな可愛かわいい頼み方だったかはわかんねぇけど……あいつの方がもっとわかんねぇ」

　平和的なエミリアの疑問だが、スバルの疑問はその一つ先、アルの行動の不透明さに他ならない。──正直、この都市でのアルの暗躍は度を越している。

　ここまで怪しい行動が続くと、さすがにアルを警戒せざるを得なくなるが──、

「──でも、アルは悪い人じゃないと思うの」

　そんなスバルとベアトリスの緊張を、唇に指を当てたエミリアが一言で打ち砕く。その彼女の言葉に、ベアトリスが「むぎゅ」と喉を鳴らして、

「また、エミリアは根拠もなくそういうことを言い出すのよ。事実、あの男は魔晶石でベティーを起こしたり、あれこれ怪しい行動を……」

「だけど、おかげでベアトリスが起きられて、オットーくんやフェルトちゃんが助かったんでしょ？　なくなったらどうしようって思ってた魔晶石も見つけてくれて、ね？」

「むぐぐ、かしら」

　性善説をごり押しされ、ベアトリスがエミリアの主張に陥落した。実際のところ、エミリアの言葉には一定の説得力がある。

　間違いなく、アルの行動は不審だ。──だが、こちらへの敵意は感じない。

　事実、彼の選択は一貫してスバルたちの有利に働いた。今回の都市防衛で、大きな役割を果たした功労者の一人、それは間違いないのだ。

「この魔ま晶しよう石せきのことは、あとでちゃんとキリタカに確認しなくちゃ。それで、また話し合いをやり直して、今度こそ譲ってもらいましょう」

「……こっそりもらってもバレないのに、馬鹿正直なのよ」

　エミリアの意見に小声でこぼしつつ、ベアトリスも強く反対はしない。そのあたり、どちらも根っこがいい子なのだ。見ていてほっこりする。

　ともあれ、アルへの対応は保留、魔晶石の扱いはキリタカとの直接交渉に委ねる方針だ。それを決めて、スバルたちは再び最初の避難所へ戻ってきた。

　本来、スバルの一番の望みは仲間の安否確認、そちらを改めて優先する。

「────」

　そんな考えで視線を巡らせ、スバルは避難所の中、一際目立つ存在を見つける。

　野戦病院めいた避難所は人の出入りが多く、ようやく危機が去った都市を家族や友人を探して回る人の姿がごった返している。

　──その喧けん騒そうの中にあって、静せい謐ひつな雰ふん囲い気きを纏まとった『剣けん鬼き』は異彩を放っていた。

「スバル」

「ごめん。ちょっと俺だけでいかせてくれ」

　気遣わしげなエミリアの声は、スバルと同じ存在に気付いた証あかしだ。そのエミリアに頷うなずきかけ、ベアトリスと繋つないだ手を離して、スバルはそちらへ足を向けた。

　周囲の喧騒と隔絶され、どこか近寄り難い雰囲気のある『剣鬼』の下へ、一人で。

　そして──、

「──スバル殿ですか」

「……はい、そうです」

　歩み寄り、最初の一声を躊躇ためらうスバルにヴィルヘルムが気付いた。こちらを見据える青い瞳ひとみ、その静寂を見て、スバルは自分が聞きたかった問いの答えを悟る。

　ヴィルヘルムは傷だらけで、死闘の余韻を感じさせる姿だ。

　上着を脱いだ体には多数の切り傷があり、まとめていた白髪がほどけ、背に広がっている。最も深い傷は右足を貫通し、命に関わる重傷だったと一目でわかった。

　しかし、それ以上にスバルの目を引いたのは、ヴィルヘルムの負った傷ではない。

　彼のすぐ傍かたわらに、何かを包むようにして置かれている上着があるのだ。

「ヴィルヘルムさん、それは……」

　大事に畳まれた上着、それに何が包まれているのかを確かめようとしてしまう。

　その言葉を受け、ヴィルヘルムの視線が上着へ向いた。

　そのまま、彼はしばらく沈黙し、五秒、十秒と経過したところで、

「……お察しの通り、妻です」

「──ぁ」

　想像通りの答えを返され、しかしスバルは絶句する。

　そんなスバルの反応に目を伏せ、ヴィルヘルムは掠かすれた声で続けた。

「亡なき骸がらは灰になりました。そのまま風に晒さらすのはあまりに不ふ憫びんだと、見苦しくはありますが上着に包んで持ち帰りました。……せめて灰だけでも、きちんと家族の墓に入れて弔ってやりたいのです」

　理に反して動かされた亡骸、その残酷な最後にスバルは言葉が出てこない。

　遺族の、ヴィルヘルムの心中を思えば、その仕打ちは想像を絶するものがあった。

「申し訳ありません。あまりに女々しい、無意味な執着です」

「──っ！　そんなこと！」

　自分を責めるような響きに、スバルはとっさに声を上げていた。

　熱くなる自分を自覚しながら、スバルは微かすかに瞠どう目もくするヴィルヘルムを正面から見る。

「俺は、白はく鯨げいのときも今も、ヴィルヘルムさんが間違ってるなんて思わないし、すげぇ人だって尊敬してます。大事な人を大事に想おもって何が悪いんですか。恥ずかしいことなんてないし、そんな風に思う方が間違ってる」

「スバル殿……」

「ヴィルヘルムさんは、立派です。奥さんを、ちゃんとお墓に入れて、弔ってあげようって考えは間違ってなんかない。うまく言えないけど、すごい人なんだ」

　心の底から、スバルの本音だった。

　白鯨のときも、今回の悲しい再会も、運命はあまりにヴィルヘルムに辛辣だ。

　それでも『剣けん鬼き』は運命に抗あらがい、自らの意志を貫徹し、愛を貫こうとした。

　その結果の全てが報われるものではなかったかもしれない。

　無念の思いも、後悔も尽きないのかもしれない。けれど、正しいはずなのだ。

　愛する人を愛しきるヴィルヘルムの愛は、全部、正しいはずなのだ。

「見苦しいことなんて、ありません。お墓、ちゃんと入れてあげてください。それで機会があって邪魔じゃなかったら、俺にも墓参りさせてください」

「────」

「俺はそれぐらいしたいし、そうされるべき人だって思ってますから」

　口が、うまく回らなくて、しかも感情的で、スバルは自分が悔しい。

　自分勝手極まりなくて、関係ないとヴィルヘルムに突っぱねられて当然の申し出だ。

　しかし、ヴィルヘルムはそんなスバルに、ふっと唇を緩めた。

　強こわ張ばり、張り詰めていた横顔にささやかな隙が生じる。

　そして──、

「……ええ、お願いします、スバル殿。私もあなたには、妻に言葉をかけてもらいたいと思います。あなたには」

「──っ、は、はい！　その、光栄です」

　許しを得た、というよりはヴィルヘルムの度量のおかげだろう。

　スバルの無理な願いを聞き入れて、ヴィルヘルムが短く息を吐く。その横顔がこれ以上の会話を求めていないことを察し、スバルは頭を下げた。

　しばらく、ヴィルヘルムとその妻を二人きりにしてあげるべきだった。

　ただ、そうしてその場を離れる前に、最後に一つだけ確かめたかった。

「ヴィルヘルムさん。──奥さんとは、その、ちゃんと？」

　決着を、つけられたのだろうか。不本意な結果には、ならなかっただろうか。

　無論、屍かばね人びととなった妻との再会自体、望んだことではありえない。

　それでも、決着がヴィルヘルム以外にもたらされることなどあってはならなかった。

「妻とは……」

　一度、ヴィルヘルムの言葉が途切れる。微かすかに視線を逸そらし、ヴィルヘルムはスバルではなく、妻の遺灰を包んだ上着を見た。

　刹那、膨大な感情の渦うずがその青い瞳ひとみに去来し──、

「──はい。妻とは存分に言葉を交わし、確かに別れを告げました」

　言葉、というのは比喩的な表現だろう。

　先代の『剣けん聖せい』であったヴィルヘルムの妻、彼女と剣けん戟げきを交わしたことが『剣けん鬼き』にとってこの上ない会話であり、決着の刃やいばこそが別れの言葉であったはずだ。

　だから、その決着にきっと、ヴィルヘルムは自分の言葉の全てを尽くしただろう。

「私は妻を愛している。──それは、伝えられたはずです」

　静かな、ヴィルヘルムの愛の告白。

　そのささやかな声と裏腹に、聞くものの心を焦がす熱量がスバルの胸を熱くする。

　深々と息を吐いて、スバルは溢あふれ出る感情の荒波を押さえつけ、頷うなずく。

　薄く、唇を綻ばせるヴィルヘルムの姿に、スバルも救われた気持ちで笑った。

「ヴィルヘルムさん、お疲れ様でした」

「────」

「まだ慌ただしくなると思うんですが、ゆっくり休んでてください。またあとで」

　最後の一言、それが偉ぶったものに思えて、スバルは恥ずかしさで早口になる。頬ほおを指で掻かいて、何となく気まずくてヴィルヘルムに背を向けた。

　その背中に──、

「スバル殿」

「はい？」

　呼び止められ、振り返ったスバルは首をひねる。すると、ヴィルヘルムは少しだけ驚いた顔で、すぐに「いえ」と首を横に振った。

「失礼しました。些さ細さいなことでしたので、お気になさらず。どうぞ」

「──？　わ、かりました。ええと、それじゃ、はい。今度こそ、またあとで」

　ヴィルヘルムらしくない反応を不思議に思いながら、スバルはその場を離れる。

　戻ってくるスバルの姿に、エミリアとベアトリスの二人が安あん堵どしたのが見えた。そのぐらい、行きと帰りでスバルの顔が違っているということだろう。

　その自覚はあった。──決して、死者との再会が喜ばしいものだったわけではない。

　それでもせめて、ヴィルヘルムは自分の手で決着をつけて、その結果に納得している。

　そんな事実がささやかでも、救いになってくれている気がしていたから。




「────」

　その、遠ざかる黒髪の少年の背を、『剣けん鬼き』は目を細めながら見つめていた。

　その唇が、何かを堪こらえるかのように固く結ばれる。

　それはつい先ほど、強固な意思で本音を隠し通した偽装の決壊だ。気を抜けば今にも、結んだ唇を噛かみ切ってしまいかねないほどの、激情。

　そうまでして、自身の胸中をあの少年に隠し切ったのは、きっと──、

「──スバル殿、あなたが」

　口の中だけで、囁ささやくような掠かすれた声で、少年の名前を『剣鬼』は呼び、

「あなたがもし、私の──」

　そこまで口にして、『剣鬼』は女々しい己の心を断ち切るように目をつむった。

　音にされなかったその先は、決して誰にも聞かされることはない。

　そしてそれが『剣鬼』の口から紡がれることは、決してない。




　──そんなことだけは決して、『剣鬼』は自らに許さなかった。
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「ヴィルヘルムさん、大丈夫そうだった？」

「ん、大丈夫だと思う。体の傷はともかく……心の傷は、自力で何とかしたみたいだ」

「そう。……当たり前だけど、強い人よね」

　そう言って、避難所の隅に佇たたずむヴィルヘルムの方にエミリアが紫し紺こんの瞳ひとみを向ける。そちらへ振り返る無粋は犯さず、スバルはただ、彼女の言葉に何度も頷うなずいた。

　そう、ヴィルヘルムは強い。立派だ。同じ男として、尊敬の念しかない。

　そんな思いでいるスバルの様子に、エミリアが「ふふっ」と口元に手を当てて、

「ホントに、スバルってヴィルヘルムさんのことになるとすごーく真剣よね。なんて言うか、ぞっこんって感じがするの」

「ぞっこんってきょうび聞かねぇな……」

　などと、いつもの調子で茶ちや化かしはしたが、エミリアの言いたいことはわかる。実際、それはスバル自身も自覚していることなのだから。

「ヴィルヘルムさんはなんか、特別枠なんだよ。素直に尊敬できるし、したいんだ」

「ん、すごーくいいと思う。きっと、ヴィルヘルムさんも救われてると思うから」

「ヴィルヘルムさんが？　それはさすがにないと思うけど……でも、俺もいずれは渋くダンディに歳としを取って、ヴィルヘルムさんみたいな凄すごみを持ちたいんだよね」

「はいはい、わかりました。そんなに照れなくてもいいのに」

　照れ隠しなのか何なのか、自分でもわからない発言をエミリアに微笑ほほえまれる。その笑顔が可愛かわいいので、スバルは内心のもやもやは棚上げすることにした。

　この感情はたぶん、言葉にしなくていい類たぐいのものであろうから。

「ベティーは、スバルにあんなヒゲが生えるのは似合わないと思うかしら」

「そういう話じゃなかったかな！　まぁ、でもわかったよ。俺がヒゲを生やすのは、ベア子がそれに相応ふさわしいって判断してくれるまで待つよ」

「さて、そんなときがくるか見ものなのよ。愛くるしさと毛深さは、にーちゃぐらいの素養がないと両立できないものかしら。精進が必要なのよ」

「へいへい、と」

　エミリアは天然で、ベアトリスは気遣いで、それぞれスバルを元気づけてくれる。彼女らの存在に救われながら、スバルは深く息を吐いて、前を向いた。

「────」

　先と変わらず、避難所には大勢が出入りし、再会を喜び合う場面がいくつも見られる。

　避難所の外から聞こえてくる歌声と歓声、リリアナが終わらぬ歌を歌い続けるのは、歌が人の心を勇気づけると、他ならぬ彼女が信じているからだろう。

　もちろん、都市が見舞われたのは大惨事だ。

　歌い続けるリリアナの想おもいも、こうした光景を快く思うスバルの心情も、ひょっとすると不幸の中に幸福を探すような、そんな矛盾した行いなのかもしれない。

　それでも、意味はある。意義はある。喜びも悲しみも、この状況での本物だった。

　スバルたちが奔走した意味は、確かにその中にあるのだと思えて──、

「──あ？」

　そう考えた矢先、ふと、避難所の入口から様子を窺うかがう人影にスバルは気付いた。

　それは仕立てのいい白の装いを、しなやかな長身に纏まとった人物だ。嫌味なぐらい整った横顔と、色気のある艶つややかな紫色の髪、見間違うはずもない。

　ユリウスだ。その安否を確かめたかった一人、彼がそこに姿を見せていた。

「おい、ユリ──」

「──っ」

　とっさに手を上げ、遠目に見える美丈夫に声をかける。

　だが、その途端、ユリウスはさっと身を翻し、避難所の外へ足早に飛び出した。

「は？」

　思わぬユリウスの態度に、スバルは呆ぼう然ぜんと瞠どう目もくする。

　その反応は完全に予想外だ。ユリウスがスバルの言動に嫌味や皮肉を言うことはあっても、こうまでわかりやすい無視をしたことなど一度もない。

　心配していたわけではない。わけではないが、その態度はないだろう。

「スバル？　どうかしたの？」

「今そこに、ユリウスのキザ野郎がいたのに無視しやがった。捕まえてくる！」

「ええ？」

　沸々と怒りが込み上げ、スバルはエミリアを置き去りにユリウスの背中を追った。

　避難所の喧けん騒そうを駆け抜け、通りの向こうへ消えようとする彼に全力で追い縋すがる。まるで人目を避さけるような素振りだが、いったい何のつもりなのだと。

「おい、この野郎！　お前、なんだってみんなが忙しくしてるときにふらふらしてやがんだよ！　顔が見えねぇと心配になるだろうが。いや、一般的な意見だが」

「────」

　角を折れ、人気のない路地の入口でユリウスの足が止まった。首だけで振り返るユリウスは、乱暴な声をかけたスバルに黄色い瞳ひとみを向ける。

　その、無言の視線をスバルは訝いぶかしむが、ユリウスはその姿勢のまま、

「──。すまない。人を捜していたんだが、中にはいなかったようだったのでね。またすぐ別の避難所を見て回りたい。これで失礼する」

「待て待て待て、何言ってやがる。探し人ってアナスタシアさんとかだろ？　みんなちゃんと避難所にいたっての。見落としただけだ。お前らしくもねぇ」

「──っ」

　やけに他人行儀な言葉を残し、まだ立ち去ろうとする肩を掴つかむ。すると、掴まれた肩を跳ねさせ、ユリウスが劇的な反応を見せた。

　彼は黄色い双そう眸ぼうを見開いて、愕がく然ぜんとした様子でスバルに振り返ったのだ。

「────」

　その、ユリウスの見たことのない表情にスバルは息を呑のんだ。

　驚きよう愕がく──否いな、彼の表情にあるのは驚愕だけではない。それは、縋るような慟どう哭こくだ。

　あまりにユリウスに似合わない感情、それを湛たたえたまま、ユリウスは頬ほおを硬くして、

「……スバル。君は、私のことが？」

「ど、どういう質問だよ。ほんの何時間かで忘れられるほど薄味キャラじゃねぇよ。『最優の騎士』、ユリウス・ユークリウスさんが何を馬鹿な……」

　肩をすくめて、スバルは殊こと更さらにユリウスを皮肉った返事をする。そして、そのやり取りの途中で気付く。──自分の馬鹿さ加減に。

　今のユリウスの質問は明らかにおかしい。そしてそのおかしさは、スバルが想定する最悪の状況、その一歩手前に想像力が及べば気付けるはずのもので。

「まさ──」

「スバル！　勝手に走り出すんじゃないのよ！」

　戦慄に硬直したスバルと、頼りない顔つきで向かい合ったユリウス。

　路地で対面する二人の場面に、追ってきたエミリアとベアトリスが合流する。彼女たちは無言で立ち尽くす二人を見ると、その大きな瞳を瞬まばたかせて、

「ええっと……取り込み中、よね？」

　おかしな雰ふん囲い気きと緊迫感に気付いて、エミリアがおずおずと睫まつ毛げを震わせる。その彼女の反応──特に、ユリウスを見る視線にスバルは嫌な予感を感じた。

　その嫌な予感を否定したくて、スバルはユリウスを指差すと、

「……ああ、そうだけど、そうじゃないんだ。エミリアたん、ベア子も、その」

「──？」

　エミリアとベアトリスが、たどたどしいスバルの言葉に疑問符を浮かべる。

　何か、決定的な問いかけをしなくてはならない。一度聞けば引き返せなくなる、取り返しがつかなくなる類たぐいの問いかけを。

　どこか、諦めたような目つきのユリウス、彼を視界に収めながらスバルは尋ねる。

「ユリウスを見っけた。だから、話し合いに連れてっていいよな？」

「──ユリウス」

　問いかけに、ベアトリスがユリウスを見やる。

　その隣で、エミリアが美しい紫し紺こんの瞳ひとみを儚はかなく、不安げに揺らして──、




「ユリウスさんって、スバルの知り合いの人？」




　と、かつての悪夢を再現するみたいに、そう言ったのだった。
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第七章　『水面みなもに波紋を残して』
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「──まずは皆様にお礼を。このたびは都市の防衛のために尽力していただき、本当に感謝の念に堪えません」

　都市を代表して、キリタカ・ミューズが深々と腰を折り、会談が始まった。

　そのキリタカの前には、都市の攻防戦に加わった王選候補者の各陣営──総勢で十五人近い顔ぶれが集まり、今回の戦後会談に参加していた。

　もちろん、エミリア陣営からオットーとガーフィールが不参加なように、各陣営の負傷者の席は空いている。それでも、おおよその関係者が顔を揃そろえた状態だ。

　そんな錚そう々そうたる面子メンツの中、最初の一声を発したキリタカにスバルが手を上げる。

「感謝の気持ちは受け取るとして、キリタカはよく無事だったな。シリウスがミューズ商会を襲ってきて、連れ去られたんじゃないかって話だったが……」

「私自身、死を覚悟しましたよ。実際、襲ってきた大罪司教に殺意があったなら、私は今頃はここにはいないでしょう」

「シリウスに、殺意がなかった？」

　思いがけない話に驚くのは、スバルだけでなく参加者の大半だ。その驚きの波が引くのを待って、神妙な顔つきでキリタカが顎を引いた。

「相手にその気がなかったことは、私の命が証明しています。無論、私の部下たちの奮闘や、アナスタシア様の『鉄の[image: ]』の助力があってこそですが……」

「それだけで逃げ切れるほど、大罪司教は生易しい相手じゃない」

「その通りです」

　スバルの結論に、キリタカが悔しげに目を伏せる。

　彼の無力感がスバルには痛いほどわかる。自責は毒のように、己の心を蝕むものだ。

「でも、どうしてシリウスはキリタカのことを逃がしたの？　それなら、最初からミューズ商会を襲いにこなくたって……」

「それは、キリタカさんが十人会最後の一人だから、ですよね？」

「え？」

　珍しく大人しくしていたリリアナが、首を傾かしげたエミリアの疑問にそう答えた。

　そのことで自分に注目が集まると、リリアナは「あのあのっ」と手をバタつかせ、

「十人会の方々が全員亡くなられると、『魔女の遺骨』の在処ありかがわからなくなるとか！　だから、死なせるわけにいかなくて確保って……ですよね、プリシラ様？」

「たわけ、妾わらわを担ぎ出すな。そもそも、それとて推測に過ぎん。愚かな上に、狂乱をきたした輩やからの考えなど妾わらわの知ったことか」

「ええええ!?　ここへきて無情の梯子はしご外し!?」

　扇で自分を煽あおぐプリシラが、ぞんざいにリリアナの視線を振り払う。そのまま、プリシラは紅の瞳ひとみで室内を見渡し、気だるげに吐と息いきする。

「あの手の輩の思考など追うだけ無駄よ。無意味な思し惟いに時間を割く暇ひまがあるなら、当人から聞き出す術すべでも考えるがいい」

「お姫さんの言うこともわからんくはないんやけど……」

　過激なプリシラの意見を聞いて、アナスタシアが自分の頬ほおに手を当てながら、

「本音を言うたら、うちはあの大罪司教を生かしておくのは反対や。あれは絶対に不和をばらまく疫病神……できれば、早々に始末した方がええよ」

「──でも、それじゃ手掛かりがなくなる！」

　捕えたシリウスの処遇について、アナスタシアの提案にフェリスが噛かみついた。

　彼の立場と、抱えた問題からすれば当然の反応だ。今も、この場に不在のクルシュは『色しき欲よく』の置き土産、龍りゆうの血の呪いに苦しめられている。

　大罪司教の存在は、その呪いを解くための唯一の手掛かりかもしれないのだ。

「クルシュさんのことは気の毒やと思う。でも、うちにはどうしても、『色欲』のことを『憤ふん怒ど』が知っとるようには思えん。無駄足になるて、そう思うんよ」

「そんなの、ただの推測でしょう!?　勝手なこと言わないで！」

　声を荒げ、フェリスがアナスタシアの言葉を真っ向から否定する。フェリスの感情論だが、アナスタシアも受け入れ難い提案だった自覚から言い返そうとしない。

　そのささくれ立った空気の中、「いいか？」とスバルが手を上げた。

「俺は、『憤怒』から話を聞くのが全くの無駄足になるとは思わない。だけど、あいつを捕まえておくのが不安って考えもわかるんだ」

「どっちつかずなこと言って……スバルくんはどっちの味方なわけ!?」

「二人とも、敵味方って話じゃねぇだろ。最悪、クルシュさんの体の黒い部分は、俺の方で引き取れるなら全部引き取っても構わないと思ってるし」

「……は」

　クルシュを苦しめる黒い肉腫、それへの極端な対応策にフェリスが唖あ然ぜんとなる。彼以外も驚きの目をスバルに向ける中、エミリアが「スバル」と咎とがめるように、

「それは、本当に最後の手段よ。スバルはもっと自分を大切にしなくちゃ……」

「そりゃ俺だって、好き好んであんな不健康そうな入れ墨したいわけじゃないよ。でも、クルシュさんは女の子だし、苦しんでるのが少しは楽になった実績もあるんだ」

「────」

「俺が言いたいのは、急いで結論を出すなってことだよ。焦る気持ちはわかるけど、俺の背中とか尻でいいなら、クルシュさんのために使って構わない。そういう話」

　どうにかできる手段があるのなら、それを見過ごしたくはない。ましてや、スバルはクルシュを尊敬していた。大恩もある。できるだけ、彼女の力になりたい。

　だから、クルシュのために自分の肌を黒く汚すぐらい、なんてことはなかった。

「フェリス、座りなさい。ひとまず、スバル殿の方が正しい」

「……わかってる。わかってるから」

　言葉をなくしたフェリスの肩に触れ、落ち着かせたのはヴィルヘルムだ。フェリスは潤んだ瞳ひとみでスバルに何か言いかけたが、結局、何も言えずに座り込む。

　ともあれ、激発しかけた空気こそ和らいだが、状況は何も変わっていない。

「大罪司教の扱いについては平行線やね。──それもこれも、魔女教を生かして捕まえよなんて絶対思わんはずのお人が、まんまと敵を連れ帰ってくれたおかげやわ」

　そう、揶や揄ゆするような物言いで、アナスタシアの視線が再びプリシラへ向いた。その視線に目もくれず、プリシラは胸から抜いた扇で嘲笑する口元を隠し、

「あれの生死が妾わらわの責とでも？　笑わせるな、女め狐ぎつねが。水に没したあれを拾ったのは、歌ウタ女メを捜して水路をさらった衆愚の誰ぞよ。妾の感知するところではない」

「そしたら、息の根を止めんかったことはどうなん？」

「それこそ逆よ。妾は殺すつもりで剣を振るった。それでなお死なぬのなら、妾は二度殺すつもりはない。あれは妾の手で死なぬ方が、妾にとって都合がよいのじゃろうよ」

「……はぁ。わからんけど、わかりました」

　相変わらずのプリシラの持論に、アナスタシアが議論を諦める。プリシラの理屈は余人に理解が難しい。身内のアルやシュルトでさえ怪しいものだ。

　一方で、また別のところでは主従の意見が割れる。

「僭せん越えつながら、僕は『憤ふん怒ど』の処刑には反対です。クルシュ様のことはもちろんですが、王国にとってもまたとない機会。対話し、魔女教を知る好機です」

「……アタシはぶっ殺した方がいいと思うぜ。あの連中はクソだ。まともな話ができると思えねーし、余計な真ま似ねさせる前に殺しといた方が後腐れねーよ、たぶん」

「フェルト様……」

「言っとくが、これはいつもみてーにお前に反発してるわけじゃねーからな」

『憤怒』の処遇を巡り、ラインハルトとフェルトが真っ向から対立する。何かとラインハルトの意見に噛かみつくフェルトだが、今回ばかりは反発心が原因ではない。

　直感を理由としたフェルト、その意見に「ですが」とラインハルトが続けた。

「大罪司教の処遇は王国に委ねられるべきです。その身柄は速やかに王都へ移送して、騎士団に引き渡されなくてはなりません」

「せやけど、それも危ないんちゃう？　相手は大罪司教、何しでかすかわからんよ？」

「ご心配でしたら、『憤怒』を王都へ護送する役目は僕が負いましょう。万一、大罪司教が何かを企たくらんだとしても、僕が一番適任のはずです」

「適任は適任やろね。でもその場合、フェルトさんはどうするん？　身内にケガ人もおるみたいやし、いったん二人で別々に……」

「──ラインハルトがいくならアタシもいく。今回ばかしはしょうがねーよ」

　フェルトのその言葉に、他でもないラインハルトが驚いた顔をした。主あるじと意見を違たがえたのだから、当然、突き放されるものと思っていたのかもしれない。

　そんなラインハルトを見上げ、フェルトは渾こん身しんのしかめっ面を作る。

「バカ、勘違いすんなよ。お前の意見に賛成したわけじゃねーんだ。けど、今のお前を一人っきりにできるわけねーだろ」

「僕を一人にできない、ですか？」

「知らね。自分の胸に聞けよ。アタシの胸は答えてやるほど柔らかくねーから」

　年齢のわりに未発達な胸を張り、フェルトはラインハルトに舌を出した。彼女のその態度に目を瞬まばたかせ、ラインハルトはおずおずと頷うなずくに留とどまる。

　そのやり取りの真意は、当事者である二人以外にはわからない。ただ、スバルはフェルトのその姿勢に、ラインハルトが救われているようにも見えて。

「──。では、ラチンスたちはどうされますか？」

「お前の親父おやじに一杯食わされて、カンバリーの奴やつはへっこんでっからな。ケガ人のラチンスとガストンの世話って仕事やって、先に屋敷に返しとく」

　てきぱきと自分の陣容の方針を固め、そう言ったフェルトにラインハルトが一礼する。それを見届け、フェルトは「決まりだ」と手を打った。

「ってわけで、捕まえてある大罪司教はアタシとラインハルトで王都に引っ張ってく。猫耳も赤女も、それで文句ねーだろ？」

　フェルトの決めた方針を受け、処刑に反対していたフェリスは不承不承頷く。そして、『赤女』を自分のことと思わないプリシラはその確認を悠然と無視した。

　何はともあれ、ラインハルトが預かるならシリウスへの不安はだいぶ軽減される。あとは王都の専門家が、あの怪人からどんな有用な情報を聞き出せるのか、だ。

「街の代表として、キリタカさんはそれで構わん？」

「ええ、構いません。都市の代表といえど、大罪司教のことは私の手に余ります。王都や騎士団の方々が対処してくださるなら、その方がずっといい」

　頷くキリタカが、都市の代表としてプリステラの総意を表明する。それでシリウスの処遇については決着、その上でキリタカは「ですが」と言葉を継いで、

「頭を悩ます問題は他にもあります。都市の各所で、魔女教がもたらした被害──」

「──蝿はえの人らと『名無し』の人ら。『色しき欲よく』と、『暴ぼう食しよく』の被害者のことやね」

　キリタカの沈鬱な言葉をアナスタシアが引き取り、その場の全員が口を噤つぐんだ。

　蝿と『名無し』──それが目下、この水門都市プリステラで発生した攻防戦、その戦後処理において最も問題となっている事情だ。

　便宜上、『色欲』の被害者を蝿と一まとめに呼んでいるが──、

「厳密には蝿だけではなく、他の生物へ姿を変えられたものも多くいます。挙げればキリがありませんが……」

「あの性悪女の仕業だ。みんな、ひどい姿に変えられてるんだろうよ」

　キリタカの濁した言葉の先には、想像すら生ぬるい現実が横たわっている。

『色しき欲よく』の魔の手にかかり、都市庁舎の生存者は全員が姿を変えられた。内訳は黒竜が一体と、蝿はえが数十人。──都市全体となれば、どれほど被害が拡大したものか。

「フェリス、被害に遭った人たちに治癒魔法の効果はないと思っても？」

「……うん、そうだよ。あれは私でも治せない。ううん、治るとか治らないとかじゃないの。あれは、ああいう生き物に作り変えられてしまってる。治癒魔法はケガや病気を取り除くだけ。だから、変異には何もできない。……ごめん」

　ラインハルトに尋ねられ、フェリスがひどく憔しよう悴すいした様子で謝る。

　その痛々しい様子は見ている方も辛つらい。クルシュの体のことに限らず、この都市での出来事はフェリスの心に無数の傷を負わせた。

　無力感とは、容易に人を絶望へ陥れる。そして、絶望とは死に至る病だ。

　それは、自己を喪失した人々にも同じことが──、

「おぞましき虫けらに姿を変えられたモノ共は、死を望んでおるじゃろうよ。元の姿に戻す見通しが立たぬのならば、そうしてやるのも慈悲であろう」

「──っ、プリシラ、それは」

「黙れ、凡愚。口先だけの理想論など何の価値もない。必要なのは状況を変える手立てであろう。それが叶かなわぬならば、妾わらわがこの手で慈悲をかけてやるだけよ」

　とっさに声を上げたスバルに、プリシラが苛烈な意見と視線をぶつける。だが、プリシラの強い論調に、今だけは反論の言葉が出てこなかった。

　それは図らずも、彼女の灼しやく眼がんが突き付ける言葉が真実だからだ。

　口先だけでは何も変えられない。あるいは、この場で最も『色欲』の権能の被害者たちに真しん摯しであったのは、自分の手を汚す覚悟のあるプリシラなのかもしれない。

　だから──、

「──待って。その問題、私に任せてもらえない？」

「エミリア様？」

　手を上げ、話に割って入ったエミリアへと全員の視線が集中する。その対案の気配に、プリシラが「は」と挑発的に己の豊満な胸を抱いた。

「面白い。半魔風情が何を言える？　妾を納得させられるのか？」

「プリシラを納得させられるかはわからないわ。それに、今すぐ問題を解決してあげられる方法があるわけじゃないの」

「ふん、ならばどうする？　お得意の泣き言か？　その言葉で、今この瞬間を嘆くモノ共を救えると思うか？　時間をかければ、奴やつらの心は到底もつまいよ」

　エミリアの態度を鼻で笑い、プリシラが時間の問題だと断言する。

　人が人ならざるモノへ変えられたとき、その心が受ける傷はどれほどのものなのか。

　正直、その恐怖と絶望は幾度も『死』を経験したスバルにすら想像もつかない。

　だが、その時間が長ければ長いほど、心が死んでいくという理屈は理解できる。

「故に、妾わらわはその前に慈悲をかける。なれば、貴様の対案はどうなる？」

「──元に戻るための方法を探す時間、その時間を作れると思うの」

「なに？」

「私が、別の姿に変えられた人たちをみんな、氷の中で眠らせておくの。同じことをやったばっかりだからできると思う。……ううん、できる！　やらせて」

「────」

　立ち上がったエミリアが、プリシラではなく全員を見渡して、力強く言い切った。

　その意見に驚く顔ぶれの中、スバルは指を鳴らして、

「そうか、コールドスリープ……！　確かに、それなら時間稼ぎができる！」

「凍らせて、眠ったままに……？　それ、可能なん？　ただ、氷漬けにして凍死させてまうだけなんやないの？」

「大丈夫！　私、自分で百年ぐらい眠ってたことあるから！」

「自分で百年寝てた……!?」

　胸を張ったエミリアの発言に、不必要な混乱が集会場に生まれる。

　しかし、エミリアの提案は目から鱗うろこだ。それに、エミリアが自分の力を肯定的に活用する手段を模索してくれた、それ自体もスバルにとっては嬉うれしい誤算だった。

　確かに問題の根本的な解決とは言えないが、解決法を探すための時間は作り出せる。少なくとも、目先の時間制限がなくなるだけで、打てる手立ては格段に増えるはずだ。

「それに……」

　最悪、考えつく解決法が一つ、あることはある。──それは、スバルの手でカペラを倒し、『色しき欲よく』の魔女因子を奪い取るというものだ。

「────」

　今、スバルには『怠たい惰だ』と『強ごう欲よく』、二つの魔女因子を取り込んだ自覚がある。

　ならばインビジブル・プロヴィデンスのように、『色欲』の権能を再現することで、姿を変えられた人たちを元通りに戻すことができるかもしれない。

　無論、『強欲』の魔女因子の影響が未確認の今、それは絵に描いた餅でしかない。

　だが、可能性は可能性。手を伸ばす価値は、十分にある。

「何を悩むのですか、キリタカさん。いいではありませんか、やらせてみてわっ！」

「り、リリアナ？」

　と、考え込むスバルを余よ所そに、集会場の空気が前進する。

　エミリアの提案を吟味するキリタカ、その背中を勢いよく叩たたくのはリリアナだ。彼女はリュリーレの弦を掻かき鳴らして、リズミカルに訴える。

「エミリア様がこうまで仰おつしやるんです。当然、勝算あってのご提案ですとも！」

「もちろん、私も信じたいのが本音だとも。だけど、事は多くの人命に関わる。他の十人会の方々もいない今、私が簡単に結論を出すことは……」

「心配ご無用！　エミリア様は失敗などされませんっ！　なぁぜぇなぁらぁ！　歴史に名を残す偉人とは、こういった試練を乗り越えるものだからです！　立ち塞がる障害なんて何のその！　血湧き肉踊り、万物を魅了する物語とはそうして完成するのです！」

　集会場を音で満たし、物語脳のリリアナが力一杯薄い胸を張る。

　根拠ゼロの理想論、しかし彼女の言には妙な説得力があった。それを感じたのはスバルだけではないらしく、くつくつと喉を鳴らし、プリシラが笑う。

「ずいぶんと、大口を叩たたいたものじゃな、歌ウタ女メ。──仮に、貴様の見立てが外れればどうなる。貴様の愛する物語へ口出しし、その筋書きを違たがえたなら」

「そのときは、私の首を差し出すまで。このリリアナ、吐いた唾は呑のまんぜよ！」

　堂々と、本当に堂々と、リリアナはプリシラに対して物もの怖おじなく断言した。

　いっそ、清すが々すがしいぐらいの大言壮語を聞かされて、プリシラは「ふ」と頷うなずくと、

「よい。歌女の囀さえずりに免じて、妾わらわの慈悲は預けてやろう。その代わり……」

「私に任せて。──必ず、うまくやるわ」

「ふん」

　自信と確信、それとは程遠いが、強い心構えと覚悟を以もつてエミリアは拳こぶしを握った。

　それを見て、プリシラは小さく鼻を鳴らすと、

「やってみせるがいい。──それを以て、貴様を妾の敵と認めてやる」

　そう、プリシラらしい苛烈な言葉で、話を締め括くくったのだった。





　　　　２






　そうして、『色しき欲よく』の被害者についての話題は一段落がついた。だが、それで片付いたわけではないのが、この都市の置かれた状況の悪さを物語っている。

　残された問題、それは先の話題と同等か、あるいはそれより頭を悩ませる難題だ。

　それこそが──、

「多数見つかった『名無し』の犠牲者。──『暴ぼう食しよく』の仕業と、そう考えられます」

　ひどく曖昧な被害報告、それ自体が『暴食』の権能のおぞましさの証明だ。

　戦いのあと、都市の各所で発見された『名無し』の犠牲者たち。

　彼らを曖昧な呼び方しかできないのは、その身元が誰にも確かめられないためだ。

『暴食』の犠牲者は、関係者の記憶から軒並み存在が消えてしまう。その上で当人も意識がない状態で発見されれば、素性を探る手掛かりなど皆無だ。

　それこそ、些さ細さいな条件──制服や、周辺状況から場当たり的に被害を推測し、犠牲者の素性を理解した気になって、何とか自分たちを納得させる以外にない。

「『暴食』の手て強ごわさと、そもそもの情報不足は完全に俺たちのミスだった。そのせいであちこち、被害がでかくなっちまって……」

　複数、その存在が確認された『暴食』の大罪司教──その情報の不足により、『暴食』と戦った面子メンツは手痛い反撃を被り、結果、多くの被害を出した。

　その最たるものこそが、アナスタシアの隣で胡坐あぐらを掻かく大柄の獣人──、

「────」

「情けない顔すんなや、兄ちゃん。確かにドジったんは事実やけど、命は拾った。今回のこと考えたら、ワイの腕一本で済んだんは奇跡みたいなもんやろ」

　スバルの視線に気付き、リカードが肘から先をなくした右腕を掲げる。

　痛々しく血の滲にじむ包帯、彼の腕を奪ったのは件くだんの『暴ぼう食しよく』の片割れだ。制御塔の奪還へ赴いたリカードは敵を退けたものの、片腕をなくして帰還した。

　斬られた腕の回収は叶かなわず、結果、治癒魔法でもなくした腕は生え替わらない。

　それが戦いの最さ中なか、味方を庇かばって受けた傷だというのだから、まったくリカードらしい負傷の仕方と言わざるを得なかった。

　ただし、その『味方を庇った』事実を、当のリカードは覚えていない。

　そのことを、スバルは自分の傍かたわらの『騎士』へ向けられる視線で痛感させられていた。

　そして──、

「みんなに大事な話がある。──誰か、俺の隣にいる奴やつの名前がわかる人は？」

「────」

　スバルの問いかけに、集会場を沈黙が支配する。

　無言の時間は無理解が原因ではない。全員、その質問の意図を正しく察して、スバルの隣に立つ、『見知らぬ男』の立場に思いを巡らせていたためだ。

　その上で広がる沈黙は、それ自体が質問への回答となっていて。

「本当に誰もいないのか？　誰か、ちょっとでも心当たりがあれば……」

「もういい。──十分だ、スバル」

　無回答に耐えかね、諦めきれないスバルを当の騎士本人が止めた。

　寂しげな微笑を浮かべ、首を横に振った美丈夫。──スバルにとっては見慣れた顔が、この場の誰一人の記憶にも残されていない。

　そのことはすでに、彼との痛々しい再会の時点でわかっていたことだった。

　それでも彼をこの場へ呼んだのは、新たな事例として話をする必要があったことと、他ならぬ彼の関係者だけでも、違った反応をしてくれないかと期待していたから。

　だが──、

「────」

　苦く重たい静寂が、事実を悲しいぐらいに物語っている。

『最優の騎士』──ユリウス・ユークリウスを、誰も覚えていない。

　彼の存在は確かに、この世界の誰の記憶からも失われ、彼方かなたへ消え去ったのだと。

「だけど、こいつだけは他の『暴食』の被害者と立場が違ってる」

　強く歯を噛かみ、スバルはユリウスを手で示して、全員の顔を見渡した。

　今回も例外的に、『暴食』の被害に遭った相手をスバルの記憶は忘れていない。しかし、ユリウスの突出した状況は、それだけではなかった。

「こいつはユリウスだ。ユリウス・ユークリウス。みんなも気付いてると思うが、『暴ぼう食しよく』に喰くわれて『名無し』になった一人。でも、本人は意識が残ってる」

　今までの『暴食』の被害者は、『記憶』を喰われたクルシュのような状態か、『名前』と『記憶』を喰われたレムのような状態しか例がなかった。

　そこへきてユリウスは、ただ『名前』だけを喰われた新たな被害者──、

「つまり、例外ってこと？　周りに忘れられて、でも自分は覚えてて……じゃあ、この人は私たちの誰かの関係者？」

「そのようだね」

　ユリウスを見つめ、驚きの表情を浮かべたフェリスにラインハルトが頷うなずいた。

「見たところ、彼……ユリウスはかなり実力のある騎士だ。きっと、僕やフェリスとも知り合いだっただろう。あるいはもっと近しい、友人だったかもしれない」

「……少なくとも、私は君たちを友人だと思っていたよ」

　見知らぬ相手に友人と呼ばれ、ラインハルトとフェリスの表情が曇る。その反応を仕方のないものと、諦念と共に受け入れるユリウスが痛々しかった。

　スバルは、この三人の出会いを知らない。どういった経緯で友情を重ね、互いに同僚以上の存在になっていったのか、詳しいことは何一つ聞いてこなかった。

　だが、彼らは友人同士だった。確かな絆きずながあったのだ。

　それが今、見る影もない。

「……クソ」

　レムの『名前』を奪われ、誰もが彼女の存在を忘れたとき、スバルはこの世にこれ以上の悲しみは存在しないのではないかとさえ思った。

　だが、今のユリウスの状態はどうだ。世界全てに取り残され、孤独を味わう姿は。

　悲しみは比較するものではない。だが、これはあまりにも惨むごい行いだった。

「……ただの二人のお友達、なんてことで終わる話やないんやろね」

　その、友人同士の悲痛な初対面を見届け、不意にアナスタシアがそう言った。

　彼女はその柔らかな面差しに思慮の光を宿し、そっと自分の首元の襟えり巻きに触れる。白い狐きつねの毛並みを撫なでながら、アナスタシアはリカードをちらと横目にして、

「大ケガしたリカードを連れてきてくれたんがユリウスさんや。そのあと、すぐいなくなってしもたんが気掛かりやったけど……あれは、そういうことやったんと違う？」

「アナスタシア様……」

　剣を捧ささげた主あるじに見知らぬ相手扱いされた記憶、本来ありえない主従の二度目の初対面が蘇よみがえり、ユリウスが震える声に忠義を込めてアナスタシアを呼ぶ。

　その呼びかけを受け、アナスタシアは短く息をつくと、

「──みんなに、うちから提案があるんやけど、ええかな」

　ユリウスの視線を横顔に浴びたまま、アナスタシアが再び議論を全体へと戻した。その彼女の言葉に、「提案、ですか」とキリタカが応じて、

「この流れで、どのようなお話でしょうか」

「大まかな問題はみんなで共有できたやろ？　『色しき欲よく』に姿を変えられた人たちと、『暴ぼう食しよく』に『名無し』にされてしもた人たちと。せやけど、犯人たちは行方ゆくえ知れずで、そもそも素直に答えを教えてくれる連中とは到底思えへん。手詰まり状態や」

「わざわざ、そんなこと確認しなくても……」

「でも、その話をしたってことは、何か思いついたってことなんでしょ？」

　つらつらと、袋小路の事実確認をするアナスタシアにフェリスが渋い顔をする。そこへ割って入ったエミリアが、アナスタシアに「ね？」と首を傾かしげた。

　それを受け、アナスタシアは細い肩をすくめながら、

「エミリアさんの言う通りや。性格の悪い大罪司教から直接聞くんは無理。だったら、他の知ってそうな人から聞いたったらええんよ」

「他の知ってそうな人……すごーく物知りさん？」

「そそ。──おるやろ。この国には、そのすごーく物知りさんが」

「……まさか」

　アナスタシアの意味深な発言に、誰かが掠かすれた息でそう言った。

　だが、周りの反応と異なり、スバルにはそれが何を意味しているのかがわからない。

　大罪司教の権能を解く方法、そんな手段を知るものが他にいるなどと──、

「オイ、わかんねーっての。もったいぶってねーでハッキリ言えよ」

　そんなスバルと同じ理解度で、唇を尖とがらせたフェルトがアナスタシアを睨にらんだ。その言葉に苦笑し、アナスタシアは「ごめんごめん」と謝ってから、

「──『賢者』シャウラ」

「あん？」

　アナスタシアの言葉に、フェルトが顔をしかめて首をひねる。と、彼女と同じく眉を顰ひそめるスバルの隣で、「かつて」とユリウスが言葉を紡いだ。

「親竜王国ルグニカで、偉業を成し遂げた三者の英雄がいた。『剣けん聖せい』と『神しん龍りゆう』、そして『賢者』の三者を指して、三英傑と呼ばれている」

「三英傑……」

「そ。その三英傑の一人が『賢者』シャウラ、この世の全てを見通す知識の番人」

　ユリウスの説明を引き取り、アナスタシアが柔らかく唇を緩める。

　スバル以外にはわからない、主従だった二人の一方通行的なやり取りを経て、アナスタシアは浅あさ葱ぎ色いろの瞳ひとみで集会場の顔ぶれを見渡した。

　そして──、

「ルグニカ王国の東の果て、アウグリア砂丘に立つプレアデス監視塔。──そこで隠いん遁とんする伝説の『賢者』なら、うちらの知りたい答えを知っててくれるかもしれんやん？」
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「はっきり言っておきますが、僕は反対しておきますよ」

「……まぁ、お前はそうだろうよ」

　バッサリと、そう断言したオットーにスバルは頬ほおを掻かきながら苦笑した。

　両足の負傷も痛々しいオットーだが、現在は避難所から治療院へ搬送され、そこで事態を打開した功労者の一人として相応の治療を受けている。

　そんな彼に、不参加だった会議の内容を伝えたところ、冒頭の一言だ。正直、それは予想のついていた反応でもあった。

　なにせ、オットー・スーウェンはナツキ・スバルを正しく評価している。

　とにかく買かい被かぶられることの多いスバルだけに、正当に評価してくれているのはベアトリスとオットー、そこにパトラッシュが入るぐらいだろうか。今は余裕がなくてそれどころではないが、フェリスなんかもその一人かもしれない。

　だから、オットーが反対してくれるのはわかりきったことだった。

「ただ、俺のことをそこまでわかってるお前なら、俺の答えもわかってるはずだ」

「……エミリア様はともかく、ベアトリスちゃんは不機嫌になったんじゃないですか？」

「むくれてるとこも可愛かわいいからな、俺のベア子は」

　肩をすくめたスバルの軽口に、オットーは呆あきれた様子で額に手をやった。それから、スバルは彼の吊つった両足を見やり、

「足、やっぱりしばらく無理そうか？」

「プリステラの現状だと、難しいですね。負傷者の数に治癒術師が追いつきません。今、キリタカさんが近隣の都市の片っ端から術師を集めてるそうですが……」

「お前ぐらい深手になると、相当腕のいい術師じゃないと無理ってわけか」

「フェリスさんは、クルシュ様を診るので手一杯だそうですしね」

　今も予断を許さない状態のクルシュのために、フェリスの手は完全に塞がっている。それ以外の術師もいるが、都市の惨状に対してまるで手が足りていない。

「うちの癒いやし系特攻隊長も、兄貴分をほったらかして街中飛び回ってるしな」

　この場にいない特攻隊長ならぬ、ガーフィール。

　陣営の治療担当でもあるガーフィールは、定期的にオットーの足に治癒魔法をかけ、それ以外の時間を都市の復興作業に費やしている。元々、心の優しい少年だ。なので、困った人々のために奔走する姿に違和感はないが──、

「たぶん、込み入った事情が他にもあんだろうよ。無理しすぎなきゃいいんだが」

「まぁ、ガーフィールのことです。そのうち自分から話してくれますよ。無理のしすぎに関しては、一緒にいるミミさんが見ていてくれるかと」

「あれで案外、ミミって周り見てんだよな。そこはお姉ちゃんってことか」

「そこは女の子、って話かもしれませんよ。ともあれ──」

　と、そこで言葉を切り、オットーが表情を引き締めてスバルを見る。自然、スバルも背筋を正して、その視線に向かい合った。

「ダーツ氏から『叡えい智ちの書』を回収する必要もある。僕はプリステラに残るのが既定路線でしょう。ただ、僕の意見は言った通りです。反対しても無駄でしたが」

「ちくちく言うなよ……。お前だけじゃなく、復旧作業と都市の防衛にガーフィールも残ってもらう。ないと思いたいが、魔女教連中の再襲撃って線もありえるからな」

　一度撤退したと見せかけ、嬉々として悪意の天丼をやらかしそうなのが魔女教だ。

　その点はスバルだけではなく、関係者全員が警戒を欠かしていない。いてもいなくても緊張を強いる、本当に厄介な連中だった。

「どうあれ、経過を見守る目は必要でしょうしね。僕も、足の調子が良くなり次第、色々と調べ回ってみますよ。ですから……」

「ああ、わかってる。くれぐれも気を付けて、だろ？」

　片目をつむり、スバルがオットーの台詞せりふに先回り。それを受け、オットーは深々とため息をつくと、ゆっくりと寝台に体を寝かせた。

　そんなオットーに、スバルは「悪ぃな」と改めて一言付け加え、

「ちょっくら、大商人様のガイドで『賢者』様とやらに会ってくらぁ」

　と、気負いなく笑ったのだった。
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「──どうぞ」

　一応の礼儀として扉をノックすると、中から静かな声で返事があった。

　聞き慣れたものだが、覇気に欠けた声であり、それが無性にスバルの気に障る。

「君か、スバル」

「俺で悪いか」

「これが不思議なことに、今は君の顔を見るとひどく安心する」

「かーっ、ぺっ！」

　室内に足を踏み入れて、最初に交わした悪態を文字通りに吐き捨てる。

　そんな態度でありながら、後ろ手に扉を閉めるスバルの手つきには配慮がある。音を立てずに扉を閉めるのは、ここで眠るものたちへの最低限の気遣いだ。

「騒がしくして目覚めてくれるなら、その方がよほど救われるだろうに」

「もしそうなら、お前が拍手喝采間違いなしの一発芸でも披露してくれるのか？　そりゃ貴重なワンシーンだ。気が利かない『暴ぼう食しよく』がますます憎たらしくなるぜ」

「ふ」

　息を抜くような笑みから目を逸そらし、スバルは部屋の中──簡素なベッドに寝かされた人々を見る。雑然としてはいないが、決して安寧を約束された寝姿でもない。

　彼らは眠っているのではない。置き去りにされたのだ。──思い出に忘れられ、日常から切り離され、死んでいないだけの不完全な存在として。

「ユリウス。俺が言うのもなんだが、あんまりここにいるもんじゃねぇぞ」

「────」

「どれだけ見つめてても、思い出せないものは思い出せない。最愛の妹でも……本当に半身みたいに思ってた相手でも、そうなるんだ」

　安易な慰めの言葉を用いず、スバルは青年──ユリウスへと呼びかける。

　並ぶ寝台の中、一番端のベッド脇に腰掛けているユリウス。整った面差しに隠し切れない憂いを宿し、黄色い瞳ひとみで彼が見つめるのは寝台で眠る人物だ。

『名前』を失った人々の列に加わり、覚めぬ眠りへ落ちた細面の人物──長い紫色の髪をした青年は、ユリウスの記憶の中にはない。だが、名前はわかっている。

「ヨシュア・ユークリウス、か」

「……ああ」

「不思議なものだ。君から話を聞かされて、確かに血を分けた肉親であると思えるだけの共通点もあるのに、私の中には弟の記憶が欠片かけらも残っていないのだから」

　その、痛ましい感情を面に出さず、ユリウスは瞑めい目もくする。

　ユリウスが弟の名前を呼べるのは、その関係性と名前をスバルが教えてやれたからだ。

『暴ぼう食しよく』の権能の被害者──意識のない、身元不明の人々の中でスバルが見つけられた知人はヨシュアだけだった。それ以外の三十名以上の被害者は、誰に安否を気遣われることも悲しまれることもなく、眠り続けている。

　それと比べれば、兄に心配されるヨシュアは幸せな方だと言えるのだろうか。

　あれだけ慕った兄に忘れられ、その兄も形だけの兄弟愛をなぞる空虚な関係でも。

　忘れられても、忘れても、思い出にいなくても、事実だけあっても、辛つらいだけ──。

「……クソったれ」

　わかっていたはずだ。わかっていたことだった。

　大罪司教たちは誰一人、存在を許してはならない最悪の悪意の塊だ。その上で、『暴食』ほどあらゆる命を冒ぼう涜とくし、踏ふみ躙にじる存在は他にはいない。

『暴食』の大罪司教の権能こそが、この世で最も唾だ棄きすべき罪悪であるのだから。

「呼吸は、している。生きてはいるんだ。不思議なものだよ」

「そういうもんなんだよ。でも、飯は食べないし、トイレもいかない。風呂に入れる必要もないんだ。……笑っても、くれない」

「忘れられたことを悲しみも、だ。──その点だけは幸いかもしれないな」

「幸い……？」

　ユリウスのこぼした一言に、スバルが眉を上げる。

　そのスバルへ振り返り、ユリウスは口の端を微かすかに弱々しく緩めて、

「忘れられたことに気付かなければ、取り残される不安に怯おびえる必要もない。親しいはずの人々に一方的に関係を絶たれるのは……なかなか堪こたえた」

「────」

「スバル。忘れられることと、忘れることと……どちらの方が辛つらいのだろうね」

　その問いかけに、スバルの喉が詰まった。

　答えに詰まったのではない。答えは最初から持っていた。

　だから、スバルの言葉を遮さえぎったのは戸惑いではなく激情だ。──シニカルな笑みを浮かべるユリウスへの、怒り。とめどない怒りが、湧き上がる。

「そんなこと、俺が知るかよ。ふざけるな。浸ってんじゃねぇ」

「……スバル？」

「忘れるのも、忘れられるのもどっちもクソ食らえだ！　辛いことに順番なんかつけようとすんな、後ろ向きかお前!?　世界で一番不幸だみたいな顔しやがって。俺とこれまでの不幸比べしてみるか？　どうせ俺が勝つぞ!?」

　指を突き付け、声を荒らげるスバルの剣けん幕まくにユリウスは絶句した。

　突然激高したスバルに瞠どう目もくし、彼は何も言えない。そうして押し黙るユリウスを睨にらみつけながら、スバルは激情に息を荒くし、奥歯に力を込めた。

「弱気な面、してんじゃねぇ。お前が辛いのも、忘れられて居場所がねぇってのもわかってる。けど……でも、お前に弱い面されるのは御免だ」

「────」

「忘れたのか、ユリウス。──いや、忘れるな、ユリウス」

　激情を孕はらんだ瞳ひとみで、スバルは己の胸に手を当て、断言する。

　かつてそうしたのと同じように、今も、断言する。

「お前の強さは俺の目が知ってる。俺の恥が知ってる。誰が忘れたとしてもだ」

「────」

　息が切れる。頭に血が上った感覚が消えない。

　本当に、これだけ激怒したのはいつ以来だ。レグルス以来だ。まだ半日程度しか経たっていないことに愕がく然ぜんとした。どれだけこの都市はスバルの心肺に負担をかけるのか。

　と、そんな益体もない思考が浮かんで──、

「ふ、はは……」

「ああ？」

「はは……いや、君は本当にとんでもない男だ。それを改めて実感して……」

　驚きよう愕がくが薄れ、代わりに笑いの衝動に押し負けるユリウス。その反応に憮ぶ然ぜんとなるスバルの前で彼は笑い続ける。そして、最後に長く長く息を吐いて、

「そうか、そうだな。──何もかもに置き去りにされたわけでは、なかったのだったね」

「置いてけぼりっていうか、三馬身差くらいでお前の方が前だ」

「三馬身で足りるだろうか？」

「ぶっ飛ばすぞ、お前！　俺とベア子のペアなら、前と全然違うからな！」

　中指を立てて、元の調子を取り戻し始めるユリウスに唾を飛ばす。すると、ユリウスは飛んでくる唾を優雅に避さけて、「なるほど」と一礼した。

「では、その大言、大いに期待させてもらうとしよう」

「……おお、しろしろ。お前もせいぜい、みんなの記憶が戻ったときにびっくりして腰抜かすぐらいの大活躍しろよ」

　キザったらしい態度に、スバルは立てた親指をひっくり返して挑発。その品のない行為に、スバルだけが知る『最優の騎士』は優美に笑い、

「──ではまず最初に、記憶のある君を誰より驚かせるよう努力するとしよう」

　そう言って、待ち受ける『プレアデス監視塔』への同行の意思を固めたのだった。
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「ユリウスは俺たちと一緒にいくってよ」

「そかそか。そしたら、うちも一安心ってわけやね」

　そう言って、後ろ手に扉を閉じるスバルの前でアナスタシアが微笑ほほえんでいた。

　避難所の中の集会場、ここで主立った面子メンツの話し合いが持たれたのは数時間前のことだ。参加した陣営各員は宿に引き上げ、それぞれ今後の方針に沿った準備を進めている。

　故に、集会場には二人を除く、誰の姿も存在していなかった。

「なぁに？　じろじろ見て」

　その、誰もいない集会場で、アナスタシアは誰か──否いな、スバルを待っていた。

　確信があったわけではない。ただ、スバルも彼女がここにいる予感はしていた。だって今の彼女には、どこもかしこも居心地が良くないはずだから。

「これで、プレアデス監視塔を目指すのはエミリアと、俺とベア子。そこにユリウスとお前を加えて、全部で五人ってわけだ」

「わ、お前やなんて男らしい呼び方やね。でも、ええよ。うちとナツキくんの仲やし、そのぐらいの距離感でも……」

「──白々しい猿芝居はやめろよ」

「────」

「お前はアナスタシアさんじゃない。その人の顔と声で、勝手をやるな」

　集会場の扉に背を預け、入口を塞いだスバルがアナスタシアへ厳しく言い放つ。

　その指摘に、くすくすと笑っていたアナスタシアの笑顔が凍る。はんなりとした微笑が溶け、彼女はゆっくりと首を傾かしげた。

　そして、その浅あさ葱ぎ色いろの瞳ひとみを妖しげに細めると、

「おや、不思議だね。どうして、アナじゃないとわかったのかな？」

　はっきりそれとわかるほど、アナスタシアの口調が一変する。

　ひどく親しげで馴なれ馴れしい口調、それは肝心な部分を空洞としている。声こわ音ね、声色はアナスタシアのものと同じでも、根本の部分がズレて聞こえる。

　そのわかりやすい変化に、スバルは自分の見立てが当たったと、奥歯を噛かんだ。

　できるなら、そんな想像は当たってほしくなかったのだから。

「隠す気があるならもっとうまく演じろよ。確かに、アナスタシアさんは候補者の中で一番リアリストだが……大事な身内が一生モノのケガなりしたら動揺するぜ。少なくとも、お前みたいな人間味のない態度も話し方もしないだろうさ」

「なかなか心外な評価だね。だが、アナの人間味が原因で見抜かれたとなると、不思議と嫌な気分でもない。……とはいえ、こうぽんぽん見抜かれては立つ瀬がないな」

「ぽんぽんって、俺以外にも？」

「プリシラ・バーリエルさ。ボクを女め狐ぎつねと呼んだ。彼女は怖い子だね」

「また、あそこの主従か……」

　主従セットで頭に思い浮かべ、スバルは顔をしかめる。

　正直、各陣営で一番底が見えないのがプリシラ陣営だ。プリシラ本人もそうだが、今回のアルの秘密主義は度を越していた。おそらく彼は、想像以上に多くを知っている。

　だが、それを素直に話してはくれないだろうという確信もあって。

「──。あいつらのことは今はいい。それより問題は、アナスタシアさんを名乗ってのうのうと立ってやがるお前の方だ。お前は……」

「『色しき欲よく』の大罪司教と疑っているのなら、それは誤りだ。先に否定しておくよ」

　鋭い目つきをより鋭くするスバル、その眼光にアナスタシア──否いな、その偽物が肩をすくめ、最初の可能性を否定した。

　別人の成り代わりと考えたとき、最初に浮かんだのは『色欲』の大罪司教だ。姿形を自由に変えるカペラなら、アナスタシアとの入れ替わりも難なくやるだろうと。

　当然、その言い訳を鵜う呑のみにはできないが──、

「なら、お前はなんなんだ。いったい何のつもりで……」




「──エキドナ」




　────。

　──────。

　────────今、この女はなんと言った？

「……え？」

　真意を問い質ただそうとしたスバルへと、首を傾かしげた偽物が淡々とした声こわ音ねで言った。

　その響きに思考を潰され、スバルの喉が急速に渇きを覚える。

「────」

　意識を空白が塗り潰し、スバルは呼吸も忘れて硬直する。そうして、驚きに動けなくなったスバルへと、偽物がアナスタシアの顔で、声で、重ねた。

「──ボクの名前はエキドナ。出自はまぁ、人工精霊というヤツだよ」

「……ぁ」

「正直、アナの体を乗っ取ったと思われても仕方ない状況だからね。事実を話すのは躊躇ためらわれたんだ。ただ、口を噤つぐんだ結果、余計に君の疑いを招いたと考えると、やっぱり嘘うそはよくないと痛感するよ。実に遺憾なことだった」

　硬直するスバルを余よ所そに、偽物がぺらぺらと能書きを垂れている。それを耳に素通りさせながら、スバルは眼前の存在から目を離せない。

　中性的な口調、迂う遠えんで回りくどい物言い、その全てがあの『魔女』を想起させて。

「何の、悪い冗談だ。お前がエキドナ……？」

「──？」

　それはスバルにとって、真の意味で呼ぶことすら躊躇われる『魔女』の名前だ。

　甘く優しい言葉で茶会の招待客を誘惑し、自らの意のままに動く傀かい儡らいへと変える。その上で、自分では見ることの叶かなわないあらゆる可能性を求める好奇心の権化。

　もう二度と、その名を聞く機会は訪れない相手だとばかり思っていたのに。

「そのお前が、アナスタシアさんの姿で……いや、それ以前に、お前はいつから外を自由に動いてる……？　まさか、今回の、この都市の騒動もお前が仕組んだのか!?」

「うん？　いや、待ってくれ。そこまで強い反応をされるとは……」

「黙れ！　お前に喋しやべらせると碌ろくなことにならねぇ！　クソ、今度は何を企たくらんで……俺に何をさせるつもりだ!?　またお前の掌てのひらだってのかよ!?」
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「お、落ち着いてくれないか？　たぶん、大いなる誤解が生じている」

　我に返ったスバルが、猛然とアナスタシア──否いな、エキドナに食ってかかる。

　いっそ、そのまま相手を縊くびり殺しかねないスバルの勢いに、エキドナが身の危険を感じたように己を抱いて、嫌々と後ろへ下がった。

「落ち着け？　落ち着けるわけねぇだろ！　しおらしい態度しやがって、そうそう何度も騙だませると思うな！　この性悪魔女が！　アナスタシアさんをどこへやった!?」

「悪巧みの黒幕扱いはよしてほしい。第一、ボクはアナに危害を加えるつもりはない。アナとは十年以上一緒にいるんだ。それこそ、家族同然に思っている」

「悪巧みはお前の得意技で……十年以上？」

　凝然と目を見張る。そんな昔から、彼女は『聖域』の外で好き放題やっていたのか。

　思い返せば馬鹿な話だ。エキドナが墓所の外には出られないなんて話は、当のエキドナが言ったことを鵜う呑のみにしていただけだった。

　あれだけ『魔女』の甘言に痛い目に遭わされて、どこまでスバルはおめでたいのだ。

「お前は、またそうやって人を騙して利用して……それがそんなに面白いのかよ？」

「……やれやれ、これは予想外の嫌われようだ。ベアトリスを連れ歩いているからそうじゃないかと思ったが、君はボクの造物主をよく知っているようだね」

「よく知ってる？　冗談じゃねぇ、悪く知ってるの間違いだ」

　怒りを強めるスバルと対照的に、エキドナの態度は徐々に冷え込んでいく。正直、その態度も腹立たしい。もはや、エキドナが何をしていても怒りしか感じないが。

「お前が何を企たくらんでようと、俺は騙されない。魔女教の奴やつらを使ってお前は……」

「──人工精霊」

「……なに？」

「君はどうやら、ボクの名前の方にいたくご執心のようだがね。そちらだけでなく、もう一つの肩書きに注目してくれると、話がしやすくなると思うんだが」

　そう言うと、エキドナは自然な動作で椅子に腰掛け、スバルにも席を勧めてくる。その仕草を無言で拒絶し、スバルは口の中で今の言葉を反はん芻すうした。

「お前も、人工精霊だと？　ベア子と同じ？　お前が？　人工精霊？　お前が？」

「何度重ねて聞かれても、ボクの答えは同じだよ。厳密には、アナが普段から巻いているこの狐きつねの襟えり巻きがボクの本体だ。だから、君たちのことはずっと見ていたよ」

「────」

　座ったまま、彼女は自分の首に巻いた上品な白びやつ狐この襟巻きを撫なぜる。その発言の真意を訝いぶかしみ、スバルは真剣な思案に眉根を寄せた。

　エキドナ──彼女の言葉を借りるなら、『襟ドナ』とでも呼ぶべきか。その襟ドナが自らを人工精霊と称したこと、それには一定の信しん憑ぴよう性せいがある。

　何な故ぜなら、『強ごう欲よくの魔女』エキドナこそが、人工精霊を作り出した創造主だからだ。

　ベアトリスもその人工精霊の一体であり、エキドナの生涯唯一の善行の成果だった。

「少しはボクの話に耳を傾けてくれる気になったかな？」

「……それがまともな話なら、って条件付きだ」

　指を一つ立てて、スバルは襟えりドナを真っ向から見据えて告げる。問答無用で攻撃を仕掛けるのは悪手、しかし警戒は怠らない。それが妥協点だった。

「まず、最初に誤解を解いておきたい。先ほどから君はかなり盲目的にボクへの不信感を表している。だが、それはボクではなく、『エキドナ』に向けたものだろう？　ひとまず、そこがボクと君とですれ違っている点だと思う」

「……続けろ」

「簡単な話だよ。君の考える『エキドナ』とボクとは別の存在だ。ボクにはボク以外の『エキドナ』についての知識はない。ただ、自分が人工的に作られた精霊であることと、名前がエキドナであること以外、何も持ち合わせていないんだからね」

「話は終わりだ!!」

　テーブルを強く叩たたいて、スバルはこれ以上の茶番は御免だと全力で吠ほえる。

　何を言い出すかと思えば、白びやつ狐こが話したのはエキドナらしからぬ底の浅いカバーストーリーだった。つまり、今の話の要点はこうだ。──自分は記憶喪失である。

　これをどうすれば、聞く価値のある話だと思える。

「その反応は心外だ。手短に、必要な情報と真実を通達したのに、何がいけない？」

「その、人の心がわかってねぇ態度！　やっぱりエキドナじゃねぇか……！」

「君がボクの造物主を嫌っていることは大いにわかった」

　怒りを通り越し、スバルの黒こく瞳どうに憎悪が宿る。それを見て、襟ドナはゆるゆると首を横に振り、「こう考えてくれないか？」と前置きすると、

「もし、ボクが君の知る『エキドナ』であったなら、何な故ぜここでそれを明かした？　話が拗こじれるとわかっていたら、そんなことをする意味がない」

「それは……それすら楽しむ奴やつだから、って説得力がある意見が」

「そこまで業が深いと、ボクからできる弁明は何もないな。造物主がひどすぎる」

　襟ドナの作った渋い顔は、アナスタシアの初めて見る表情パターンだった。ただ、こうしてやり取りを交わすうちに、スバルの方にも多少の違和感が生じてくる。

　確かに、道理に合わなくはある。疑い出せばキリがないが──、

「お前が、仮に俺の知ってる『エキドナ』じゃないとする。でも、だったらなんで、ベアトリスが人工精霊って知ってる？　記憶喪失ってんなら、設定が甘いだろ」

「見ればわかる、としか言いようがないな。人工精霊同士の知覚のようなものだよ」

「そのわりには、ベアトリスからお前の話は聞いてねぇぞ。人工精霊同士の知覚ってんなら、俺のベア子が気付かねぇのはおかしいだろ。うちの子馬鹿にしてんのか」

「彼女も、ボクが動いて喋しやべるところを見れば気付いていたと思うよ。それ以外で彼女が気付けなかったのは仕方がない。ボクは色々、精霊としては欠陥が多い存在だから」

「欠陥？」

「人と契約ができない。魔法を駆使しての自衛も難しいね。その代わり、気配を隠すのは得意なんだ。その自信も、今回の一件で揺らいでいるけれど」

　目を伏せて、声の調子を落とした襟えりドナの様子をスバルは訝いぶかしむ。それから遅れて、襟ドナの言葉の真意がわかった。

　彼女もまた、人工精霊だったなら──、

「魔女教の要求してた人工精霊ってのは、俺のベアトリスのことじゃなく……」

「ボクの方だった可能性がある。その点、君たちに打ち明けなかったことをアナは気に病んでいたよ。その件については止めたボクに非がある。素直に謝罪しよう」

　そう言う襟ドナに頭を下げられ、スバルは大罪司教たちとの決戦の前にアナスタシアと話し合ったときのことを思い出した。

　大事な話がある、とスバルと二人きりになった彼女は、確かに『人工精霊』の話題についてどこか引っかかりか、迷いのようなものを抱いていたように感じて。

「あのとき、アナスタシアさんは俺に話すかどうか迷ってた？」

「君に、隠しておくのは利敵行為とまで言われたからね。アナは大いに躊躇ためらっていたよ」

「────」

　躊躇っていたと聞かされ、スバルは少しだけそのことを意外に思う。

　アナスタシアは自分の優位のためなら、情報の出し惜しみに抵抗のないタイプだと思っていた。実際、人工精霊については最後まで白を切り通したのだから。

「それを今さら話すのは、お前がアナスタシアさんを乗っ取る準備が整ったからか？」

「ようやく、話はそこへ戻ってくるわけだ。……さっきも言ったが、ボクはアナの体を乗っ取ろうなんて考えていない。現状はボクにとっても不本意なんだ」

「不本意ってんなら戻ればいいだろ。狐きつねの襟巻きにログインし直せよ」

「そうしたいのは山々なんだが……戻れなくなってしまったんだよ」

　そう、力なく答える襟ドナにスバルは口を噤つぐむ。

　正直言って、考慮に値する話とは思えない。根拠に欠けているし、都合だって『エキドナ』によすぎる。これで信じろと言われて、どうして信じられる。

　だからこそ、こんな不確実な賭けに『エキドナ』が出るとは思えないことが、かえって襟ドナの発言の信しん憑ぴよう性せいを高めてもいて。

「詳しく聞かせろ。……そもそも、アナスタシアさんの体はどういう状態なんだ？」

　扉から背を離して、スバルは襟ドナと対話する姿勢を示す。ゆっくり、勧められた椅子に腰を下ろすと、襟ドナは微かすかな驚きに眉を上げ、

「君は、そうやって異性を喜ばせるのかな？　人工精霊の性別は難しいが、ベアトリスが女性であることを考えると、ボクもやはり女性に……」

「話終わらせていいか？」

「すまない。君が話を聞いてくれる流れになったことに動揺して」

　今の会話の流れこそが、それこそ本物のエキドナっぽかったのだが、襟えりドナはその過あやまちを謝罪すると、真剣な顔で話し始める。

「端的に言えば、アナのオドを媒介にボクの存在を上書きしている。現状、アナの体の自由はボクの意のままだし、本来は欠陥のあるアナのゲートで魔法の行使も可能だ」

「ゲートに欠陥って、アナスタシアさんが？」

「それが、ボクとアナとの特殊な関係の一端でね。ボクも、人工精霊としての欠陥で契約ができないという話はしたろう？」

「……言ってたな。つまり、アナスタシアさんは精霊使いってわけじゃないのか」

　直前の説明を思い返し、スバルは自分とアナスタシアとの立場の違いを明確化する。

　ベアトリスと襟ドナ、共に人工精霊を相方としている関係だが、スバルとアナスタシアの間には明確な違いがあるのだと。

　そのスバルの理解に顎を引いて、襟ドナは「アナはね」と前置きする。

「生まれつき、ゲートに欠陥を持つ子なんだ。ゲートが大気中のマナを取り入れ、体内のマナを排出する器官であることは君も知っているだろうが、アナはその取り入れる方の機能が働かない。慢性的なマナ不足というヤツさ。同じように、体外に排出できない欠陥のある人間には君も心当たりがあるだろう？」

「他の奴やつ？　いや、思い当たる奴はいねぇけど……」

「それは意外だな。排出できない欠陥があるのは『剣けん聖せい』の末まつ裔えいだよ。彼の場合、尋常でない量を取り込み、その全てが身体能力に回っているから実害はないようだが」

「ラインハルトが？」

　その襟ドナの話に、スバルはラインハルトの抱える意外な問題を知る。確かに、ラインハルト本人から魔法は使えないと聞かされたことがあった。そのときは詳しい話を聞かなかったが、そういう背景があったわけだ。

「ゲートに無理させて壊した俺と近い状況だったのか。俺の場合、ベア子が吸ってくれてるから破裂しないで済んでるけど……」

「彼の場合は生きているだけでマナを消費しているわけだね。……一方、アナの方は取り入れる方の機能が不十分なんだ。すると、魔法は元々体内にあるマナを使うしかないが、それを使い切ったら、あとは命の源であるオドを消費するしかない」

「だから、アナスタシアさんは魔法を使えないし、マナの供給が大前提の精霊との契約もやってやれないってことか……」

　アナスタシアのゲートが抱える欠陥、その内容には理解が及んだ。しかし、そこまでわかったからこそ、筋の通らない部分もある。

「でも、お前が体を借りてる間、その問題が解決するわけじゃないだろ。なけなしのマナを使って、お前が活動してることは事実なんじゃないのか？」

「──。そうして命を削らなきゃ、そもそも命が危うい状況だったんだ。無論、この件はアナと話し合って同意は得ている。口出しされる謂いわれはない」

　そこだけは譲らないと、襟えりドナの視線に強い決意が宿った。それは正式な契約関係になかったとしても、アナスタシアと襟ドナの間に結ばれた確かな約束だ。

　スバルとベアトリスの関係、その契約がスバルとベアトリスだけのものであるように。同じ条件を主張されれば、スバルからそこに突っ込むことは不可能だった。

「今回、アナの体を借りたのは緊急避難的なものだ。本来、ボクは精霊としては低燃費だと自負していてね。アナにマナの供給で負担をかけたことは一度もない」

「へえ、そうか。俺のベア子は日に三回は手を繋つなぎたがるけどな」

「それはたぶん、二回はただ手が繋ぎたいだけだね。仲なか睦むつまじくて何よりだ」

　くつくつと、襟ドナはスバルの知る『魔女』と同じように笑う。そのアナスタシアの姿に、エキドナの姿がダブっていくように思えてそれが怖い。

　早々に、アナスタシアには元の状態に戻ってもらいたい。それはスバル自身の心の安定のためでもあり、苦境に立たされているユリウスのためでもあった。

「体を借りたのは今回が初めてなのか？」

「いいや、これまでにも四回ある。だが、戻れなくなったことは皆無だ。だから、ボクにも今回のことは前例がなくて原因がわからない。……今、アナの体からボクの存在を引き剥はがせなくなっている。結果、アナの意識はオドの奥底で眠っている状態だよ」

　薄い胸に触れ、襟ドナがそこにオドがあるかのような素振りで語る。

「君が、ボクがアナでないことを見破ったことには驚いたよ。ただ、同時に少し安心してもいたんだ。……アナの存在が、簡単に真ま似ねできるものとは思いたくないから」

　初めて、襟ドナの言葉にスバルは心から賛同できた。

　誰にも、他者の存在を塗り替えることなんてできない。アナスタシアになり切れないこと。それが襟ドナにとっての救いであり、スバルにとっての救いでもあった。

「……俺以外にも、変だと思ってた奴やつは何人かいただろうよ。その場でパッと言い出せなくても、関係の深い奴らはすぐに気付くさ」

「そのわりに、君やプリシラ・バーリエルのような関係の浅い相手にしか見破られていない。これに納得のいく説明がつくかな？」

「リカードも子猫たちも、今はちょっと自分のことで手一杯になってるだけだよ。ユリウスも、おんなじだ」

　その言葉を聞いて、襟ドナが目を細める。

　彼女の反応をスバルは怪け訝げんに思ったが、続く言葉ですぐに納得した。

「そんな気はしていたけど、やはりユリウスはアナの騎士か。……『暴ぼう食しよく』の権能は恐ろしいな。常外の存在であるボクからさえ、記憶を奪ってゆくのだから」

「ああ、そうだな。でも、それを何とかするために俺たちは……」

　と、そこまで答えてスバルはハッと顔を上げた。

　そして、あの会議の場で襟ドナが『賢者』の名前を出し、プレアデス監視塔へ向かうことを提案した真意を理解する。

「ボクはね、アナが好きなんだ」

「────」

「彼女と未契約の状態で、十年以上も一緒に過ごしたのは単なる好奇心からじゃない。実感としてこれが正しいかはわからないが、保護者か家族に近い情を彼女に抱いている自覚がある。彼女にはできるなら健やかに、何より幸せになってほしい」

　スバルの表情を見て、襟えりドナが自分の──否いな、アナスタシアの体を抱いて言った。

　淡々と、感情の宿らない襟ドナの発言。だが、アナスタシアの華きや奢しやな体に触れ、そっと言葉を紡ぐ姿勢には確かに愛情があるように見えた。

　パックがエミリアに、ベアトリスがスバルに親愛の情を向けるように。それと同じものを、襟ドナもアナスタシアに向けているように──。

「じゃあ、お前が『賢者』に会いたがる本当の理由は」

「ご明察だよ。──ボクは、『暴ぼう食しよく』や『色しき欲よく』の被害者については、本音の部分では何とも思っていない。ボクはただ、アナに体を返す方法が知りたいだけだ。そのために、君たちをも利用させてもらう」

「元に戻る方法を『賢者』が知ってるって、そんな保証があるのかよ」

「保証はない。しかし、全てを見通し、あらゆる知識を持つとさえ言われる『賢者』であれば可能性はある。ボクは一番可能性の高い選択肢を選ぶ。それだけだ」

　襟ドナの、強い意思の込められた言葉にスバルは息を呑のんだ。

　ひどく自分本位で、身勝手な結論には違いない。だが、襟ドナには襟ドナなりの目的と、それを達成するために行動する覚悟があった。

　その一点は疑えない。ならば、スバルが確かめなくてはならないのは──、

「お前がプレアデス監視塔への道のりを知ってる、って信じていいんだな？」

「もちろんだとも」

「お前には過去の記憶がないってキャラ説明があったはずだ。そんなお前が、どうして誰も知らない監視塔への行き方を知ってる？　筋が通らないじゃねぇか」

「知っているものは知っている。そこに根拠を求められても困るが……そうだね。強いて言葉を飾るのであれば、そこへ辿たどり着くのが宿命だから、かな」

「宿命って、誰が決めた宿命だよ」

「造物主、というやつかな」

　気取った襟ドナの答えだが、その答えはスバル的には最悪の答えだ。

　彼女の語る造物主がエキドナで間違いないなら、監視塔への行き方を人工精霊の記憶に焼き付けた下手人もまた、エキドナ以外にありえない。

　つまり、プレアデス監視塔にはエキドナと関係する何かが存在する。

　それは一抹の不安と、『賢者』の知識への期待を同時に煽あおる忌まわしい事実だった。

「納得は、してくれたのかな？」

　押し黙り、一つの結論へと辿り着くスバルに襟ドナが尋ねてくる。その問いかけに、スバルは頷うなずくことを躊躇ためらいながら、深々と嘆息した。

「納得なんて上等なもんじゃねぇけど、ひとまずは理解した。お前にはお前のやるべきことと目的があって、それは俺らの目的を邪魔するもんじゃない」

「そうとも。お互い、『賢者』にそれぞれ聞きたいことがあるんだ。だから『賢者』の下へ向かうために協力する。何もおかしなことじゃない」

「やめろ。お前がそういう言い方すると途端に胡う散さん臭くさくなる」

「それはひどいな」

　これ以上、アナスタシアの姿をした襟えりドナと話しているとおかしくなりそうだ。

　いずれにしても、プレアデス監視塔を目指す旅路は長いものになる。監視塔のあるアウグリア砂丘は世界図の東端──その間、襟ドナとはずっと同道するのだから。

「時に、これは聞きたいから聞くんだが……君は、ずいぶんとボクの造物主を詳しく知っているようだったね。エキドナとは、何者なんだい？」

「何者って……ああ、そうか。記録にはまるで残ってないって話だったな」

　襟ドナに『エキドナ』のことを聞かれ、珍妙な要求にスバルは難しい顔をした。

　歴史的に見れば、かつて存在した大罪を冠する魔女たちは『嫉妬の魔女』に滅ぼされ、名前も残っていないのだと聞く。故に、その名前と『魔女』とを結び付けられるのは、本物との接点があったエミリア陣営の関係者たちだけだ。

　そして、そのエキドナとの話を目の前の襟ドナに──、

「──お前に話すには好感度が足りない。これ以上の話は、もっとお前を信用できるって見極めてから教えてやるよ」

「────」

「秘密主義はお互い様だ。お前も、文句は言えないだろ？」

　単なる意趣返し、なんて意地悪がしたいわけではない。ただ、襟ドナが手札を残すのならば、こちらも同じようにカードを伏せる。

　そんなスバルの答えを聞いて、襟ドナは大きな瞳ひとみを丸く見開くと、

「……そないに意地悪せんでもええやないの。ホント、こんな可愛かわいい子にナツキくんたらつれないんやから。うち、傷付くわぁ、もう」

　白びやつ狐この襟巻きの位置を直して、襟ドナがアナスタシアの言動を綺き麗れいにトレースする。

　なるほど、確かに上手なお芝居と言えるが。

「ウチ、のイントネーションが違う。あと、お前の関西弁は滑らかすぎる。俺の知ってるカララギ人と比べて、似え非せっぽさが足りねぇよ」

「似非っぽさ？」

　スバルの不親切な助言を受け、襟ドナは律義に言葉遣いを修正しようとする。が、そう簡単な話でもない。やがて、彼女は諦めたように吐と息いきをついて肩を落とした。

　そうして、スバルの方からも襟ドナに問い質ただすべきことはひとまずなくなる。アナスタシアの肉体の返還については、それこそ『賢者』の知識次第だ。

　ただ、一つだけ言えることは──、

「お前がアナスタシアさんの体を借りてること、ユリウスに……みんなに話すなよ」

「……それは構わんけど、ナツキくんが話さんことが意外やわ」

「ただでさえ大変なタイミングで、余計な波風を立たせたくない。言っとくが、他のみんなは俺より物分かりよくないぞ。それで足止め食らうのは困る。……勝手だけどさ」

　リカードやミミたちが事実を知れば、アナスタシアの身を案じて止める可能性がある。

　その結果、監視塔への旅路を断念することになれば、大罪司教の権能の被害に遭った大勢を救う手立てがなくなる。それは、ダメなのだ。

「監視塔にいって、『暴ぼう食しよく』と『色しき欲よく』の被害者も、もちろんお前とアナスタシアさんの問題も、全部解決すればいい。何もかもうまくいったあとだったら、リカードたちだって文句は言えねぇ。いや、言っても聞かねぇ」

「ホーシン語録の、『最後に帳簿の帳尻合えば』やね」

「それ、ホーシンさんに同意」

　さすがは同郷の疑いがあるホーシン、いいことを言っている。

　そのやり取りを以もつて、この場の話し合いは幕引き、スバルも安あん堵どする。

　最悪、襟えりドナにアナスタシアの肉体を悪用する考えがあった場合、ここで最終決戦が繰り広げられていた可能性もあったのだ。──保険も、使わなくて済んだ。

「ところでなんやけど、ナツキくん」

「うん？」

「──『賢者』に助け方を聞きたい相手は、君には他にもいるだろう？」

　部屋を出ようとした足が止まり、スバルの心臓が大きく、強く跳ねる。

　振り返れば、一瞬だけ素の口調に戻した襟ドナが、アナスタシアの顔で微笑ほほえみを作り、

「どっちにしろ、このプリステラにもおんなじ症状の人らがおるやろ？　その戻し方を聞くためには、一人ぐらい症例を連れてった方がわかりいい」

「それ、は……」

「途中、メイザース辺境伯の屋敷には寄るんやろ？　砂丘越えの準備と、監視塔に向かうって報告もせんと。そしたら、そこに君の『眠り姫』がおるはずや」

「────」

「うちはそれ、悪いことやなんて思わんよ。全員助ける、その中の最初の一人になるだけの話……そのぐらいの役得、ナツキくんには許されてもええやろ」

　襟ドナの淡々とした声こわ音ねが、何な故ぜかひどく悪魔的な誘惑に思えた。

　彼女の言わんとするところはわかる。そして、それに従ってしまいたい自分がいるのも間違いないのに、スバルは即答することができなかった。

「──レム」

　即答することができない代わりに、ただ、口の中だけで呟つぶやく名前があった。
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「──スバル、顔色が悪いが、平気かい？」

　集会場を離れ、少し歩いたスバルの背中に声がかけられる。

　その呼びかけに足を止め、スバルは一度、深呼吸してから頷うなずいた。

「大丈夫だ。心配かけて悪い。それと、取り越し苦労させたのも悪かった」

「いいさ、構わないよ。何事もなかったならそれに越したことはないんだ。……中であったことは、詳しく聞かない方が？」

「聞こえてなかったことにしてくれた方が、波風は立たねぇかな？」

　そう言って、スバルは隣に並んだ人物──ラインハルトに肩をすくめた。

　襟えりドナと話す間、有事に備えてラインハルトには部屋の外で待機してもらっていた。

　アナスタシアに覚えた違和感の正体、それがカペラの権能の可能性は十分あったのだ。直接対決に臨む前に、最大級の保険をかけておくのは当然と言える。

　幸い、警戒した荒事に発展することはなかったが、『剣けん聖せい』ラインハルトには集会場の会話──襟ドナがアナスタシアに成り代わった事情は聞こえていただろう。

　正直、余計な混乱を招かぬためにも、今は事実を伏せておきたいのだが──、

「生あい憎にく、僕には中の話が聞こえなかった。だから、会話の内容を誰かに伝えることはできないよ。これは相手がフェルト様であってもそうだ」

「……サンキュな」

　その思惑を察して、先回りしてくれるラインハルトにスバルは感謝する。

　思えば、この都市ではラインハルトの存在に助けられっ放しだ。エミリアの救出劇はもちろんのこと、こうした局面でも彼を頼れることは大きい。

「お前がいなきゃ、もっとヤバい局面がいくつもあったし、エミリアも助けられなかったかもしれない。ホント、ありがとよ」

「僕も、そっくり同じことを君に言わせてもらうよ。その上で、君の力になれたのなら光栄だ。──だからこそ、気を付けてほしい」

「ああ、わかってる。長い道のりだし、何より……」

　声を低くし、笑みを消したラインハルトの言葉にスバルは微かすかに目を細める。

　ラインハルトの懸念は明白だ。何な故ぜなら──、

「──お前でも越えられなかったアウグリア砂丘、だもんな」

「────」

「わりと絶望的なフレーズだぜ、やっぱ」

　茶ちや化かすつもりはないが、それは重たく横たわる事実だった。

　ルグニカの東にあるアウグリア砂丘──そこは獰どう猛もうな魔獣の巣窟であると同時に、かつて『剣聖』ラインハルトが挑み、踏破できなかった本物の魔境。

　そして、万能の知識を有するとされる『賢者』、シャウラが住まう最果ての地──。

「二年前、国王陛下を始めとした王家の方々が病に倒れた際、僕は賢人会の命を受け、治療法を求めてプレアデス監視塔を目指した。……でも、辿たどり着けなかった」

　忸じく怩じたる思いを滲にじませ、ラインハルトが己の失敗談を語る。

　ラインハルトと無力感、およそこれほど似合わない取り合わせは滅多にないが、だからこそ彼が自分の失敗を悔やみ、重く受け止めている事実が如実に伝わる。

「向かっても向かっても、遠くに見える塔に近付けなかったって？」

「──。おそらく、何らかの結界だ。僕は、それを越えることができなかった」

　結果、王家を襲った病の治療法は見つからず、王選によって王位を争奪する現在のルグニカ王国の状況が出来上がったわけだ。

「それが今になって、砂丘を越えるための方法が見つかったと」

「彼女を……アナスタシア様を信用できるのなら、そうだね」

　含みのある物言いは、先のスバルとの約束に配慮したものだ。

　アナスタシアに扮した襟えりドナを信用できるのか、彼は言外にそう問いかけてきている。

「────」

　会談の場で、『賢者』の名前を出した襟ドナは結界を越えられると、そう断言した。

　その信しん憑ぴよう性せいについては、良くも悪くも『エキドナ』の名前が裏付けてくれたと思える。あとは単純に、襟ドナを信じることができるのかどうか。

　その問いに対する答えは、すでにスバルの中で迷いながらも出したから──。

「きっと成果を持ち帰る。──弱音は吐いてられねぇよ」

　口の端を歪ゆがめて、スバルはラインハルトの憂慮を文字通りに笑い飛ばした。

　そのスバルの返答に、ラインハルトは軽く目を見張ったあと、頷うなずき返す。

「それと、そっちも気を付けろよ。大罪司教の……シリウスの護送なんて考えただけでも厄ネタだ。フェルトに無む茶ちやさせないようにな」

「そうだね。口うるさいと言われてしまうかもしれないが、こればかりはフェルト様にきちんと聞いていただくことにするよ」

　そう言って、ラインハルトが忠言する主人を思ってか唇を緩める。ようやくラインハルトの表情に笑顔が戻り、スバルは彼ら主従の関係の変化に目を細めた。

　フェルトとラインハルト、最初はちぐはぐに見えた二人だが、今もちぐはぐっぽさを残しつつ前進している。それが、他陣営のことながら妙に快く思えて。

　ただ、それと同時に──、

「ラインハルト、お前、大丈夫か？」

　ふと、微かすかな違和感が口をついて出て、スバル自身が驚いた。

　似たような驚きはラインハルトにもあったようで、彼は青い瞳ひとみを瞬まばたかせると、

「──。なんだか、漠然とした質問だったね」

「あー、いや、俺もうまく言語化できなくて……やっぱり、お祖ば母あさんのことか？」

　ラインハルトに感じた微かな違和、その思い当たる節は一つだけ。

　十五年前に亡くなったはずの先代『剣けん聖せい』──ラインハルトの祖母でもあった人との決着はついたと、スバルもヴィルヘルムの口から聞かされてはいる。

　だが、ラインハルト本人が受けた傷の話は聞かされていない。当然、改めて祖母の死を知った彼の心には、言葉にし得ない衝撃があったことだろう。

　ラインハルトは最強の『剣聖』だ。でも、心まで鋼はがねでできているわけでは、ない。

　しかし、ラインハルトは首を横に振り、スバルの憂慮を否定した。

「大丈夫だよ、スバル。お祖ば母あ様さまとの別れは済ませた。──だから、大丈夫なんだ」

「そ、っか。……まぁ、お前がそう言うんなら」

　当人の答えを聞かされ、スバルは大人しく心配を引っ込める。

　彼の心中の、実際のところはわからない。だが、当人が大丈夫と言い張るのなら、スバルにできることは何もなかった。──ただし、今は。

「フェルトに言えなくて、寄りかかりたくなったらいつでも言えよ。友達だろ？」

「──。わかった。そのときは遠慮なくそうさせてもらうよ、友達くん」

　軽く手を上げ、スバルはできるだけ気負わせないつもりで言っておく。それを受け、ラインハルトは一拍置いて苦笑し、深く頷うなずいた。

　頷いたから、たぶん大丈夫だろう。

　スバルと違って、ラインハルトは約束をちゃんと守れる性た質ちだろうから。
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「あ、スバル！　どこにいってたの？」

「おー、エミリアたん、ごめんごめん。ちょっと、済ませる野や暮ぼ用ようが多くてさ」

　ラインハルトとも別れ、避難所の通路を歩いていたスバル。そのスバルを見つけて、小走りにやってくるのはエミリアとベアトリスだ。

　手を繋つなぐ二人はスバルの前にくると、少しだけ咎とがめるように眉を立てて、

「ユリウスさん……ユリウスのところにいくって聞いてたのに、病室にいってみたらいないから心配しちゃったじゃない」

「いや、ちゃんと病室にもいたんだよ？　けどほら、長く見てるには辛気臭い顔してるだろ、あいつ。だから空気の入れ替えじゃないけど、目力の入れ替えにさ」

「そう？　ユリウス、綺き麗れいな顔してると思うけど……」

「む、エミリアたんもそう思うの？」

「あ、でも、スバルの顔もいいと思うの！　見れば見るほど味があるから！」

「フォローが苦々しい！」

　慌ててエミリアが訂正してくれるが、言い方を変えても根っこが同じだった。

　そのことに苦笑するスバル、その袖をくいっとベアトリスが引っ張る。「ん？」とスバルが彼女の方を見ると、ベアトリスは静かな声で、

「スバル、何か危ないことをするときはベティーを呼ぶかしら。一人にさせておくと危なっかしくて、ベティーは生きた心地がしないのよ」

「──。それは常々、俺がお前に感じてることでもあるんだぞ。お前があんまり可愛かわいいから、俺はいつお前が誘拐犯に飴あめ玉だま目当てでさらわれるか気が気じゃない」

「ベティーはそんな安っぽい精霊じゃないかしら！　馬鹿にするんじゃないのよ！」

　ベアトリスが憤慨し、ぽかぽかと叩たたいてくるのを抱き上げる。そのまま「ふわー！」と驚くベアトリスを抱いたまま、スバルはエミリアと並んで歩き出した。

「──？　エミリアたん、どうかした？」

　ふと、並んで歩くエミリアが上目遣いにこちらを見るのに気付く。

「俺とベア子が戯れてるのが珍しい？」

「ううん、この一年でそれは全然。自分の精霊の面倒を見てあげるのは契約者の義務だもの。だから、ベアトリスをあやすのはスバルのお役目だもんね」

「あやすって言っちゃった！　でも、それだとエミリアたんとパックの関係に当てはまらなくない？　あんまりエミリアたんがパックの面倒見てた記憶ないよ？」

「揚げ足取らないの！　それに私、スバルの見てないところでちゃんと色々お世話してたんだから。毛繕いとか、爪磨きとか、抱いて寝たりとか……」

　精霊との付き合い方のフォーマットとして参考にしていいのか疑問だが、パックのことを語るエミリアの表情は晴れ晴れとしている。

　──エミリアの胸元には、無色の魔ま晶しよう石せきを加工したペンダントが飾られていた。

　パックとの別離がある前、彼女が肌身離さず身に着けていたものと同じデザインのものだ。スバルの視線に気付くと、エミリアはその細い指で魔晶石に触れて、

「今はまだ、パックが出てこられるだけのマナが溜たまってないけど、あとちょっとだけの辛抱。だって、私とパックの繋つながりはずっと続いてくれてるから」

「それもこれもベア子の頑張りと、あとはキリタカの厚意に感謝だね」

　本来は交渉で譲り受けるのが目的だった魔晶石、それをキリタカは気前よく──否いな、都市を救ってくれた謝礼にと、エミリアへ引き渡してくれた。

　おかげで、プリステラにやってきた当初の目的は果たされた。ただし、その代わりにプリステラで増えた新しい目的が多くて、重たくて。

　──もっと、うまくやれたのではないかと思い悩む自分がいて。

「ね、スバル。あそこ、見て」

「──？　どしたの、エミリアたん。何かあった……」

　ふと、肩をつつかれてスバルが振り返る。そして、唇を緩めたエミリアが指差している方向、そちらに目をやって、息を詰めた。

　遠く、美しかったプリステラの街並みには痛々しい痕跡があちこちに残っている。それは魔女教が暴れ、亜あ獣じゆうが荒らし、スバルたちが奮戦した結果の光景だ。

　そんな荒れ果てた光景を、二人の少年と少女が手を繋いで走る姿が見える。そのどちらにも見覚えがあって、その表情には安あん堵どと、確かな微笑があって。

「ルスベルと、ティーナ……」

　魔女教の悪意によって、大いなる危険に晒さらされていたはずの少年少女。

　その死相を、泣き顔を、懸命な様子を、幾度も見た。だから、助けてやらなくてはと、救われてほしいと願った二人が、手を取り合って走っていく。

　多くの悲劇があった街中で、その二人の無事だけを喜ぶのは不謹慎かもしれないけど。

「でも、スバルと、それから私たちみんなでやったことよ」

「────」

「きっと、スバルは私じゃ思いつけないぐらい、すごーくたくさんのことを考えてくれてるのよね。そのことで、いっぱい悩んでることもあると思う」

　上目遣いのエミリアの指摘に、スバルは微かすかに頬ほおを硬くする。

　脳裏を過よぎる襟えりドナとの会話──それは『賢者』の待つ監視塔への道筋の不安であり、同時にナツキ・スバルに迫られた選択への迷いでもあった。

　そのことを胸に秘め、何も語らないスバルにエミリアは紫し紺こんの瞳ひとみを細める。

「話したくないならいいの。でも、何をするのか決めたら絶対に教えてね。本当に悩むときはちゃんと相談して。それだけ、約束してくれたらいいから」

「約束か」

「そ、スバルが守るのが苦手な約束。するのは得意でしょう？」

「わお、エミリアたんにしては珍しい皮肉だ」

　これまでの約束に対する実績から、エミリアに辛つらい評価を付けられてしまう。

　そんなスバルに薄く微笑ほほえみ、エミリアが小指を差し出す。それを見て、スバルはベアトリスを一気に肩に担ぎ直すと、「何するかしら！」と騒ぐ幼女を抱えたまま、そっと彼女の細い指に自分の小指を絡めた。

「指切りげんまん、嘘うそついたら針千本のーますっ」

「指、切った」

　指が離れる。エミリアは切った指を立てたまま、スバルに笑いかけ、

「スバル、これで通算針何本？」

「さて、一万本まではいってないと思うんだけど」

「それじゃ、ホントに一万本までいかないようにしてね？」

　エミリアの祈るような言葉に、スバルは「ああ」と言葉少なに応じる。

　その答えで、絶対の安心感を抱く──なんてことはエミリアには無理だろう。そも、彼女もそんなつもりで約束させたわけではないはずだ。

　だから、今の約束はスバルにとっての戒いましめだった。

『……そのぐらいの役得、ナツキくんには許されてもええやろ』

　今一度、最後の襟ドナの誘惑が脳裏に響く。

　そのぐらいの役得、スバルには許される。許されるだろうか。

　そのことに甘えるナツキ・スバルを、誰が許してくれるのだろうか。

「答えは、出すさ。──屋敷に戻るまでには、絶対に」

　それにしても、さすがはあの性悪魔女と同じ名前を持つ存在というべきか。

　本当に、人の心の一番弱い部分を的確に突いてくる奴やつだ。

「まったく、憎たらしい……」

「今、何か言ったのよ？」

「いや、この担ぎ方だと、ベア子の尻が叩たたき放題だなって」

「なんてこと言うかしら！　やっぱり下ろすのよ！　花を愛めでるみたいに優しくかしら！」

「はっはっはっは」

「笑いながらお尻を叩くのをやめるのよ──っ!!」

　騒ぐベアトリスを担いだまま、スバルは前を行く細い背中についていく。ちらちらと振り返り、こちらに混ぜてほしそうな顔のエミリアに。

　──これだけ恵まれているのに、これだけ救われているのに。

　もう一人、ここに望んだ少女がいてくれたらと、そんな自分の『強ごう欲よく』に呆あきれながら。

　ナツキ・スバルの、水門都市での戦いは幕を下ろしていく。




　──次なる、砂の塔へ至る物語に向かって、今は静かに。


《了》
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　――祝！　リゼロ五章完結！

　と、そんな挨拶から始まります、長月達平であり鼠色猫です。

　このたびは本編20巻、お付き合いいただきまして誠にありがとうございます！

　とはいえ、すでに本書をお読みになった方は、「五章完結！　なんて気持ちいい終わり方してねぇぞ!?」と思ったかもしれませんが、そんな感じですね！

　あまり自分では意識してないんですが、ここまでの章を振り返ると、奇数章は最後に次章への引きが強くて、偶数章は綺麗に〆ているイメージがあります。

　なので、五章の引きを受け、六章は綺麗に〆るに違いないとお思いでしょう。その正解は作者にもわかりません！　これが意外と、作品とは水物だからです！

　もちろん、書き始める段階でストーリー展開を決めてはいますが、いざ書き始めてみたらその通りにならないなんてことはよくある話。勝手に喋り、動き出すキャラクター、作者の思惑を超えて腹芸を働く悪役、想定より多く死んでいる主人公！　様々です。

　ので、五章も大変錯綜しましたが、次の六章もガルンガルン錯綜するかなと、そんな感じですが、今後もリゼロをよろしくお願いいたします！

　ホントに、あとがき一ページだと短い！　書けることもない！　書きすぎたせいで！




　では、見慣れていいのかこの紙幅の中、恒例の謝辞へ入らせていただきます。

　担当Ｉ様、五章完結までお疲れ様でした。一巻の中での話の組み立てなど、非常に大変な五章でしたが、おかげさまで無事走り切れました。ありがとうございます！

　イラストの大塚先生、五章はカバーイラストが大罪司教続きなど、かなり挑戦的な内容でしたが、〆の今回のイラスト素晴らしかったです！　本当にありがとうございます！

　デザインの草野先生、アストレア家三代揃い踏みの新機軸のイラストの中、テレシアとヴィルヘルムの物語の〆に相応しい切り取りかと！　ありがとうございます！

　月刊コミックアライブではマツセ先生の三章がエンディングを迎え、『剣鬼恋歌』シリーズも絶好調！　どちらも同月にコミック発売と、勢いよく大変お世話になっております！

　他にもＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様、校閲様や各書店様、営業様とたくさんの皆様にお世話になっております。皆様、いつもありがとうございます。

　そして最後に、いつも応援してくださっている読者の皆様、本当にありがとう。

　次から始まる６章と、秋にはＯＶＡ第二弾『氷結の絆』、そしてアニメ２期の放映も待っていると、まだまだリゼロの展開目白押しです。

　この先も、どうぞお付き合いをば！　では、次の21巻でお会いしましょう！





２０１９年５月《令和元年！　心機一転がんばるぞい！》
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